
京都府遺跡調査報告書

第 3冊

大内城跡

1 9 8 4 

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター



序

昭和56年4月に財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ ーが発足し，間も

なく 3年が過ぎようとしています。その設立の目的は，京都府内の埋蔵文化財

の調査，保存，活用及び研究を行い，その保護を図るとともに，先人の遺した

文化財を大切にする考え方の普及育成に努め，地域の文化の発展に寄与すると

ころにあります。

当調査研究センタ ーの直面する事業は，京都府内の各地における埋蔵文化財

の発掘調査であり，この報告の大内城跡も近畿自動車道舞鶴線建設工事に伴う

事前調査であります。調査により発見された遺跡の多くは調査終了後破壊され，

消滅する運命にありますが，発掘調査したすべての遺跡が開発事業により消滅

していいはずがありません。一つでも多く の遺跡がその重要性を理解され，現

状のまま保存されることが望ましいのは言うまでもあり ません。

乙の 『京都府遺跡調査報告書Jは，遺跡の重要性を理解していただくために，

またたとえ保存が困難な遺跡についても正確な記録を作成し，その活用を図る

ために刊行するものであります。 乙の報告書のほかに，調査結果を掲載した

『京都府埋蔵文化財情報』 ・『京都府遺跡調査概報Jとあわせて御活用いただけ

れば幸甚であります。

乙の報告書をまとめるまでの現地調査では，開発関係者はもちろんのこと京

都府教育委員会，各市町村教育委員会をはじめ関係機関の御協力を受け，さら

に炎暑の下，極寒の中，熱心に作業に従事していただいた多くの方がたがあり

ます。乙の報告書を刊行するにあたって，これら多くの関係者に厚く御礼申 し

あげます。

昭和59年 3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 福 山敏 男
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ひらいじよう

1. 本報告書は，京都府福知山市大字大内小字平城における発掘調査について記したもので

ある。調査は，昭和56年3月に樹木伐採をし，同年5月14日から昭和57年7月28日まで実

施した（一時中断）。 発師面積は約4,000m2である。

2. この調査は，日本道路公団大阪建設局の依頼により，財団法人京都府埋蔵文化財調査研

究センタ ーが実施した。但し昭和56年度は，京都府教育委員会によるものである。現地調

査は，調査課主任調査員 松井忠春，辻本和美，向調査員 伊野近富，岩松保，藤原敏晃

が担当した。

3. 調査地区を国土座名l：で表示すると， 15Kはx= -82797. 2938 y ＝一74156.4741, 20K 

はよピニー82778.0683 y ＝一74150.9625となる。

4. 本報告書：の作成にあたり，出土造物の撮影は一部を除いて高橋猪之介氏の手になるもの

である。なお，編集 ・校正は執筆者と企画資料担当が当たった。

5. 本書の執筆者は各章の末尾l乙付した。なお，第6主主の各城郭の図は白井千恵子の トレー

スによる。

6. 現地調査従事者

補助員及び整理員

跡部康治 ・阿部悌二 ・金子彰男 ・杉山司郎 ・西口俊郎・藤田 一・堀 I滅・松岡宏高・

山本和子 ・111本真由美 ・義則敏彦 ・梶村祐知 ・折谷忠克 ・大久保真邦 ・掘居正則 ・椋本

正手lj・向井智司 ・国木健司 ・黒石哲夫 ・繭木田佳男 ・福永伸哉 ・有井広幸 ・釆鞍定彦 ・

千原 毅 ・今川俊之 ・小出賢一 ・安野哲也 ・永田真也 ・木戸裕美 ・松木武彦

（順不同）

作業 員

芦田 勇・芦田 弘・芦田実雄 ・井上光治 ・井上f日成 ・土家ー・土家良夫 ・土田正巳

・Lp司！｜民太郎 ・中司丈太郎 ・西鉢隆雄 ・西駄種夫 ・西鉢一三 ・堀 一三 ・堀 一夫 ・堀

喜太郎 ・堀嘉寿 ・堀憲三・堀三治郎 ・堀俊治 ・j屈俊太郎 ・掘清治 ・堀只志 ・

堀武雄・j屈竹三 ・掘 利夫 ・掘 宗男 ・堀好一・堀敏晴 ・堀正博 ・掴佐一

• I L1本伝一 ・吉田義雄 ・芦田ふさの ・今川智子 ・片山サワ子 ・竹内千枝子 ・土田和子 ・

土田幸子 ・土田みちえ ・土田ゆき子 ・土家禎子 ・土田としえ ・土家筈恵 ・中司てる子 －

i:~1mr千代の ・ 西鉢正江 ・ 堀 昌子 ・堀綾子 ・堀恵美子 ・堀 きみ ・堀千恵子 ・掘と し

子 ・堀ノフゃエ ・堀まきえ ・堀 松枝 ・堀みさえ ・堀美智子 ・掘ゆき子 ・堀よしえ ・堀ヨ

シエ・ 堀あいの ・堀 末子 ・堀美津野 ・堀コトエ ・山本すが子 ・山本美喜子 ・土田初枝

・土田美千代 ・吉田光子（順不同）

nu
 



本文目 次

はじめに－－－－－

第 1章 大内城跡の位置と環境……...・ H ・H ・H ・－－……...・ H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・－・……2

第 1節 地理的環境…….......................................................................2 

第 2節 歴史的環境……………………………・...・H ・.....・ H ・－－…...・H ・－－－….....・ H ・・4

第 2章 大内城跡の発掘調査…－－…...・H ・－－……………...・H ・－－……………...・H ・－…・6

発掘調査に至るまでの経過…・・…………………………...・H ・.....・H ・－－…・6

発掘調査の経過….....・H ・－－……...・ H ・－－…...・H ・－－…………...・ H ・－－……….7 

発掘調査の方法・・…・・・…・・・・・・…．．．．．．．．．．・・…－－－．．．．．．．．．．－－－－－…・・・・・・…・・・・・・・10

検出遺構・－－－－－－－……・・・…・・・・・・……・・・・・・・・・・・・…・・・・・・…・・・…・・・…・・・…－－－…・12

出土遺物・．．．．．．．．．．…・・・・・・・・・………・・・・・・・・・…・・・…・・・…・・・…・・・…－－－…・・・…・27

考察・・・・．．．．．．．．．．・・・・・・…………・・・…－－－………・・・…・・・・・・・・・……………・・・・・・・48

大内城跡周辺の地質...・H ・－－－－…......・H ・－－…………………………………・ 119

地質概説…一……………………………・…・・……………H ・H ・－－－…・…・..119 

大内地区の地質……一…...・ H ・－－…...・H ・－－………...・ H ・－・………………・ 122

大内城跡周辺の植生・・…………………………………・・・…………………・ 129

気候と植生….....・H ・－－…...・H ・－－…...・H ・－－…………………………...・ H ・129

第 1節

第 2節

第 3節

第 4節

第 5節

第 6jp 

第 3章

第 1節

第 2節

第 4章

第 l節

第 2 節

第 3節

第 4節

第 5節

第 5章

第 1 節

第 2節

第 6章

第 l節

第 2 節

第 3節

第 4 節

第 5 節

第 6節

調査の目的とその方法...・ H ・－…...・H ・.....・H ・.....・ H ・－－…...・H ・.....・H ・...129 

観察の概要.....・H ・H ・H ・－－…………………...・H ・－－…...・H ・.....・H ・－－……・ 130

考察….....・ H ・－－…………………………...・H ・－－………………H ・H ・・H ・H ・135

帰化植物について…・・………………….........………...・ H ・－・…………・ 135

民俗からみた大内城跡の周辺…・・………...・H ・－・…………………………・ 137

祭杷圏について…...・ H ・H ・H ・－……...・H ・.....・ H ・－・………………………・ 138

天神社の性質について.....・ H ・－－……...・H ・－－………...・H ・－－……………・ 145

丹波地方の中世城郭について・・………………...・H ・－－－－－…………………・ 147

中世城郭の定義…一…………………...・H ・－－……………………………・ 147

中山城郭の発生.....・H ・－－………………………………………...・H ・－－…・ 150

城郭史よりみた大呂地区と豊富地区…・・…...・H ・.....・ H ・－－…...・H ・－－…・ 152

複数の竪堀遺構について…………………….....・ H ・－－…...・H ・－－…...・H ・167

中世末期の城郭…...・H ・－－………………………………………………… 171

天正期の中世式城郭について……－－…………………...・ H ・－－…………・ 178

第 7章 ま と め…ー・…・・…・・…・・・・・・・・ ー・・ ・・………・…・・・・・・…・－……...202 

皿



挿図・付表目次

第1章大内城跡の位置と環境

第 1図 大内城跡の位置と主な道筋（近世頃）及び河川・・・・・・……・・・……・ー……......2 

第 2 図 調査地周辺主要遺跡分布図…・・・…・・・…・・・…・・・…・ー・・－…・・・・…・…－・…...4 

第2章

第 3図

第 4図

第 5図

第 6 図

第 7 図

第 8図

第 9図

第 10図

第 11図

第 12図

第 13図

第 14図

第 15図

第 16図

第 17図

第 18図

第 四 図

第 20図

第 21図

第 22図

第 23図

第 24図

第 25図

第 26図

第 27図

第 28図

大内城跡の発掘調査

大内城全体図・－……－－－…………・・・・・・………………－－－…・・・……………・・・…・11

遺構全体図・・・・・……－－－……………・・・……………・・・…－－－－－－…・・・………－－－－－・・12

調査地北部検出遺構図・－－－－……．．．．．．．．．．・・…・・・…・・・……・・・…・・・・・・・・・…＂＂＂＇ 13

調査地中部検出遺構図・・…・・・・・・…・・・…・・・……－－－…－－－……………・・・・・－…・・・・14

SD 06と土塁の土層断面図 ・・………...・H ・.....・H ・－－…...・H ・－－………...・H ・15

SD 42と帯ぐるわの断面図 ……………...・ H ・.....・H ・－－……………………15

SE43実測図 ・....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・－－…………...・H ・H ・H ・－－…………・17

火葬墓 sx113の平面・断面図 ……………・・…………...・ H ・－－…………・19

大内城跡とその周辺の断面図...・H ・－－…...・ H ・.....・H ・－………………………・22

20ライン畦土層断面図（北面）＂＇・H ・....・H ・.....・H ・－－…………...・H ・.....・H ・・・・23

墳墓 sx300蔵骨器出土状況図 ...・H ・.....・ H ・－－－－………...・H ・H ・H ・－－……・24
墳墓 SX300-A平面・断面図 ・・…………………………….........………・25

墳墓 SX300-E・L平面・断面図 …...・H ・－………・・・……………...・H ・・・・26

出土遺物実測図・・………………………...・ H ・－－……...・H ・－・…・ー ・・…－－－－－・32 

SD 06出土遺物実測図 …－－…...・H ・－－…...・H ・.....・H ・－－……………………・33

SB 22出土造物実測図 …・・………...・H ・－－…………………...・H ・－－………・34

SE43出土遺物実測図（1) …・・……...・H ・－－…...・H ・－－……...・H ・－－…...・H ・...35 

SE43出土遺物実i!J.IJ図（2)……・・……...・H ・－－…………………...・H ・.....・H ・36

SK 158・SK240出土遺物実測図・・………...・H ・－－…………………………・37

SB 159出土遺物実測図 …・・…………………………...・H ・－－……...・H ・－－…・38

sx 248山土遺物実測図 ……・・……...・H ・H ・H ・－－……...・H ・.....・H ・.....・H ・...39 

出土遺物実測図 ・・…...・H ・－－……………………...・H ・－－－－一…ー……・－一一....40 

整地層出土造物実測図（1）・・・・・…・・・………・・・・・・………・・・・・－……・・・…－－－…・・・・41

整地層出土遺物実測図（2）・・………・・・・・・…・・・・－－…－－－…－－－…・・・…・・・…・・・…・・・・42

sx 300出土造物実測図（1)……・・…...・H ・－－……………...・H ・.....・H ・－－……・43

sx 300出土造物実測図（2）…………………...・H ・－－………...・H ・－－………...44 

- N -



第 29図

第 30図

第 31図

第 32図

第 33図

第 34図

第 35図

付表 1

出土遺物実測図ー・…・・・…・・・ H ・H ・－－……...・ H ・.....・ H ・－－－－…...・H ・.....・H ・－－…・45

山田館跡・後青寺跡・城ノ尾古墳 ・宮遺跡・同墳墓出土遺物実測図・・…・46

芦田三治氏・芦田弘氏所有遺物と奥谷遺跡表採遺物実測図…・・……...・H ・47

土器編年図(1）・....・H ・－・・・・………－…・－…・・・…・・・…・…・・・・・…．．．．．．・…・.......・H ・51

土器編年図（2）・・・・・…………・・・……・…・－－－－………・…・・・・・…・－－－－－…－－－－…－－－…52

遺構変遷図・－－－－－－－……－－－…－－－………・・・・・－…－－－………－－－……………・・・……・55

須恵器鉢 ・同斐 ・陶器斐 ・瀬戸瓶子出土造物片分布図……………………61

土拡・柱穴一覧表一…………ー・…ー・・…・・………－－－－－－－……一…………・・・71

付 表 2 遺物観察表・・・・…・・・ ・… …・・・・・・・・・一一…ー・…・……・……………・・・・・…・・ 86

第3章大内城跡周辺の地質

第 36図

第 37図

第 38図

第 39図

第 40図

付表 3

福知山～石生付近の地質分布図・・－……・・・・・・…...・ H ・・・……・・・・・………・.120 

福知山盆地の表層地質図...・ H ・－－－－………………...・H ・.....・H ・－－……...・H ・121

大内地区の地質図……・・………………...・H ・－－………...・H ・.....・H ・－－……・ 123

上位段丘堆積物の地質柱状図・・………………………...・H ・－－…….....・ H ・・ 124

旧河道の推定・H ・H ・－－……・・…...・H ・－－………………… H ・H ・－－－…...・ H ・－－…・ 125

地質年代表……・・………… H ・H ・…・・……H ・H ・－－…・……… H ・H ・・….....・ H ・126

付表 4 第四紀編年表…………・・…………...・ H ・－－…………...・ H ・－－………………・ 127

第4章大内城跡周辺の植生

第 41図 大内城跡周辺の値生調査範囲図…・・・・・・・・ー・一…・…・一……・………...130 

付－ 表 5 大内城跡周辺の植物……...・ H ・－－…・・………...・H ・－－…...・ H ・.....・H ・.....・H ・131

付表 6 坂室付近の植物・・…………...・ H ・H ・H ・－－………...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・133

付 表 7 不動山の植物…・・…………………………………………...・H ・－－…...・H ・...134 

付 表 8 帰化積物・・………...・H ・.....・H ・－－…...・H ・－－…...・H ・－－……...・H ・....・ H ・・H ・H ・135

第5章 民俗からみた大内城跡の周辺

第 42図 天国君1lの圧国位置図……...・ H ・H ・H ・....・ H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・－・………・137

第 43図

付表 9

付表 10

第 44図

付 表 11

第 45図

第 46図

六人部周辺氏子園図…・・…………………………...・ H ・.....・H ・－－…H ・...…・ 139

祭杷圏一覧表…....・H ・－－－……・………・...・H ・－－－…....・ H ・...・H ・.....・ H ・－…… 140

中世村名確認表…・・…………...・H ・－－………………...・H ・－－……………….141 

六人部地区の井堰地図…...・ H ・－－…………・・…...・H ・－－…...・ H ・.....・H ・－－…・142

六人部周辺の近世村名 ・石高一覧・・...・ H ・－－……………...・ H ・－－…...・H ・...143 

多保市の笹ばやし・…・・…－…一・・・・・・…・・……・・……・……………………・・・ 145

多保市の笹ばやし－…・……...・ H ・－－－…一…・・・…・・・・・ …一 …・・・……… 145 

-v-



第6章丹波地方の中世城郭について

第 47図 鬼ノ城跡（岡山県）水門石垣……………...・H ・.....・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－…… 147

付表 12 越前における城館の時代および地域的分布...・ H ・－－－…・…...・ H ・－－………・ 148

付表 13 福知山地方の中世城館比高別分類…...・H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・.......・H ・...149 

付表 14

第 48図

第 49図

第 50図

第 51図

付表 15

第 52図

第 53図

第 54図

第 55図

第 56図

第 57図

第 58図

第 59図

第 60図

第 61図

第 62図

第 63図

付 表 16

第 64図

第 65図

第 66図

第 67図

第 68図

第 69図

第 70図

第 71図

第 72図

明治以前耕地面積の推移・・…………...・H ・－－………...・H ・.....・H ・－－……・・・・ 149

竜ケ城跡略図…………・・………………………………………...・H ・－－……・151

高見城跡略図…・ H ・H ・.....・ H ・－－……………………………………………… 152

高見城跡遠望….....・H ・H ・H ・－－…………...・H ・－－……………………….......152 

大目地区域館配置図…………・・………………………...・ H ・.....・H ・－－……・153

金村・桐村氏略系図…………・・………………...・H ・－－……………………・154

桐村城跡略図………………...・H ・－－…...・H ・－－………………...・H ・.....・H ・..154 

金山城跡略図….....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・－－…...・H ・－－…………・156

天寧寺城跡略図…・・………………...・H ・.....・H ・－－….........・H ・H ・H ・－－……・ 157

豊富地区域館配置図…・・…………...・H ・.....・H ・－－………………………….159 

今安城跡略図…...・ H ・－－－－………………...・H ・.....・H ・.....・H ・－－……………・ 160

奥野部館跡略図………・・……...・H ・－－…...・H ・.....・H ・.....・H ・－－……………・ 160

半田域跡略図・・………...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・－－…………...・H ・－－…...・H ・161

4夏原城跡略図...・ H ・－…・・………………………………・H ・H ・－－……...・ H ・..162 

ヒエガ谷城跡略図・・……………...・H ・－－…H ・H ・－一…………...・H ・－－………・ 163

荒河城跡略図・・………...・H ・H ・H ・－－……...・H ・－－…...・H ・－－…………………・164

岩ケ端城跡略図………・・………………...・H ・－・……...・H ・－－………………・ 165

新庄城跡略図・・……...・H ・－－……...・H ・－－………...・H ・－－…...・H ・－－…………・166

全国の畝形竪掘をもっ披館跡一覧……...・H ・－－…...・H ・H ・H ・....・H ・.....・H ・167

上林城跡西曲輪遺構実測図…・・…...・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－…...・H ・－－………・ 168

上林日置谷披跡略図…・・………………...・H ・－－……...・H ・.....・H ・H ・H ・－－…・ 169

大戸城（塩員城）跡略図.....・H ・－－………...・H ・－－…...・H ・－－…………………・ 170

位田城跡略図・・…………………………………...・H ・－－……...・H ・.....・H ・...171 

八木城跡附図・・…………………・・・……...・ H ・－－……………………...・H ・..172 

八木城跡主郭部実測図...・H ・－－－・……………...・H ・.....・H ・－－………・ー・ー..173 

神尾山城跡（本自城跡）実測図…………...・ H ・－－…………………………… 174

金山城跡略図・・………………………...・H ・－－………...・H ・H ・H ・－－…………・ 176

宇津城跡略図………………………………...・H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・－－……… 177

- VI -



第 73図

第 74図

第 75図

第 76図

第 77図

第 78図

第 79図

第 80図

第 81図

第 82図

第 83図

第 84図

第 85図

第 86図

黒井城跡想像図………...・H ・H ・H ・.....・ H ・.....・H ・－－……………...・H ・－－…… 179

黒井城跡「｜一1心曲輪略図…………・・……………………………...・ H ・－－……・ 179

黒井城跡主郭部分石垣・…...・ H ・...・H ・H ・H ・....・ H ・－…....・H ・.....・ H ・.....・ H ・.179 

周山城跡略図・・・…………・・・…………・・・…ー・…………ー・……………・田・・・・180 

八上城跡略図・・………...・H ・－－…...・H ・.....・H ・－－………...・H ・－－……………・ 181

滝ケ嶺城跡略図・・…………………...・H ・－－……………… H ・H ・...・H ・－－……・182

神吉城跡略図・・………...・H ・.....・H ・－－………...・H ・－－………………………・ 183

須知城跡略図・・……...・H ・.....・H ・H ・H ・－－……...・H ・－－………...・H ・.....・H ・...184 

須知城跡主郭曲輸の石垣隅角部分…一………………………...・H ・－－……・184

丹波笑路城跡地形図……...・H ・－－…...・H ・....・H ・－－………………...・H ・－－…・ 185

丹波笑路城跡発掘部分実測図...・H ・－…………...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・...185 

上林城跡5D区発掘図….....・H ・.....・H ・・・・・・・H ・－－…...・H ・....・H ・...・H ・－－…・ 186

上林城跡5F区上層遺構実測図...・ H ・....・H ・.....・H ・....・ H ・……………・田・・ 187

館城跡略図…...・ H ・－－……………...・ H ・.....・ H ・－－…・・……… H・H ・－－－……・ー・188

¥Ill -



図 版 目次

図版第1 (1)大内集落と大内城跡（西から） (2）大内城跡近景（南から）

図版第2 (1）大内城跡遠景（西から） (2）大内谷をのぞむ（北東から）

図版第3 (1）掘削前北半部（南から） (2）掘削前帯ぐるわ （西から）

図版第4 (1)大内城跡（東上空から） (2）大内城跡 （東上空から〉

(3）北斜面 （北から） (4)SE 35発掘前（北東から）

図版第5 (1)土塁 ・SD06土層断面（南西から） (2JSD 06土層断面 （東から）

図版第6 (1）土層断面20K・L 区（北から） (2）土層断面20L・M 区 （北から〉

図版第7 (l)SD 42・土塁断面 （南西から） (2）帯ぐるわ SD42・土塁断面（南から）

図版第8

図版第9

図版第10

(1）土塁 ・SD06 （南東から）

(1）調査地北東部（西から）

O)SB 44・SB46 （東から）

(2)SD 06内のピット（東から）

(2）調査地北西部（東から）

(2）主要建物群（北から）

図版第11 (l)SB 40全景 （西から） (2)SE 09 （西から）

図版第12 (1）主要建物群（南から） (2)SE 43・SB44・SB46 （西から）

図版第13 (1）集石遺構sx268 （南から） (2）集石遺構sx445 （西から）

図版第14

図版第15

(1）帯ぐるわ・ SD42 （東から）

(l)SD 01検出状況（北西から）

(2）帯ぐるわ（東から）

(2)SD 01造物出土状況（北から）

図版第16 (l)SB 131祭杷ピッ ト（南から） (2)SK 21遺物埋納状況（南から）

図版第17 (l)SE 35完抑状況（南から〉 (2)SE 35完掘状況（南から〉

図版第四 (l)SE 43 （西から） (2)SE43 （西から）

(3)SK 240遺物出土状況 （東から〉 (4)SK 240造物出土状況 （北から〉

図版第19 (l)SK 240 （西から） (2)SK 240 （西から〉

図版第20 (l)SX 248遺物出土状況（西から） (2)SX 248完掘状況 （西から）

図版第21 O)SK 271 （東から） (2)SK 271 （北から）

図版第22 O)SX 300集石状況（西から） (2)SX 300集石断面（南から）

図版第23 (l)SX 300断面（南から） (2)SX 300-H半掘状況（南から）

図版第24

図版第25

図版第26

図版第27

図版第28

(l)SX 300 （西南から） (2)SX 300 （西から〉

(l)SX 300-A 検出状況（南から） (2)SX 300 A 蓋除去状態 （南から）

(l)SX 300 F検出状況（北東から） (2)SX 300-F蓋除去状態（北東から〉

(l)SX 300最終段階（西から〉 (2)SX 300-L （西から）

OlSX 300-L （南から） (2)SX 300 L （南から）

一 四 一



図版第29 土師器皿・瓦器皿

図版第30 土師器皿・鍋 ・瓦器椀 ・褐粕壷

図版第31 SK 19, SK 04, SE 43瓦器椀

図版第32

図版第33

図版第34

図版第35

図版第36

図版第37

図版第38

SE43, SX 248瓦器椀

(l)SD 06青磁・白磁 (2）各遺構 青磁・白磁

(l)SD 42青磁 ・白磁 (2lSK 43青磁 ・白磁

(l)SK 240青磁 ・白磁 (2)SX 248青磁 ・白磁

(llSD 159青磁・白磁・青白磁 (2）包含層 青白磁

(1）各遺構包含層 青磁・白磁 (2）各遺構青磁・白磁

(1)包含層青磁 (2）包含層 青磁

図版第39 (1）包含層青磁 ・白磁 (2）包含層青磁・白磁

図版第40

図版第41

図版第42

図版第43

図版第44

図版第45

図版第46

図版第47

(1）各遺構包合層青白磁 (2）各遺構包含層 青磁

(1)各遺構包含層青花磁器 (2）包含層瀬戸系瓶子

(1)各遺構包含層 須恵器 ・国産陶器 (2）各遺構包含層 須恵器 ・国産陶器

(l)SX 300 L 常滑焼系壷 (2lSX 300-L 蔵骨器と蓋

(l)SX 300-A 丹波焼系すり鉢 (2)SX 300-A 蔵骨器と蓋

(l)SX 300-A 須恵器三耳牽 (2lSX 300-E 蔵骨器丹波焼系斐

(llSX 300-F 須恵器鉢 ・土師器鍋 (2lSX 300-F 蔵骨器と蓋

(l)SX 300-A 和鏡 （裏面） (2）向上 （表面）

図版第48 (I)一石五輪塔 (2）宮出土石塔台座

医



はじめに

大内城跡発掘調査報告書

はじめに

大内城跡は，福知山市東南部の大内平城に所在し，西へのびる幅lOOmの丘陵；Lillを，幅100

m ・長さ400mにわたって人為的に改変し，城としたものである。大内城跡には， 土塁や空

掘がめぐっており，中世の平山城として知られていた。この地の大字名が「大内」といい，

『丹波志』にみえる「古城古主城大内村古城地平ヲ城 ト云，肯主堀上総進貞次」とあ

るのがそれではないかと推定されていた。

大内城跡の発掘調査は，昭和54年度から始まった近級自動車道舞鶴線の予定路線帯におけ

る事前調査の継続事業の一貫として行ったもので，昭和55年度に京都府教育委員会による測

量調査から開始した。昭和56年4月に当調査研究センターが設立されるに及んで，近畿自動

車道舞鶴線関係遺跡の発掘調査も引き継がれる乙とになり，同年5月14日から大内城跡の発

振i調査に着手すること となった。

当調資研究センターでは，昭和54年度の測量調査結果及び事前の文献史料等の調究結果を

ふまえ，道路公団大阪建設局との問で発祝調査費の委託契約書の締結をするとともに，文化

財保護法第57条第 1項の規定に基づいて 「埋蔵文化財発掘調査届出書」を文化庁長官あてに

提出した。

このようにして， 当調査研究センターでは周到な準備を行うとともに，調査に伴う組織を

次のとおり決定した。

発掘調査総括責任者 栗栖幸雄（事務局長）

発掘調査責 任 者 堤 圭三郎（調査課長）

発間調査担当者 辻本和美（主任調査員）

伊野近富（調査員）

発掘調査事務責任者 白塚 弘（総務課長）

発掘調査は，昭和56年5舟14日から昭和56年9月18日までを大内i成城館跡の発掘調査とし，

昭和56年12月8日から昭和57年7月28日までを大内城跡墳墓の発掘調査としてそれぞれ実施

した。また，昭和58年度は遺物終理を行う ことと し，本書：を刊行する こととなった。発抑I調

査中及び本書の執筆にあたっては，日本道路公団大阪建設局福知山工事事務所 ・福知山市教

育委員会 ・岡市史編さん室 ・福知山史談会 ・京都府教育委員会 ・京都府中丹教育局等の諸機

関，地元の方がたの御協力を得た。記して謝意、を表したい。

- 1 -



京都府遺跡調査報告書第3冊

第1章 大内城跡の位置と環境

第1節地理的環境

おおち

大内城跡は，京都府福知山市大字大内小字平城の台地上にあり， 周囲は植林，雑木林にお

おわれている。

福知山市は，人口6万余人，面積約265km2あり，旧丹波国天田郡lζ属し，中心部は，近

世～近代には福知山町，昭和12年に市制が実施され，その後，外縁諸村を合わせ現在に至る

が，大内は，旧中六人部村の大字で，昭和30年に市域へ含まれた。市域は南北lζ長く，南部

は福知山盆地，北部は山岳地となって，北は京都府与謝郡（丹後）， 西は兵庫県出石郡（但馬），

天田郡夜久野町，東は京都府加佐郡（丹後〉，南は兵庫県氷上郡（丹波），天田郡三和町とそれ

ぞれ接している。福知山盆地は， 幅約1.5km・長さ約25kmを測り， 周囲は標高4～500mの
おきだの いくたの

山地がとりまき，長田野，以久回野などの洪積台地が広がる。沖積地の西側が福知山市， 東

側が綾部市の中心地となっている。盆地の中央部には，全長146kmの大河，由良川が東から

西へ流れ，市内の主要河川である土師川，和久川，牧川を合流して日本海へそそぐ。由良川

は，丹波，若狭，近江の三国国境の三国岳に発するが， 丹波高原の多くの中小河川を合わせ

第1図大内城跡の位置と主な道筋（近世頃）及び河川

（本図は平凡社 『京都府の地名』 1981をもとに作成した。〉
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大内城跡の位置と環境

るため，その水系は広範多岐にわたり，各々の流域で生活がなされてきた。福知山盆地は，

由良川流域内で最も広い氾濫原を有する所で，多くの河川が集中するためしばしば洪水をう

けることもよく知られている。このため盆地周辺に認められる数多くの原始，古代の遺跡は，

自然堤防上や段丘上に位置する傾向にある。

福知山は，大江山越えで丹後，夜久野ケ原を西進して但馬，綾部から上林川を遡って若狭，

市内土師川から観音峠を経て亀岡 ・京都， 市内塩津峠越え，または長田野から大内を経て丹

波の氷上・多紀両郡から播磨へというようにいくつかのノレートの結接点に位置している。と

くに南進するノレートは，兵庫県側の丹波山地の河川を合わせて瀬戸内海へ流れる加古川水系

とは，日本で最も低い分水界と して知られる氷上郡石生で由良川水系と接するため， 早くか

ら播磨，摂津などの交流があったと推定される。このことは，近代に入つての鉄道開設に際

して，明治32年に大阪一福知山聞を結ぶ阪鶴鉄道が完成し，京都一福知山聞の明治43年開通

より先行している乙とにもうかがえ， 現在でも経済面を始めと して，いずれも阪神間との交

流が深く，内陸部の大規模工業団地として発展が期待されている長田野工業団地も阪神方面

とのかかわりが特に深し、。古代山陰道は天田郡内を通過しないが丹後国府への支路として，

氷上郡石角（現在の石生周辺）駅から福知山を経て与謝峠越えで丹後に至るとされ，福知山は

通過点になっている。中 ・近世には，福知山一生野一園部一亀岡に至る京街道が山陰街道と

しての主要ルートになったといわれている。

大内は， 土師川と氷上・ 多紀郡から流入してく る竹田川の合流点付近に位置いこの竹田

川に流れ込む大内川の小谷平野lζ集落が営まれている。 この位置は，さきに述べた南進ノレー

トと京街道の福知山盆地への入口であり，主要jレートの要として把握するととができる。大

内から宮にかけては，大内城跡と類似した台地状の丘陵が連なり，弥生時代中 ・後期の集落

跡や後期古墳及び中世の遺跡が尾根上に点在している。とくに弥生時代の遺跡は加古川水系

との関連で注目されるもので弥生文化の展開を考えるうえで重要な資料である。 大内が市史

のうえで最初に注目されるのは，この弥生時代であり，次が大内城の時代であろう。なお大

内付近は古代「六人音問1」， 平安末期から戦国期は「六人部荘」の範囲内に含まれる。

大内城跡は，竹田川lこ向かつて長くのびる丘陵地に築造され，約lOOm×400mlζ及ぶ広大

なもので， 標高は約70mを測り，谷水田との比高差は約20mである。 現在地元の人は，この

地を「ひらい城」と呼び永く古城跡として意識してきたようである。隣接地には，多保市城跡，

田野城跡などの山城が知られているが，近辺には，史上名高い国指定史跡「但馬竹田城跡」

（兵庫県和岡山町）が西方約29km，県指定史跡「丹波黒井城跡」（兵庫県春日町）が南西約lOkm

に所在し，それぞれ山上に石垣や曲輸が保護され残っている。 （杉原 和雄）
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第2節歴史的環境

由良川の中流域に形成された東西に狭長な河谷平野は福知山盆地とl呼ばれる。当盆地は東

半分を綾部市，西半分を福知山市が占め，古来からの中丹地域の要衡の地である。盆地内に

は中小の河川が数多く流れ込むが，盆地南西部から流入する土師川はすぐ上流で竹間川を合

わせる。この二河川が合流する地域が今回の大内城跡をはじめとする近畿自動車道舞鶴線関

係の発掘調査の主要な舞台である。当地域は，由良川本流域とは長田野の段丘台地によって

隔絶された比較的まとまりある小地域を形成する。しかし，周辺地域との関係では兵庫県の

丹波地域やさらに東播方面への交通路が聞かれ，後述する遺跡分布のあり方からみても由良

川 ・加古川水系を結ぶ重要な中継地点として捉えることができる。

由良川本流域の遺跡については乙れまで多くの文献等によって紹介されており，また， 当

地域についても近舞線の各関係遺跡分については調査年度ごとに概要が報告されている。そ

のため，本稿では今回調査の主体である大内城跡を取り巻く周辺の歴史的環境を中心に各遺

跡の概略のみ記すにとどめておきたい。

先土器時代lζ属するチャート製の削器が採集された和田賀遺跡は長田野丘陵の裾部に位置

し，さらに同丘陵上にある長田野遺跡からは縄文晩期の打製石斧類が多数出土しているが遺

第2図調査地周辺主要遺跡分布図

1.多保市廃寺 2.多保市城跡 3，薬王寺古墳群 4.薬王寺古墓 5.多保市遺跡 6.城ノ尾
城館跡 7.宮遺跡 8.城ノ庖古境 g，男塚古墳 10.ケシヶ谷遺跡 11.奥谷西遺跡 12.大
内城跡、 13.後正寺古墓 ・小屋ヶ谷古墳 14. 後青寺跡・後背寺古墳 15.洞楽寺古境 16.山
田館跡、 17.庵戸山古墳群 18.田野城跡 19.和田賀遺跡
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大内城跡の位置と環境

跡の性格等については不明な部分が多い。遺跡として明確になるのは次の弥生時代からであ

る。すなわち，宮地区から大内地区背後の丘陵部には弥生時代の集落遺跡が相次いで営まれ

る。丘陵先端部に当たる北側から，城ノ尾城館 ・宮 ・ケシケ谷 ・奥谷西 ・大内城下層等の各

遺跡の所在が知られており，発掘調査の結果，ほとんどの遺跡から住居跡 ・溝等が検出され

ている。特に宮遺跡では方形周溝墓が，また奥谷西遺跡では集落を囲む環濠の一部が確認さ

れている。乙れらの弥生遺跡は丘陵下の沖積地から比高差約30mを測る地点に位置し，遺跡

地からの周囲の眺望に優れ，いわゆる広義の高地性集落の範鴎に属する。各遺跡から出土す

る弥生土器は，畿内編年でいう第皿様式中 ・新からN様式にかけてのものが主体になってお

り，個々の集落自体の存続期間は比較的短期間であったものと想定される。大内城等の後代

の城館跡や山城とその立地条件が重なり，集落の性格等についても何らかの共通点を持つも

のと考えられる。

古墳時代の前 ・中期に遡る古墳はこれまでのと乙ろ当地では確認されていないが，後期に

入ると点々と小規模な古墳が築かれる。円墳が多いが，一宮神社背後の尾根先端部にある男

塚古墳は，横穴式石室をもっ全長約28mの小型の前方後円墳である。過去に大規模な盗掘を

受け銅鈴をは じめ多数の遺物が出土したと伝える。今回の路線予定区間内には，薬王寺古墳

群のほか城ノ尾古墳 ・小屋ヶ谷古墳 ・後青寺古墳 ・澗楽寺古墳が含まれ，各々調査が実施さ

れている。このうち薬王寺古墳群は木棺直葬と箱式石棺，また後青寺古墳も木棺直葬を主体

とするが，その他のものは横穴式石室を内部主体lとしており概ね6世紀後半から 7世紀初め

の築造時期が比定される。ただし，後青寺古墳では6世紀前半頃の須恵器が出土しており，

当地区の古墳築造時期の中では最も古い段階lζ位置付けられる。また竹田川の対岸部には庵

戸山古墳群が分布するが，当地域では概ね単独ないし 2～3基の小グループからなっており，

古墳の分布密度は希薄である。

歴史時代の遺跡としては大内城跡の北約 2kmに多保市廃寺があり，奈良から平安時代の瓦

が採集されている。現在下六人部小学校には寺跡から出土したと伝える塔心礎らしき石材が

移されている。当廃寺は通常の古代寺院の占地と異なり小さな谷の奥まった地点に立地して

おり，堂塔の規模も小さなものであったと推定される。谷入口部には同時期の多保市遺跡が

所在し，両者の関連が想起されるとともに六人部荘成立の前史として注目される。

鎌倉，室町以降当地には多数の城館が築かれ，あたかも一村一郭的な状況を呈する。単郭

で一辺40m前後の規模を持ち，土塁 ・空掘を巡らす。付近には中近世に遡る墳墓 ・墓地等が

散在しており，現在なお集落内の随所に見られる中世的な景観とともに当時の村落構成を知

る上に重要な資料である。 （辻本 和美）
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第2章 大内城跡の発掘調査

第1節 発掘調査に至るまでの経過

近畿自動車道舞鶴線は「国土開発幹線自動車道建設法」並びに 「高速自動車国道法」に基

づき，丹波 ・丹後地方と京阪神地方を結ぶ幹線道路として計画されたものである。

この高速道路の建設計画は兵庫県美嚢郡吉川町から京都府舞鶴市に至る延長約76.5 km区

間であり，このうち兵庫県多紀郡丹南町から京都府福知山市までの約41.2 km については昭

和52年9月に路線発表が行われた。

この路線発表に伴い京都府教育委員会は昭和52年lζ，日本道路公団大阪建設局福知山工事

事務所の依頼によって上記予定路線のうち兵庫県との府県境にあたる福知山市大字大内山田

地区から長田に至る約15kmの区聞において遺跡の分布調査を実施した。この踏査により，

これまでに周知されていた遺跡lζ加えて合計9か所（その後5遺跡が追加確認）の遺跡および

古墳等の埋蔵文化財が路線内に含まれることが判明した。このため，これらの埋蔵文化財の

取り扱いについて道路公団と協議が重ねられた結果，当該遺跡については事前lζ発掘調査を

実施し，その範囲および遺跡の性格を確認するとともに，特に重要な遺構等が検出された場

合，その保存方法等を検討するための資料を合わせて作成することで合意に達した。

現地調査は，昭和54年度にまず宮遺跡と城ノ尾古墳の発掘調査から着手された。昭和54・

55両年度の調査については京都府教育委員会によって実施されたが，昭和56年4月に財団法

人京都府埋蔵文化財調査研究センターが設立され，近畿自動車道関係の発掘調査についても

当調査研究センタ ーが継続して行うことになった。

大内城跡の調査は，昭和55年冬の樹木伐採および地形測量調査から開始し，同年5月14日

lζ現地の発揚調査に着手した。発掘作業の進展lζ伴って城跡東北隅から当城に付属すると思

われる墳墓跡が確認されたため，乙の墳墓の発掘調査を引き続き昭和57年7月28日まで実施

した。この間現地調査の中断した期間もあるが，ほぼ一年半を費やしたことになる。

今回の大内城跡並びに近畿自動車道関係遺跡の調査に当たっては，日本道路公団大阪建設

局福知山工事事務所 ・福知山市教育委員会・岡市編さん室 ・同企画調整室 ・福知山史談会 ・

京都府教育委員会・京都府中丹教育局等の諸機関の協力を得たほか，地元宮 ・大内地区の方

々には現地の作業全般にわたって献身的な参加協力を得た。また， 宮総代今川栄一氏 ・大内

総代西鉢 太氏をはじめ各地区の区長各位には格別のご高配を賜わった。さらに，埋蔵文化

財の保護lζ理解を示され，発掘調査を快諾された土地所有者の方々および有形無形のご援助

- 6 -



大内城跡の発掘調査

を賜わった方々に対し，調査関係者一同心より感謝申し上げます。 （辻本和美）

第2節発掘調査の経過

現地作業は，昭和56年3月に樹木伐採を行った後，昭和56年5月13日から掘削を開始した。

まず， トレンチ調査を実施した結果，平坦地の北半分で遺物や遺構を確認し，南半分につい

ても集石遺構が発見されたことから，全面調査を実施する乙とになった。この結果， 平安時

代末期から室町時代まで断絶的lζ使用されていた遺跡である乙とが判明した。そして，特に

平安時代末期から鎌倉時代にかけては，整然とした遺構群と豊富な遺物群によって，少なく

とも荘官クラスの館跡として把握すべきであると考えるに至った。

ところで，調査地の東北隅には墳墓があり，同時に発掘調査を実施した。調査は，一時中

断はあったものの昭和57年7月28日で終了した。以下に調査日誌抄を掲載する。

調査日誌抄（昭和56年5月13日～昭和57年7月28日）

昭和56年

5月13日晴れ

本日から損lj量を行う。北半分完成。

5月14日晴れ

測量続行。南半分完成。 1時から調査に

ついての地元説明会を聞く。

5月15日晴れ時々 曇り

幅 1.5mのトレンチを，道路の中心線に

沿って設定し，掘り始める。

5月21日晴れ

Aトレンチで，溝SD01を検出。瓦器椀

が2個体重なって出土。徐々にピッ トが検

出され始める。これに伴って瓦器椀，土師

器m，青白磁，青磁など出土。

5月22日快晴

台地の北端にある溝SD06の写真撮影を

行う。埋土は大略4層に分かれ，下層には

炭が混入していた。

6月3日晴れ

- 7 

北端の土塁を断ち割る。この結果，現土

塁と， 空堀（SD06）とは時期差のあること

がわかった。空堀の下層の遺物は， 平安時

代から鎌倉時代のものであることもわかっ

た。土塁は空堀と同時期のものの上に，土

を盛って現土塁としていた。

6月5日晴れ時々曇り

今まではトレンチ名で表示していたが，

本日から地区表示に改称する。 4m方眼で

南北軸を数字，東西軸をアルファベッ トで

表示し，南東隅の交点で地区を表わす。

6月6日晴れ

トレンチ調査は終了し，全面調査に切り

換える。

6月9日 i清れ

井戸検出（SE43）。一辺1.5mの方形。

6月18日 曇り一時雨

13・14F～J区を精査すると，南北 1間
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以上，東西3間（柱聞は 2.4 m）の掘立柱建

物が検出された。遺物は瓦器椀，土師器皿。

これ以降多数の遺構・造物が発見される。

6月25日曇り時々雨

乙の時点での調査成果は， SE43・旧土

塁 ・空痢等は，平安時代末期に造られ，鎌

倉時代前半には埋めたてられたらしい。そ

の後，鎌倉時代後半～南北朝時代まで人々

は居住した後，黄褐色土で大規模に整地し，

山城としたらしい。室町時代。

7月8日快晴

SB 44と重複した SB46を検出。いずれ

も総柱の掘立柱建物である。

7月23日 曇り後快晴

早朝の豪雨のため，遺構面は軟弱となり，

作業は難渋をきわめる。青磁の香炉片や青

白磁の合子片が出土。

8月6日快晴

午後3時より関係者のために中間説明会

を行う。福知山市市史編さん室，福知山市

文化資料館，日本道路公団， 福知山市役所，

大内地区総代他10人以上参加。

こ乙で，遺構群を2期に大別した。第l

j明は平安時代末～鎌倉時代前期で，低い土

塁とその内側に空堀をめぐらして防御する

段階として把握した。第2期は南北朝時代

から室町時代で，第 1期の遺構の上lζ置き

土し，土塁や腰曲輸などを造り，中世山城

の体裁を整える段階として把握した。そし

て調査は緒についたばかりであるが，中国

製陶磁器や古瀬戸などの出土は，当地方で

は珍しくその入手経路に関心がもたれると
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指摘した。

8月28日雨後曇り

大内城跡を総合的に調査するために打合

せ会を行う。参加者は百田昌夫 ・塩見行雄

（文献），藤井善布（城郭史），小滝篤夫（地質），

芦田重治 ・芦田豊 ・石坪一郎（植生）の各氏

である。中間報告あり。

9月3日 晴れ

弥生時代の敵き石や石鉱が出土し，二千

年に亘る複合遺跡であることが判明した。

9月5日晴れ

戸田重治氏他3名が植物観察等の調査を

行う。

9月19日雨時々曇り

雨天のため作業はなし。藤井善布氏来訪。

氏の話によれば，大内城跡のあり方は，福

知山市における城郭の流れからはずれる。

つまり，普通は低地lζ館を設け， 高所lζ城

を築くのだが，この場合，ほとんど同じ場

所に館的なものと，城的なものを造ってお

り，したがって，大内城跡は2つの要素を

兼ね合わせた 「大内城館」と呼称するのが

妥当との乙と。

9月29日晴れ時々曇り

ヘリコプタ ーによる空中写真撮影を行う。

その後，地上から全体の写真撮影を行う。

9月30日晴れ

地上から全体の写真撮影を行う。その後

主要遺構部にシートを張り， 器財も撤収す

る。

12月9日 ｜｜青れ後曇り

東北隅にある集石遺構（墳墓）の調査を始



める前に慰霊祭を行う。北西部にあるsx

248を発掘する。

12月19日曇り後雨

村田修三氏によれば，大内城跡は下方に

2郭，上方にl郭の計3郭で構成されてい

るが， アンバランスである。下2郭は土塁

も高く，虎口の造作も戦国時代の造りをし

ている。乙れに対して，上1郭は，後ろの

普譜も弱く（三重にしているが土塁が低しリ，

広い縄張りをもつことから，古い様相とい

える。このような（上の）郭は，源経基館な

どに例があるが，その場合は平地にあり，

このように丘陵上にあるのは初めてである

とのこと。

昭和57年

1月7日 雪時々晴れ

作業再開。土層断面観察用の畦を除去す

る。

1月13日晴れ

l珪を除去した後，精査を行うと，建物の

全容が明らかとなった。たとえば， SD46 

は， 2問×3間と考えていたが，4間× 6

聞の南北棟である乙とが判明した。そして，

SB 22と廊下で結ばれていた可能性もでて

きた。

1月21日快晴

高槻市教育委員会橋本久和氏来訪。 氏に

よれば，中国製陶磁器は，同安窯系のもの

が多い。少々龍泉窯系のものがあるが，古

相のものばかりである。 景徳鎮のものもご

く少量ある。概して12世紀のものが多いと

のこと。なお，14・15世紀の青磁 ・染付な
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どが少量出土している。

2月12日晴れ

東北隅の墳墓（SX300）の空中写真撮影

を行う。

2月18日快晴

記者発表を行う。10名ほど参加。

2月20日 曇り

現地説明会開催。約100人参加。併せて

宮遺跡の説明会を行う。説明会では城の変

遷過程を知る上で重要である点と，中国製

陶磁器片が約500片以上出土したことを重

視し，もともと乙の地が六人部荘内にあり，

領家が平頼盛であったことから，館主は荘

園の有力な領主の一人とみられる可能性を

指摘した。

3月5日 雨後曇り

墳墓（SX300）の南半分の移住石を除去し

た後， 北半分を掘り始める。中央lζ大聾が

据えられていることがわかった。

3月12日 曇り

全体を空中写真撮影する。

3月13日晴れ

福知山市民会館で，第5回研修会開催。

京都北部の中世城郭に焦点を当てた内容と

なり，伊野が「大内城跡の発掘調査」 と題

し発表した。

3月14日快晴

第5回研修会・講演会開催。百田昌夫「丹

波・丹後の荘園と守護代」，村田修三「中世

城郭の発達について」，藤井善布「福知山の

中世城郭について」の 3題講演後，午後か

ら大内城跡見学会開催。参加者150名以上。
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3月29日 晴れ SD06や土塁の写真撮影を行う。

墳墓（SX300）の断面図等を実測。器財を 6月28日 晴れ

撤収する。 福井県陶芸館田中照久氏，丹波古陶館大

5月10日快晴 槻仲氏来訪。墳墓出土品の中lζ越前焼のあ

調査再開。特に墳墓を集中的に行い，他 ることを指摘。

に調査地西北部の遺物包含層を除去する。 7月28日 晴れ

6月24日 曇り 現地作業終了。

現地調査終了後，整理期間中lζ多くの人びとが来訪した。また，大内城跡の重要性を理解

して頂くために，昭和56・57年度に以下の普及啓発活動や刊行物の出版を行った。

1.昭和56. 8. 6 「大内城跡」 京埋セ中間報告童話料 No.81-01 

2. // 8.28 「大内城跡」京埋セ中間報告資料 No.81 02 

3. 昭和57.2. 20 「大内城跡 ・宮遺跡J京埋セ現地説明会資料 No.82-02 

4. // 3. 13 「大内城跡の発掘調査」第5回研修会

5. // 3.31 「大内城跡発掘調査概要J（『京都府埋蔵文化財情報』 第3号）

6. // 3.31 「近畿自動車道舞鶴線関係遺跡J（『京都府追跡調査概報』第1附）

7. // 7. 17 「大内城跡」第l回小さな展覧会

8. I; 8. 21 「福知山市大内城中世墳墓の発掘調査」第9回研修会

9. // 9. 18 「大内城闘中世墳墓・後正寺古墓」京埋セ中間報告資料 No.82-08 

10. 力 9.30 「大内城墳墓発掘調査概要」（「京都府埋蔵文化財情報』 第5号）

11. I; 10. 2 「大内城跡の発掘調査」 高槻史談会で発表

12.昭和58.1. 8～9 「京都府福知山市大内城跡の中世墳墓」第13回埋蔵文化財研究会

この他，地元lζ対しては， 遂次発掘ニュースを回覧版様の小冊子にまとめ読んで頂いた。

（伊野 近富）

第3節発掘調査の方法

調査は，まず，樹木伐採から始めた。この段階で空中写真測量を行し～ 路線外lζ広がる大

内城跡全体についての把握に努めた。 なお，縮尺は500分の lとした。

当初は，調査地の約2分の 1Iζ当る2,600m2を対象として発掘調査を実施することにした。

まず，調査地全域を道路のセンタ一杭を利用して4m方眼の地区に分け，それを基準lζ幅

1. 5mの試掘卜レンチを計8本入れた。 これによって層序が腐植土（数cm），黄褐色土（20～

30 cm），暗褐色土（0～20cm），赤褐色土（地山）であることを確認した。あわせて， 第2層

目が遺物包含層であって，調査地の広い範囲にわたって中世土器を含むことも確認した。こ



一
:ヽ

｀
― 一

:

ヽ
: ノ

Ｉ
Ｊヽ
十
“周
Ｕ

//
:

大内城跡の発掘調査

」

≫ノ

… _̈1‐

ニメ
__´イ

:

/シイ
ノ
//た
多ク ニ
/́3/´   ・

く

:  (1

6_1

:

も
Ｌ

Ｅ

　

　

■

¨
　

¨

“
０
０

『ヨ

斗 イ
生ヽ

/´ ヽ｀`
、 )

プ
′

第3図 大 内 城 全 体 図

の試掘成果をもとに,土層観察用の畦を残しながら,順次 トレンチを拡張し,遺構の検出に

努めた。排土は南側の谷に捨てることとし,結局,全面を発掘することになった。これらの

作業は,すべて入力で行った。それは表土直下から多量の遺物が出土したことによる。

調査は,掘削と写真撮影,遺構実測を繰り返し,三度空中写真測量を行った。墳墓につい

ては,腐植土を除去した状態で,空中写真測量を行い,そ の後上記と同様の作業を実施した。

(伊野 近富)
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発掘調査によって検出された遺構は443か所であるが，とれは掘立柱建物跡などの柱穴ひ

とつひとつにも通し番号をつけたためである。 これらをまとめると， 243遺構となる。 内訳

は，講（SD)20か所，土拡（SK)l87か所，井戸（SE)3か所，建物（SB)l3か所，柵（SA)6か

。。

十 ~ I 
10m す 月

~－ 0十一、o--<b 
ザ三ι~－1

-f?> 0 o十

」~
。

＼＼寸1/

＋ ＋ 

→I¥ 

＋ ＋ 

一一寸 I/

+ 

～寸I/
＋ 

。Cコフ

。

。。
。

ート

十

8 0 0 
0 0 

~ 0 

' 0 a 0 耳石。

。

。。
1
「。。o
。

：ーィ
。

。
。Do 0 C o 
十十。

~1 5 図 調 査地北部検 出 遺構 図

- 13 -



京都府遺跡調査報告書 第 3冊

〓ｇ

―
Ｉ
Ｌお

　
　
∞
悌
⑪

+ C) +

ο  6 +

+
O  οO

ο
Ｏ

十

Ｄ．十

も
。

○  』

ぉス・」1

ヽ

＞
　
Ｄ
十

Ｃ
　
⊂

　

Ｆ
ゝ
¨

+

Ｏ

Ｏ

++

。
ο

０
キ十

+

０
＼
　

＋
＞

０
　

　

０

ｏｏ
Ｇ
滑
υ

し

〇

＋

ｏ
　
　
　
＋

キ

ヨ

ー

+

+

+
％

＋

+。

SK139

＋

　

　

　

＋
ο

Ｏ

　

　

ｏ

ｏ
　
　
ｍ

+

+

0

+
0

〇

十
ｏ＋

ｏ

調 査 地 中 部 検 出 遺 構 図

+

SX253

SB46

―-14-一

第 6図

も
G

°
0°

ヽ

ヽ

ヽ

Ｎ
ヽ
六

⊂ )

〆
′f鷲ト

こヽり

―
昌
―

O。



大内城跡の発掘調査

所，墓その他（SX)14か所となる。そのほとんどは平安時代末期から鎌倉時代初期に属する

が，他lこ鎌倉時代後期から南北朝時代にかけてと，室町時代後期lと属する遺構もある。ここ

では， 主要な遺構についての概要を示し，他の遺構については一覧表（付表 1）に譲りたし、。

なお，記述は通し番号の若い順からとする。

溝SDOl

東西方向の溝である。幅は0.4m程度だが，西端lと近いところでは0.3m弱と狭くなる。そ

の付近では，完形に近い土師器即が6個体以上，瓦器皿1個体以上，瓦器椀1個体以上，青

磁椀 l片が出土した。との溝は建物に伴う区画溝と思われる。

溝SD06

東西方向の溝である。幅は約2.2mから約3mまであり， 3m前後の部分が多い。深さはo.5 

2A 23 77.5円、

N 

ミミ~~~ぶ
、ぐぐ＼＼ト＼ ~~~~－ 

。 Sm 

第7図 SD06と土塁の土層断面図

l.腐植土 2.黄色土 3.明黄褐色土（第2次土塁） 4.黄褐色土 5.暗黄褐色土 6.n音褐色
土 7.暗黄色土 8.暗黄褐色土 9.黄褐色土 10.暗灰褐色土 ii. n音黄褐色土 12.黄禍
色混砂 13.暗黄褐色土 14.黄褐色砂質土（地山）

3 Z昼呈

。

第8図 SD42と帯ぐるわの断面図

1.腐植土 2.灰褐色土 s. a音灰黄色土 4.暗灰掲色砂質土 5. n音褐色土 6. n音茶褐色土
7. n音橋色土（SD42) 8.黒灰褐色土 9. A音黄茶褐色土 io. n音掲色砂磯土 ll.黄褐色砂質土
（地山）

- 15 -
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mから0.6m程度である。埋土は場所によって相違するが，概ね下層が炭混りの暗褐色土も

しく は黒褐色土で， 上層は黄褐色土である。遺物は下層に多く，遺構群が廃絶した時lζ，廃

材などと一緒に，土師器皿や瓦器椀などが遺棄されたらしい。この溝の北側には土塁があり，

これより北は崖となっており，自然、の要害となっている。

井戸SE09

16E区にある径lm程度 ・底径O.Sm・深さ0.6mの井戸状遺構である。 7-Kは湧き出すが，

他の用途l乙使われた可能性もある。埋土は3層で，上から暗灰色土 ・暗灰色砂牒土・踏灰色

泥土である。磨滅した瓦器，土師探片が出土した。

掘立柱建物跡SD22

調奔地中央部にある東西6間・南北4間・南lζ 1聞の府をもっ掘立柱建物跡である。 l聞は

南北方向で西第2柱列の場合2.475m （この場合の柱聞を8尺と仮定すると，1尺はo.309375 

m），西第5柱列の場合2.455m( 1尺は0.3085m）と計測する乙とができる。柱穴底面の絶体

高は76.73mから76.54mまであり，南部の柱穴がやや深い。北と東は溝SD159があり，雨落

ち溝としての用途が考えられる。 柵SA93とは重複しており，建物の方が新しい。閥を含め

た全長は南北が西第2柱列で12.08m, 東西が北第2柱列で14.9mあり，ある時期の中心建

物と思われる。

井戸SE35

8 J区にある隅丸方形の井戸である。調査前から水が溜っており， 天水を溜めた池様の性

質も有していたかも知れない。底面に拳大の石がかつて敷かれていたらしく ，数十個検出さ

れた。また水が漏らないように粘土を薄く貼りつけてあった。

掘立柱建物跡SB40

調査地の東部にある東西2間（4.36 m）以上， 南北5間（12.08 m）・南にl間（O.68 m）の府

をもっ掘立柱建物跡である。 1聞は南北方向で西第3柱列の場合2.416m ( 1尺はO.302m）と

なり，東西方向で北第4柱列の場合2.18m( 7尺と仮定した場合0.31lm）となる。屈部分は

0. 68mなので2尺と仮定すると 1尺はO.34mとなる。柱穴底面の絶対高は北端で76.6m・南

端で76.52mである。廟部分は76.6mある。

潜SD42

調査地の南部にある東西方向の溝である。 幅3.8m・深さO.55mで， 埋土は上層が暗黄褐

色（疎包含），下層がH音黄茶褐色土である。乙の南に土塁があり，続いて急斜面となる。この

溝はその後埋め立てられて，いわゆる帯ぐるわとなる。

井戸SE43

調査地の中央部にある隅丸方形の井戸である。 一辺は約1.Sm・深さは約2.Smである。埋

- 16 -
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全Jグ~

_TIID 

• 
← ー←1lilil

第9図 SE43 実狽iJ 図

1.黄褐色土 2.黒灰色粘質土 3.灰黄色粘質土 4.暗黒褐色土 5.黒褐色土 6.灰白色土
7.灰褐色粘質土 s.灰褐色粘土居 9.灰白色粘質土 10.明褐色土（以下，池山） 11.黄灰
白色粘砂質土 12.灰白色砂磯土

土は大雑把に言えば上層が黄褐色土で，中層が黒灰色土，下層が灰褐色土となる。中層以下

には大量の遺物が包含されており，ある時期に大々的な廃棄が行われたことが知られる。下

部には石（0.4×O. 3m，厚さ0.2m）が据ーえられており，意図的な埋納行為があったかも知れ

なし、。

- 17 -
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掘立柱建物跡SB44

調査地の中央部にある東西4間（9.82 m）・南北5間（12.28 m）の掘立柱建物跡である。 1

聞は東西方向で北第l柱列の場合2.455 m( 1尺は0.3069 m）・南北方向で商第2柱列の場合

2. 456m( 1尺はO.307m）である。柱穴底面の絶体高は北端で76.78m，南端で76.86mである。

北から 3番目の柱穴がもっとも深く （76.64m), 南端の柱穴がもっとも浅い。ほとんどすべ

ての柱穴の底には礎石が置かれである。後述する建物跡SB46とは重復関係があり， 乙の建

物跡の方が古い。

掘立柱建物跡SB46

調査地の中央部にある東西4間（9.9 m）・ 南北6間（14.6 m）の掘立柱建物助である。 1聞

は東西方向で北第l柱列の場合2.475 m( 1尺はO.3094 m）， 南北方向で西第1柱列の場合，

2. 4333m ( 1尺は0.3042m）である。柱穴底部の絶対高は北端で76.78m，南端で76.89mであ

る。北から3番目の柱穴がもっとも深く （76.7m），同4番目の柱穴がもっとも浅い（76.92m）。

柱穴の深浅により，南端の 1聞は開iである可能性がある。

焼土拡SX84 

調査地の中央部にある焼土を埋土とした浅い土拡である。 2.2m×1. 5mの長方形を呈し，

深さは0.05m程度である。掘立柱建物跡SB44の柱の聞に収まるので， この建物のカマドも

しくはイロリ様の施設かも知れない。その場合， 土聞を前提としなければならないが， 調査

でこれを判定することは困難である。あるいは，建物を建設する際の地鎮祭の跡とも考えら

れるが，無遺物のため，これを積極的に肯定する資料は見当たらない。

柵SA93

掘立柱建物跡SB44の四周を台形状に囲む柵である。 北辺約38m・東辺約44m・柱聞は6

～9尺とさまざまであるが7尺がもっ とも多い。なお，出入口と思われるか所が南東隅にあ

る。地形的には北西隅が低くなっており，ここに通路を想定する ζともできる。南西部が幅

狭くなっているが， この部分の外側には白色の円礁（5～lOcm大）が， 径12mの円形に露出し

ている。 井戸SE43の断面を観察した結果によれば，この円l深層は遺構面から40cm程度下位

にある層であるので，これが第1期遺構面に露出していることは，かつて地形の高い所があ

って，これを削ったため，下位にあるべき層が露出したのであろう。つまり，柵を構えた頃

は，白色の円僚が露出したか所にマウンドがあり， これを避けて構えたのではなかろうか。

火葬墓SX113

調査地南部にある長方形の火葬墓である。中央lζ石を置きその下に頭を北向きにした人骨

が埋納されていた。足は屈しており，その南東方には土師器皿が1枚置かれていた。人骨か

ら土拡壁までは，焼土と炭を包含したfl音灰色土があり，これらの状態から，土拡内で焼き，

- 18 -



そのまま土を被せて埋納した

可能性が高い。

掘立柱建物跡SB121

掘立柱建物跡SB46の南部

にある東西3間（7.2m）・南北

1間（2.1～2. 4m）の掘立柱建

物跡である。簡便な建物であ

るので居住のためではなく，

他の用途に使用されたかも知

れなし、。たとえば，馬小屋な

どが考えられよう。

土拡SK128

調査地の中央部，主要建物

群の西にある径0.3mの穴で，

深さ0.1m までに土問器小皿

4枚， 同大皿6枚が埋納され

ていた。埋納状況については，

大内城跡の発掘調査

第10図 火葬墓SX113平面・断面図

以下のとおりである。底には大皿1枚が正位置を保って置かれており，その上には， 壁面に

沿うように5枚の大皿が置かれていた。そして，もっとも上には2枚の小皿が重ねて置かれ

ており，あとの2枚もごく近くに置かれていた。地鎮祭などに伴い埋納されたものか。

掘立柱建物跡SB131

主要建物群の西方にある東西3間（6.7m）・南北4間（7.2m）の掘立柱建物跡である。 西側

にはl聞の閥がある。 柱聞は0.68mなので， 2尺と仮定すると 1尺はO.34mとなり，やや長

目の尺となる。また，北側lこも1聞の閥がある。柱聞は1.92rnである。乙れは，南北方向の

柱聞と一致する。 6尺と仮定すると 1尺は0.32mである。なお，一部分北側へ2.2m張り出

しており，7尺と仮定すると l尺は0.314mとなる。 この部分は中門廊のような施設が考え

られよう。柱穴は整地層である黄褐色土の直下にあり，整地作業直前まで使用されていたら

しい。建物を造築した時か，廃棄した時かは不明であるが，建物中央に穴を掘り，使用済み

の土師器鍋や瓦器椀，土師器皿を埋納している。これは，地鎮祭などの祭りに伴うものであ

ろう。

溝SD156

調査地北部にある南北方向の溝である。溝SD06の南側1.4mの範囲がやや低い平坦面で，
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そのすぐ南側が0.15mほど高くなり，主要建物群が造営された平坦面となる。この平坦面の

始まる地点で？訟は終息している。始まりは掘立柱建物跡SB22の北自[ljにある溝SD159付近だ

が，かつては接続していた可能性もある。溝は掘立柱建物跡SB160及び同SB237の東側に沿

って掘られており，雨落ち溝としての用途もあったと思われる。

土器密集地点SK158

掘立柱建物跡SB22の北西方にある土器密集地点である。建物群が廃棄された時点で，使用

していた食器類を集めたものであろうか。

溝SD159

掘立柱建物跡SB22の北側と東部にある「L」字状の溝である。雨落ち溝と思われるが，一部

が建物の下に隠れており，その用途をなさない。これは，建て増しがあったのではなかろう

か。つまり，建物が東西5間であった時に造られた溝であって，その後東へ一間分建て増し

たと考えるのである。埋土の中には多量の土器が廃棄されていた。なお，柵SA97とは重複

関係があり，溝が新しし、。

掘立柱建物跡SB160

掘立柱建物跡SB22の北方にある東西3間（7.34m）・南北2間（4.36m）の掘立柱建物跡であ

る。 1聞は東西方向で南柱列の場合2.447mなので， 8尺と仮定すると 1尺は0.3058mとな

る。南北方向では東柱列の場合2.18mなので， 7尺と仮定すると 1尺はO.311mとなる。柱穴

は北が浅い。なお，掘立柱建物跡SB22との聞に柱穴があり（この建物から南へ2.4m），廊下

様の施設があったらしい。

掘立柱建物跡SB212

調査地北部にある東西4間（9.8m）・南北2間（4.8m）の掘立柱建物跡である。地面が砂質

土のため迫構の検出が困難で，すべての柱穴が確認されたわけではない。西側の柱穴には瓦

器椀が埋納されていた。

羽田SA217

調査地西部にある南北方向の柵である。建物SB220の南側の施設となる可能性もある。

掘立柱建物跡SB219

調査地西部にある東西4間（9.75m）・南北l間（3 m）以上の掘立柱建物跡である。東へl

間（2.4m）のび， ！廊様の施設となるかも知れない。北へどのく らいのびるかは不明である。

あるいは1聞の長い廊となるのかも知れない。

掘立柱建物跡SB220

調査地西部にある東西2間（4.5m）以上，南北2間（4.5m）の掘立柱建物跡である。西部は

調査地外へのびる。建物の中央より北から傾斜が始ま り地山が深く なる。このため後の時代
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に整地作業が行われ， 0.4m盛土されている。1聞は2.25mで7.5尺と仮定すると， I尺はo.3 

mである。

掘立柱建物跡SB237

調査地北部にある東西4間 ・南北4聞の総柱建物である。ほぼ同じか所で建て替えを行っ

ており，古い方をAとし，新しい方をBと呼称する。 Aは東西9.25m・南北9.25mの正方形

掘立柱建物跡である。 Bもまた同規模で， Aより西北へO.5m移動して造築されている。 B

の段階は他の建物と接続している。 1聞は2.3lmで7.5尺と仮定すると，l尺は0.308mとな

る。倉庫と考えられる。

土拡SK240

溝SDOlの南西にある造物理納土拡である。瓦器椀や土師器皿の他， 鉄万も埋納されてい

た。 平面形は隅丸長方形で，深さはO.lm未満と比較的浅い。この中l乙完形品を含む遺物が

あった。祭肥に伴うかどうかは不明ではあるが，鉄万子が中心部分に置いてあった乙となど

から可能性はある。

土拡SX248

調査地北西部にある方形の土拡である。一辺約2.5mで，黒褐色の整地層によって埋め立て

られている。埋土は暗褐色土で，中には多量の遺物が包含されていた。 深さは，O.2m程度で

ある。四隅にはo.2～O. 3m大の河原石が1個ずつ置かれていた。整地直前に行われた祭把に

伴う遺構であろう。

池SX253

調査地中央部にある池様遺構である。形状は不定形であるが，一応の規模は東西3.2m・

南北2.3mである。埋土は灰褐色土で，湿潤な状態を示していた。ベースとなる土は， 西部は

黒褐色土の整地層で，この中には磨滅した土師器皿，E器椀が包含されていた。

建物？SB394 

調査地北端にあるピット群である。溝SD06の底面lζ2ピット， 斜面に2ピットあり，溝が

廃棄された時点、で，これらのピット群も埋没している。物見櫓様の簡単な建物である可能性

もあるが，土塁と建物とを結ぶ橋である可能性も否定できない。

土拡SK405

調査地北西部にある円形のピットである。径はO.25mで，中には北宋銭や南宋銭などが埋

納されていた。土拡SX248と同様に， 黒褐色の整地層によって埋め立てられている。まず，

周辺を精査した際，銭貨5枚が出土し，その後約O.2m下に20枚ほど埋没していた。その更

に下に30枚ほど埋没していた。結局，約53枚が確認された。乙のうち， 種類が判明したのは

以下のとおりである。開元通賓（621年初鋳，以下同じ） 1枚，威平元資（998年） 2枚， 景祐元
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賓（1034年） 1枚， 皇宋通賓（1039年） 7枚， 嘉祐通賀（1056年）

l枚，照寧元賀（1068年） 4枚，元豊通資（1078年） 5枚，元祐

通資（1086年） 5枚， 聖宋元賓（1101年）4枚， 淳照元資（1174

年） 1枚。この内， 開元通賓は唐銭であり，淳照元賓は南宋

銭であるが，他は北宋銭である。

土塁SF446

溝SD06の北側にある，自然の急傾斜面（約31.5度）の上端

2. 5m部分に盛土し，約45度の傾斜をもたせた土塁である。

講SD06の底面から土塁上面までの比高は， 0.8mと低いが，

外方では自然の傾斜面を利用し，また下端には幅2mのJllも

流れており，いっそう防御面に恵まれている。 土塁は， 溝を

掘った土を盛り上げ，更に近辺から土を運び形成したらしい。

下層（下面で幅2.4m・高さO.3m）は， 腐植土も混っているの

で，おそらく溝の部分の掘削土と対応すると思われるが， 上

層は，腐植土を含まない黄褐色土で構成されている。 近隣の

地形を見ると，調査地の西南部や東方約150m地点が削平さ

れており，とれらの地点から土が運ばれた可能性がある。土

塁の土層断面を観察してみると， 2時期あることがわかる。

古期は溝SD06と関連して機能しており，新期は溝が完全に

埋没した後lこ，土を盛り上げて仕上げている。土塁は，調査

地の三方（北 ・西 ・東）を画している。なお，土塁上面から水

田面までの比高差は約19mである。

ω轟印
＠
i

，。。

2墳 墓

墳墓の調査は， 表土剥ぎから始めた。 厚さ数cmの腐植土を

除くと，東西6.5m・南北3.5mの範囲にわたって鶏卵大の円

礁が積まれていた。円礁の聞からは土師器鍋片等が出土した。また，この段階で集石部分を

区画する溝SD144も検出した。乙の状態で空中写真撮影を行い， その後集石を除去する作業

を始めた。 集石の厚さは西部で約20cm，東部で約40cmであった。

墓域は石の配列によって，大きく 2区画lζ分かれる。西部は北辺にlOcm×25cmの石を立て

並べ，中央部は幅20cm程度の講を四周に掘り，中に方形土壇をもっ。この区画にA・L・M

の3基の墓が造られていた。東部は西部より一段低く造られた3.5mの方形を呈する区画を

もっ（H）。東西両辺に20cm×40cm程度の石を一列に敷き並べ，方形区画内部には30cm×40
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この平石直上には2か所（北部と南部に1か所ずつ）黒色土がcm程度の平石を敷き並べる。

30～40cmの範囲に置かれており，この近辺から鉄釘数本が出土した。また中央の集石中には

墓1基（F）が造られていた。この2区画の接する所にもっとも大きな墓Eが造られている。
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個々の墓の内容は次のとおりである。

SX300 A 

Aは，隅丸方形の掘形をもっ墓である。掘形の規模は長さ50crn・幅35crn・深さ30crnで，

黄褐色土の埋土である。蔵骨器はやや北東lζ傾いて埋められていた。須恵器三耳壷を使用し

ており，口縁部が少々破損していたのみで遺存状態は良好であった。 壷は丹波系のすり鉢を

使用していたが，これは幾っかに割れた状態で発見された。蓋の数cm上が集石の上面であ

／ 

" ~4 

s x 3 0 0 

。
4M 

c ;fl~ 器
J 

78 M 

第13図 墳墓SX300蔵骨器出土状況図
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る。骨は査の肩部くらいまで入れてあった。また焼けて歪んだ鏡片2枚（同一個体）も一緒に

入れてあった。

＼
々
＼

AVk
h
k
 

。
71阜m

第14図墳墓 SX300-A平面・断面図

SX300 E 

Eは，円形の掘形をもっ墓である。径90cm・深さ70cmで，墓拡の断面はすり鉢状を呈す

る。蔵骨器は丹波焼の大喪で，肩部より上はほとんど破損しており，その一部は内部に転落

していた。このほか，上半分には円牒が多数流れ込んでおり，中国製褐和l壷片も混入してい

た。また下半分には骨が入れられ，瀬戸灰粕小壷と土師器皿1点も検出した。蓋は検出され

なかった。板を使用したものか。斐の上半分の破片はかなり小片であり？幾度となく破壊さ

れたらしい。

SX 300-F 

Fは，他の蔵骨器が穴の中lζ埋置されていたのに対し，集石の中lζ埋置されていた。なお，

すぐ下には平石があり，むしろ平石の上に据え置いたという考え方が自然である。蓋として
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は須恵器ねり鉢が使用されていた。 いずれも完形である。

~（伝＼

一 7I.61D－一一

O 50cm 0 50cm 
「一一一マー一一一了一一一一下一一＇一一一－－，

第15図墳墓SX300-E・L平面・断面図

SX 300 L 

Lは， 層位としてもっとも古い段階のもので，一辺約80cmの方形掘形を掘り，その中央に

完形の常滑焼査を置き，蓋は須恵器聾か査の底部を一部割り取ったものを転用していた。掘

形の下半分lζは黒色土を入れ，蓋より上には約20cmの厚さで黄褐色土を入れていた。

SX 300-M 

Mは， 楕円形の土拡の中に黒色土と若干の骨片と銅片を入れた墓である。長さ40cm・幅

30cm・深さ20cmで，レンズ状の底部となっている。 なお，土拡の上には30cm×40cm程度

の平石が2個置かれていた。

以上が墓の概要である。次lζ造墓の！｜国序を復原すると以下のとおりとなる。

第l段階は墓域を約20cmの厚さに盛土し，乙の段階でEを造る。 これに伴う蔵骨器は不

明だが， 2か所で黒色土の集中が認められ，鉄釘もあったことから木製容器があった可能性

が高い。第2段階は西部の区画を造り， この中央にLを埋置する。 Lの周囲には講が掘られ

ており，この結果方形土壇状を形成している。付A近から五輪塔片（火輪）が発見された。第3

段階は2つの区画を統合した形でEを造り，この段階で溝（SD144）を掘り，結界を完了して
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いる。第4段階はA・F・Mを埋置し，すべての造墓行為を完了している。

出土遺物の年代観によれば，第1・2段階が平安時代末期～鎌倉時代初期頃，第3段階が

鎌倉時代後期，第4段階が南北朝時代頃と思われる。 Eからは数体分の火葬骨が検出された

が，他はすべて一体分ずつを納めたと思われる。土塁の内側にある溝SD06は， SX300の下

に埋没していた。つまり，溝が廃絶した直後lζ造墓が開始されたのである。乙の点について

は後輩で考察する。 （伊野近f,i;)

第5節出土遺物

1 中世遺物

造物は館や墳墓に属するものとそれ以外のものとがある。乙の項では前者のものを分類し，

その特徴を把握したい。時期は平安時代末から室町時代までを対象とする。

大内城跡から出土した遺物の器種は，土師器皿・壷 ・鍋，須恵器鉢・壷・斐，瓦器椀 ・皿

・盤，陶器（丹波 ・越前 ・常滑 ・瀬戸 ・美濃焼）壷・聾 ・鉢 ・皿・ 天白茶椀，青磁椀 ・皿， 白

磁椀 .Jill .杯 ・香炉， 青白磁椀 ・皿 ・壷 ・合子， 青花磁器椀 ・皿， 銭貨，鋭，鉄万，五輪塔，

石鍋等がある。

主要な器種について分類してみると以下のとおりとなる。

土師器皿

種々の用途に使用されたので出土量は多い。中には灯明皿の痕跡である油煤を付着させた

ものも少量ある。では，編年を念頭におきながら分類してみよう。

法量は大 ・小の2種あり，成形方法や胎土とも近似している。したがって分類方法は両方

に共通する内容とし，表示方法は大皿］－a等とする。

Iタイプ

口縁部に二段ナデを施す。同端部を細く丸く仕上げるのをaとし，角張る（し、わゆる面取り）

ものをbとする。大皿I aの出土量は少なし 実例はSD42の10（口径15.8cm）やSD06の

35 （口径14.1 cm), SB22の87(14cm）などがある。 SE43の場合口径は14～14.5cmが多し、。

SK128の例がもっとも大きく， 14.6～15cmである。大皿 I-bの実例も少ない。SB22の86

は口径が13.6cmと小さいが，これは体部の歪みによるもので，一般的であるのは14.2～14.4 

cmである。

日夕イフ。

口縁部lζ一段ナデを施す。 口縁端部の仕上げ方で lタイプと同様aとbに分かれる。大皿

日－aの実例はSD06の34（口径14.2cm）やSB22の88（口径13.4cm）がある。 SE43の場合13.6

～14. 8cm, SD159の場合12.8～13.5cm, SX248は13.8～15.4cmとパラつきが認められる。
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大皿日 bの実例はSB22の90（口径13.7 cm）や， SK158の170（口径11.2 cm）などがあるが，

量的に少なし、。

小胆の場合は大きさの制約があり，lタイプlζ属するものは非常に少ない。 ］－aの実例

はSB22の79（口径8.6 cm), SD159の190（口径8.6cm）などがある。 I-bは出土じていない。

II-aがもっ とも多い。SB22の場合7.4～9cmとバラツキがあるが一般的なのは8.6～8.8cm 

である。 日－bの実例はSB22の66（口径8.6cm）やSE43の101（口径8.4cm), SD159の187（口

径8.6cm）などがある。

日夕イフ。

口縁端部を内側に折り曲げた，いわゆる「コースター」型の皿である。実例としてはSD42の

7（口径7cm）やSK158の165（口径7.2cm）などがある。

Nタイプ

高台が付くもので，外底面をナデて成形しているタ イプである。大皿と小皿の別があり，

I • IIタイ プ4種類の皿部があると思われるが，確認できたのはII-aタイプのみである。

Vタイフ。

底部を糸切りによって成形しているタ イプである。底部から口縁部にかけての形状がわか

るものは少ない。実例としてはSD159の194（口径8.2cm）があるが，乙の場合は底部が磨滅し

ており，好例とは言えない。

E器椀

瓦器椀の用途と しては飯や汁用が考えられるが，詳細は不明である。 分類する際注目すべ

きか所は， 内外面のミガキや高台の断面形などが掲げられる。見込みの暗文（ミ ガキ）の違い

により3分類できる。

iタイプ

見込みにはジグザグ状暗文を施すもので，実例としてはSB22の94（口径14.2cm）がある。

体部内面のミガキは比較的密に施されている。口縁端部以外の器壁の厚さは一様である。但

し，この例は休部外面が磨滅しており，暗文の度合はわからない。好例としてはSE43の出

土例がある。 146（口径14.8cm）は，体部外面に数条の粗いl清文が施される。 これらの外形は

比較的直線的である（aとする）。外形が丸味をもつものをbとする。 ζれらは比較的小振り

である。 SE43の154の口径は13.8crn, 157は13cmである。 SX248の234は口径13.6cmである。

日夕イプ

見込みにはラセン状暗文を施すもので，実例としてはSE43の150（口径14.6cm）がある。探

壁は一様である。 体部の外形は丸味をもつが， I bほどではない。乙れをaとする。 bは，

底部から休部にかけての屈曲が明確なものである。 口縁部の器壁は厚く， 端部は面取り気味

。δ
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である。体部外面には粗雑な暗文を施す。実例としてはSX248の233（口径14.3～15. 8 cm）が

ある。

田タイプ

見込みには米印状暗文を施すもので，実例としてはSD06の53（口径14.7 cm）がある。体部

の外形は丸味をもつが I-bほど深身ではない。体部内面には密な暗文を施し，同外面には

組雑な暗文を施す。 乙の例の場合，口縁部の器壁がもっとも厚い。 SE43の149（口径15cm) 

は，外底面l乙墨書がある。

須恵器鉢

体部内面下半は使用により磨滅している。口縁部の形態によって3種類に分類できる。

Iタイプ

口縁部は角張る。上下に肥厚はほとんどしない。 SD159の217（口径29.8cm）やSX248の

241 （口径29.4cm）などがある。但し， 241の場合は内面に強くヨコ ナデを施しているので，

やや窪んでいる。

日夕イフ。

口縁部の下部のみ肥厚する。シャ ープなもの（a）とそうでないもの（b）がある。 SD159の

216（口径22.2 cm）は前者の好例で， SD06の52（口径29.8 cm）は後者の好例である。

皿タイプ

口縁端部が上下lζ肥厚するもので，その度合によってa～ clζ分かれる。 aは下に小さく

シャ ーフ。に肥厚し，上にやや大きく丸味をもって肥厚する。 SK158の176（口径30cm）はその

好例である。これは上側を意識してつまみ上げたもので，場合によってはE aと非常によ

く似ているが， SD159の215（口径22.8cm）は皿－ aとなる。 bは上下とも同程度に肥厚し，

丸味をもつものである。整地層の283が好例である。以上は基本的には角張る口縁部の端が

上下に肥厚するのであるが， cは丸味をもっ口縁部で，しかも上下に肥厚したもので，整地

層の284やSX300の300が好例である。

中国製陶磁器

中国製陶磁器のうち白磁については大宰府での森田 ・横田両氏の分類を援用する。他の陶

磁器については，たとえば同安窯や龍泉窯のような特徴的なものは明記したが，不明な点が

多い。

2 中世以外の遺物

第29図で示したように弥生時代 ・古墳時代 ・平安時代（前半）に属する遺物が出土している。

弥生時代の遺物

この時代に属するものとしては，石庖丁や石鍍，磨製石斧，壷などがある。石庖丁（316）は
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2/3が欠損しているが，刃部には右上方に向けて線状痕があり，加工されたことを物語って

いる。石鉱（317）は凹基式で，粗雑に作られたものである。 乙のほかサヌカイト製の凸基式

のものもある（長さ3.8 cm）。磨製石斧（318）は長軸lζ対してやや右斜め方向の線状痕が認め

られる。中央の太さに対して刃部が短く，あるいは幾度も砥ぎ直したためかもしれない。弥

生土器牽（319）は口縁部と頭部に回線を施すもので，中期後半と思われる。

古墳時代の造物

乙の時代に属するものとしては，須恵器杯身（320）がある。 6世紀後半と思われる。

平安時代の遺物

この時代に属するものとしては，須恵器三（二）耳査がある。全体の形態としては平安時代

前期（9・10世紀頃）の製品であると思われる。耳の形が特徴的であるが，生産地は不明であ

る。

3 周辺の中世遺物

近畿自動車道舞鶴線関係遺跡のいくつかから中世の遺物が出土しているが，乙れらについ

てはどく一部の紹介にとどめる。紹介するのは山田館跡 ・後青寺跡 ・城ノ尾古墳 ・宮遺跡と

同墳墓の造物である。このほか，宮在住の芦田三治氏所有品と大内在住の芦m 弘氏の所有

品及び大内所在の奥谷遺跡の表面採集品を紹介する。

山田館跡の造物
（注1)

この遺跡は鎌倉時代後期を中心とする墳墓群で構成されている。蔵骨器には土師器鍋が多

数使用されていた。土師器皿l(325）は口径7.Scmで，器壁は厚く体部から口縁部にかけての

屈曲は直立気味となっている。土師器鍋（326）は口縁部の断面が三角形状になっており，他

のものより新しい傾向を示している。 青磁折縁皿は内面に蓮弁文を施すもので，龍泉窯の製

品と思われる。最近の鎌倉での発掘成果によると鎌倉時代後期と思われる。
（注2)

後青寺跡の遺物

小字が示す寺の痕跡は見出せず，弥生時代の土器片（327）や室町時代末期の遺物などが出

土した。大内城跡とは谷を挟んだ対岸にあり，土塁や空堀のあったζとから城としての機能

が多大にあったのではなかろうか。

城ノ尾古墳の造物

当古墳周辺には中世の礎石建物や溝があり，また横穴式石室内も二次使用されており，中世

の遺物が発見された。建物については，このすぐ上に鎌倉時代の墳墓群のあることから墓堂
（注4〕

的な意味合いのものと推定されてい る。石室前庭部より出土した白磁壷（340）は非·.：；~＼’ tζ珍し

いものであり，12～13世紀の当地の住人が並々ならぬ経済力を持ち合わせていたことを知る

ことができる。 大内城跡ではほとんど出土しなかったが，土師器杯（338）や黒色土器椀（339)
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が多数出土した。乙れが時期差なのか同時期としたら使用階層差となるのかが今後の問題で

ある。いずれにせよ，これらの遺物は12世紀中葉から13世紀中葉の中で収まるものである。
（注5〕

宮造跡 ・同墳墓の遺物

12世紀から15世紀までの遺物が出土した。墳墓は高さ約O.7m・径約6mの土鰻頭の中l乙主

体部を造るものである。土師器皿は 1主体から数個出土した。土師器皿は 3型式ほどあり，

およそ100年にわたって築造されたことがわかる。宮遺跡の場合は瀬戸焼の灰粕椀(15世紀）

も出土している。
（注6)

芦田三治氏所有の造物

宮在住の芦田三治氏の屋敷内で出土したものである。出土破片数は80片で，その内訳は瓦

器椀35・同皿4，土師器皿大15・同小10，底部切り離し l，須恵、器整8・鉢2，丹波焼 4,

中国製 1である。主たる年代は12世紀後半と恩われる。瓦器椀の底部片は 6片で，この内識

別できる 5片の内面の見込みにはジグザグ状暗文が施されていた。
（注7)

芦田 弘氏所有の遺物

大内在住の同氏が耕作中に発見されたものである。す臣塚古墳のある丘陵の南端部ICl深石の

多いか所があり，これを除去中骨片や陶器片，更には五輪塔の空風輪も出土したことから墳

墓である乙 とは間違いない。さしたる根拠はないが須恵器斐（369）の口縁部lζ着目すると13

世紀と思われる。

奥谷遺跡の遺物

夜久野町在住の中川淳美氏と当調査研究センターの辻本・伊野が，昭和56年12月24日に現

地を訪れ採集したものである。かなり歪つな土師器皿や五器椀などを中心に，非常に珍しい

土師器杯（381など）も発見された。おおよそ14世紀に属するものであろう。

（伊野近富）
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98～103・105～llO・ll2～117・119～124・126～137・140・141.土師器皿
104～lll・118・125：瓦総皿 138.青磁椀 139・144・145.白磁椀
142.灰粕系皿 143.白磁皿（？）
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SK158 : 158～168・170，土師器皿， 169・171－瓦器皿，172～175.瓦器椀， 176.須恵、器鉢
SK240: 177・178・185.白磁椀，179・180.土師器皿，181・183・186.瓦器椀，182・184.
青磁椀
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知23図 SX248出土遺 物実浪ij図

219～230.土問器皿 231～234.瓦器椀 235.白磁血 236～239.白磁椀

240.青磁椀 241.須恵器鉢
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SK128: 243～248 . 土日rff ＠~illl SA217 : 249.白磁皿，250.IC器椀 SB237 : 251・252.土師器皿
SK245: 253. 白磁皿 SK251 : 254.白磁椀 SK254 255.白磁（呑；炉？〕 SK267: 256. 白磁椀

SD367: 257.青磁皿 SB131 258～261.土師器皿，262.瓦器椀，263.土師器鍋整地層264～
266 : 264.青磁椀，265.青依皿，266.白磁皿，267.土師器皿，268.背白磁盗，269.青白磁合
子蓋， 270.青白磁合子身，271.青白磁皿

264 
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第6節考 察

前節において出土遺構や主要遺構についての概略を述べた。本節では遺跡を的確に把握す

るために，まず出土遺物の編年を行う。丹波地域では未だこの作業は活発に行われておらず，

素案を提示するに過ぎないが，乙のタイム ・スケーノレの有効範囲内で諸遺構の変遷を把握し

たい。そして，これを踏まえた上で当遺跡の特質のいくつかを明らかにしたい。

1編年

畿内では11世紀になると，土器 ・陶器生産は大きな爾期を迎える。須恵器生産は大型製品

に主休を置き製造し始め，衰退した小型製品は新しく興った瓦器生産によって補われる。畿

内の北辺にある丹波の地にも，以上のような変化は急速に波及したと思われるが，現段階で

は資料がほとんどなく詳細は不明である。今回の編年案は資料数の制約のために12世紀から

14世紀に限定して提示する。

土器群は土師器や瓦器椀に注目すると， I期からIX期lζ分けることができる（第32・33図）。

I期

丹波町美月遺跡の例を指標とすることができる。いずれも黒褐色土層から出土した。 1は

瓦器椀で，内面見込みに交差する暗文を施すもので，口縁部内側に一条の沈線がめぐるもの

である。 2は瓦器皿で，口縁部は二段ナデを施す。 3は土師器皿で，いわゆる「て」の字口縁
（注9)

のもっとも退化したものである。平安京左京内膳町跡（以下内膳町）SE288下層出土例より更

に退化しており12世紀初頭もしく は前葉のものである。 4は白磁椀で，小さな玉縁状口縁を

もつものである。

日期
（注!OJ （注11)

福知山市向野西古墳（5・10），後正寺古墓（6・7・12），大内城跡SK128(8・9・11）の

例を指標とするととができる。 5は瓦器椀で口径16.1 cm・器高5.3cmである。ロ縁部はわ

ずかに内反し，その後斜外上方へのびる。 6も瓦器椀で，口径14cm・器高5.3cmを測る。

器高に比して口径が小さく， 先lζ分類した 1-bに相当する。 7は黒色土器椀で口径16.8

cm・器高4.9cmである。ロクロによる成形で， 底部には回転糸切りの痕跡がある。土師器

皿lは一段ナデと二段ナデの両方があり，外形も直線的に屈曲するもの（9・11）とそうでない

もの（10）とがある。大皿の口径は14.8 cm前後である。12は須恵器鉢で口径30cm・器高10.4 

～11. 3 cm。 ロ縁端部は黒灰色を呈するが，他は淡灰色である。東橋系と恩われる。 6の瓦
f注12〕

器椀は外面l乙粗雑なミガキが施されており，他地域との例と考え合わせると， 12世紀中葉の

年代が与えられよう。
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田期

大内城跡SK240(21）・SX248(21以外）の例を指標とする ζとができる。 13は瓦器椀でII-

bタイプのものである。量的には少ない。休部外面は粗雑なミガキが施されるが， H期のも

のよりいっそう簡略化されている。 14も瓦器椀で i bタイプのものである。口径13.6cm・ 

器高5.4cmである。15・16も瓦器椀でプロポーションが非常に似ているものである。あるい

は型づくり成形かも知れないが，磨滅しているので確証はない。土師器皿の口径は14.5 cm 

前後で，特に18の場合は，内膳町SE288上層出土例と近似しており12世紀後葉と考える乙と

ができる。

20は龍泉窯青磁椀で，内面lζ花草文をへラ描きするタ イプである。龍泉窯の東北にある大
（注13)

白岸上段窯祉（龍東BY13）のV式椀と類似している。これは南宋早中期に比定されているが，

椀の形態変化に注目するとおおよそ12世紀後半と考えることができる。なお，同一個体と思

われる破片がSK240からも出土している。 21は同安窯青磁椀で，他のものに比べて体部外面

の直線的なへラ描き文は，幅が広く力強い。 22・23は福建省あたりで焼成された白磁椀であ

る。 24は東椿系の須恵器鉢である。これらの所属年代は大きくみて12世紀後半で，瓦器椀の

体部外商のミガキをみると， 12世紀後葉に比定し得るのではないか。

W期

大内城跡SD06(27・38・40)• SE43(25・26・28～33・35・37・39）・SD159(34・36・39)

の例を指標とすることができる。 25は瓦器椀で日－aタイプである。口径は14.6cmである。

I-bタイプとしては26がある。 Eタイプとしては27がある。これらは磨滅している乙とも

あって皿期との区別は難しい。 28・29は瓦器皿で口径は8.6cmと8.3 cmである。土師器皿

(30～33）は口縁部を一段ナデしたものと， 二段ナデしたものとがある。大皿の口径は14～
（注14)

14. 5cmが多い。 34は龍泉窯青磁椀で，大白岸上段窯土止（龍東BY13）資料の中の蕉叶紋椀が相

当する。これは南宋早中期lζ比定されているが，他の椀との伴出関係によれば12世紀後葉～

13世紀前葉と思われる。 35も龍泉窯青磁椀で，前掲の大白岸上段窯土tl:での分類ではVil式椀に

相当する。時期も同じである。 36は同安窯青磁皿である。 37は白磁椀で，E期に分類した22

との区別は難しい。38は土師器鍋である。瓦器鍋も使用されているようであるが不明な点が
〈注15)

多い。 39・40は須恵器鉢で東播系のものである。宇野隆夫氏の編年によれば12世紀末～13世

紀はじめとなろうか。以上の結果，乙れらの所属年代は皿期を含めても時間幅はさほどなく，

12世紀末～13世紀初頭に中心をおくと恩われる。

V期
（注17)

福知山市城ノ尾古墳（41～43・46・47）・宮遺跡（44・45）の例を指標とすることができる。

41は瓦器椀で内面見込みにジグザグ状暗文を施すものである。口径は14.4 cm・器高5.3cm 
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である。乙れはW期の 1-bタイプに後出するものであるが，口縁端部はやや外反しており，

新しい形態となっている。内面のミガキは組雑1ζ施され，外面のミガキは施されていない。

42・43は瓦器皿で同期の土師器皿と法量は同じだが，口縁部の立ち上がりは強く直線的であ

る。 44～47は土師器皿で，小皿の口径は8.4～8. 6cmが多し、o N期のものより口縁部の立ち

上がりは弱くなっている。これらの所属年代は明らかにW期と連続しており，13世紀前葉と

考えるのが妥当である。

VI期
（注18)

宮遺跡の例を指標とすることができる。当該期の資料は少なく瓦器椀のみを提示するに過

ぎない。 48・49とも内面見込みにジグザグ状暗文を施すものである。外形はずんぐりとして

おり，前期lζ出現した口縁部を外反させる仕方は，いっそう明確になっている。高台も退化

して低くなっている。 48は口径13cm・器高4.6 cm, 49は口径12.6 cm・器高4.2 cmである。

形態的にはV期より後出すると思われるので，一応13世紀中葉と考えたい。

VI!期
Clよ19) （注20〕

京北町毘沙門谷遺跡（50～52）・福知山市洞楽寺古墳（53・54）の例を指標とする乙とができ

る。 50は瓦器椀で外形は杯のように直線的である。内面見込みにはジグザグ状暗文を施し，

体部内面には数条の横方向のミガキを施す。 51・52は龍泉窯青磁椀である。 51は体部外面l乙

鏑蓮弁文を施す。文様は肉厚で主の蓮弁の聞に，弁の上半をへラ摘きした従の蓮弁を設ける

ものである。大白岸上段窯祉の資料ではVIII式椀が相当する。こ乙では南宋中晩期に比定して
（注21〕

いる。また，上田秀夫氏の編年案によれば13世紀末～14世紀初頭頃に比定されている。先程

の中国においての編年と考え合わせると，13世紀後半が中心と考えられよう。 52は無文青磁

椀で，内面見込みに「毘山片玉」の刻印がある。 55は須恵器斐である。古墳の埋没した局濠の

中lζ埋納されていた蔵骨器である。底部は欠損しており，そのため54の須恵器鉢を下に据え
（注22)

ていた。55と同タ イプのものは，夜久野町矢谷造跡から出土している。共伴した木板lζは応

永（1394～1428年）の年号があった。 口縁部の形態から判断すると53の場合は2型式ほど先行

すると思われる。またプロポーションをみれば，矢谷遺跡の場合は長胴であるが，13世紀に
（注23)

比定されている兵庫県洲本市下内膳出土例は丸胴で， 53と非常によく似ている。 13世紀とし
（注24)

た根拠は不明だが7 以上の2例を考え合わせると 1,300年前後と考えるのが妥当であろう。

54は口縁部形態が特異で類伊UIC乏しいが，ロ縁部の上方への拡張が著しくなり端部は丸味を

もっている点からすれば，1,300年前後と考えるのが妥当である。以上の乙とからVI!期は， 13

世紀後葉から14世紀初めが中心的な時期と思われる。

VIII期

大内城跡SB131(55～59）・山田館跡（60）の例を指標とすることができる。 55は瓦器椀であ
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る。深身の体部に断面三角形の高台がつくもので，杯様の形態をとる。前代からの系統とは

大きな違いを示すが， 50のような直線的な外形のものから派生したのかも知れない。56～59

は土師器皿である。小皿の器壁は厚く，口縁部は直立気味に折り曲げられている。口径は7.7

～7. 8cm程度である。大皿の造りは粗雑で， 口縁部に一段ナデを施している。口径はll.8～ 

12cm程度である。 60は土師器鍋で，同様のものは大内城跡SB131からも出土している。口
（注25)

縁端部外面を丸くするものである。 山田館跡ではこのタイプの鍋が多量に出土しているが，
（注26) （注27)

共伴した瀬戸灰粕瓶子や丹波焼整は，いずれも14世紀前半のものである。したがって当期は

14世紀前半と考えたい。

lX期

奥谷遺跡採集品（61～66）・後正寺古墓（67）・大内城跡SX300(68・69）の例を指標とするこ

とができる。 63は瓦器椀で口縁部の器壁がもっとも厚い。内面には数条のミガキが施されて

いる。口径は12.4 cmである。 62は瓦器皿である。かなりいびつな作りである。土師器皿は

かなりいびつで口径も小さい。 65は土師器杯である。乙の時期のものしか現段階では確認で

きないが，あるいは瓦器椀の衰退状況に対応するために，土師器生産者がこのようなものを

作ったのかも知れない。 68は土師器鍋である。口縁端部外面を外lζ肥厚させたもので，断面

は三角形を呈している。型式的には60より l型式ないし 2型式後出するものである。 69は須

恵器鉢で，口縁部が上下に肥厚するものである。 当期は土師器鍋に注目するとV1II期より後出

するので，一応14世紀後半と考えたい。

2 丹波の土器の特色

まず，土師器皿lζ注目してみよう。作り方は底部は糸切りにせず，子づくね成形を行って

いる点からすると，畿内の影響下にあったと言えよう。特に， I～W期は二段ナデをしたり，

口縁端部を面取りしたりするなど，ほぼ同様の変遷をたどることができる。ところがV期以

降になると様相は一変する。畿内の中心地では13世紀の血は口縁部を面取りしたものが主流

であるが，この地域の場合は口縁端部を面取りせず，口縁部を強く一段ナデするのみである。

乙れがV1II期になると器壁が厚くなり，更に特徴的になる。 lX期になると厚手と薄手の両方が

使用されるが， ロ縁部はひずみ使用に耐え得ないと思われるものになる。確かに平安京（京

都）においても 14世紀になるといびつなものとなり， この点から言えば大枠からはずれずに

変遷したととがわかる。しかし， 65のように杯様のものが生産され，丹波の独自性を発揮し

ているものもある。なお，糸切り底の皿及び杯が12世紀に存在するが，大内城跡が本格的lζ
〈注28)

使用された12世紀末にはほとんど消滅している。城ノ尾古墳のSDOlからは， 12世紀末～13

世紀初頭の頃の土器が出土していて，ここでは糸切りと手づくねが共伴している。あるいは
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使用階層によって糸切りがやや遅くまで使われたのかも知れない。いずれにしても， 13世紀

の早い段階で糸切りは消滅するようである。

次K瓦器椀lζ注目してみよう。 I期は口縁部内面に一条の沈線をもつもので，内面見込み

には格子状の暗文を施す。器壁は厚目で全体lζずんぐりとした印象を与える点，また，口径

に比して高台径の占める割合が大きいなどが3 「丹波型」の範鴎に入る。但し，始めに説明し

た内容はこの範囲書からはずれる内容であることから， I 期のものは「丹波型」の祖型と位置づ

ける乙とができる。 日期になると「丹波型」が明確になってくる。 皿期になると編年表lζ載せ

た3タイ プがあり，少なくとも 3つの生産者グループが存在した乙とがわかる。 V期になる

と上記の3グノレーフ。の他K，口縁部を外反させたタ イプを生産するグループが出現する。こ

れらのクソレープがどのように変遷したのかは不明である。かろうじて言えることは，口縁部

を外反させるタ イプは，福知山市宮においてのみ見出せることである。乙の点から「丹波型」

は小地域にのみ流通するものと，丹波圏内に流通（もしくは小地域どとの生産者が技術関係

をもち，同型のものを作っていたのかも知れない）するものとに分かれていたことがわかる。

今のところ，乙れらを「丹波型」としてまとめることができる点は，口径に比して高台の占

める割合が大きい点である。 そして，基本的には内面見込みにはジグザグ状暗文を施す点も

指摘することができる。

最後lζ鍋lζ注目してみよう。土師器と瓦器の両方が使用されているが，おそらく V期まで
（注29)

は宮原正明氏分類の「山城型」が使用されていたと思われる。これがVI期頃に60・68のような

「丹波型」の鍋が出現し， 主体的に使用されたと恩われる。実際の資料は持ち得ていないが，

Vil期がもっとも口縁端部外面に丸味をもつものであろう。 VI期は出現期であるのでバラエテ

ィに富んでいるだろうが，やはり丸l床をもつものであろう。これらは体部外面にタタ キを施

しており，更に~Jl成も堅徹であることから ， 丹波焼のような大きな生産体制の中に組み込ま

れた一群の生産品ではなかろうか。

憶測が多いが，以上が丹波の土器の特色である。それでは，これらの成果や編年lζ遺構の

切り合い関係を加味し，大内城跡の造構群を把握したい。

3 遺構の変遷

平安時代末から室町時代までの遺構群は，第1期から第4期まで分けることができる。第

1期は編年のE期に相当し，第2期は同N期iζ相当する。第3期は同咽 ・IX期に相当し，第

4期はそれ以降となる。

第 l期

整地層の下から検出 した遺構群である。第2期とはあまり時間差がなく，遺物の相違で分
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けるのは難しいので，造構の切り合い関係によって区別し，その後遺構の配置を考えて他の

遺構も適宜入れた。
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当期lζ属する遺構は， SD06（古） ・SB12・SB40・SD42・SB44・SA93• SB220・SB237A

• SD401などである。

これらがどのように配置されているかというと， 中心建物としてSB44があり，これを台形

状に囲む柵SA97がある。建物の西方の柵は広がっており，ある一定の空間を形成している。

なお，出入口と思われるか所が南東隅にある。柵を隔てた東方には，ほぼ柵の東辺と方向を

合わせたSB40がある。そして，柵の北方には少なくとも 3棟（SD12• SB220・SB237A）以

上の建物を配置する。このうちSl3237Aは4間× 4閣の総柱建物である。一辺が9.25 mとひ

じように大きく，倉と思われる。 奈良時代の例ではあるが，松村恵司氏の 「古代稲倉をめぐ
（白•30)

る諸問題」 によれば，長28～30尺（8.4～9 m）・広さ26尺前後（7.Sm）の場合，穀が3,000～

4,000削で穎が10,000束前後収容できるらしい。おそらくSB237Aの場合は穀が5,000斜ほど

収容できたであろう。 発掘された倉の中でも最大級といえる。

乙れらの施設の外側lζ土塁や空堀（SD06・SD42・SD401）を造る。乙の段階の土塁は，空

掘を掘った土を盛り上げただけで低いものである。

第2期

第1期の建物群を取り壊し，新たに建物群を造る。西北部はやや低くなっていたが，乙乙

を埋め立てている。

当期lζ属する遺構は，SD06（新） ・Sl322・SD42・SE43・SB46• SD156・SD159・SB160

• SB212・SB237Bなどである。

なお，第2期の建物群を造営する前l乙地鎮祭を行ったようである。 SX240・SX248がとれ

に相当する。 SK405は銭貨を埋納したピッ トであるが，低い西北部を埋めたてた途中で掘ら

れている。銭貨はほとんどが北宋銭であるが，中lζ1点だけ南宋銭があった。 1174年が初鋳

の淳隈元賓である。淳照年聞は1190年まで続くが，ともかく第2期の造営開始は1174～1190

年以降であるととが確認できた。

遺構群の配置をみてみよう。中心建物と してSB22があり，おそら く閥（廊下）を介して南に

SB46を配置する。北にはSB160を配置する。乙れは廊で連結していたようである。その更に

北にはSB237Bを設けている。前期のSB237Aとほぼ同位置にある倉である。 これらの建物の

東側には雨落ち構（SD156）があり，更に東にはSB212がある。南lζ戻ってSB46の西には井戸

SE43を設ける。また，更に南lζはSB400を設ける。 SB22・46・237Bは総柱建物であり，柱

聞も整然としている。 SB160・212・400は柱聞が一定せず，総柱ではなく簡単な建物を連想、

させる。しかし，上部構造の決定的な迷いとはならないようである。つまり瓦葺の建物はな

かったようである。

これらの建物群は南北方向に縦列して配置されており，これらの西方は空閑地としておか

円

o
p
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υ
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れている。なお， SB22の西側には池様のSX253があり，井戸SE43の存在とも合わせて建物

群の西側は，庭園もしくは広場として利用されたことを想起させる。

南北端は第1期と同様に土塁や空堀で防御を固めている。

第3期

前2期がそれぞれ20年程度と，比較的短い時期幅を予想しているのに対し， この時期の中

心は14世紀にあるものの，13・14世紀を想定している。

今までは居住を重視した館であったのに対し， 当期は居住施設をほとんど持たず城として

の機能を重視している。また，東北隅に墳墓を設けている。

当該期Iζ属する遺構は， SB131• SX113・SD144・SA255• SX300などである。まず，13

世紀にはSD06の一部を埋めてSX300L • Hが造られる。また南部には火葬墓SX113も造ら

れる。 SX300は14世紀も造墓活動を続ける。 14世紀前半には全体的に整地作業が行われ，

SB131が造営される。 土塁はひと回り大きく高くなり， SD06は完全に埋められる。南端にあ

った空堀や土塁も埋められて，平坦地に変わる。これら整地に使用された黄褐色土は，第4

節で述べたように調査地の西南部や東方約150mで確認された削平地から運ばれたと思われ

る。乙う考えてみると，第1期の柵SA97の西南部が屈折して狭く なっていたのは， 乙のか

所が他lζ比べてやや高くなっていたためとみる乙ともできる。但し，西南部の削平が第2期

l乙実施された可能性は否定できない。

当該期で注目すべきは防御方法の転換についてである。 前2期が土塁と空堀で防御するの

に対し，当期（特に14世紀前半）では平坦地， つまり郭によって防御するという発想の転換が

あるのである。この点については後で考察したい。

第4期

おおむね16世紀を想定している。調査地の下部丘陵や近隣丘陵地に城館が築かれる。 当該

期は造物が僅少であり，ほとんど使用した痕跡を見出す乙とはできないが，他の城館との関

係もあって，簡単な防御体制を執っていたらしい。墳墓は忘れ去られてしまう。

むとべ

4 六人部荘と大内城跡について

大内城跡の主については， 全期間を通じて有力領主を想定することができるが，第1～第

3期と第4期で性格は大きく相迭する。

まず，第1期と第2期の豊富な土器群，特に中国製陶磁器を1,300片以上所有し得る経済力

は並々ならぬものがある。倉も5,000削を収容できるほどであり，丘陵の下方にあると思われ

る倉庫群の存在と考え合わせると，中国製陶磁器をたくさん持った豪族の生活を街御する乙
〈注31)

とができる。やや時代は下るが，至徳4(1387）年の「天竜寺領土貢注文」によれば， 宮村 ・高
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津 ・生野の寺納米は593石 ・銭貨602貫であった。そして宮村方三か村の京進米は211石 5斗

余であった。このような点から，少なくとも数か村を牛耳っていたと推定できる。館の規模

は一辺lOOmあり，現段階では六人部地域においてこれに匹敵する館はない。以上のことか

ら，数か村を牛耳る豪族の館である可能性が高い。特に平安時代末期は六人部荘が立荘され

ており，これを管理する荘官の館跡というものが， もっとも可能性のある推定である。

六人部荘は，現在の大内 ・宮・長田辺りを範囲とする有力な荘園であった。九条家文書に
（注32)

よれば，大治3(1128）年に平資基が父資孝の私債である六人部荘を， 信濃守某に譲渡してお
（注33)

り，少なくとも12tl:t紀初めには立荘されていたことが知られる。次いで吾妻鏡などによると，

寿永3(1184）年には領家であった平頼盛が，平家没官領であるこの地を安堵して貰うため，

源頼朝に申し出て許可されたことが知られる。本家は八条院l障子内親王であった。
（注34)

本家の変遷をみてみると，八条院から春華門院（後鳥羽天皇皇女） ・JI頂徳天皇と受け継がれ，

承久の乱で幕府が没収し， ついで後高倉院（守貞親王）に返進され，その子の安嘉門院に譲ら

れて， 後宇多天皇を経て大覚寺統に伝領された。嘉元4(1306）年の「昭慶門院（亀山天皇皇
（注35〕

女）御領目録」に六人部荘が記載されている。昭慶門院から尊治親王（後醍醐天皇），五辻宮守

良親王（亀山天皇皇子）へと伝領され，嘉暦3(1328）年に六人部荘内大内 ・宮村・生野三か村
はるとみみよう

（春富名を除く）を前鎌倉将軍久明親王（後深草天皇皇子）の若宮（照明親王）に譲っている。

南北朝時代になると武家方lζ接収されたらしく，天竜寺領となっている。天竜寺は暦応

2 (1339）年に夢窓疎石のすすめで足利尊氏が立願したもので， 多くの荘園が寄進された。

以上の乙とから，有力領主に伝領された乙とが判明している。しかし，遺構の変遷をみて

みると，第3期は墳墓を造るのみで，生活した形跡はほとんどない。在地領主の館は平地に

移り，大内城跡は正しく名のとおり城と して機能するに至ったのである。
（注36)

第4期は16世紀と考えているが，江戸時代中期に編さんされた『丹波志」 には，「古城古主

掘大内村 古城地平ヲ城 卜云，古主堀上総進貞次」とあり，乙の堀貞次は大永年中（1521～

1527年）にも城を造ったとも書かれている。 小字平城という地名からも，調査地である丘陵

上同る施設がこの 「平ヲ城」に相当することがわかる。また，『古城祉見取図会協同同

様の記事があり，「元亀三（1572）年堀金谷藤原広正為 赤井が落城」と書かれている。以上

の記事を信用すれば，堀貞次が16世紀前葉lζ城を造り，間後葉lζ堀広正の時，兵庫県側の黒

井城主赤井氏に滅ぼされたこととなる。今回の調査地では，これを証拠だてる資料はなかっ
（注38)

た。但し，丘陵端にある城館は，虎口のあり方が室町時代末期のものであるので，上記の事

件は乙の城館lζ関わることかも知れない。
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5 館から城へ

すでに幾度か，大内城跡の変遷について述べてきたが，乙乙では建物配置に注目して館の

構造の一端を明らかにしたい。そして，城の構造については村田修三氏の論考を紹介するに

留め，後章の藤井善布氏の論考lζ譲りたい。

館の構造

大内城跡は，山地の急斜面から台地状の緩斜面に移行した地点を占めており，遺跡の南の

谷には，現在小屋ヶ谷池と呼ばれる池がある。乙の池がいつ頃造られたかは別として，少な

くとも水を司どる地点に占地していたととが知られる。館の中心部分は，北辺が約lOOmで

南辺が約60mと台形となっている。乙れは一重の土塁と空掘に固まれた部分であるが，この

前面に幅の狭い武者走り様の郭が二面あり，背後には三重の空掘があった。なぜ台形Iζ造っ

たのかは不明な点が多いが，全体的にみるとE陵の地形に左右されたと考えるのが妥当であ

る。館の背後はやや正陵が幅狭くなっており，また南lζ曲ってもいる。これによって南辺が

狭くなったと思われる。

館の内部についてみてみよう。第1期はSB44を中心に建てられている。柱聞は8尺等間

であるので， これを全体lζ割り付けてみると第34図のとおりとなる。 SB44の造営尺は 1尺

が30.8cm程度であるが，柵とSB40は別にして，他の建物は，この8尺方眼によく合ってい

る。また， SB44の酋第1柱列とSB237Aの西第1柱列を一直線上に設定したことがわかる。

正面は南か西であろうが，柵との関係から考えると？広い空間のある西が正面であったと恩
（注39)

われる。平井聖氏によると，地方武士の家も京lζ同じ頃建てられた北面の武土佐藤憲清の家

や藤原定家の家と変わりなく，多分正面が南であろうと推定している。 第1期の場合はおそ

らく西が正面と思われるが明確ではない。はっきり西が正面とわかるのは第2期である。

第2期はSB22を中心に8尺等間で割り付けてみると第34図のとおりとなる。乙の場合の

造営尺も l尺が30.8 cm程度である。造営にあたってはSD156からSB46の東第1柱列が一直

線上に設定されたことがわかる。 SB46以外は東西棟である。 位置的にはSB22が主屋となり，

南に副屋，さ らにその南に雑舎がある。また北にも雑舎があり， さらにその北に倉がある。
〔注40)

「一遍上人絵伝」の中に筑前国のある武士の屋形が描かれているが，ここには板塀lζ固まれた

中lζ主屋があり，その右手にやや小さな板葺の副屋があり，さらに右手に簡単な馬小屋があ

る。同じく備前国の藤井政所のシーンは，築山をもっ広い庭を囲み主屋と副屋があり，やや

離れて雑舎のある景である。 同じく信濃国佐久郡の大井太郎の家は， 主屋の下（南か）＇ζ萱葺
〈注41)

の副屋があり，乙の左手lと雑舎があり，さらに左手に台所の建物がある。 「法然上人絵伝』の

中に漆間時国の家が描かれているが，主屋の下（南か）＇ζ中門廊があり，右手には雑舎，左手
l乙馬小屋がある。そして周囲には竹を編んだ垣が巡らされている。
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このように，鎌倉時代の地方武士の館は，主屋と副屋があり， 1～2棟ほどの雑舎と馬小

屋，台所というように 5～6棟で構成された場合が多かったことがわかる。第2期の建物群

を今一度見てみると，主屋の南lζ副屋があり，さらに南に馬小屋がある。ひるがえって北に

は台所があり，さらに北lζは倉があったと想定することも可能である。これは遺物の出土状

態から追認することができる。馬小屋と想定した建物の周辺からはほとんど造物が出土せず，

主屋と台所と想定した周辺で特に多く出土した。井戸が富lj屋の近くにあり，台所との関連で

いえば不都合があると考える ζともできるが，水は南北両側の谷lζ下りれば川が流れており，

この方が簡単に得られたと思われる。井戸は浅く豊富な水量が得られたとは考え難く ，非常

事態に備えて用意してあったと思われる。

城の構造

大内城跡の第1期 ・第2期は，居住機能を維持したままで，台地l乙設けられたもので，村
（社.42J

田修三氏はこれを「館城」と呼称している。氏は中世初期に平地の方形館のプランを要害性

に富む地形を求めて移したものと判断している。大内城跡は空堀と耐輪を含めるとおよそー

町四方の方形城館であるが， 峰岸純夫氏によると， 関東の例ではあるが，新田 ・足利 ・河越

氏クラスの豪族層の館跡は堀外で二町四方， それ以下の国人層はー町四方か二町に一町規模，

土豪扇は一町に半町か半町四方という規模であろうと推定されている。今後，丹波地域でも

発掘例が増えれば，このような分類が可能であり，期待されるところである。

南北朝頃，大内城跡は改修されて高い土塁が築かれるようになる。 また，溝を埋めて曲輸

をつく る。 そして，戦国時代lζ入ると，近郊では大学単位に40m四方の方形城館が建設され

る。乙の場合，大内城跡とは速しり外側lζ空堀を設け内側に土塁を築く点、が注意される。 こ
（注44)

の時期の城館の調査によると，ほとんど出土遺物はなく常時生活していたかは疑わしい。お

そらく逃げ城として使用されていたと思われる。

6 大内城跡に運ばれた遺物

第1期と第2期lζ属する遺物は，食器と して瓦器椀 ・土師器血があり，煮炊き用として土

師器鍋 ・瓦器鍋 ・石鍋がある。 釜は出土していなし、。貯蔵用と しては須恵器整 ・常滑焼饗が

ある。その他の什器として須恵器鉢がある。乙の他に主lζ「ハレの場」で使用されたと恩わ

れる中国製陶磁器（椀 ・1lil・合子 ・香炉など）が出土した。

もっとも多く出土した土師器皿は，胎土 ・色調ともよ く似ており，この遺跡の近辺で生産

されたと思われる。 近隣の宮遺闘で出土した同時期のものもよく似ており，少なく とも六人

部荘内では同じ生産地の製品が使われていた可能性がある。 城ノ尾古墳内から出土の12世紀

の土器の中には底部糸切りのものが多く混っており， 大内城跡での出土の仕方とは相違する。
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須窓探鉢 須恵認窓

陶器窪 瀬戸瓶子

第35図須恵探鉢 ・同墾 ・陶宋護 ・瀬戸瓶子出土遺物片分布図
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12世紀中頃で土師器生産に大きな変革が訪れ，手づくね手法が一般化したのかも知れない。

次いで多く出土した瓦器椀は，所調 「丹波型」のものである。瓦器椀に地域色のあること
（注45)

は橋本久和氏によってかなり明確となったが？その後中世土器研究会のメンバーによって更

に詳しくわかりつつある。大内城跡の例では内面の見込みの暗文によって3タイフ。設定でき
（往46)

るが，乙れは生産者集団の数を示していると思われる。 綾部市鍛治屋町出土の瓦器椀は， 12

世紀中頃のものであるが，見込みの暗文はジグザグ状である。近舞の宮遺跡などで出土した

ものもジクザク状暗文であり，これが主流であったζとが知られる。 次いでラセン状暗文と

なり，わずかながら米印状陪文がある。 土師器生産地数に比べて少ないが， 郡単位にはあっ

たのではなかろうか。しかし， 全体のプロポーションは主流であるジグザグ状暗文のものと

よく似ており，丹波圏内はある一定の生産者集団の傘下にあったことが推定できる。

丹波は瓦器椀の世界であるが，丹後は黒色土器の世界である。乙れについては高橋美久二

氏らの研究があり，その中で特色を掲げているが， 内面のみを黒色化していること， 底に糸

切痕を残す乙との 2点で把えている。 ともかく，まったく別な供給圏が12世紀後半には確立

していたことがわかる。

須恵器整 ・鉢は，おそらく東橋系のものであるが，神出窯か魚住窯かといった細かい点は

不明である。これら播磨国で生産された物が丹波固に流通したのは，近距離であることと，

加古川などの水運を使って容易に運ぶことが可能であったのであろう。東播系の製品は丹後

国でも流通しており，近畿一円を分布圏と している。

常滑焼聾はl点のみであるが出土している。特に12世紀は常滑焼が各地lζ運ばれており，

経筒の外容器として使用されている。本例は乙れに入らないが，広い流通園を形成していた

乙とが追認できる資料である。
（注48)

丹波国の土器生産は，11世紀はじめまで亀岡市篠窯跡群で須恵器を中心に操業していたが，

その後廃絶した。文献によると天回郡内では12世紀に雑器を貢進した乙とが知られている。
（陀49) あんが

すなわち，平治元（1159）年の「宝荘厳院領荘園注文」によると，奄我荘（現福知山市由良川沿

し、）から雑器を貢進しており，領家は右大臣入道（徳大寺公能）であった。雑器が何であった

かは明らかではないが，時期的にみて須恵器ではありえず， 他の荘園のいくつかが油を貢進

しているので， 灯明皿を中心とした土師器類の可能性が高い。奄我荘とは由良川を挟んで南
｛まぜ

に土師荘がある。 これを土師器と結びつけることができるならば， 一帯が土師器生産lζ適し

た粘土が採取される所で，乙の地で生産を行い， 場合によっては製品を京に運ぶこともあっ

たとなるのである。

石鍋は，中世の遺跡においては少数だが点、々 と出土している。丹波ではほとんど確認され
（注50)

ていないが，丹後では岡田晃治氏によって10例ほど紹介されている。乙の滑石製の石鍋の生
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（注51) （注52)

産地については，九州西北部であった乙とが知られている。文献によると天承元（1131）年，

当時東大寺の末寺であった観世音寺ーから末寺米として寺領から貢納すべきとされているが，
（注目）

筑前国船越荘（現在の福岡県糸島郡）では樽 ・白布 ・万 ・牛等と共に 「石禍Jが未進であるが

貢納すべきものとされている。船越荘は海岸部にあり，他の貢納物とも考え合わせると，津

として，近隣の物資を集散していたと思われるが，ともかく， 12世紀前半にはすでに送り出

ーイE 阿加那へ斗納されていたととがわかる。なお同史料には「石渦 口直 十疋 」とあり，あるいは

闘伽鍋（仏の前にそなえるうつわ）の意かも知れない。

中国製陶磁器は1,300片余と，京都北部ではもっとも多量に出土した。次いで多量に出土し

たのは宮津市中野遺跡で， 4次にわたる調査で450片以上確認されたが，この場合15世紀の
（注54)

ものがもっとも多いとされている。他の遺跡では数片～十数片程度である。

本章の 4で述べたように当遺跡は平家を領家とする荘園の館とするのが，もっとも可能性

が高い。平氏政権，特に平清盛が日宋貿易lこ執着したことは有名である。領家の平頼盛は異

母弟にあたり，彼もまた日宋貿易には深い関心を示していた。仁安元（1166）年に頼盛が大宰

府大弐lζ任命されると，従来の慣行を破って直接現地に赴任し，大宰府府官との関係強化に
（注55) （注56)

のり出している。「源頼朝下文案」にみられる頼盛の所領の中には筑前国宗像社や同香椎荘
（注目）

などがあり， 大山喬平氏は「これらの地が宋人たちの集住する権門貿易の拠点の数々であっ

たことに注意」すべきと述べている。 承安 3(1173）年に清盛は音戸の瀬戸を聞首ljし，大輪回

泊を修築する。

大内城跡lζ運ばれた中国製陶磁器が，どのようなノレートを辿ったかは明らかではないが，

おそらし宋船によって大輪回泊に多量に集結された製品を，東播系鉢のルートで運んだの

であろう。東播系鉢，つまり神出窯や魚住窯は位置的には加古川に近く，乙れを遡って氷上

郡に至る。そして佐治川もしくは篠山川を遡り，若干の陸路を経て， 前者は槍峠を越えて天

田郡lと入り，後者は竹田川を下り直接六人部荘へ入る。近世の資料であるが，人々の生活lζ
W'58) 

欠かせなかった塩の移動ルート は，加古川 ・佐治川を遡り，本郷（兵庫県氷上郡氷上町）で陸

路をとり竹田（兵庫県氷上郡市島町） 1ζ至り，後は竹田川で数 km下り六人部荘に至るもので

あった。

次lと第3期lこ属する遺物は，食器として瓦器椀 ・土師器皿があり，煮炊き用として土師器

鍋がある。釜は出土していない。貯蔵用としては丹波焼斐がある。墳墓に関係するものとし

て丹波焼聾 ・鉢，須恵器三耳壷 ・鉢，越前焼査などがある。中国製陶磁器は褐粕壷1点のほ

かは，ほとんど出土していない。

生活lζ伴う遺構が少なく不明な点が多いが，瓦器椀の質は悪く，ほとんど用をなさないも

のである。土師器皿も同様である。椀は14世紀になると瓦器製が少なくなる乙とは，畿内で
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は一般的傾向であり，これは徐々に木製椀iζ駆遂された結果と思われる。皿は丹波では良好

な資料がないが， 15世紀になると良質のものが生産されるので，木製皿lと駆遂された形跡は

ない。 14世紀に粗悪品が生産されるのは，南北朝の動乱lこ巻き込まれたため余裕がなかった

ものと思われる。では源平の争乱時はどうであったのか，という疑問が浮かぶが，これにつ

いては後述する。

14世紀には丹波焼も安定した生産体制を執るようで，聾の場合は須恵器製を駆遂するよう
（注59〕

である。但し，外面l乙綾杉様のタタキをもつものは， 15世紀初めまで存続するようである。

土師器鍋も外面にタタキを施すものが使用される。乙れは 「1編年」の項で述べたように，

大内城跡澗期である14世紀前半には確認しているが，口縁部の形態に注目すると13世紀後半

には出現しているらしい。それまでは平安京を中心とした地域で出土するタイプ 「山城型」

で統ーされており，この「丹波型」の鍋の出現は，土器生産に大きな画期を生み出したと思

われる。鉢は東播系のものが主流であったが，この時期になると丹波焼も生産を始める。ま

だ，内面の条痕数は少なく， 一本一本へラで刻むものである。この時期の中国製陶磁器が少

ないのは，造構の性格によるので一概には言えないが，他の遺跡でも12世紀末～13世紀初頭

のものが一番多く，次いで16世紀となるようである。

城自体の状況は不明であるが， 六人部荘については少し史料が残っている。まず嘉暦3
〈注60)

(1328）年の史料には「丹波国六人部庄内大内， 宮村，生野三ケ村」とあり，少なくとも現在

の大字大内辺りと同宮辺り，及び同生野辺りに村のあったことが知られる。次いで，至徳4
〈注61)

(1387）年には「宮村方三ケ村分」「高津方三ケ村分J「生野方三ケ村分」 と記され，細見末雄
おさ to' とおのいち

氏は 「宮村方三ケ村」を長田村（長田 ・多保市 ・岩間） ・宮村（宮・岩崎） ・大内村（大内・田野）

と考え，「生野方三ケ村」は萩原 ・上野・堀越 ・生野 ・正後寺 ・池田 ・三俣などを考えている。
（注邸〉

「高津方三ケ村」は観音寺 ・高津 ・輿 ・私市などであろう。 乙の地は六人部新荘lζ入る。

以上のように，14世紀には現在の大字単位の村が形成されていたことがわかる。これが集

村か散村かは文献からは読み取れず，今後の考古学の成果を待つしかない。

村名を考えてみると，六人部荘という単位で完結していたと思われる。政治の中心地は，

大内， 信仰の中心地として宮があり，商業の中心地として多保市があった。残念ながら多保
（注61)

市については， 15世紀の史料が初見である。すなわち，権大外記中原康富の『康富記』の中

で，文安6(1449）年に京都から今安保（現福知山市今安）へ行って帰る段に「晩立下 自今安
トウ トウ市場

上洛左衛門男馬借用之 自東返之 小大夫為送来子東者也jとある。「東」が外保市であ

る乙とは， 注記からほぼ間違いないと思われる。京都（平安京）から今安保へ行くノレートは，

山陰道を使えばいいのであるが，桑田一多紀一氷上と行けば，自然と天田郡の大内・ 宮 ・多

保市に到達する。 上記の文献によって，陸路が整備されていたことが知られる。
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以上，遺物から派生して様々なことを考えてきたが，ここで六人部荘の構造を再確認して

おきたい。

平安時代末期～鎌倉時代初頭
むとベ

六人部荘の前身が， 『和名抄』にみられる六部郷の地である乙とは間違いない。これが，
（注65)

私領主の成長の結果， 11～121主紀初頭に立荘されたと思われる。この時点で大内や宮といっ

た村が形成されていたのであろう。現大内の集落では12世紀後半の須恵器鉢を採集しており，

宮でも城ノ尾古墳ほかから12世紀の遺物が出土している乙とから，村の存在を傍証する乙と

ができる。

平頼盛が領家となってからは，交通網が整備され，貴重な中国製陶磁器が安全に，かつ多

量に運び込まれた。日常雑器の椀 ・皿は近隣で調達し（せいぜい天田郡内），やや耐久度のあ

る壷や整は，播磨国の神出窯や魚、住窯などから運ばれてきた。このように12世紀後半には陸

運も水運も整備され，盛んになったことが知られる。この段階では市はあまり機能しておら

ず，直接入手したと思われる。但し，常滑焼や石鍋は直接入手するには遠く離れており，仲

介者が存在したと推定したい。この場合は－＿§＿京都lζ運ばれたのであろう。米は当然，八条

院や平頼盛の住む京都へ送られたのだから，この帰りに賢い求めたのかも知れない。

鎌倉時代後期～南北朝時代

本家や領家は交替していったが，相変わらず有力（富裕）な荘園であった。至徳4(1387）年

の『天龍寺領土貢注文』には，宮村 ・高津 ・生野からの寺納分は米約596石，銭貨約597貫lζ
（注66)

のぼる。 芦田完氏によると，これは天竜寺領の総収入のうち，米は25$ぢ，銭貨は10.5%を占

めるという。

この頃になると村の有力者が山林に墓を造るようになる。洞楽寺古墳周濠内や山田館など
f注67!

の墳墓がその例である。山田館跡の場合は，土師器鍋6・瀬戸灰勅瓶子1の蔵骨器と，集骨

・集石遺構30以上，土拡15以上が発見されている。1迫構1人と仮定すると，50人余が埋葬

された乙とになる。密集度に注目すると，3～4グループlζ分ける乙とができ， 調査者は，

それぞれ血縁関係があったと推定している。 つまり，同時期には3～4人の有力者がいたこ

とになる。当時の大内山田の人口は不明だが， 『丹波志』によれば江戸時代中期の戸数は30

戸であった。

しかし，乙の造墓活動は14世紀のある段階で途絶してしまう。山林は村の共同の入会地で

あり， そこに個人の墓を造る乙とは，かつて支配していた荘官などの力が相対的に低下した

ことを示す。にもかかわらず，造墓活動が停止したことは，新たな力によって規制されたこ

とを暗示させる。 14世紀中葉lζ南朝から北朝方の天竜寺に荘園領主が交替したととと関係が

あるかも知れない。

- 65 -



京都府遺跡調査報告書第3冊

7 八条院と平頼盛

永原慶二氏によると，形式的名義人に過ぎない中央領主は，事実上の領主たる在地の開発

領主よりも，はるかに高率の年貢をとっていたという。そうだとすると，現地の物質の多く

が平安京（京都）に運ばれた乙ととなるが，将来，平安京（京都）の調査資料が増えれば，乙れ

を裏付ける ζとは十分可能である。この観点iζ立って平安京（京都）における八条院と平頼盛

について，若干記してみたい。
f注68!

八条院

八条院（1137一1211）は，鳥羽天皇と中宮藤原得子（美福門院）との聞に生まれ，元は障子内

親王といった。応保元（1161）年に出家して院号宣下をうけて八条院と称した。両親の死亡に

より彪大な所領を継承する乙ととなったが，その拠点である京内の邸宅などは左京八条三坊

の三保， 4か町lとあった。 12世紀半ばから13世紀初頭にかけて「八条院院町」と称される地

域は，この周辺であり，八条院の家政機関の建物群がひしめいていた。現在の京都駅とその

周辺部分に当たる。 中世には「町」が形成されて殿賑をきわめていたが，これに反して八条

院の邸宅は，荒廃の一途を辿っていたようである。 嘉禄元(1225）年11月11日， 藤原定家は日

記『明月記』 lζ次のように記している。

十一日，天晴，今日故左相局御遠忌也，依懐旧之思，参八条旧跡之間，鎌円無人跡，八条

院御所東巳為民家，築垣之内或麦瀧，或少屋，南山古松僅残，窮老之病眼，哀働之思難禁，

更廻粁参東一条院，

上の記事により，方40丈の築垣によって固まれた御所（八条院の邸宅，定家が目撃したのは

左京八条三坊十三町）の東側が壊され，民家が立ち並び，築垣の内側には麦畑があり小屋が建

てられていたということがわかる。12世紀以前に平安京の各所にあった一町規模の邸宅は，
（注69)

貴族であることの象徴であったが，13世紀になると徐々に侵害され 「まち」に変貌するので

ある。

諸国に「八条院領」と称される荘園をもったことは，とりも直さず厄大な物資が京lと運ば

れたことになる。「八条院町」の盛衰は，八条近辺の発掘調査によって少しずつ判明している。
（注70)

下条信行氏はピットと井戸に注目し，以下のように述べている。開発は 「ことに平安末から

鎌倉初頭が飛躍の画期となり，鎌倉時代前半に頂点を達す。 以後，各区とも鎌倉時代後半期

は減少し， 室町時代には終結をむかえるのである。」。また，青銅器鋳造に関しては， 12世紀

前葉に開始され，12世紀末から13世紀前半の段階になると，爆発的lζ増大するととも確認さ

れている。工業施設が飛躍的に増大したのち，鎌倉時代後半にはそれが減じて行くことは，

この地域が基本的には八条院の盛衰と合致しているといえよう。その時にだけ全国の需要を

満たす工業施設が存在していたのであり，それ以後は小規模な需要（京都の民衆の市場）~ζ応
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えるだけのものに変化したと思われる。
（注7[)

平頼盛

頼盛（1133～1186）は，清盛とは15才下の異母弟である。官位の昇進の速さは注目に価する。

21才で正五位下 ・常陸介になり，その後安芸守 ・参河守 ・尾張守に転じ，仁安元（1166）年に

清盛の後で大宰大弐となり，周年従三位 ・非参議へと進んだ。二人の兄（経盛 ・教盛）より昇

進が早く，平家一門の中で No.2の地位にあったことは確かである。権大納言となってから，

池の大納言とか池殿とか呼ばれている。頼盛の母は藤原宗子といい，彼を生んだ後出家して，

池の禅尼と呼ばれた。

彼女が史上有名であるのは， 『平治物語』にある源頼朝助命の話による。 これは，平治の乱

に敗れて東国に逃れる途中で，平氏l乙捕われた頼朝が，斬罪になるところを，池の禅尼が？

年わずかに13才で様子がいかにも哀れであり，また亡くなった家盛（長子）にまったくそっく

りなので助命した話である。乙れが後に頼朝挙兵のため，平家は滅亡してしまう遠因となる

のである。

寿永2(1183）年に，平家は都落ちをするが，頼盛は途中で引き返し法性寺殿に入った。そ

の後，院旨により八条院辺lζ忍んだ。彼は他の平家の公達とともに解官され，また平家一門

の所領も没収されたが， 翌年荘園34か所を頼朝から返還された。池の禅尼の助命事件が頼朝

の心の中に強く残っていたのだろう。

ところで，八条院と頼盛の関係、は深く，邸宅も八条｜涜の隣りである左京八条三坊五町の地

lとあった。頼盛の妻の母が八条院の乳母であり， 彼の妻は大納言という候名で女院に仕えた。

彼の邸宅は八条院に申請して新造したものである。 高倉上皇や安徳天皇の行幸がたびたびあ

り，また摂政の春日社参詣の有様を，後白河法皇は邸の南lζ設けられた桟敷から見物をした。

正に栄耀栄華をきわめた頼盛の生活振りであった。

安田元久氏によれば，治承3(1179）年の清盛のクーデターの時には，頼盛は明らかに清盛

の政敵の側lζ立っていたようで，乙の事情を八条院と強く結びついていたためと推測してい

る。頼盛は，平家が壇の浦tζ滅んだ文治元年の五月に出家したが， その後も院の分国である

播磨 ・備前国を賜わっており，その地位は確固たるものがあった。しかし，翌年病に冒され

死去した。長子保盛 ・次子光盛も八条院の庇護の下で順調に昇進を遂げたが，保盛の長子頼

清が建長7(1255）年に従五位 ・非参議になったほかは，政界lこ進出しておらず，没落してし

まったようである。なお，保盛には保教という子がいたが， 承久の舌L(1221）の時に，京方と

して戦い，八幡において自害したとも言われている。

六人部荘も承久の乱の時，幕府が没収しており，可能性としては頼盛の子孫がこの荘園の

領家と して君臨していたと指摘できるが，文献には見えない。ともかく， 平安時代末～鎌倉
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時代初頭が，大内城跡の最盛期であったことは疑いなく， それは本家であった八条院や領家

であった平頼盛らの軌跡と，とても良くあうのである。今後，大内城周辺の発掘調査によっ

て，荘園の構造がダイナミックに把握できるであろうが，その点で言えば今回の調査は城跡

（館跡）の一部を調査したのみであり，まさに端緒をひらいたのみである。 （伊野近富）

注l 岩必保 「山田館跡」（『京都府遺跡調査概報』第6lllt （財）京都府思版文化財調査研究センタ

一） 1983 

注2 辻本和美「後青寺跡」（『京都府遺跡調査概報』第1HH （財）京都府埋蔵文化財調査研究センタ

一） 1982 

1主3 辻本和美・石井清司 ・橋本清一「近議自動車道舞鶴線関係遺跡昭和55年度発掘調査概要」（『埋

版文化財発掘調査概報（1981-2）』京都府教育委員会〉 1981 

注4 辻本和美「宮遺跡」（『京都府遺跡調査概報』第in骨 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）
1982 

注5 注41ζ同じ

注6 福知山市宮在住の芦田三治氏が，昭和30年代lζ自宅改築中発見されたものである。地点は中世

城館である仁田城から一段降りた平地lζ当たる。 貴重な資料を御厚意により実i~~できたζ とを

感謝します。

注7 福知山市大内在住の芦悶 弘氏が昭和59i「3月に発見されたものである。貴重な資料を御厚意

により実測できたととを感謝します。

注8 清水芳村i「京都府美月遺跡の発掘調査」（『京都大学構内遺跡調査研究年報』京都大学埋蔵文化

財研究センター） 1981 なお，五十川伸矢氏の厚意lとより実見させて頂いた。

注9 平良泰久他「平安京跡（左京内路町）昭和54年度発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報（1980

-3）』京都府教育委員会） 1980 

注10 小泉信吾『向野西古墳群発掘調査概要報告書』福知山市教育委員会 1981 

注11 岩松保「後正寺古墓 ・小屋ケ谷古墳」 （『京都府遺跡調査概報』第6冊 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 1983 

注12 特に瓦器椀の年代観については，柄本久和氏をはじめとする中世土器研究会のメンバーの成果

を援用した。たとえば， 橋本久和『上牧遺跡発掘調査報告書』高槻市教育委員会 1980, Jll越

俊一 「大和地方山土の瓦器をめぐる二，三の問題」（『文化財論叢』） 1983，尾上実「南河内

の瓦器腕」（『藤沢一夫先生古稀記念古文化論叢』）1983などがある。

注13 紫水雄工程考古l汰斯江組「山＇＊答与大白岸 一克泉京区答土止友掘披告之ー 」（『斯江省文物考古

所学刊』） 1981 

注14 注13iζ同じ

注15 宇野隆夫「後半期の須恵器」（『史林J67巻6号） 1984 

注16 注3fζ同じ

注17 注 4fζ同じ

注18 注4fζ同じ

注目 平良泰久他 「周山瓦窯跡発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報（1979）』京都府教育委員会）

1979 

注20 伊野近富「洞楽寺古墳」（『京都府追跡調査概報』第6ff庁 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター） 1983 

注21 上田秀夫「14～16世紀の青磁碗の分類について」 （『貿易陶磁研究』No.2 日本貿易陶磁研究
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会） 1982 

注22 衣川栄一 「夜久野町板生出土の中世造物J（『京都考古J第24号京都考古刊行会） 1976 

注23 大村敬通「山陽地方の古代 ・中世黛」（『日本やきもの集成』 9 平凡社） 1981 

注24 注151C同じ

注25 注lk同じ

注26 菊文様を印刻したもので， 文様は違うが韓国新安沖沈没船から発見された古瀬戸とは，プロポ

ーションがひじように似ている。一緒IC引揚げられた木札には 「至治三(1323）年六月一日」な

どの銘文が入っている。展覧会用パンフレッ卜 『新安海底引錫げ文物』東京国立博物館・中日

新聞社 1983 

注27 大槻仲「丹波J（『世界陶磁全集3 日本中世』小学館） 1977 

注28 注3IC同じ

注29 菅原正明「畿内における土釜の製作と流通J（『文化財論叢』） 1983 

注30 松村恵司 「古代稲倉をめぐる諸問題」（『文化財論叢』） 1983 

注31 至徳四(1387）年六月十三日，天竜寺領土貢注文（「天竜寺文書J)
注32 大治三（1128）年六月，平資基屋地去波状 （「九条家文書」『平安迫文』補303)

注33 元暦元（1184）年四月六日，源頼朝下文（『吾妻鏡』），寿永三 (1184）年四月五日 ・六日，源頼朝

下文案（久我文書『平安遺文』4151・4153)

注34 細見末雄『丹波の荘園』名著出版 1980 

注35 嘉元四（1306）年，昭慶門院御領目録（竹内又平所蔵文書）

注36 古川茂正「天国君1l 巻之四」（『丹波志』名著出版複刻，寛永六年本）

注37 『古城祉見取図巻物』 〔文化年間（1804～1818）〕

注38 村岡修三氏 ・藤井善布氏御教示。

注目平井 聖『日本住宅の歴史』NHKブックス 1974 

注40 （『一遍上人絵伝』日本絵巻大成別巻，中央公論社） 1978 

注41 注391ζ同じ

注42 村田修三 「中世の城館」（『講座 ・日本技術の社会史第六巻 土木』日本評論社） 1984 

注43 峰岸純夫「石那国館跡』（栃木県埋蔵文化財報告書第17集）

注44 注21<::同じ

注45 注12の橋本氏執筆書。

注46 中村孝行 「綾部市鍛治屋町出土の中世造物」（『太遁波考古』第3号 両丹技師の会） 1983 

注47 高橋美久二『林遺跡発掘調査報告書』網野町教育委員会 1977 

杉原和雄他『中上司遺跡発掘調査報告書』 加悦町教育委員会 1979 

注48 篠窯跡群の発招調査は昭和51年度から実施され，昭和55年度までは京都府教育委員会の，それ

以降は当センターの概要報告書に成果が発表されている。 なお，須恵器の編主r:i乙関しては，以
下の文献で発表されている。

石井清司「篠窯跡群出土の須恵器について」（『京都府埋蔵文化財情報』第7号 （財）京都IH埋

蔵文化財調査研究センター） 1983 

注49 平治元（1159）年五月，宝荘厳院領荘園注文（「東寺百合文書」『平安遺文』2986)

注50 岡田晃治「丹後出土の石鍋」 （『太遡波考古』創刊号両丹技師の会） 1982 

注目 下川透明1「滑石製石鍋考」（『長崎県立美術博物館研究紀要』第2号） 1974 

『大瀬戸町石鍋製作所遺跡詳細分布調査報告書』長崎県大瀬戸町教育委員会 1980 

なお宇野隆夫氏は丹後大江山付近に滑石と関係のある岩石がそろっていることから，とこで製

作された可能性を示唆している。
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『京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和51年度』京都大学農学部構内遺跡調査会ほか 1977

注52 天承元（1131）年六月，筑前国船越荘未進勘文 （「東大寺文書J『平安遺文j2197) 
注目竹内理三編『荘園分布図』吉川弘文館 1976

注目 中鳥陽太郎 「中野遺跡第4次発掘調査概要」（『宮津市文化財調査報告』7宮津市教育委員会）

1983 

注目 大山喬平「中世の日本と東アジア」（『講座日本歴史回中世1』歴史学研究会 ・日本史研究会）

1984 

注56 注331ζ同じ

注57 注551ζ同じ

注58 宮岡儀八 『塩の道を探る』岩波新書 1983

注目 注221ζ同じ

注60 嘉暦三（1328）年九月，東福寺海蔵院文書 （注目文献に若干記載）

注61 注3Hζ同じ

注62 注341ζ同じ

注63 建仁二（1202）年の資料（観音寺文書）Iζ「下 六人部新御庄政所有ll任高津村観音寺別当職事

平高盛」とあり，少なくとも鎌倉時代初頭には，立荘されていたととがわかる。名前に「盛」

を使うととから，平頼盛との関連が注目されるが，子として判明しているのは光盛 ・保盛 ・為

盛 ・仲盛・知重 （安田元久 『平家の群像』塙新書 1967）である。永仁六（1298）年にも 「左兵

衛尉平盛氏」の名がみえ， あるいは頼盛傍系か家臣で在地領主化した者かも知れない。

i注64 文安六（1449）年六月， 『康宮記』 （『福知山市史史料編l』福知山市史編さん委員会 1978)

注65 永原皮二「I 社会構造J（『中世成立期の社会と恩惣』吉川弘文館 1977) 

在地領主の「私領」とは，完全な私的領地というととではなく，彼が開発や荒廃公国の再開発

の功によって，加地子徴収などの一定の権利を認められた土地であり， 基本的にはなお公領に

ほかならない。したがって， 形式的名義人にすぎない中央領主が，事実上の領主たる在地の開

発領主よりはるかに高率の年貢をとることができた（同書 p224），という考え方に依拠する。

注66 芦田 完「福知山市」（『日本歴史地名大系第26巻京都府の地名』） 1981 平凡社

注目 注UC同じ

注目 (a) 仲村研「第四主主八条院町の成立と展開J（秋山国三 ・仲村研 『京都「町」 の研究』法政大

学出版局） 1975 (b）角悶文衛『平家後抄上』朝日新聞社，1981 (C）脱谷寿「第5節文

献にみる遺跡周辺の様相J（『平安京左京八条三坊二n!J』財団法人古代筆協舎） 1983 

注69 林屋辰三郎氏はこの変貌を， 「ミヤコ」＝平安京から「7チ」＝中世京都への移行，と表現し

ている。 林屋辰三郎 「町衆の成立」（『中世文化の基調』）

注70 注68 (c）の「第8章まとめ」

注目 安田元久『平家の群像』塙新書 1967 及び也注68(b)(c）の文献による。
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付表1 土拡・柱穴一覧表

｜： l規 模（m) I 

遺構名時期｜形状 ｜ I I 1地区 ｜ 備 考 埋 土
i ! 1東西 伊南北 ｜深 ~ I 

s 001 1 : l訂 ｜o. 4 1 I is 1 J断面「U」字形。土器埋納。 階褐色土
S K02 ! ｜円形 Io. 5 I o. 5 ! ! 16 J I SB22の柱穴。 l間 色土

｜隅丸方 Io・5I 0・ 5 I 18 J I i暗褐色土
！ 以上

寸F一「一｜ ？ ｜ ｜初H 戸 主両日両つぶせ） ｜暗褐色土 一

051 i 円 形 o. 3 I o. 3 ! I 15 N ；五器椀 ｜黒褐色土

石 06I i. 2 1 3. o I I 21 c～甲町口nr。 炭や多重0±~－！繭晶一
一一一一一ーム一一一一」← I ! 23_M l乞己百。 斗塁2量色主一－
SK町 ｜ ｜長方形 Io. 2 I o. 3 ! i 15 1 ｜：宣告す命。SK14と重複。 [ 1渚褐色土

s xos [ ｜楕円形 I1. 6 i 2. 0 i o. 1 I 13 E i遺構かどうかは不明。 ｜曙能斑）

I I I 1上からH音灰色
! ' ー ｜土。暗灰色砂

S E09 円形 1o. 9 I 1. 0 o. 6 16 E 埋土3居。 井戸か。 ｜組 。ー暗灰色
｜ ｜ ｜泥土o

iK_~止＿！＿l_J五可 17E l J二一一！長E土
11 ｜方形Io. 3 o. 3 I l 20 K I l黒褐色土

12 I 1紅毛Io. 4 I o. 3 I I 20 L ｜礎石様の石あり。 ｜倍褐色土

131 ｜方 形 Io. 4 ! o. 4 I : 20 L ! 階褐色土

14 I ~1 ' 1・ 0 I I則 SK07（新）。 ！

15 ｜方 形 Io. 5 I o. 6 I I 20 K ：整地層（黄褐色土）より新しい。 ｜暗偶色土

川 ｜方形lo. 7 I ~1 1 I 20 K I望組員間的問え。｜陪褐色土
17 I 1方 形 I o. 5 Iむ ｜ I 20K I整地居（黄褐色土川新しい。 ［n音褐色土
181 ｜円7彰｜1. 1 I o. 8 I I 20 L ｜整地層下の暗褐色土より掘り込 ｜暗褐色土
！ ｜ 中｜ ! I I ｜まれる。
19 I ｜円 引 1.z ! 1. o I ← M 董覆したピヲ トの詰物も一緒lこ幅色土
I i 以上 ｜ I 20 とり上げた。SK18と同じo I 

20 I ｜方形I~1 1 °・4 I l川 l ｜暗褐色土

21 1 ！円形 I0.31 Q.3: I 20N I SB2190)柱穴か。 ｜淡褐色土

22 I 2 I円形Io. 4 I o. 4 I I 15 I ! SB22の柱穴。 [ n音褐色土

23 1 -2］百司 o.5 I o. 5 I I 15 I I SB22の柱穴。 一一一両色土
24 '. 2 ！望丸方｜ o. 3 1 o. 4 ~ 日 I SB22の柱穴。 ！｜情褐色土

25 I 2 I車丸方｜ o. 4 I o. 3 : ' 15H i SB22の柱穴。 ｜暗褐色土

26 I 2 I o. 2 I o. 2 I I 15H I SB22の柱穴。府部分。 [ 1情褐色土

27 ' o. 2 I o. 2 1 I 100 ! l淡褐色土

2s I ｜円形Io. 4 I o. 3 I I 12 1 I ｜淡褐色土
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｜ 規模川 lv日 ｜地ト備 考比二
竺札 I~山口斗 I 11 J I SK31と重複oSK29→SK31 ｜淡色土一
so 1 ｜円形Io. 3 I o. 3 I I 11 J I SK31と重複o SK30~SK31 ｜淡褐色土
五「「 1I1J－－－；；；司 －下山 一｜忌店長田9・30 7淡褐色土
s2 I i l ~1 1 4. o I I g j ｜竪穴式住居跡か。 ｜淡褐色土

331 l円形Io. 3 I o. 3 : I 12 1 1 l淡掲色土
341 ｜円形 Io. 6 I o. 7 I I 14 J I ｜淡褐色土

Eぉ I3 I望丸方I2. o I 2. o I I_ s 1 I東芝取締議品了いたo天｜
sxぉ ｜ I I ! _I lを二詰 ｜土塁。 l臨E主
s K 37 I I I : I I 5 E ［瓦器椀出土。 ; 

381 2 I方形Io. 5 I Q. 5 I I 15G I SB22の柱穴。 ｜階褐色土

391 1楕円形 ｜o. 2 I o. 3 I I 日 ｜ ｜時褐色土

s B40 I i方形Io. 3 i ~1 1 l 15 D ｜埋土内に礎石あり。 ｜黒褐色土

41 I ｜円形 Io. 3 I o. 3 I I 10 o I ｜淡褐色土

s D42 I 1 I I I 1. 7 I 13・4GI南陥る内堀。 ｜暗褐色土

s九2 I望丸方（1. 8 ! 1. 8 : l12 . バ 1 ~~%~~！ 
_I__」－ 1 , I _ _J_」広量生生L

s K44 I 1 I円形IQ. 3 I o. 3 I [13H・1I SB440)柱穴。 ｜黒褐色土

45 1 i i長方形 ！o.3 1 o.s j I 13H I SB440)柱穴。 ｜暗褐色土

46 I 2 I 円 瓦-o.zi~.~一円云－ is附 の柱穴7 ｜黒褐色土

47 I 2 I I o. 3 I o. 3 I I 13 I I SB46の柱穴。 ｜黒褐色土

つ司－ ｜円形 I0・ 3-1… 「一一円 3I「一一一一一一寸淡褐色土

491 1楕円形 IQ. 5 I o. 75 I I 13 I I ~足立話1g0SK53と重複。 ｜暗褐色土

so I ｜長方形 ｜1.1 f o. s j I 山 I ｜淡褐色土

s1 1 ｜ 竺出~－己百一二型 ｜ ｜暗褐色土

52 i ｜円形IQ. 3 I o. 2 I I 13 J I l淡褐色土
531 1楕円形 IQ. 6 I o. 7 l I 13 I ｜即日K49磁石あり。 ！暗褐色土

541 ｜方形 io. 5 I o. 5 ! I 13 J I SD88→SK54 ｜淡褐色土

55 1 ｜方形1o. 25 1 o. 25 I 1 13 1 1 ｜淡褐色土

56 1 ｜円形Io. 6 I o. 5 I I 14 I I SB440)柱穴。礎石。 （醐色土

571 ｜円形Io. 5 I o. 4 I I 13 G I SB440)柱穴。礎石。 ［暗福色土

581 ｜楕円形 ｜0.5[ Q.61 f 14G lsB44の柱穴。 ｜暗褐色土
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I I ; ｜規 模 ω ｜ ｜ ｜ 
遺構名時期！？巴状 ！一一一一一一一一一－！ 地区 ｜ 備 考 ｜埋 土
｜ ｜ ｜東西 l南北 深 ｜ ｜ ｜ 

S K59 I 7方 % 1 ~5 1 o.;-1 I 13G : 1淡褐色土
一面「両珂-o.~ j -o.3「131 ~· ｜均五←

61 I 1 I円形Io.ぉIo. 3 ! 112・13HISB440)柱穴。礎石。 ｜暗褐色土

一司－2+~－－!J ~~35il~亘豆？~~一 一直面土一二
63 I i 1方形Io. 25 I o. 25 I 13G ! SB440)柱穴。 ｜暗褐色土

641 2 i円形Io. 25 I o. 25 I I 12G I SB46の柱穴。 ｜暗褐色土

65 I 1 1円形 io. 3 I o. 35 I 12H I山 の柱穴。 ｜陪褐色土

661 1 l円形i0.310.251 ・112H lsB440)柱穴。 ｜暗褐色土

671 1 1円形Io. 3 I o. 3 I I 12 I ! s B44の柱穴。 ［暗褐色土

681 1 I円形Io. 15 I o. 15 I 1 山 I SB叫柱穴。 l階褐色土
69 I 1 I円形Io. 2 o. 2 : I 14H I SB440)柱穴。 i暗褐色土

70 I 2 I円形 Io. 2 o. 2 : i 12 I SB必の柱穴。 ｜階褐色土

71 I ｜方形 ：o. 551 o.白 ｜ I llH i ｜階褐色土

n 1 I円形 o. 3 o. 3 i 11 H I SB44の柱穴。 ｜暗褐色土

73 I 1 方形 ！0.6 0.51 I llH SB44の柱穴。 暗褐色土

74 i 2 I楕円形 Io. 25 I o. 35 i 10・llHISB46の柱穴。 ｜暗褐色土

751 ｜円形Io. 2 I o. 25 I ｜山 ｜ ｜淡褐色土

761 ；円形 ！o. 3 I o. 25 I llH I ；淡褐色土

I 111 i!PJ n;! o.310.2si. ] uu ｜…穴 ［階褐色土

1s I ｜円形 io. 31 o. 3 ! ；山 ｜淡褐色土

79 : 1 i円形I0.31 0.3 I ; llH I SB440)柱穴。 ！暗褐色土

~o I ｜ 財形 ｜ 石丁…「 ~I llH I 1五ι
81 I 1 I方形Io. 3 I o. 3 i I 11 G i SB440)柱穴。 i H音褐色土

I I I －一一←「 I I I 一一一一一一82 ; 円形 i0・2I o・2! I llG I ｜淡褐色土

幻 i1 i円形 Io. 3 ! o. 3 ! I 11 G I SB440)柱穴。 ｜暗褐色土

下 84I 1悶訂司 1.5 I I 12H I ~t~J;: SB44と関連するもの i暗茶褐色土
s K85 ' 1 I円形Io. 2 ! o. 2 ! I 11 F I SB例柱穴。 ［暗褐色土

s6 I 1 ！円形Io. 2 I o. 2 i 12 I I SB440)柱穴。 i暗掲色土

訂｜円－－－；－ra~ID.41 i 6G -1瓦長計五 -I淡町土－
s D88 I I : o. 8 I 5. 0 I 11刊 4]1南北方向機。 ｜淡褐色土

SK回 i1 l円形1o. 5 I o. 51 I 141 I ~~fto;綬？ ｜淡褐色士
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IT 寸規模 Cm) I 
遺構名時期｜形 状 ｜ ' ' 1地区 備 考
i I I 東西 ！南北l深 i 
s K90 ,-1 I円形1o. 2 1 o. 2 131 i ~~f2Q;'iで ｜暗褐色土

91 I 2 I円 形1o. 41 o. 4 l凶 I SB46の柱穴。 ｜陪褐色土

9212両可~ 了 o. 2 r I 14G I SB46の九 一 一 一丁暗ん

~G同三列 o.3 I _o＿：＿~ 1_ L~~］ SA93の柱穴o - l間 色土 二
941 2 ［円形I0.25 I 0.25 I I 13G I SB46の柱穴。 I 1暗掲色土
防 I2 I円形 Io. 2 ' o. 2 I I 12G I SB46の柱穴。 ｜暗褐色土

961 1 I円形 I o. 3 I o. 3 ｜旧 I SA田の柱穴。 ｜暗褐色土

s D 97 I I I o. 3 I 1. 8 I jl3・14FI南北方向満。 i淡褐色土
一 言 ｜ I I o. 41 2.寸 I 13F I南北方向溝。 五；：；－－－
SK991 ll方形I0.31 0.31 I 12G I SB44R柱穴o ！暗褐色土

ioo I 2 I円形Io. 2 I o. 2 I I 12H I 鎚~~~Bao l暗褐色土
101 I 2 j楕円形Io. 31 o. 2 I i山 I SB46の柱穴。 l醐色土

I 1021 I＿！定形 ｜ －ι斗 l ~j 7 I J -_t灰白子
1031 円形1o. 3 ! o. 2 1 1 15 1 ~ ！暗褐色土

104 I 1 i円形io. 3 I o. 2 I I 12 J ！影 間議出土o ｜暗褐色土

105 I 1 I方形ro. 2 o. 3 1 ｜山 I SB44C')柱穴。 ｜暗褐色土

-10~j _ _:J_旦＿！＿l_o.2 ~ 2 I _ ):!!: ・ GI SB必の柱穴。 一 ー U暗福色土
SD即 ｜ i 1 o. 3 I 3. 7 1 ~ 10 ・ n G j 南北方向議。 ｜淡褐色土

S Kl08 I 21楕円形｜ o. 3 o. 2 I I 14H I SB46の柱穴。 l淡褐色土
1091 ！円形Io. 2 I o. 2 I I 13H I ｜暗褐色土

1＿ ~ l 1 ｜精円？診Io. 4 I り ｜－」~ I －； 叫の往穴。 ［淡褐色土

l~m I I一一一i; 一sx山 ｜ ｜ ｜ ・oj弥生土器1個体。

1131 31長方形Io. 7 I 1.1 I o. 2 > G・4諸問間四む火葬墓 ｜灰補色土
1可31ふ司τ可ヲ司－I 13K I語習孟示 : -
S Kll5 ! ｜楕円形11. 5 ! 1. 0 I I 12L I ｜淡褐色土

1161 ！長方形 ！1. 3 I dl ! I 9 G ! SA幻と重複。 l淡褐色土
一 山 ｜ i 楕円形 ｜ ム 1 J －~ I j 9i －「明言干－

11s j ｜円形Io. 2 I o. 2 I I 9 F I ｜黒褐色土

『－~ ｜円 形Io. 2 I o. 2 I I 8 F ! - ｜淡褐色主

120 1 1 1円形 Io. 2 I o. 2 : I 9 G I SA93の柱穴。 ｜暗褐色土

- 74ー



大内城跡の発掘調査

｜｜ ｜規模 Cm) : I 
遺構名 ｜時期！形状｜ I ［地区 ｜ 備 考

； i東西 ｜南北 l 深 i
埋 土

S Kl21 ! ｜円形Io. 2 i o. 2 I 19 G • HI SB121の柱穴。 ｜階褐色「

~I M引司一両－TttT 一一一一了時 J
123 I 1 I円形Io. 3 I o. 3 I I 7 G I SA93の柱穴。 ［黒掲色土

三2~ il~~ I __ I SH 「 二二ご三~
125 1 ！長方形I2. 2 I 1. 5 I I 13 N I住居のイロリ痕か。 ［貯が混じ

S Dl26 I ! _ ｜土~ I －~王i時空F ｜淡禍色土

l~ K川 1I円形 io. 3 I o. 3 ; : 8 L I SA93の柱穴。 ｜黒褐色土

つ4」E形I＿~-a主~14L iみ起訴喜郡哩己主ご層五~－
_--=l sj旦 互｜出土sI ι竺 －｜白山柱穴。北府部分。 ｜淡禍色土

~止｜ 円形 I o. 3 I o. 3 I ! 13 L I l畑色土

J出｜り~I ~］川一i3i－~tt~o i閑却
」叫 ；k出~I 0.3 I 13L I S~l~lの正面白－－；；：－－－下時五土
~~ I ｜長方形 ！o. 7 I o. 6 I '13 L . Ml 畑仕
is41 TJJil~I－~寸戸τ｜一一 -i扇 7
2止ι目白 ぺ 瓦いん。 一一一－
J吐」旦一山~~2L_J El36のふ。 ｜暗褐色i --
一fづ｜円形Io. 2 J o. i一 而瓦可 SA136の柱穴。 － 戸扇雇王 一

I~ 形 1 o. 2 i o. 2 1 I 10 o ｜須恵器；j壷

一 竺：？＿I一 ｜円 形Io. 2 I o. 2 ! I 12M I 一

ω｜ ｜円形Io. s I o. s j I 13M J ［暗褐色土

山 l＿」___l~？ j o. 4 I !21 B ~ c I東西方向満。 ｜暗褐色土

SK凶 1 ! I I I 18~ I 存駐銃計孟七~~::r主 ｜ 五F瓦
一一一一 ! I ! I ｜器椀出土。 ｜口一L

143 i I I I I 17H I SK142と同じ。 一 ［向上

SD凶 ｜3 I L字形｜ o. 9 I 5. 0 12.0 c 21 BI墓凶 00を囲む講。一 ｜淡褐色土他

s Kl45 i I i ! i 寸 ~I- I ~煙量産開~~1::' ·;1 ト 披露「｜時孟 －
146 : J 一二 出~一一｜一旦児時理~－， r竺？里民
叩 ｜ I I o. 6 i o. 6 ! I 18 G I ~~22 と凱悦連結する柱穴｜暗褐色土

J竺斗旦 %~ o. s j ｜則 ｜瓦器椀出土。 一 __I吋 土－
149 1 s j方形Io. s I o. s [ I 13K I ~~＼l~~~B49 l黄褐色土
150 1 s J長方形｜ o. 3 I o. 51 j12K・LISB131の柱穴。 l諸君主主r
151 I 31方形Io.s j o.s J I i2K I SB131の柱穴。 ｜淡褐色士
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｜ l規模（m) ! 
迫構名 ｜時期｜形状 ｜一一「一一一 ｜地区 ｜ 備 考 ｜埋 土

｜東西 I菊jヒ1 深 ｜ ！ ！ 
S己521-3I円 E「b：τlo. 3 : I 13 J I SB13 
S竺臼 ｜ ！ 一 I Q. 3 ' 2. 2 I 119 I • JI ~｝€6°~1詩器ち溝か。 l暗褐色土

~！竺L Z そ斗；出 Q.6 一直~ - j1情聞と
四 ｜ ｜方形 I o. 7 I o. 9 I 19H I ｜階褐色土

問 I2 I円形1o. 3 i o. 3 I I 15 I I s胞 の柱穴。 l黒褐色土
s D 156 j 2 j ] o.~~ j ；~二五21 ：琵雇官官131耐繭ち宵ド尚一－
S Kl57 I 2 i円形 1o. 3 1 o. 3 I 11s・16I I SB22の柱穴。 ｜黒禍色土

一 ｜ ｜ ｜ 一一一一一一十寸一一「 1王:t重平蔀7正弘モはない可能 ｜
158 I I I I I 山 d l性が高い。 I 

s Dl59 I 2 I 8・41 1. o I 111・18I I「L」字状満。SB22の雨落ち ｜黒褐色土
一一一！一一一__JLQ_l_ 5. 5_lー にl§Q_上也一一一一一一 ［ 

s Kl60 I 2 I長方形 1o. 41 o. 3 ! 日 I I SB160の柱穴。
間 ｜ ：長方形 ！o. 4 i o. 3 : I 18 I I ｜暗褐色土

162 I 2 J長方形 ｜o. 3 , o. 2 1 r 18H 1 SB160の柱穴。 ｜黒褐色土

163 l三｜ 円形 I o. ~~ l ~G ｜三空.：60
164 I 2 I長方形 ｜o. 4 I o. 3 I I 19H I SB160の柱穴。 ｜淡褐色土

165 ! t円形Io. 2 I o. 2 I I 19H i ｜糊 色土

166 1 ｜長方形 ｜Q. 8 I Q. 5 I I 19H I 黒褐色土

167 ｜長方形 ｜o. 6 : o. s j I 19H j l淡掲色土

1681 ｜円形 Io. 4 I o. 4 I : 18H J l淡褐色土
169 1 ｜長方形io. 9 ! Q. 8 ~ 18H I i I情褐色土

170 1 2 J 円 形 Io. 4 o. 4 I I 18 G I ~~22 と SBl川連結する柱穴 ｜ 醐色土

171 I ｜円形 Io. 2 I o. 2 j I 則 ｜向上。 I II音褐色土

172 j ｜円形 ：Q. 2 I o. 2 I I 18 I ｜同上。 ｜淡褐色土

1731 2 I円形 i o. 2 I o. 2 j I 17 I I SB22の柱穴。 ｜黒褐色土

問 I2 I円形Io. 2 j o. 2 I i川 I SB22の柱穴。 ｜黒褐色土

問 ］ 2 j円形 Io. 2 I o. 2 j ｜川 I SB22の柱穴。 ｜黒掲色土

問 I2 J円形Io. 2 I o. 2 j I 17 I i SB220)柱穴。 ｜黒褐色土

1771 2 j円形Io. 2 I o. 2 i :16 I・JISB22の柱穴。 ｜黒褐色土

178 i 2 J円形 Io. 2 I Q. 2 I I 16 I ; SB22の柱穴。

S Xl79 : ｜楕円形 I1. 2 ' Q. 6 I 116 H・II i醐色土
S Kl80 1 2 j長方形 ｜0.41 Q.3 I 17H I SB22の柱穴。 I H音禍色土

問 ｜ ｜長方形 Ii. o I o. 6 i I l 7H I路間→SK181 ｜淡褐色土
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I I 1規模 Cm)I I 
遺構名 ｜時期｜形状 ｜ ｜地区 l
｜ ｜ ［東西 ｜南北 ｜深 ！ 日！
S Kl82 I ｜長方形 Io. 6 I o. 4 i I l 7H lはルSK181
183 I 2 f楕円形 ｜0.2[ Q.3[ j 17H [sB22の柱穴。
胤 Iz I円形Io. 3 I o. 3 I I 16H I SB22の柱穴o
iss 1 2 i方形Io. 3 I o. 3 I I 16H I SB22の柱穴o
1861 2 ［円 形 Io. 2 I o. 2 I I 16H I SB22の柱穴。
187 I 2 I円形Io. 2 I o. 2 I I 16H I SB22の柱穴o

考

｜淡褐色土

l黒褐色土
｜黒褐色土

l黒褐色土
1881 ｜楕円形Io. 6 I 1. 3 I I 16H I肘を含む。 SB22のイロリ｜淡褐色土

189 I 2 1円形Io. 15 I o. 15 I I l 7H I SB22の柱穴o
1901 ｜円形I0.2[ o.2jo.34j 171-r l山 の柱穴o
191 I ｜円形Io. 2 1 o. 2 I [17・18GISB22の柱穴o
1921 ｜方形I1. 0 I 1. 0 I I 17G I 
193 I 1 I長方形lo.3 [ 0.2 [ j 17G I SA93の柱穴か。
山 ［ l長方形 Io. 4 I o. 4 I I 16G I 
1951 l長方形 ｜0.2 j 0.4 i I 16G I SB22の柱穴。
196 1 ｜円形Io. 2 I o. 2 I I 16G I SB22の建替えピッ トかo
1971 1円形lo. 3 I o. 3 I i 16G I SB22の柱穴。
I 1981 ｜円形Io. 3 I o. 3 I : 16 F I SB22の柱穴。
199 I ｜長方形 ｜0.3 [ 0.4 [ f 16F ・ ~SB22の柱穴。
200 1 ｜方形I0.2[ 0.21 [17F・GISB22の柱穴o
201 I 1方形I0.5 [ 0.5 [ j 17F I SK201→SK202 
202 I l方形I0.41 0.41 I 17F I SK201→SK202 
2031 ｜円 形 Io. 2 I o. 2 [ J 即 ISB22の柱穴。
2041 ｜方形Io. 3 I o. 4 I I 15 F I SB22の柱穴o
205 I I I ; I I 17G I 
2061 ｜長方形l1. 0 I o. 5 I I 18 F I 
2071 ｜楕円形 I1. 0 I 1. 3 I I 18 E I 
20s [ i長方形 Io. 51 o. 6 I I 19F I 
2091 ｜方形1o. 3 I o .2_J__L__:_9~L_ 
210 I ｜方形Io. 4 I o. 5 I I 19 F I 
s D211 I I I o. 3 I 弘 ｜ 118・19FI南北方向溝。
S K212 I ｜円形Io. 3 I o. 3 I I 20G I SB212の柱穴。瓦器椀出土。
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［階褐色土

｜陪褐色土

1暗褐色土

｜暗褐色土

｜黒褐色土

（黒褐色土

［黒褐色土

l黒褐色土
l黒褐色土
｜暗褐色土

｜黒褐色土

［黒褐色土

！黒褐色土

｜黒褐色土

j a音褐色土
｜黒褐色土

｜暗褐色土

｜暗褐色土

直竺士
l暗褐色土
｜階褐色土
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｜ l 規 模（m) i 
遺構名 ｜時期｜形状 ！一一 i ' 地 区 備 考 i埋 土
I I 東西 ｜南北 ｜深 ； 

s K213 I 2 I円形 ：o. 3 I o. 3 I 21 G ; SB2120)柱穴。瓦器椀出土。 ｜醐色土

山 ＇ 31円形 Io. 3 I o. 3 : I 13 K I SB131の柱穴。 ｜暗褐色土

215 1 3 方 形 ：o.25 : o. 25 I 11 K I SB131の柱穴。 ｜暗褐色土

216 i 3 I円形 Io. 2 I o. 2 I I 14 J I SB131の柱穴。 ｜陪偶色土

217 I i 円形 i 0.2 I 0.2 ! I 16N I SA2l7もしくはSB220の柱穴と ｜黒楓色土
｜ ｜ ｜ 同じ。 ｜ 

s 0218 I i ' I I 22 J I ｜醐色土

S K219 I 円形 Io.5 I o.51 I 17N , sB219の柱穴か。 l黒褐色土
220 I ｜円形 0.31 0.41 I 17N ISB220の柱穴。 ｜黒褐色土

221 : ｜楕円形 Io. 4 o. 5 I I 18M I SB219の柱穴かo礎石。 i黒褐色土
222 I i I円 形 Io.3 i o.3 1 I 17N I SA217もしくは SB220の柱穴。｜黒褐色土

223 I 1 円形 Io. 2 ' o. 2 I ! 17 N i SA93の柱穴。 ｜暗褐色土

224 i 1 1円 形 Io. 3 I o. 3 I 17 0 山 7もしくは SB220の柱穴。 ｜黒褐色土

~25」~！也引 O 151 i l竺上一一 ｜黒褐色土

225 ! i I円形 Io. 2 i o. 2 I I 17 0 I凶 7もしくは SB220の柱穴。 ｜持論匙 c
227 : 1 i円形 o. 2 I o. 2 I ! 170 I SA幻の柱穴。 i階褐色土
228 I I i I I 17 F I ｜暗褐色土

229 I i I円形 Io. 2 I o. 2 I I 17 J I SA93の柱穴。 I I情褐色土

230 i 1 ！円形 Io. 2 I o. 2 i I 17 J I SA93の柱穴。 ｜時禍色土

231 I 2 I円形 Io. 2 I o. 2 i I 17] I SB22の柱穴。 黒褐色土

232 I i I円形 Io. 15 I o. 15 I ｜肌 ISA93の柱穴。 ｜暗褐色土

233 I 1 i円形 Io. 2 ; o. 2 I I 17L I SA93の柱穴。 ｜糊色土

234 I 1 I円形 10.2jo.2I 117MJsA93の柱穴。 ｜附色土

235 I l l円形 o. 2 ; o. 2 I I 17 N I SA93の柱穴。 ｜暗褐色土

I 235 ~ 1 ：円形 Io. 2 i o. 2 ! い70 I SA93の柱穴。 ｜暗褐色土

I 237 I 1 i方形 Io. 3 ~ o. 2 I 21H I SB237 Aの柱穴。 l暗褐色土
し2竺J~~to~ 2 r o. 2 I_ I :1 I _I 竺竺の!1＼~－ 」 型土
2叫 I I ! I 21 F l瓦器椀単独出土。 I 
I 239 I ｜円形 Io.判0.25j I 19K l重複して番号をつけたo
ヴ :wi-2 I Ji=Jfiri.s I 1.8 i 1 m丙ら町九一 一 1tt13'長土

~リ」七ιo.~ J 日 I _ I l7L I 一一一 _L_ 
242 1 ｜方形 Io. 9 I o. 6 i I 17 K i ｜暗褐色土
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構名i時期｜形 状 ｜規模（m)-I地区 ［ 備 考 i埋 土

｜ ｜ ｜東西 ｜南北 ｜深 I_ I 

S K243 I ｜円形 Io. 5 ! o. 6 i I 21 K l ｜暗褐色土

捌 ll円形1o. 31 o. 31 ｜肌 I SB219の柱穴か。 ｜暗褐色土

問 ｜ ｜楕円形 Io. 5 I o. 9 I I 18 L 1 ！？思表毒自主

制 I1 I円形 Io. 2 I o. 2 I I 18 L I山 の柱穴。 ｜陪褐色土

247 I i 1円形 lo. 2 : o. 2 I 18 L I叫

λ副二戸可1て 18.→酎そ問目震塁｜暗褐色土
SK249] ] o.6]Co.5)[ ; 19K] ｜暗褐色土

250 I ｜円 形 Io. 4 I o. 4 I I 18M I SB219の柱穴か。礎石。 ｜階褐色土

251 1 ｜円形 1o. 2 1 o. 2 1 1 iso 1 ｜黒褐色土

2521 ［円形 Io. 2 I o. 2 I I 16 L i I 
S X253 I l不定形 I3. 2 I 2. 3 I [16 J • Kl池様遺構。 ｜灰掲色土

日制 ［ ｜楕円形 1o. 61 i. 5 1 ｜捌 lSD262c・SD26lc→SK加 ｜暗褐色土

255 1 3 1方形 ］o.651(o.4)1 ｜則 ｜凶 55の柱穴。 ｜淡褐色土

2561 l円形1o. 3 1 o. 3 1 121・22K] 1淡褐色土
D257 ! I I 2.1 I o. 2 ] I 21K ｜東西方向溝。 ｜ 

S K258 I 31円形Io. 35 I o. 3 I I 22 L I SA255R柱穴。 ！茶褐色土

2591 31円形I0.5] 0.51 I 22L I SA255の柱穴。 ｜茶褐色土

260 I I 1 o. 25 1 o. 3 1 1 加 ｜ l黒褐色土
261 I ［方形 1o. 41 o. 31 ｜加 ISD262c・SD26lc→SK254 1淡褐色土
S D262 i ｜長方形l I I I 22M I型 沼 田溝 SD262c・SD26lcI淡褐色土

s K263 I I I I I ｜捌 ｜ ｜淡褐色土

加 ［ ｜円形 ｜ I I I 20L I ｜黒褐色土

265 I I I I I ]21 K . LI ｜暗褐色土

2661 l円形Io. 3 1 o. 4 I I iso 1 ｜言語監
お71｜楕円形 ｜ I I I 16M I ！日音褐色土

s叫 I I i Im ・Ml鰐空協ゴヨg I 
269 I I ! I I ]16 L・Ml集石遺構。 ｜ 

-270 i I I 「了 寸戸isLJ筋違構。 ｜一一ー

は 211I l長方形 ｜ I i ]23・叫 ｜暗褐色土

212 ] ｜方形1 I I I 230 I I n音褐色土
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土吋期｜川幸置す｜地区｜備
S K273 I i不定形｜ I I I l7L 
2741 ｜方形 ｜ I I I in  
2751 ｜長方形 ｜ I I I in  
2761 ｜方 形 ！ I I I in  
2771 I I I I I 18K 
2781 2 I円形 ｜ I I I 14 J I SB22の柱穴。廟部分o
2791 2 J円形 ［ ｜ ｜ ｜山 I SB22の柱穴。廟部分。

二亙巴［FS ＿~コ－下一戸 両~~丞
2s1 I 2 J円形 ｜ I I I 14H I SB22の柱穴。府部分。
2s2 1 2 1円形 ｜ ｜ ｜ ｜則 I SB22の柱穴。主屋西南隅。

2s3 J I I I I I川 ｜
2s4 I I I I I I川 ｜
285 I 2 I I I I I 14G I SB46の柱穴o
2861 i円 形［ ｜ ｜ ！川 ISB1210)柱穴o
2871 ｜円形 ［ I I I lOH I SB凶 の柱穴。
2881 ｜円 形 ｜ I I I 9 H I SB1210)柱穴0
2891 ｜円形 ｜ I I I lOH I SB1210)柱穴。
s D290 I I I I I 19・10cj南北方向議。
s K291 I 1 I円 形 ｜ I I I 150 I SA93の柱穴o
292 j 2 j円形 ｜ ｜ ｜ ｜川 ISB237Bの柱穴。

I 2931 2 I円形 ｜ I I I 18 J I SB237 Bの柱穴。
制 I1 I円形l I I I 18 J I SB237 Aの柱穴o

I~三｜ 円 形 ｜ I __ I_ I 18] I SB23哩 生
2961 1 I円 形i ｜ ｜ ［則 ISB237 Aの柱穴。
I 291 j 2 j円 形 l I I I 20K I SB仰 の柱穴。
2981 1 1円形 ｜ I I I 20K I SB237Aの柱穴。

299 I I I I I I 21 1 I 
s X300 I 31 I I I I 20A I 
s K301 I 1 I円 形i ｜ ｜ （川 ISBお
302 j 2 j円 形i ｜ ｜ i山 ISB237Bの柱穴。
3閃 I1 I円形 ｜ I I I 16 E I SB40の柱穴。

I SK273→四 68

｜は 別→凶 68

｜はルSK276→SX268

I SK27日ロ76-->SX268

ハU00
 

斗
｜暗褐色土

l暗褐色土
｜暗褐色土

l暗褐色土
（淡褐色土

｜暗褐色土

｜暗褐色土

｜暗褐色土

i暗褐色土
｜暗褐色土

1黒褐色土

l淡褐色土
｜暗褐色土

（暗褐色土

［淡褐色土

［淡褐色土

｜暗褐色土もし
くは淡褐色土

｜暗褐色土

｜階掲色土

民竺土
｜暗褐色土

｜暗褐色土

I ~褐色土炭含

｜暗褐色土

｜暗褐色土

｜淡褐色土

｜階褐色土

i淡掲色土
｜暗褐色土



大内城跡の発掘調査

｜｜ ｜規模 Cm) I 
遺群~ I時間｜ 形仲｜ ｜地区 i 備 考｜ 埋

」」－」亙［証D!=l I 一一千－
s K304 I ｜円形 ｜ • I I 170 I - l毛色士
305 I 1 I円形 ｜ I ! I 17P I山 の柱穴。 一一一性民主－

so6 I i 1円形I0.3: 0.310.451 17F I SA93の柱穴。柵の東北隅。 斗些 主
30~ I-;: I円形I0.26 I 0.26 I 0.31 17F I SA犯の柱穴。 I I倍褐色土
鈎sI i _I円以 I I 16 F I SA93の柱穴。 ｜暗白土－

3091 1 1円形！ ~L－」！？里h町六二一一」理主一
一 310I ｜円 形 I _J__J＿~E i 一 一 一旦竺－

311 I ｜円形 ｜ I : 17E I l暗褐色土
312 i 1南五下一下寸 I －； ~ I… の柱穴。一一一 Tl明王
3131 i I円形1 I I I 15 F I SA幻の柱穴。 ｜陪禍色土

314 I 1 I円形i I I i 13F : SA犯の柱穴。 l階褐色土
L正iE互 －r-11 ~ゐ ］両両7二－－－＝亙竺 －

黒褐色もしく

3161 1 ＼円形［！一一 日 卜… 。一 一土 一( ＂＂ 味）

317 I 1 I円 形｜ ｜ ｜ ｜旧 i SB40の柱穴。 ｜暗褐色土

~~旦!1 -I ｜一一［ 旧 一｜竺出~ ｜階褐色土

319 I 1 I円形｜ I I I 13E I SB40の柱穴。 I 1情褐色土
問 I2 I円形Io. 2 '. o. 2 J ｜却k I SB237Bの柱穴。 ［階褐色土

321 I i I円形1o. 351 o.ぉl I 21K I 設~i11自宅？。 ｜淡褐色土

322 j 2 J円形I0.25 I 0.25 I I 21K I SB237Bの柱穴。 ｜淡褐色土

問 I l円形io. 35 I o. 35 : I 22 K I SB237の柱穴か。 ｜淡褐色土

問 I3 i円 形Io.必 I0.451 i 22K I SA255の柱穴。 I H音褐色土
問 ｜ ｜円形1o. 41 o. 41 l川 [sK抑 →SB325 ｜黒褐色土

! I ! i I • 10 ラ イ ン ｜ s X326 I ｜楕円形｜ ； 畦 i集石遺構。 ｜ 
I I i i L～M~l I 
S K327 I 1 i円形Io. 5 i o. 5 I I 16D I SB40の柱穴。 l暗褐色土もし

くは黒褐色土

32s I i 1円形Io. 3 I o. 3 I I 16D I SB40の柱穴。
3291 ｜円形Io. 3 : o. 3 I I 16D I 

時褐色土

淡褐色土

~I ~ I 一円形lo:32~吐 I 16D Is聞 の柱穴。 ｜黒褐色士

制 1 I円形I0.32 I o.4 1 ; 13D , SB40の住穴。
332 I 1 ：円形Io. 3 I o. 3 I I l 7L I SA犯の柱穴o
333 i i I円形Io. 3 I o. 35 ; I 17 K I s A93の柱穴。
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土鋪名｜時れ状［規模（m) I地区！備 考 l埋
I ｜東西 ｜南北 ｜深

s K334 I 1 I円形 Io. 2 I o. 2 I ｜山 I SA93の柱穴。 l黒褐色土

お511 I円形 i0.15 i o.叫 i irn I お：~！5'i1s1 I 
3361 2 I円形 io. 351 o. 35 ! I 17 J I SB22の柱穴。 I 
3371 2 1円形Io. 3 I o. 3 I I l 7H I SB22の柱穴。 ｜ 

」一一~~~l」 円形 I o. 2 I o. 2 I J l 7G I ~ J －一一－
1－~－；~9 I ｜円形Ia. 4 1 a. s I ! 17 J 1 I 
一 一一一一－
I 340 t ｜円形 io. 25 1 o. 25 1 I 17 J : I 
I 341 I ｜円形 Io.判a.25 1 ｜則 ｜ ｜ 

ω ｜ ｜円形Io. 25 1 a. 25 I t 15 J I I 
制 I2 I円形Io. 25 I o. 25 I I 14J I SB22の柱穴o南廟部分。 I 
344 I 2 j円形la. 35 I a. 3 I ｜山 I SB46の柱穴。 i 

l三 日 ｜円正一IJ ~ 1 ~~ 1竺三一三J｜円形Ia. 2 t a. 2 J ｜山 js剖 4の

3471 2 I円形Io. 45 1 o. 4 1 ｜山 I SB46の柱穴o ｜ 

抑 I2 j円 形Io. 25 I o. 25 I I 13 I I SB46の柱穴。 ｜ 

3491 2 I円形Ia. 41 a. 41 ｜山 I SB46の柱穴。日50I 2 J 円形 1 _9~ 35 i o. 35 l I 12 I I s… 1 
351 I 2 J円形Io. 35 I o. 35 ; ｜山 I SB46の柱穴。 I 

－ 3521 2 I円形Ia. 31 a.ぉl I 10 I I SB46の柱穴。 ｜黒褐色土

3531 2 j円形 1a. 31 a. 35 I ［山 I SB46の柱穴。 （ 

- 3石戸丙形Ia. 2 I五可ーIillrTS.函瓦石一一 下－
3551 2 ！円形Io. 35 I o. 35 I I 13H I SB46の柱穴。 礎石あり。 ｜ 

二百二日~r~~＝＝r－~－恒三巴 I 
初 ｜ ｜円形 I0.41 0.41 I 20H I SB237の柱穴。 ［ 

」竺I2 I円 形 1 I I I 14H I SB46の柱穴。 --- I 
3591 2 ［円形Io. 4 I o. 35 I I l~ _ __I SB46の柱穴。 I 
360 i 31円 形 jo.4 j 0.42 j j 12K j SB131の柱穴。 ｜ 

361 t ｜円形 t o. 2 1 o. 2 I I i2 J I I 
3621 ｜円 形Io. 2 I o. 2 I I 12 K ' I 
3631 ｜円 形io. 22 I o. 32 I I 13 K I I 
3641 i 1円形 ｜ I I I 7 K I SA93の柱穴。 ｜暗褐色土
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I i ｜規模 Cm) I 
遺構名 ｜時期｜形状 ト 一一一 一｜ 地区 i 備
｜ ｜ ｜東西 ！南北｜ 深 ｜ ｜ 

是チ, 埋 土

s K365 i 1 I I I ; I 6 K I ~~93 の柱穴， もしくは別の土

紛 ｜ ｜円 形 ｜ I I 5 I i 
SDお7I I I I I 12 G. HI南端にある帯ぐるわの下層舗。l

S K3~9 Iーしよo.s I o. s I I i~~ I一一一一－ ! 

370 1 ｜円形Io. 2 I o. 25 -I ! 14D I I 

371 : 1 I円形Io. 3 I o. 3 I I 14D I SB40の柱穴。 ｜ Fr ｜円形l・s I 1 I円形 ｜ I I 1 I SB40の柱穴。
3741 2 ！円形1 I I I 15H I SB22の柱穴。礎石。 ｜淡掲色土

問 I1 ！円形l I I I 22 I I SS机の柱穴。 ｜淡掲色土

問 I1 I円形｜ ' I I 21 I I SB237 Aの柱穴。 l暗雲寺）
377 . ｜円形｜ ｜ ｜ ｜加 ｜ ｜陪褐色土

問 i2 I円形 ｜ I I I 20H [ SB237sの柱穴。 ｜暗褐色土

問 I2 ！円形 ｜ ｜ ｜ ｜則 I SB22の北府柱穴か。 I 

sso I 2 I方形｜ I I I 19 I I SB160の柱穴。 ！ 

矧 Is I円形 ｜ I I I 12K I綜1の柱穴。 ｜ 

3821 31円 形 ｜ I I I 12 L I SB131の柱穴。西席。 111音褐色土

3831 31円形｜ I I I 12K I SB131の柱穴。礎石。 I 
制 I3 I円形i I I I 11 J I SB131の柱穴。 ｜黒褐色土

紡｜1 I I I I : I SB40の住穴o I 
制 I1 ｜円形Io. 3 I o. 3 I ｜旧 ISB40の柱穴。 ｜ 

お7: 1 I円形Io. 32 I o. 45 I I 15D I SB40の柱穴。 ｜ 

390 1 ｜円形Io. 25 I o. 25 I I 11 H I I 

三一91I I I I I I 19 B l南北方向ヰ i淡褐色土
S K392 I ｜椅円形 ｜ I I i山｜ 1扇面玉
虫出一一｜ 一一I_ __L_i_ I 19Y I南北方向満。 ｜暗褐色土

s K394 I I l I I i 22H I s回94の柱穴J 市函瓦
395 I I I I I I 22H I SB制 の柱穴。 ｜暗褐色土

3961 I I I I I Rふム取。 ｜時面亙王
J吐」口 Io. 51 o. 45 I -I 19N ｜柱穴径Q.3 mo建物か。 ｜暗褐色土

3回 ｜ ｜円形lo. 1 I o. 1 I I 18 N I 1暗褐色土
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ームl形状iiiI ~t I （~ I地区｜備 一 考土
s K399 I I 円山山吐~＿：＿rno I ｜醐色土

400 I ！円形Io. 3 I o. 2 I I 18N 

lートー土日=tr＇一一一一 ｜暗褐色土
I I OM ｜銭貨埋新 ｜暗褐色土

4061 ｜楕円形 I0.351 0.31 : 20N I SB219の柱穴か。 ｜ 

土

407 I I I o. 3 I o. 4 I I 21 N : 
4081 ｜円形 1o. 31 o. 31 

4091 ｜円形Io. 2 I o. 2 I I 20 N : l暗褐色土
~I 円形 I o. 2 ) o. 2 I I 20N I I 
411 I ｜円形Io. 3 I o. 3 I I 20M I ｜暗褐色土

412 I ｜円 形Io. 451 o. s I ｜肌 ｜ ｜暗褐色土

」吐 ~l~L出足.~ I 

414 1 ｜円形Io. 25 I o. 25 I I 21 L ! I 1間色土
！円 形lo. 3 I o. 31 I 20M I ！日音褐色土

！円形Io. 35 j o. 3 I I 20M I ｜醐色土

417 I i楕円形 ｜o. 4 ! o. 3 I 1 20 L I SB219の柱穴かo ！暗褐色土

4181 ｜円形 Io. 4 I o. 41 l削 I SB219の柱穴か。 i 1渚褐色土

ω ｜ ｜円形Io. 3 I o. 3 I I 18 N I 
422 1 ｜円 形 Io. 3 1 o. 35 I ｜削 ！

423 1 ｜円形Io. 2 I o. 2 I I 18M i I l倍褐色土
似 ｜ ｜円形Io. 3 I o. 3 I I 18M I SB219の柱穴か。 I I暗褐色土
4261 ｜円形 I o. 4 I o. 4 I I 18 L I磁石。SB219CD柱穴か。 I 
427 I 楕円形 ｜o. 3 I o. 4 I I 18 L ｜礎石。 ｜暗褐色土

ω｜ 円形 Io. 2 I o. 2 ; i 18M I 
ω ｜ ｜楕円形Io. 35 I o. 3 j lrn K・LI ｜醐色土

ω ｜ ｜円形Io. 25 I o. 25 i : 18 L I ｜暗褐色土

組 ｜ ｜楕円形Io. 7 I o. 55 I I 17 K ｜礎石。
4321 ｜円形Io. 35 : o. 4 I i 18 K I SB仰 の柱穴か。 ｜暗褐色土

偶 ｜ ｜円形Io. 25 I o. 25 I I 18K I SB219の柱穴か。 j 1渚褐色土

似 ｜ ｜円形Io. 3 I o. 3 I I 19K I J 1暗褐色土

4351 ｜草橋円Io. 25 I o. 6 I I 18 K I ｜暗掲色土
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遺吋4形 状lii1；北｜〔：！地区l自信 考 土

！円形1a. 2 [ a. 2 [ ｜暗褐色土

必71i円形1a. 35 1 a. 35 1 ｜ 肌 I SB219の柱穴か。 ｜暗褐色土

｜円形 Ia. 2 I a. 25 i I 19K I ｜暗褐色土

｜円形1a. 25 I a. 3 I ｜暗褐色土

｜円形1a. 41_ a. 41 I s o I l淡褐色土
｜円形 Ia. 41 I 7 o I ｜淡褐色土

｜円形la. 55 1 a. 55 1 I 6 o I ｜淡褐色土

｜円形 Ia. 3 I a. 31 I 6 o I託制と続いて柵列の可能性あ ｜淡褐色土

｜円形1a. 25 I a. 25 1 I 5 o I ｜淡褐色土

｜不定形 I5・0 I 3:/51 f s H・II集石

Q
U
 



京都府遺跡調査報告書第3Hit 

付表2 造物 観 察表

｜ ｜法量（cm)I I I 
種｜番号トーーァ一一一｜形態の特徴 ｜成形技法の特徴 i備 考
！ ｜口径 ｜器高 ｜ ｜ ｜ 

I I ! i 0貫入あり。 ｜。全面ロクロナデ。l。胎土，良。灰色。
椀 1 i 116. 2 ! ] 0内面ζ横方向のへラ1 [o粕色， 時緑色。
I i ｜描き。 ｜ ｜。残存パ。

2 I 14. 1 I ｜。外面に控方向のへラ｜。ロクロケズリ。 ｜。胎土，粗。
I I I 描き文係。 i ｜。粕色， あめ色。
｜ ｜。内面lζ 「ネコ描き」｜ ｜。同安窯系。

I I I I ; ｜文様。 ｜ ［残存%。

l一一l古磁Iilll I 3 I j ！。鯛出i~~i九品五五三て，，！ ：11：~~~色。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ る。 I る。 。自己泉窯系。残存Y2。

i I I I I i。内底面lζへラ描「I I I I 様。 l

s K 19 I E器 ｜椀 I4 I 1s～ I 4. 3 ! 0外形はやや扇平。 lo休部外面下半はユlo胎土，精良。外面
I I I I I I 0 ジグザグ暗文。 ｜ ビオサエ。 ｜ は黒銀色。I i I I 13. 8 I i I ! : I I I ! I I I 0完形。

SD 42 i土師器：illl I 5 I 8. 4 I 1 5 ' I 0 口縁部を一段ナト控土， 良。 淡褐
I I I I i . I Iデ。 1口

I i Ioほぽ完形。

6 I 1. 1 i 2 I 0外底面はややくぼみ1 [o胎土， 良。 淡褐
I I ・ I 気味。 I : 色。
I i I [ ! o残存M。

I 7. 0 -I o. 91 0口附「く」 「 日間一。胎土良淡褐I lζ折りかえす。 ｜ 坦にする。 ｜ 色。
I I ！。残存Y2。

2. 4 I 0高台あり。 ｜。高台は皿に貼りつ！。胎土，組。淡揖色
せ｜ ｜ ける。 I C種々色に近い；。
｜ ｜。内外面ともナデ。 loほぼ完形。

lo高台だけ，皿部分はlo内外面ともナデ。 ｜。胎土，粗。糊色
欠損。 ' （ところど乙ろ赤

｜ 色粒を含む）。
｜。残存%。

! I 0 口縁端部は台形気！。口縁部は二段ナ｜。胎土， 良。 淡褐
10 I 15. 8 I ' , I I i 味。 ｜ デo l色。 残存74'。

一一山~ I 1：－；~ 5~~九一一一長平元ムEλ吊土， 良o 灰色。I I I I I る。 I ム。 ！表面は黒色。
I I I ' I 0内面には横方向の階｜ !o残存M。
I I 1 , I文。 i I 

I I I ! 1 I 0施枇ただし高台とjoロクロケズリ。 lo胎土， 粗。灰白
白磁 ｜皿 112I 1. s I 2・ ｜ その付近は露胎。 ｜ ｜ 色。紬色はうすい

i I I ｜。内底問問きl l緑灰色。｜ とっている。 I I 0残存パ。

I i I I t ) ~。叫椀 13 I 16・sl 。口縁端部を外方向lζloロクロケズリ。 lo胎土， 組。 灰白

［｜｜…す ｜ ｜
I ! I I ｜襲部内面lζ一条の此 ｜…灰白｜ ｜ を施す。 I 色。

I I I I ！。残断。｜ ｜ o白磁椀V-1。

造構~~
1~1同

。。。。
一
8

I 9 : 
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大内城跡の発掘調査

I I ｜法量（cm)I I I 
制品名 ｜器 種 1番号ト一寸一一 ｜形態の特徴｜成形技法の特徴 ｜備 考

｜ ｜ ｜口径j 探高 l ｜ ｜ 

s D 42 I ' Jill I 14 I 9. 6 I ｜ 。 内面は底部と体部の~ o ロ ク ロナデ。 f o胎土， 組。 灰白
' , "'t I " u I ! 境が 「く」の字状に｜ I 色。粕色はうすい
I i I I ！屈折する。 ｜ ｜草色。

I I I 。残存MoI I i o白磁皿咽類か。

I I I ｜。休部は「く」の字にloロクロケズリ。 ｜。胎土淡灰色。和l
；青磁 fill I 15 I 11 2. 3 I屈折 やや外反す｜ ｜色は決緑色。
｜ ｜ ｜ ｜ る。。 ｜ ｜。岡安窯系。
I : I I 0施粕するが，外底面l Jo残存YJ'o
I I 1 i I I は掻きとる。 ｜ ｜ 

l_L I I I I I 0貼りつけ高台。 ｜。口縁部ヨコナデ。 Jo胎土， 良。 談褐
SB 44 I土附器iJill I I I . o I I I . I I I I I ！他はナデ。 ｜ 色。

I ! I I I ! い残存%。
I I ! i I Io s K44出土。

! I 17 i 13. 0 I 2. 9 l1 0口附附張る 0 i 0口縁部を一段ナ｜。胎土少し叫
I I I I I I デ。 ｜ を含む。
I I I I I I 0残存M。
i I 1 I 1 I 0 s K44出土。

i い。 1 c " A () I 0貼りつけ高台。高台｜。休部下半はユビオIo胎土，精良。灰白
瓦器 ｜椀 I"o ""・ v せ＂ Iは台形気味。 ｜ サエ。 I i:：外面は黒灰

1--J I i _I ' _ －~ ？？臨土
I I I I I 0口縁端部が外反するloロクロケズリ。 o胎土， 粗。 灰白

白磁 ｜椀 119115. 4 I I タイプ。 ！ ｜ 色。糊色は灰白色
! I I I I 0全面施私。 I ! にやや緑色が入

I I I … 吋 I I る｜ の沈吋 : I s K90出土
' らいの内面には一条1 0残存託。

。白磁椀V 1 。

S Kl55 白磁 ｜椀 j20 i 16. 6 l ［。貯部が外側lと』巴

I i I I I ［。酬一は露l ｜草色。｜ ｜ ｜ 胎。 I I 0残存%。
！ ｜ ｜ ｜ ｜。貫入あり。

S Dl56 I白磁 ｜椀 I21 16. o I 。宮部が外側に肥lo~!1面 ロ クロナトままBe~~~粧
I ! I I I 0外面下半は露胎。 ｜ ｜ は灰白色。

I I I I I I I l問I ! I I I I 0 白磁椀N-l。
I I I I I I 0黄褐色土（9 M区）
1 I I I I ! と接合。

s Bl60 I土師副皿 I22 I 6. 8 I 1. 2 I 0 2か所岨煤付着。 ｜。ョコナデ。外面下｜。胎土， 粗。赤褐
I I i I ｜半はユピオサエ。｜

｜ ！ ｜ ｜ ｜。残存パ。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜。SKl63出土。

｜λ同一一日函雨戸｜右肩判，g~~~褐色I I I ナデしたため，外｜ ヨコナデ。下半は！ 面は赤褐色。
I : I ' 反している。 ！ ヘラケズリの後ヨlo残存， 口縁部は

｜ コナデ。 I M。

。内底面には櫛状工具｜。内外面ロクロナ｜。胎土，粗。灰色。
でギザギザ文様を施1デ。 ｜ 粕色は緑灰色。外
す ｜。外底面はロクロケ｜底面は茶褐色。

ズリ。 ｜。残存パ。
。同安窯系。
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｜ ｜法 量（cm)i ~ I 

迫構名 if,,' 穏｜番号｜一一一寸一一一一！形態の特徴i成形技法の特徴 ｜侃j
I i口径 器商 ｜ ｜ ｜ 

I I I I I 0口縁端部内面には段｜ ｜。胎土， 粗。 灰白
SD 06 陶器 ｜窓 I25 I 41. 7 I ｜差が詰る。 ｜ ｜ 色。

I I I I I I 0残存口縁部川。
I I I I 0常滑焼。

1瓦器 ｜皿 I26 g, 2 1. 8 I 0口警端部はやや丸味jo内面はナデ。 I 0 B比 良。灰褐
｜ ｜ ｜ を帯びてすぼまる。｜。外面は，口縁部は｜色。
' '0口縁部外面はヨコナ｜ ヨコナデ。他はユI0 220区出土。

デによ って稜線あ｜ ビオサエ。 lo完形。
り。

考

9

4

 

1

一
1

っ“

一
戸0

9

一
8

ヮ
，

一

日
u

n／
臼

ηベ
υ

。同上
。ほほ完形。

。色調は黒褐色。
。221-I区，最下層出
土。

5. s'.：鵠需品目E私。 （ 。 学了デ後H音文を判。営み議J黒~~
lo高台の断面は三角l lo上層出土。講の下
形。 I I l裂を示す資料。

I I 24N区出土。
I I 0 残存%。

トー （外面とも）。
。上層出土。
。須恵器のような焼
き上がり。

｜一師器！皿lお l8.411.610口叩は部厚1縁部は一I I I I ! まま。 ｜ デ。 ｜ 
I I I ' I I 0内面はナデ。外底Io残存%。。
I I I , I I 面はユビオサエ。｜。下層出土。

: I 29 I 8・411.31°他lと比べて浅い。 ｜ 同上 ｜。胎土， 粗。 赤禍
｜ ｜ ｜。ロ縁端部はすぼま｜ ｜ 
｜ ｜ ！ る。 i Io残存Yfo
I ! i I ｜。下層出土。

引9.s I 2. 7 j: ~尽~$~：ま他に｜ o ~九占抜~~
i I I 0貼りつけ高台。 ！ に近い。
I_ I I ! i。残存%。
｜ ｜ ｜。口縁端部はやや尖り｜ ｜。胎土， 良。 淡禍34 I 14. 2 I 2. 5 I 拡 ｜ ｜I I I 気味に終る。 I I 色。
I I I I I 0残存%。

35 I i 4. i I 3. 4 I 0 口縁端部を強くヨコjo口縁部二段ナデ。 jo胎土， 良。 淡褐
｜ ｜ ｜ ナデたため稜線が入lo内面はナデ。 ｜ 
! I I る。 lo外底面はユビオサ｜。完形。
｜ ｜ ｜ ｜ エ。 lo最下層出土。

I I I Io貼りつけ高台。 ,o内底面ナデ。 ｜。胎土， 組。 淡褐
! 36 I底径 ｜ I I I i ! ! I ! o高台内は ヨコナ｜色。
l I 7' 9 I : lデ。 lo残存，高台の%。

nJ

一

ι
一

i

J

。。

一
。。

一
A

9

A

－

一

一
司i
1

4

引
｜
寸
U
l
寸
El
i－
－

一 －

u

n
d

－
n
J

一

巳
d

一

F
D

一
椀

（。口縁部lζ油煤付
着。）

。胎土，粗。外面は
黒色。
。完形。

。同上
。残存%。
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｜ ｜ ！法量（cm) 1 I I 
遺構名 ｜器 種｜番号｜一一一｜一一一｜ 形態の特徴 ｜成形技法の特徴 i備 考
！ ｜ ｜口径 ！器高 l ｜ 

SD 06 I青白磁同？I 37 i 10 2 I I 0 口縁部をへラで切り！o全面ロクロナデ。卜胎土，良。外面は
I 11Illか！ ｜ ・ ｜ ｜ 花弁をあしらっていi ｜ うすい青色。
I I I l ' I る。 ! Io残存M。

白磁 ｜椀 I3s I底径 ｜ lo内面施勅。 lo削り出し高台。 卜胎土，良。黄色が
I I I 3. 7 I i 0外面は蹴台。 lo施粕後，内底面端｜混じる灰色。所々

｜ ｜ ｜ ｜を時計四りに削黒灰色斑。
I I る。 Io紬色は緑がかった

灰黄色。
。白磁椀咽類。
o残存底部のみ。

｜。全面施粕。 lo全面ロクロナデ。｜。胎土，やや組。粕
: 0 口縁端部を外側IHζ小J I 色とも灰白色。
I さく折れ曲げる。 I 7下層出土。

lo残存バ。
｜。白磁椀V類。

41 16. 4 I 

43 I 13. 4 

44 I底径
I 5. 4 

吋（

円
口

A
H
N
 
泡気もム」面

0

外
つ
内
立。

面

緑

白

鮮

だ

灰

新

ん

5

0

0

す

μ

類

良
色
く
れ

ov

’白
は
法
泌
椀

土
灰
色
の
。
存
磁

胎
は
紬
色
色
残
白

ム臼灰h

色

類

土

t
灰

o
V
出

は
%
椀
層

土

o
色
存
磁
下

胎
色
粕
残
白
最

0

0

0

 

テ
ズ
ナ
ケ
ロ
ロ
ク
ク

。

ロ
ロ
古
品

面
面
ま

内
外
の
施

施

一

て

く

一
。
い
厚

一
台

除

は

一
一口
同
を
部

一
い
分

縁

二
局

部

口

一
く
L
E

〉
乙
3

一
細
一
首
私
物
枇

一
A
W
U

一

ハh
u

6.5 と

白

と

と

ろ

色

灰

色

一
色
と
入

。払

粕
ピ

o

一
粕

o

一
粕
（
じ
M
j

パ

類

一
0

0

類

一
。
。
感
部
寸

良

ノ

。

v
一
良
色

ow
一
良
色
た
底

w

’す

パ
椀

一
’
白
%
椀

一
’白
し

’椀

土
く

。
存
磁

一
土
灰
存
磁

一
土
灰
と
存
磁

胎
も
色
残
白
一
胎
も
残
白
一
胎
も
り
残
白

一
ス

一

一
ケ
o

一
台

一
ロ
デ

一
高

一
ク
ナ

一
し

一
ロ
’

一
出

上

一
面
後

一
り

同

一
全
の

一
削

工
糊
口

一

露

一

」

b
九

一

斗i

。

一
Bt
L
ν

一

o
t
I

一
階

諒

一
台
面

一

玉

一
唱
外

て
内

o
る

一

低

札

一
部
い
ゆ

一
ぐ
施

二
縁
厚
わ

o

一
厚
面
。

一口
が
い
縁

一
部
内
胎

同上

。細く高い高台。外側｜。削り出し高台。 lo胎土， 良。 灰白
は接地しない。 ｜ ｜ 色。粕の部分はや
o高台以外施粕。 ｜ ！ や緑がかる。

lo下層出土。
jo残存，底部%。
lo白磁椀V類。

｜。高台以外施粕。 I 向上 I 0向上
。貫入あり。 I I 0最下層出土。

。残存は底部のみ。
。白磁椀V類。

。ほぽ高台以外施粕。 ｜同上 ｜。胎土， 良。 灰白
｜ ！ 色。粕¢部分はや
｜ ｜ や緑がかる。
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器名構造 考

向上

特

び

様

一
帯

決

一を
、
。ォ
九

ト

K

し
1

2

山

厚
の
い

寸
小
部
も
て

り
は
の
し

台

。部
状
施

高
る
底
櫛
を

0

0

0

 

の態

I i j 

叶＂！＇＇＇

同

54 SB 22土師器！nn 

j －褐色所々赤褐色。
。残存1/4。
o S K231出土。

上 ｜。胎土，粗。赤褐色。
lo残存1/4。
Io S K231出土。

Io 54と同様。

56 

同

1. 5 

！。口縁端部はやや外
1. 7 I '"' 
！ 日、。

: l法量（cm)I 
極 1番号！ ？ l形

｜ ［口径 ｜器高 l

s D 06 I白磁 ｜椀 1471底係 1
' 5. 8 I 

｜制 i椀 I481底径
I ! I 4. 6 

: i I I 

49 12. 4 

!o下層出土。
!o残存，底部%。
。白磁腕V類。

lo胎土， 良。 苛灰
｜色。粕色は暗灰緑
｜色。
o S X300北方の下
層出土。
0 r;包泉主主青磁椀 1
1 類。
。残存，底部%。

lo口縁端部を外側lζゃlo全面ロクロケズ｜。胎土，良。利は緑
や折れ曲げる。 リ。 I o 

!o内外国とも櫛状のも｜ jo組j主主主青磁椀。
ので花文様。 I I 0残存，口縁部%。
o全面施利。 ｜ ｜ 

ioくのまに折れ曲がる｜。白面ナテ：。 I a胎土，粗。
口縁部。 jo外面ユヒオサエ。 。色調は，外面が暗
。外面は煤付着のため｜。粘土紐の巻き上げ｜褐色。内面は淡褐
黒色部分もある。 ｜成形か。
｜ ｜ i。中層出土。

。残存%。か。

｜。体部内面下半は磨10内外面ともロクロ！。胎土， 2～31 m 
10・6! 滅。 ｜ ナデ。 ｜ 大の白色 ・灰色砂
。口縁商L外面は黒色。。底部はへラオコ｜を含む。

！ シ。 lo色調は灰色。
。魚住窯か。
。上層出土。
10残存1/20。

i. 4 I 0休音llから口縁部への｜。ロ縁部と内底面は｜。胎土，ザラザラと
I 屈曲はくの字様。 I ヨコナデ。 ! した感じ。灰褐色。
： ！。他は不調整。 。残存1/2。

I 0 s Kl56出土。

i. 5 I 0体警はあまり明確に：a磨滅のため不明。 ｜。胎土，粗。淡褐色。
｜屈曲しないo o外底面の一端は撞

｜ 色lζ変色。その隣
｜ は黒灰色。

I 0 s Kl76出土。
｜ ｜。ほぼ完形。

上 ｜。磨滅のため不明。 ｜。胎土，粗。淡褐色。
I I a残存2/3。
I I 0 s Kl77出土。

｜。胎土，粗。談禍色。
。完形。
o S K278出土。
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備徴特の法技形成量
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一
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造

一
日

考

同 上

i. 2 Io口縁部外側lζ油煤ら｜。54と同様。
しい痕跡あり。 ｜ 

s. 4 l l. s Io同様。

色
以
J

褐
が
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淡
部
い
－
J

o
一
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U

良
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I I sK116出

0 H台土，粗。淡禍色
I －岱f綬色気味）
u フEハニシ。

色

一
色

一
色

褐
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j
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一
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肘
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二
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々

に
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一
口
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63 I s. 4 i 1. 6 i。5吋。

nhU
 
－
 

n巴
A
告
ρ
り

0
0
 

0
爪
UU戸、υ

nh
u
 

向 上

；（ほほ完形）

70 8. 5 I 1. 6 

｜引1.s i i. s Io州で深手

10胎土，粗。淡褐色｜ （茶褐色の斑文あ
り，埋没後のもの〉
。残存l/2o
I 0 s Kl57出土o

I ！台土 粗淡褐色
（所々 赤褐色）。
。残存1/2。
。SKl76出土o

lo胎土一色。
。ほぼ完形。
o S Kl80出土。

69 s. o 1. 5 I。58と同様。

。内底面磨滅。 ｜。胎土，粗。淡褐色
。口縁部ヨコナデ。｜（｜情褐色に近い）。
'0他は不調整。 lo残存1/2。

I 0 s K231出土。

ηI s. 4 1 i. 71 o所々 二段ナデo i ｜。胎土，粗。談褐色。
I I ｜。完形。

I I i I 0 s K278出土。

73 I s. s I i. 7 I 1向上
I I I I I （ほぼ完形）
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):fl 3問

I I l法量（cm)J 
遺構名 ｜器 種 ｜番号｜ ｜形態
i ! ｜口径器高｜

SB 22 土師れペ s.~ i. g [a 5問様。 I 

I ! 75 I 8. 8 I 1. 5 I 0 口縁部を強く ヨコナ｜
I I I デしたためか屈曲し｜
｜ ｜ ｜ ている。 I 

76 I s. 6 I i. 5 o口縁部は二段に屈［a磨滅のため不明。｜。胎土，粗。灰褐色。
I flt1。 I 1 °残存1/2。
I I I I 0 s K 176出土。

7. s I i. s I。76と同様。 ｜。内底面ナデ。 ｜。胎土，粗。灰褐色。
I ! ta口縁部ヨコナデ。 ｜。残存1/4。
I I ｜。外底面不調整。 I 0 s Kl92B出土。

s. 6 i. 4 I 1 0胎土，粗。赤褐色c

I I : 川燈色。｜ o残存1/2。
i Io S K23l出土。

s. 6 I i. 7 I。口縁部二段に屈曲。 lo口縁部二段ナデ。！o胎土，粗。淡褐色。
I I I 内底面ナデ。他はioほぼ完形。
I l I 不調整。 foSK278出土。

i. 7 i I i a胎土，粗。淡褐色。
~ I I 0 ほぼ完形。I 0 s K278出土。

1.81。器壁は他に比べて厚｜ lo胎土，粗。淡褐色c
｜ い。 ｜ ｜。ほぼ完形。
I I I 0 s K282出土。

s2 I 14. 6 I 2. 9 I 0 口縁端部面取り。 ！。口縁部ヨコナデ。［a胎土，粗。赤褐色。
I ' ｜。器壁はほぼ同じ厚｜内底面ナデ。他はlo残存1/3。
｜ ｜ ｜ さ。 ！ 不調整。 I 0 s Kl76出土。

83 I 14. 2 I 2. 6 I 0口縁端部面取り。 lo口縁部二段ナデ。｜。胎土，粗。淡褐色e
I I 1 ! o他は82と同様。 ｜。残存1/3。
I I ) s K278出土。

18干ーよ ［同iトィ－
85 i 13. 8 i 2. 5 I 0 82と問機だが，器壁｜ lo胎土， 粗。淡褐色。

！ ； は薄い。 1 I 0残存1/4。
I I I ｜。 SKl76出土。

13. 6 I 3. 1 I。口縁端部面取り。 ! 0 83と同様。 ！。胎土，粗。淡掲色c
I t i 0残存1/2。
I I I 0 s K278出土。

2. 81 l向上 l向上
2. 5 I ！。口縁部一段ナデ。lo胎土，粗。淡褐色
I I I （茶褐色斑あり，

I 埋没後のもの）。
jo残存2/3。
I 0 s Kl57出土。

！一灰褐色。残存1/80
a S Kl80出土。

徴l成形技法の特徴 ｜備
lo73c1::[1'!J様。

。胎土，粗。淡褐色。
。残存1/2。
o S Kl57出土。

京都府遺跡調査報告書

考特

87 I川
88 ！山l

89114 'l i口一取り
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大内城跡の発掘調査

遺構名！器種［可出l形態

91 , 14. 2 2. 4 1 

cu
 
－
 

Aq
 

1
4
 

つ臼ハMU

正乞

nυ
4
・

底
6

q
d

一A
斗
企

n
wu

一
ハ叫
U

一
椀

一

口
芯
一H
K

一
一向

951山

｜白磁 IJI日I96 I底径 i
I ' 4. 0 

。。
ヴ
，
n
wu
 

l
－
－
一椀
一
磁
一
宵

の特徴［…ー備 考

［ ［…褐色
（灰褐色気味）。
。残存l/2o
。SKl76出土。

lo口縁部一段ナデ。 0 n台土，粗。淡褐色。
: 0残存1/3。
Io S K278出土。

3.0 0 口縁端部面取り。 山口縁端部はつまみ｜同
｜ 上げながらヨコナ｜
デ。 ｜

。胎土，粗（灰色チ
ャー 卜含む）。淡
褐色。
。底部のみ完形。
1oSK177出土。

s. 4 Io貼りつけ高台。断面｜。 口縁端部はつまみ 。胎土，粗。黒色。
｜三角形。 ｜上げながらヨコナ 断面灰白色。

｜ デ。 。焼成，軟。
Io内面I乙暗文。見込jo残存2/3。
みにはジグザグ階｜。sK336出土。

I o~ffliは磨滅。 ｜ 

s. 4 I向 上 ｜。内外面とも磨滅し｜。胎土，粗。黒色。
io外面下部ICは黒変し｜て不明。 断面黄白色。
ていない（白い）部分｜ o焼成，軟。

｜ありo i '0完形。
Io S K282出土。

！。内底面粕。但し周io削り山し高台。 。胎土，粗。灰白色。
縁は施勅後削り取｜ 粕色は，やや緑が
る。そして，ζの部l かる灰白色。
分には朱色の痕跡あ！ 。底部のみ完形。
り。 ｜ 。SK279出土。
。金面は高台部分は露｜ o白磁皿凹類。
刀口。

。見込みに粘土付着。｜

上

｛底h川J切糸。

。外面は櫛状工具に｜。胎土，組。灰白色。
より下から上へ施｜粕色は飴色。
文。 io残存1/6。
。内面は同様の工具l。SKl75出土。
で刺突して施文。 lo同安窯系青磁倒

I I 1・b。

1. 4；。仁l縁部から体部にかい口縁部一段ナデ。 io胎土，粗。淡褐色。
！ けてくの字iζ屈曲。｜。内底面ナデ。他は＇oほぽ完形。
I I 不調整。

2・0i 0 きわめて歪つ。 ; I ~ ！幸，良。淡褐色。
I : lーフロ八／0

Io石より下の灰色土l
｜層。

l向上
（ほぼ完形）

。胎土， i組。淡褐色。
。ほぼ完形。
。石より下の灰褐色
土。
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京都府遺跡調査報告書第3冊

｜ ｜法量（cm)1 
jfl構名 ｜器 積 l番号｜ ｜形

｜口径 ｜器高 l

s E 43 I土師器Imt I 1021 9・2 1・9

I {03 i 8. 0 11. 41 

一9.0 I 2. 0 I同司

107 I 8. 4 

n
E
 

一
～
8

－A
A
T
 

一弘ハU

つ
ム
1
4
 

唱
E
ム

一

何
台

υ噌’A
司
a
A

nxu 

可ム
ハ
リ
～
a
 

ヴ
，。。

勺
’
マh
ム唱’i

態の特徴 ［成形桃の問 備 考

。胎土，粗。淡褐色
' （灰福色の部分も
! ある）。
lo残存2/3。

｜同上
。ほぼ完形。

組

恒

山

間

取ι

一一
土
形
よ
。

胎
完
石
層

－アナ段一一縁
「」

い

り

て

決

？レ

唱、ゃ

を

ま

χぺY
H

H

二
J

’V口

一’」

U
而

J

J

羽町

o

つ
。

縁

味

整

る

口

気

。

。

phυ

nD
 

T
A

胃
i

。胎土，良。談褐色c
。完形。
。石より下灰色土。

｜。胎土，粗（ザラザラ
｜ した感じ）。談褐
｜色。
｜。ほぼ完形。
｜。石より下の灰禍色
｜ ニヒ。

'011台土，粗。淡褐色
' （灰色が混じる）。
。完形。

o

一7

9

8
 

lo胎土 M 黄色亡
。完形。

i. s Io円縁部re油煤付着。 。口縁部ヨコナデ。10胎土，良。淡偶色r
I , 内底面ナデ。他は；。ほぼ完形。
I i ユピオサエ。 0 ＂＇コ届出土。

1. 8 ' ｜同 上

1. 8卜歪つな形。 I Rll±, Ji! 淡黄褐
色。
。完形。

［胎士一。
［ …禍色（やや白っぽい）。
。lまぼ完形。

｜。 口縁部ヨコナテ〉 ｜。胎土，良（少しザラ
｜ 内底面ナデ。他は｜ザラとした感じ）。
｜ ユピオサエ。 ｜ 淡黄褐色。

io完形。

I l胎土良 茶褐色（内聞の1/3は黒禍
色）。
io完形。

9. 2 I 1. 8 I 0 107と同様。

1. 4 0かなり歪つな形。

- 94 -



大内城跡の発掘調主主

目。

川
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態の特 徴 ！成形技法の特徴 ｜備 表、，

｜。胎土，良。淡黄褐
｜色。
；。ほぼ完形。

l 0:t~ り 下の灰色

一88 181 
1231 8. 8 : 1. 8 ；口縁ーする｜

叫 8.311. 3 わ な形

10胎土，粗。談褐色。
。ほぼ完形。
。石の下の灰樋色
土。

。胎土，粗。淡褐色
I （白っぽい）。
。ほぼ完形。

｜。胎ニlニ，キ11。i炎褐色c
l。残存4/5o

J＇ ~ 32 
127 I 14. 1 I 3. 2 I o口縁部は直立気味にl J胎土，良。談偶色。

I I I 立ち上がる0 i i 0 ほぼ完形。

128 I 14. 8 i 3・3I Io口縁部は二段ナlo胎土，粗。淡褐色。
I I i I デ。 Io残存1/3。

ml ls.0 1三戸浅身0~！i~1 。 内面の見ふと示。h， 籾0－間色c
状工具による圧痕の｜ 状のものでナデた oほぼ完形。
ため窪む。 ｜ 痕がある。

0 JJ台土，良。淡褐色。
［。ほぼ完形。
。－l.6111で出土。

o口縁部は二段ナデ｜。胎土，良。談黄褐；
様。色。

。残存l/4o
0 中！百11¥二卜。

3.1 1o日縁部はやや内向。 ｜。胎土，やや組。淡
褐色。
。ほぼ完形。
。石より下の灰色土
層。

l口町 二段「 山 糊色（完周はしなし、）。 。残存1/2。

' ｜。胎土，粗。灰褐色
（所々 ，;IS褐色の鉄
分付着，埋没後の
もの）。
。残存130 

一一十

唱

I

一
つ“

刊。

一
内J

I

－

－
 

t ''I ＇ ＇四位協くip~：：~｜ ｜ ｜状を呈する。 ｜ 

I &tt.・ f!l附色。残干了4/5。

F
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京都府遺跡調査報告書 第3冊｝

｜ ｜法量（cm)I 
遺構名 ｜器 荷番号｜ーーァー ｜形態の特

｜ ｜口径 ｜探高 l

s E 43 I土自市然Ii血！134

135 I 14. Q I 2. 4 

136 I 14. 4 I 2. 3 I 0 口縁部と休部との境｜。口縁部ヨコナデ。 ｜。胎土，中Ila淡禍色。
' ' 1ζは段差あり。 ｜ 内底面ナデ。他はlo残存l/3o

不調整。

徴｜…の…考
i向 上 I 0 fj台土良o蹴色c

joほぼ完形。

｜向 上 I a胎土，良。黄褐色c
I I 0 ほぼ完形。
！ ｜。下層（灰褐色土居）c
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叶
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一
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だ
口
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－
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一
不
ナ
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て
面
コ
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し
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ヨ
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一
滅
内
部
面

一
磨
が
縁
民

一

め
縁

一

斜
口

元
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一
色
か
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高
部
曲

。

け
底
屈
る

付
な
に
な

り
ら
方
と

貼
平
上
部

巧
J
ηtυ 

I 一山 ｜ 内商ロクロナデ ｜ l。外而へラケズリ。 lo残存1/2。
I I 0最下居出土。

凶 ｜底径 l l。糸切り底（高台）。 lo内底面ナデ。外面！。胎土，粗。淡褐色。
I 6. o I ［。杯様の形態か。 ｜ はロクロナデ。 ！。底部のみ完形。
I I I I I 0最下層出土。

瓦探 肌 I104 I 8. 6 I 1. 8 I。口縁部は屈曲。同制。内底商ナデ。口縁｜。胎土，良。黒褐色
｜ ｜ ｜ ｜部は尖り気味lζ終｜部ヨコナデ。他は1←部白い部分あ
I ' I ! る。 ｜ ユビオサエ。 ｜ り）。

｜ ｜ ｜。完形。
' I ! ｜。中層出土。

m is. o～ I 2. 0 I。かなり歪つ。 ｜同 上 I a胎土，良。黒灰色。
I s. 61 I I I 0完形。
！ ｜ ｜ ｜ ｜。中層出土。

l時z;sfi. 1 j 同 上 ｜向 上 ｜。監事，.fl!:o黒灰色。
｜ ｜ ｜。フロー 。
｜ ｜ ｜ ｜。中層出土。

125 I s. 3 I i. s I 0整った形。 ｜向 上 ｜。胎土，良。黒褐色
I I I I （内面一部白い）。
I I I I 0完形。
I I I i。最下層出土。

青磁 ｜椀 f13s f 16. 4 I ｜。 内面に草花文を施｜。内外而ともロクロlo胎土，組。灰白色。
: : I I すσ ！ ナデ。 和l色は暗緑色。
I I ! I a全面施粕。 I I 0残存，口縁部1/80

I I I I 0「は…。止0 _, I iかけ北くなベ ｜。昨青磁椀jI Iる。 類。

白磁｜椀 I139 I 16. 5 I 6. g I。口縁端部を外側l乙小！。内面ロクロナデ。 ｜。胎土，良。育灰色。
l I I I さく折れ曲げる。 J 外商ロクロケズ｜和l色は淡緑色o

｜二I_1°前 部分叫 ｜リ ~！~~；； ｜ ｜。削り出し高台。 ｜ 
｜ ｜ ｜ ｜。白磁椀V類。

140 I底径
5.9 
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大内城跡の発掘調査

I 1法量（cm)I l I 
種 ｜番号｜ー←寸一一｜ 形態の特徴 ｜成形技法の特徴｜備
I ｜口径 ！器高 ｜ I i 

SE 43 I白磁｜椀 1144116.2 ! ！。休部はほぼ全面施！。内面と口縁部外問 。II台土，磁器として
I 勅。 I はロクロナデ。他｜は若干粗。灰色。
I ! I はロクロケズリ。｜粕色は灰白色。
！ ！。残存l/5o
I , o上層出土。
I I I 1。白磁椀V類。

。口縁部内商に一条の！同 ヒ ｜。胎土，粗。白色。
沈線あり。 ｜秘色は青白色。

。残存1/6。
。最下層出土。

I ；。白磁椀V類。

lーは露目台 ［一 一｜町灰白色。見込み部分lζ砂付 かき取る。 ｜。粕色も同じ。
着。

［ ほぼ直線的な 口縁1 内外面ともロクロ（胎土一色。
部。 ｜ ナデ。 ！ 粕色は緑色（しか

I I し意図的lこ施勅し
I I I ているかは不明）。

I I o残存1/4。

5.4 0 内底面ジグザグ状階。貼り付け高台。 。胎土，良。黒色。
。口縁部は強くヨコ。焼成，硬。

。内面横方向の暗文。｜ナデをする。 。ほぼ完形。
。外面数条の陪文。 i 

器名構造 考

径

2

一
2

－8

底
3

一7

一
一M

q
u

つ臼

一
n
b

A
守

A
u

－

－AUτ

か

一
m

椀

皿

十
一

町

誠

一
灰

］

「47115.4 I 5. o I休部上部ーに｜一向：一。灰白色0
I I かけて灰白色の部分（。口縁部ヨコナテ、。 。表面は黒色。

I ! I があるo i休部下半ユビオサド残存仇
I l。高台裏に板状圧痕。iェ。 ｜ 

l 4s I 15. 2 ! 5. 4 I 0外商の階文は不明
｜ ｜［ ｜僚。

｜。胎土，良。内面は
｜ 黒色，外面は部分
｜ 的lζ黒色。
l 。~；＇＆成， 軟o

i I 0 ,i,;J'.%~。
。最下層土。

149 I 15. o I 5. 4 I。休部内商横方向の階｜。内面ナデ。口縁部jo胎土，粗。灰白色。
文。 ｜外面ヨコナデ。体｜表面は灰色。
。見込みには放射状暗｜部下半はナデとユ｜。須恵器の色 ・焼成
文。 ｜ ビオサエ。 となっている。
。外面lζは数条の暗文｜ ！。残存1/2。
。外底面lζ墨書痕あり｜ o中層出土。

150 I 14・6! 5. 4 I。見込みにはラセン状｜ i。胎土，粗。灰白色。
｜ ｜ ｜暗文。 ｜ ｜表面黒色。
I i I I （。残存4/5o

151 i 14. s I 4. s I。体部外面にはジグザi I 0胎土，良。灰白色。
I I I グ状暗文を横方向lζ｜ ｜ 外面黒色。

施す。 I I 0ほぼ完形。
。見込みにジグザグ状l I 0中層出土。
暗文。 I I 

4目7I 0見込みにジグザグ状｜ 10胎土，良。灰白色。
｜ H音文。 I I 0表面は黒色。
I I ｜。完形o

l一白色表面は黒灰色。
。ほぼ完形。
。最下層出土。

f」｛子の
P

ィ、．
0
 

は
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る

部
る
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。
端
す
で

身
縁
湾
つ
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口
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京都府遺跡調査報告書第3冊

｜ l法量（cm)I I I 
種 ｜番号｜ 一「一 ｜形態の特徴 ｜成形技法の特徴 ｜備
｜ ｜口径 ｜器高 ｜ ｜ 

表、，

瓦器 l椀川54I 13. s I 5. 5 I。小振り。 ｜。口縁部外面はユビ｜。胎土，粗。灰白色。
｜ ｜ ｜。内底面に粘土塊付｜オサエ。 i表面黒色。

遺構名 ｜器

SE 43 

I , 1着。これは，他の土｜。休部外商の暗文はIo残存1/2。
｜ ｜器の底部と思われる1 8回で1周。 ｜ 

｜ が乾燥させる際 i I 
重ねて置いたため｜ ｜ 

I l か。 ｜ ｜

155 I 14・2I 5. 2 I。小振り。 ｜。内外面ともロクロIo胎土，粗。灰白色。
。休部外商は比較的密｜ナデか。 I 表面黒色。

i な時文。 ｜ ｜。残存l/2o
I I I : 0 中層出土。

156114・1～14・6～ ｜。歪みがひどく， 高台｜ ｜。胎土，良。表面黒
: 15. 41 5. 7 より外底面の方が突｜ ｜ 
｜ ｜ ｜ 出。 ｜ ｜。完形。
I I I I 0最下層出土。

157 I 13. o I 5. o I 0小振り。 I o胎土，良。灰白色。
： ｜。体部外面は密な暗｜ 表面は黒色。
！ ｜文。 ｜ ！。残存l/2o
I 1 ! 。最下層出土。

i5s I 9. 2 I i. 4 I 。比較的口縁部は緩や｜。内底面ナデ。口縁｜。胎土，良。淡掲色。
｜ ！ ｜ かに屈曲する。 ｜部ヨコナデ。外底jo残存1/2。
｜ ｜ ｜ ｜ 商ユビオサエ。 ｜ 

159 I 9. 2 I 1. 6 I 0 口縁部はやや内湾。 ｜ jo胎土，良。淡褐色。
I I I I I 0残存山 。

判s.611・ 61向 上 I l同 上

161 I s. s I 1. 5 I。口縁部を強くヨコナ｜ ｜。胎土，良。淡褐色。
i I I デたため段差あり。 ｜ l。残存1/
162 I s. 2 I 1. 6 I 。口縁部と底部との境l ｜。胎士，粗。淡禍色。
I I I は不明瞭。 I ｜。完形。

163 I底径 ｜ joハの字IC折れた高1 ｜。胎土，粗。淡褐色。
I 7. 2 I I 台。意図的かどうかl lo残存1/4。
｜ ！ ｜ 不明。 I I 

11641 7. 8 I 1. 5 I I i 。胎土＇ ~o 淡禍色。
I ! I I o残存1/4。

11吋 7.2 I i. 6 i。口縁部を内側附れlo内面ナデ。口縁部｜。胎土，粗。淡褐色。
！ ｜ ｜ 曲げる。 ｜ ヨコナデ。外底面ioほぼ完形。
I L I I Lユヒ、オサェ。 ｜ 

11叫 13.4 I 2. 4 I I 0 口縁部二段ナデト胎土，良。淡褐色。
I I I I ｜様。 lo残存1/4。

167 I 12. o I 2. 1 I。口縁部は変形してい｜ い胎土，良。淡褐色。
｜ ｜ ｜ る。 ｜ い残存1/5。

168 I 13. 6 I 3. o I I 0内外面磨滅。 ｜。胎土，粗。淡褐色。
I I I 1 I 0残存1/2。

170 I 11. 2 ! ｜。口縁端部を面取り。｜。内底面一方向ナ｜。胎土，良。赤褐色。
｜ ｜ ｜ デ。口縁部ヨコナ｜。残存1/4。

i I I デo他は不調整。 ｜
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大内城跡の発掘調査

, I i法量（cm)I I I 
追構名 ｜器 種 ｜番号トー一－，一 ｜形態の特書生｜成形技法の特徴 ｜備 考
｜ ｜ ｜口径 ｜器高 ｜ I I 

s Kl58 I瓦器 Il![[ I 1691 s. 2 I 1. 6 F1口縁部はやや内正 ｜五 － J: ~，，±： i；弘正。
I I I 0必成，堅。
I I I 0完形。

m I s. 4 I i. 5 I 0日縁端部を面取り。［ 向 上 ［。胎土，粗。黒灰色
｜ ｜ ｜ ｜（やや黄褐色気味）。
I i I 1。完形。

椀 11ηI14. 6 ! 4. s I。器壁の厚さは，ほぼ｜。外面は磨滅。 !o胎土，良。黒灰色。
I I i l同じ。 I I 0残存1/4。
I I i I 0口縁端部は台形気！ ｜ 
i I I i味。 ｜ ｜

川I15. 4 I I 0内面lとはやや粗雑な！ ！百~一一
｜ ｜ ！ l倍文。 I I 

｜ ｜ ｜ ｜。休部は直線的同上l I 
｜ ｜ ！方にのびる。 I I 
！九I14. 6 I 5. 2 I…をもっ I,;;;;:,,;u ~ HH . Ji!同色
｜ ｜ ｜。底部は薄い。 ｜ 。残存4/5。

175 I底径 ｜ l。見込みに放射状階文1 1。胎土，良。黒灰色。
I I 5・ 8 I I あり。 I I 0残存，底部l/2o

1須恵器｜鉢 I176 i 3o. o I ｜。口縁部は比較的、ンャ｜。内外商ロクロナlo胎土，組。ゴ証二
I I I I I ープ。 ｜ デ。 ！ lζ砂が包含されて

I I ! I I I i いる）。I I I I I I 。焼成，堅。
I I I I I I , 0色調，青灰色。
i i i I I I l 0残存，口縁部の
I I I I 1/4。
I I I I I I 0東播系。

s K240 I白磁 ｜椀 Im J 15. s I ｜。ロ縁部は玉縁状。但｜。全面ロクロケズリ｜。胎土，良。黄色l床
｜ ［ ｜ ｜ し小振り。 I の後ナデ。 ｜ を帯びた灰白色。
I I I i 0 口縁部内面は特に柑 ｜ 粕色は灰白色。
｜ ｜ ｜ ｜ が厚い。 ｜ ｜。残存，口縁部1/4。
i I I I I 0 白磁椀W類。

178 I底径 ｜ ｜。内面施紬。外面は図。 ロクロケズリ。 ｜。胎土，良。灰白色。
I 5. s I ｜示した範囲ではな1 !o残存，底部1/100
I I I し。 I ｜。白磁椀W類。

ls5 I 16. 6 I ｜。全面施粕。 ｜。ロクロケズリの後！o胎土，良。くすん
｜ ｜ ！ ナデ。 ｜ だ灰白色。
｜ ｜ ｜ ｜。残存，口縁部の

1 · ＝~~1~ d ·····干i ：~：~：；。3t椀V類。

土問皿 川 901161°口縁部は蜘 屈曲lo酬同嚇。｜。胎土問褐色。
｜ ｜ ｜ ｜ しない。 ｜ 。完形。

180 I 8. 8 I 2. 5 I 0貼り付け高台。 Jo内面と口縁部外国 。胎土，良。燈褐色。
｜ ｜ ｜ ｜ はヨコナデ。他はJo完形。
I I I ! ナデ。 ｜ 

瓦器 ｜椀 I181 I 15. 2 I 5. 4 I 0高台の断面は台形。｜。内外面磨滅。 !o胎土，良。黒褐色。
I ! I I ｜。外底面中央突出。 ｜ ｜。完形。

i I 183 i 14. 7 ! 5. 3 I 0体部は丸味をもっ。｜同 上 ｜。胎土，良。黒褐色。
I I I I I 0底面には1.4crn×1. 81 ｜。ほぼ完形。

｜ ＼ ｜ ｜仰の町形の穴あ｜
I I I Iり。 i
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京都府遺跡調査報告書第3冊

I i ｜法量（cm)I I 
遺構名 i器 種｜器号l T ｜形態の特徴 ｜成形技法の特徴 ｜備 考

｜ ！口径 ｜器高 ｜ I I 

s K240 I瓦探 ｜椀 I1s5 I 14・4I 5. 5 I。体部は丸味をもっ。 ｜ ！。胎土，良。灰白色。

S Dl59 

I ' I I I 0見込みにはジグザグ｜ 表面は黒灰色。
I 1状暗文あり。 ｜ 。残存1/2。
' I I ；。内面lζは横方向のH音｜ ！ 

I I I ｜文，外面同数条のl
I I I 「十＿_J_~ I 

l二青磁 ｜ 182 i J民団 l ｜。内面施粕。外商は高｜。削り出し高台。 ｜。胎土，紐。灰白色。
. I 4. 2 I i 台部分以外施粕。 i I 粕色は緑灰色。

I I I 0幅広のへラを押しあ｜ ｜。焼成，堅級。
｜ ｜ ｜ てて直線的な文様を｜ ｜。残存1/3。
｜ ｜ 描く。 ｜ ｜。同安窯系青磁椀。

1 両五三 l一一1－－：－~ftij酬。 l 「福£.ti:五色iま
｜ ｜。内面にはへラ悩きのi ！ 陪緑色。
｜ ｜草花文あり。 I i 0焼成，堅。
I I I ！。残存，口縁剖lν
I I ｜。龍泉窯系。

皿 ｜吋 8.6 i 1. 710口縁端部面取り。 lo日開一段ナデ0I。1比若干ザラザ
I i I ｜。内面ナデ。外底面｜ラしている。淡褐！
! 1 I I ユピオサエo ｜ 色（白っぽい）。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜。完形。

ド8818. 4 I 1. 3 1 °やや尖り気味の吋同 上 I 0 ij台土，良。淡赤褐l
I I 1端部。 ｜ ！ 色。
I l I I i 0完形。

189 I 8. o I 1. 2 I向 上 ｜向 上 jo胎土，良。淡褐色。
I I I I I 0残存l/4o

i 190 I 8. 6 i 1. 7 I 0口縁部二段ナデ。 ｜。ほぼ同上 ｜。胎土，ザラザラし
I I i i I I た感じ。淡褐色。

I L」 ｜ ｜一一竺
191 ! 8. 2 I 1. 3 I。口縁部一段ナデ。 ｜ ｜。胎土，良。淡褐色。
I I I I I I. 0残存山 。

1 19p~引一一 一 。不明そ ｜一一。淡褐色。I c; , 

I 193 i 8. 2 I 1. 2 i 0査つ。 ！向 上 ！。胎土，良。淡赤禍

! I i i l。品川
l悶9418. 21 I I 。 ｝~釘l踏I I I ｜。4部はロクロナ｜。残存1/4。
I I I i 7o  i 

I 195 irn. 0～I 2. 9 I 0かなり歪つ。 ド内j師二五五F胎土，ザラザラし
13. 51 I I デ。口縁部ヨコナ｜た感じ。黄白色。

！デ。 体部下半ユビjo残存3/4o
｜ オサエ。外底面不｜
I 調整。 ｜ 

［。全面磨滅。 lo胎土良。閥色。
lo残存1/4。

［ l胎土良問色。
。残存1/4。

［。全面磨滅。 lo胎土良。焔色。
。残存l/4o



大内城跡の発掘調査

l器h!l'l" I 30 I 口縁音に二
200! 140 ! 281一l同
一…I1710口開一段ナデ ト協7 1f j: 

20~ 881171 ｜同 上 ｜：襲毒詰

！椀I'°'

j lニJ石lγ的な
～1 I← ｜ 1 ・ ii~；l~~~~1 ・ ~グ面ロ クロナ｜！？哩明
I ! i I I l幻ア肌刀川員1 I］曹長i；~~； 
［閥磁｜皿I210 I I I I 0 ~ ：~面ロクロナ！ ：自主；i~EK~；o
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京都府遺跡調査報告書 第3冊

｜ 法量（cm)I I I 
種 ｜怒号l←一一「 ｜形態の特徴 ｜成形技法の特徴 ｜備
｜ ー！口径｜器高1 I I 

S Dl59 青磁 ＇ IlUi2I31底径 ｜ ｜。底部以外施制。 ！。底部はロクロケス。胎土，良。灰白色。
' I ' 3. 6 I ｜。内底面lこへラ招lき文｜ リ。 ｜ 粕色は陪緑灰色。

; I I 様。 ! I 0残存底部のみ。
I i I 0あるいは白磁を意

I ! 図したものかo

1214 i 9. 81 2. 4 ！ ：諮問~li1~~ 1 0 i肌ク問。粧品1出
｜ 文様と，舶を刺突し デ。 ！ 々 剥げている）。
｜ た文様を施す。 o底部は施糊後かきjo残存1/4。
I I 0底部以外施紬。 取る。 lo同安窯系青磁.llilI 
j I -2類。

l白磁 ト杯「nI 7. 2 1 I 内畑とも施南
｜ 。仁l縁部はやや外反す｜ナデ。 i利調は灰色がかつ

｜ ｜ ｜ るが，体部は丸味を｜ ' た白色。

I' '1 「I y っ i : ！残存1/8~ 須恵器鉢 215I 22. s I G. 6 I 0 口縁部は小振りで断lo内外面ロクロナlo胎土，精暫2～3
｜ ｜ ｜面形はシャープ。 ！デ。 I mm大口 色砂合

I ! I I I 0底部はへラオコ｜む）。 青灰色（外面
' I ' I i シ。 ｜ は黒色味強い）。

｜ ｜。焼成，堅鰍。

I 216 i 22. 2 I 6・11同 上 卜底部糸切り。 io胎土，粗。灰白色。
。口縁部灰白色気味。 1 I 内底面は赤褐色。
｜ ｜ 。焼成，やや軟。

｜ 1。残存ν
I 211 I 29. 8 I 10. 6 I。215• 216のようlζ口｜。底削lへラオコ、ン。 ｜。胎土，粗（白色砂
I I I 縁端部の断固は三角l ｜ 含む）。背灰色。

I I l形山な川 I ｜。焼成竪。I I 0 口縁部内面にある破l
｜ ｜ 線より下は使用によ1

I I : り磨滅。

凶~·· 1 同上 ！ 7「 上

S X248 ・土師器ll札lI 219 I s. 8 1 1. 6 I。口縁部一段ナデ。 lo内底面ナデ。口縁｜。胎土，良。淡褐色。
I I I I I l部ヨコナデ。他は｜。焼成，軟。
I I I I I I 不調整。 ｜。完形。

｜刈 s.61 1. 31同 上 ｜同 上 卜胎土，良。淡褐色。
I I i I 0残存4/5。

,22 
I I I I ｜。残存1/2。

1 ~22 I 9. a j 1. 5 I 0 ~叫ふる口戸 上 同一。問
I I ｜部にかけて屈曲しな｜ ｜ 色。
I I I い。 ｜ ｜。焼成，軟。

! i I I 0 ほぼ完形。

2刊日~~J: －下i 上「上
224 i 9. o I 1. 4 ！同 上 ｜向 上 ｜。胎土，良。淡褐色。
I i I I I ほぼ完形。

225 I s. s I 1. 5 i 向 上 ｜同 上 I 0胎土，良。淡赤禍
｜｜ ｜ ｜ ｜色。
I I I I I 0残存4/5。

淵名 ｜烈 考

円
U



大内城跡の発掘調査

: I I i法 量（cm)I ' I 
i立構名 1器 種 ｜番号｜一一一＇ --I形態の特徴成形技法の特徴 ！備

｜口径 ｜器高｜ ｜ 

sx郷土師器｜血同25I s. 2 I i. 5 I向 上 ｜向 上 ｜同 上
! I I i I 1。ほぼ完形。

227 I 15. 4 I 2. 5 i 0平底から外上方へのIo内底面ナデ。口縁｜。胎土，良。淡褐色c
! I I びる。 ｜部ヨコナデ。他は｜。残存2/3。
I , ｜。若干歪つ。 不調整。
｜ ｜。外底面lζ幅1.1～1.5i 
I I cmの粘土紐の痕跡あ｜ i 

I I り。渦巻状。 ！ ｜ 

22s I 13・sI 3. o I。口縁部一段ナデ。 ｜。内底面ナデ。 口縁｜。胎土，良。談褐色。
！ 部ヨコナデ。体部｜。完形。
I I 下半ユビオサエ。｜
｜ 外底面はユビオサ｜
I エか不調整。 ； 

229 i 14. 6 i 3. o I。あまり休部から口縁｜向 上 ｜。胎土，良。淡褐色
I I ｜部にかけて屈曲しな1 I （赤味強い）。！ ｜ し、o ' ｜。残存1/2。

230 I 14. 4 I 2. 5 I 0 口縁端部内面は小さ｜同
I I ' く肥厚する。 I 

瓦器 ｜椀 I231 I 15. 5 I 5. 4 I 0体部は丸味をもっ！。 内外面とも磨滅。 ｜。胎土，良（軟）。
I I I j が，口縁端口日があま｜ ！ 灰白色。表面は黒

｜ ｜ り内湾しないので，｜ 色。
｜ ！ こんもりとした感じ｜ 。ほぼ完形。
i ' ではない。

阿示I5：寸可 上 ｜肩 上 I~－ -_c 
｜ ｜ ｜。完形o

1233114. 3~~ 口縁部一つ｜ … i胎土 良 oTm 
I 15. sl 5. 71 とも厚い。同端部は ！以下の白色砂合
！ ｜ ｜ 角張る。 ！ む）。黒灰色。
｜ ｜ ｜。内面は上・下二段のi ｜。焼成， ふつう。
I I I 密なミガキ。 I ｜。完形。
！ ｜ ｜。外面上部は密な ミガi
I I I キ。同下半は丁寧な＼

ナデの後，粗い階｜
文。 ；
。見込みはラセン状暗
文。 ｜

5. 4 I 0休部は丸l床をもっ。 lo全面ロクロナデI0胎土， 精良。灰白
。内面は上・下二段の｜（？）の後ミガキ。1色。表面は黒灰色。
横方向の密なミガ｜ ｜。焼成，堅。
キo I ｜。残存l/4o
0見込みはジグザグ状
H音文。

1 °~面下半は数条の階

2. 6 I 0全面施粕（但し，外｜。 内外面ロクロケズ｜。胎土，良。粕色は
｜底面は施紬後かき取｜ リの後ロクロナ｜緑がか った黄樋
lる）。 ｜デ。 ｜色。
｜。見込みにはへラ他き｜ ｜。焼成，堅。
｜文様。 ｜ ｜。残存1/20
｜ ｜ ｜。白磁皿Vlll-1類。

考

上 。胎土， 精良。淡褐
色。
。残存1/4。
。平安京出土例に類
1似（平安京左京内
膳町SE288上層）c

q
u
 
ハU



京都府遺跡調査報告書第3冊

法長（cm)] I I 
mt蒋名有品 種番号1一一ーァ ー｜ 形態の特徴成形技法の特徴 ｜俄i

i l口径 l器高 ｜
s X248 I白磁 ｜椀 123s I 13. o I i 0全面施粕（やや厚目｜。内面ロクロナデ。 ｜。胎土，良。灰白色。

I I i ｜の刺）。 外面ロクロケズ｜。焼成，竪。

I I I I リ。 l。残存，口縁部1/8
｜ ｜。白磁椀V1ll一2類。

237 I 15. 4 I I 0 内面の一部に圏線あ｜。内外面ロクロナlo胎土，粗（黒色の
｜ ； ｜ り。 その他1筒状工具｜ デO ！細粒あり）。灰白

I I I l刊草花文あり 0 I i色。舶は灰白色｜ ｜。全面I粕。 I I （くすんだ緑色が
I . I l入る）。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜。残存，口縁部1/80

考

238 I 15. 7 I cs. 5) 0内面および外面上半｜。削り出し高台。 。胎土，粗（黒色の
｜ ｜施勅。 ｜ 細粒あり）。黄白
I I 0見込み近くに 2条 ｜ 色。利1色は黄白色
｜ ｜の圏線。 ｜ （ややくすん出
I o貫入あり。 色）。

I 。白磁椀W類。

I • ! i I JSN 19L 20L I ・M区の整地層（黄
｜ 褐色土・暗褐色土）
からも出土。

239 底径 ｜。高台部分露胎。 ｜。 削り出し高台。 i。胎土，良。灰白色。
5. 2 ; Ioロクロケズリの後 和lは青味がかった

ロクロナデ。 ！ 灰白色。
I 0残存，底部l/2o
i 0白磁椀W類。

。胎土，粗。灰色。
粕色は灰一色（所
々灰色部分があり
ザラザラとした印

［象問る）。
。残存，口縁部l/4o
0 S E43出土品と同
！一個体。

須恵器｜鉢 I241 I 29. 4 I 10. 8 I。口縁部は角張る。 I 0内外国ロクロナio胎土，粗。 2～3
! I I I 。内面下半は使用によ｜デ。 mm大の砂含むo

I I I I l り磨滅。 lo聞から2制の｜青灰色。
｜ ｜ ｜ 。外底部には乾燥時lζ｜稜線の部分で接！。焼成，堅。
｜ ｜ ｜ ついたと思われる板｜合（分割防形） ｜。残存，底部3/5。
I I : 状圧痕あり。 ｜。底部糸W-13。。 ｜ 口縁部1/180
! i I I I I 

瓦探 1盤 124 ! I ' 

s Kl28 I土師器｜皿lI 243 I s. s I 1. 7 I。口縁部一段ナデ i。内底面ナデ。口縁｜。胎土，良。淡偶色。
I ! I I I 1。口縁部の1か所；ζ油｜部ヨコナデ。外国。完形。
. I I I I 煤付着。 面ユビオサェ。 I 

244 I 14. s I 3. o 1 °口縁部二段ナデ。 ｜同 上 ｜。胎土，良。淡掲色。
I I l。口縁端部はすぼま 。完形。

I I ！る0 I I 

245 I 15. o I 2. 9 °口縁部一段ナデ。 ｜同 上 ｜。胎土，良（灰色砂，
｜ ｜ ｜ ｜ 白色砂含む）。淡
I i . I 褐色（赤褐色粘土

I I I I －わせる）oI I 1。完形。

品川240I山 －アナロ力ノロ特
厚
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花
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大内城跡の発掘調査

一
以
九
褐

一
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沿
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一
h
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一
民
間
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一
土
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形

備
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胎
下
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完

徴
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切

特

一

m
H

の

一
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7
板

法

一

径
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壮
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る

彰

一

昨
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町
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底
ど
っ

一

徴

一

一

t
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－－7

4

一
ナ
一
応又

の

一
二

E
ω

一
窓
口

定

一
縁

日
U

一
口

州

瓦

一
日

量

一径
一

j

法

一
口

一
比

手
コ

一
陥

悉

一
会

種

一
皿
一
器

器

一
湖

南

一
閣

制

一
此

考

S山 71 sr~ r; 1249 I 10. 3 : 

3. i I o口縁部二段ナデ（弱｜。内底面ナデ。口縁I0胎土，良（灰色砂1
｜ しつ。 部ヨコナデ。外底｜～2 mm大，少し

｜ ｜一一合む）問。はユビオサエ。 。完形。

3.o I。口縁部ヨコナデo l 同 上 ｜。胎土，良（1 mm大
jo外底面の幅3.5cm1CI ｜の白色砂少し含
！ 板状圧痕。 : I む）。淡褐色。
I I 0完形。

。全面施糊入あり）。joロクロナデ。 亡届土，瓦示白色。
。口縁部くの字IC屈｜ 納色はうすい黄色
山 ｜ 味を帯びた白色。

。残存，口縁部1/4。
。SK221出土。

｜瓦器｜椀i250 I山 ｜

Sぺ白磁ll't'ol

ム口一回同け付h円Jレ白
口
H
up

、、、
リJ
O

の

は

文

向
K

o階

方
み
文
の

。
横
込
暗
条

手
は
見
状

一

浅
に

o
グ
に

や
商
キ
ザ
面

や
内
ガ
グ
外

。胎土，精良。青灰
色。
。残存1/3。
。SK219出土。
。須恵器様の焼き上
がり。

2. o Io体部から口縁部にかl
｜けでは緩やかに屈｜
｜曲。 ｜

f0胎土，粗o淡褐色。
i。残存1/4。
！。sK292出土。

2. 3 I 0他に比べて底径の占｜。内面不明瞭。口縁｜。胎土，粗。淡褐色。
｜ める害lj合が小さい。｜音flヨコナデ。外国 。残存1/8。

｜ 面ユビオサエ。

。全面施新lJ。 ｜。外面ロク ロケズ｜。胎土，良。灰白色。
！ リ。 f o焼成，堅。

i i I 0残存，口側出

6. 5 Io口縁端部を小さく外｜。内面ロクロナデ。 jo胎土，粗。灰偶色。
反させる。 lo外面ロクロケズリlo粕色は灰白色。
！。高い高台。 I の後ロクロナデ。i。残存，底部l/2o
I , ロ縁部1/80

0底部は整地層（黄
褐色土〕lSM区出

｜。古伽V類。

一アナロ
庁
ノロ口

取
，ム
き
し
か
但
を。粕
粕
は
施
部
面
端
。

全
縁
る

。胎土，良。灰白色。
粕色は青昧を帯び
る灰白色。
。残存1/6。

。ほぼまっすぐに外上i。ロクロナデ。 I 0胎土，良。灰白色。
方にのびる体部。 ｜ ｜粕色は青味がかる

I I 白色（不透明勅）。l。残存1/8。
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nu 



京都府遺跡調査報告書第3冊

S D367 青般

成形技法の特徴 ［備

。見込みにはへラ描き｜ο外底面’ロクロケズl。胎土，良。灰白色。
と揃状工具Kよる草｜ リ。 粕色は飴色。
花文様。 。残存，底部のみ0

1。底部以外施粕（底古［l
は施粕後かき取り。）

彩、，徴特の肯E・出
I l法 量 （cm)! 
穏 ；番号 ｜形
l口径 探高 ｜

出1I 257 I底径
I ; 5. 0 

遺構名 ｜器

一件

。

一
主
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土

一
し
は
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出
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E
LF

－H川中
mt
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K
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コ
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内
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一
の
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へ
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一
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縁
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口

肯
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一
ら
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一
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一
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一
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屈
る

4

7

 

’J
14

C
 

柑
色
淡
鴻
iL
則
L
’沖
同

ιL菌
ま

な
内
削

I
（
イ
。。

上同上同

7.8 S Bl31 土r:市器Iull 12ss 

l日 淡褐色。残存3/4。
。sK360出土。

｜。胎土，良。淡褐色。
｜。残存1/4。
｜。SK360出土。

上同3・2I。やや深手。 （ 
'o口縁部は外反気味。｜

上同2. 6 I 0 口縁端部内側がやや｜
｜ 肥厚。 I 

。胎土，良。黄褐色。
外国は煤のため黒
色。
。焼成，

｜。残存，
周。

｜。胎土，良。灰白色。
表面は黒灰色。
。完形。
o S K360出土。

一
色

。

一
灰
色
存
土

一
。緑
完
出

粗
暗
み
土

’は
の
色

土
色
部
褐

胎
糊
底
黄

。口縁端部を外側へ突｜。外面タタキ成形。
出させる。但し断面｜。内面ナデ。
は丸味をもっ。
。口縁部から類部にか
けて煤付着。

259 7.7 

2叫ロ01

261 ! ll. 81 

鋭～2.s
やや軟。
口縁部は全

瓦器 ii宛，262 : 12. 0 ' 5. 2 I。杯とも言える。 ｜。貼り付け高台。
I ; o高台はほとんど退｜。外面は磨滅。
I I化。 ｜

。見込みにはジグザグ｜
状階文。 ｜ 

ド内面同数条の時i
文。

。
ム
ロ
官
一同

－

7
レ

一
山
山わJ

山

VH口。粕し
ら

’
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。
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2
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’目
目

は
取
内
重
重

面
き
の
2
4

底
か
線
と
と

外
を
た

1
3

底径
4.8 

。胎土，組。白色。
粕色は青白色（に
どる）。
。残存1/4。
o II音褐色土(190lぷ）
出土。

。削り出し高台。
。ロクロナデ。

。底部は露目台。
。高台の外側は接地
ない。

2.4 

ベ
2・5［。底部は露胎。 ｜。内面ロクロナテ。。 I0胎土，粗。灰白色。

。円中位吋線あ｜作ロ クロケズ｜酷？緑がかる灰

I I o残存1/5。
。黄褐色土(lSM区〉
出土。
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大内城跡の発掘調査

器取咽構遺
｜ l法量（cm)! i 
種｜番号！一一ーァ一一一｜形態 の特徴 ｜成形技法の特徴 ｜備
｜ l口径 ｜器高 ｜ ｜ 

整地層 ｜青白磁 ?:ii1268 

liTI 2691 ~－ 4 

皿 I271 I底径
3.4 

考

。内外面とも施粕。但
し口縁端部と口縁部
内面は施粕後かき取
る。体部外面lζは蓮
｜ 弁文を浮き彫りにす
る。

色
透

区

ι白
色

相品
川

島

青

欠

ハリ

精

淡

半

土

，，

。下
色

。

土
色
称
部
補
土

胎
粕
明
体
黄
出

1. 8 0外而にはスタンプ文｜。内面ロクロナデ。 ioJJ台土，精良。白色。
様。 ｜ 外面は恕押し。 ｜ 粕色は青噛色。
。合子の蓋。 I I 0残存1/4。

。黄褐色土（19M区〉

｜ 出土。
。影青。

！。全面施糊。 lo文様は型押し。 ! 0胎土，粗。灰白色。
l。議？外面には蓮弁文［ ｜吟も同じ。
｜ ｜。残 1/4。
｜ ｜。階褐色土出土。

,o底部は露胎。 ｜。ロクロナデ。 ｜。胎土，粗。灰白色。
I ｜。削り出し高台。 粕色は青白色。濃

I '. ~oo®)t一ぃ一色｜ し。 。残存1/2。
: 0黄褐色土出土o

I o!<l1flli.，く立ち上片山はタタ！!Jt±. ~ 汗灰色
がり，外反しておわ！ キ。横方向のタタ｜所々銀色。
る。 I キの後縦方向。 lo一部残存。

i i 0黄褐色土（200区，
l j 22N・0区）出土。

Jo口縁部は外反する。｜。斜め方向のタタ｜。胎土，氏。銀灰色。
端部内面IC凹線状の｜キ。 I 所々灰酒色。かな
圏線あり。 ｜。内外而ロクロナ｜ り硬質。

デ。 ｜。残存，口縁部1/6。
i。黄褐色土(17M区）
' 出土。

須恵器｜裂 いn:21. o I 
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徴特の
判
位技tlv 

成徴特の
じじ
ρ

台
足

｜ ｜ i法量；（cm)I 
遺構名 ｜器 穏il番号 ｜形

; 1 口径 ｜器高 1

整地屑 ｜丹波焼｜主主 I278 I 42. o 1 °口縁部は外反し，端。ナデ。
I I I I 部は上 ・下に肥厚。

－アナ
一
内
の

ら

。

一
の

形

そ

文

一
台
角

o
お
暗

一
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三
る
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一
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台
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台
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一
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一
径

0
径

0

一
底
ふ
底
1

1
1
1

以
内
一
m
一
か
一
椀
一
器
一
瓦

_J___l_」＿＿I I 
須恵器鉢 2s21 I ！。口縁部は上下に小さ｜。内外商ロクロナ｜。胎土，粗。灰色砂
： ｜ ｜ く肥厚する。 ｜ デ。 ｜ 等を含む。青灰色。
I I I o内面下半は使用にio焼成，堅。

I I よる磨滅。 。H音褐色土出土。

｜向 上 ' 0内外而ロクロナ。胎土，組。ザラザ
i （なお，上部の肥厚lζ｜デ。 ' ラとしている。青
｜ より，端部内面に凹｜ ！ 灰色。
線状の園線あり）。 。焼成，堅。
。仁l縁部外面黒変。 ｜ 。黄褐色土(15L区）

。。4・
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oo 
の〆“

！白磁｜椀I281 I 14. 8 
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土問1皿［2吋 9.0 

須恵器｜鉢 I2s7 j 32. 

5. 4 ; 0体部は丸｜沫をい io内外面とも磨滅。

｜。口縁部は肥厚する。
。内面施利。外商は／・.
土y，のみ施勅。
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｜。胎土，粗。灰白色。
' 表面黒灰色。
。焼成，やや軟。
｝。黄褐色土（18K区）
出土。
。残存，底部1/2。
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: 0寅褐色土（13N区）
出土。
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黒
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」
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上 ｜。胎土，粗。灰色。
。i完成，堅。
。表土～黄褐色土
(22・23I・J区〉
出土。

。口縁部一段ナデ。 lo内底面ナデ。口縁｜。H台土，粗。淡褐色。
! 部ヨコナデ。外底｜。焼成，軟。
I 面ナデ。 l。笈褐色土（18K区）。

。口縁端部の断面は菱［o内外面ロクロナ10胎土，組。（穴のあ
形様。 ！ デ。 いているか所が多｜ し〕青灰色。焼成，堅。

｜。暗褐色（1叫）出
土。
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ラした感じ。淡掲
色。
。焼成，軟。
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I ! 肥厚する。 ！ デ。 とした感じ）。青灰
I I 0 日縁部外面は黒変す 色。
I る0 ｜ 。焼成，竪。

。黄褐色土 (IN区）
｜ 出土。暗褐色土(19,

I I : : : トー議土居I (23N・0区）出土。

爺 292 12. 0 (20.り。 口縁削担縁状。 。内商ロクロナデ。 ｜。胎土，良。灰黒色。
I 0休部片が少ないの。頚部より上はロク｜。焼成，堅。
1 で，器高は更に高く ロナー i 0黄褐色土（5J区）
なる可能性がある。 。体部~trはタタキ｜ 出土。

様。 l。かなり風化してい
。体部下位はロクロ｜る。また底部の表
ナデ。 面はすべて剥離し

l ている。
loタタキ様の文様が
I ロクロによる回転
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かどうかは， 破片
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明。
。残存1/6以下。
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徴l即彰技
。口縁端部台形気味。｜。内外而ロクロナ！。胎土，良。淡褐色。
l端部の方が大きい。！ デ。 ！。焼成，やや軟。
。端音日外面は灰禍色tc! i o暗褐色土（18F区〕
変色。 I ・ ll:i土。

I o残存1/60
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新｜番号一一一寸一一一l形態の特徴 1成形技法の特徴 ｜備
｜ ｜ 口径 ト~高 ｜ ｜ 

椀 I294 I 12. 5 ・1 5. 4 i 0高台部分割台。下に o円I］り出し高台。
! I i ~o< ほど粕は厚くな

' 0体部の器壁は比較的
！薄い。
I o外商には鳥様のコパ
ノレト文様（青色）o I 
I o内底面見込みの文様｜

1i；やや緑が強い「
。全面施稿。 ｜。削り出し高台。 lo胎土， 粗。灰白色。
。見込みはコバルト文i ｜ 粕色青色。外底面
様。 ｜ ｜ は所々茶褐色。 他

は白色。
。残存，底部1/5。
。業褐色土（8・9K
区）出土。

遺構名i器

整地層 7守花

径
5

一

底
4

一

加

一

一m

一
椀 I296 i戻径i
! 4. 0 : 
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lo胎土，粗（黒色斑）。
！灰白色。 勅色は青
白色。
。焼成，堅。
I 0残存1/8。
。表土～黄掲色土
(13K医）出二｜一。

。胎土，粗。白色。
粕色， 外面灰白色
（古伊万里のよう
な灰色）。 内面青
白色。
。残存，底部1/3。
。黄褐色土（ 5 K区〉
出土。
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lo休部外面施粕。 ｜。頚部下はユビナlo胎土，良。灰白色。｜
。頭部下fC3条の圏｜デ。更に下はユビ 紬色は黄緑色。上
線。体部中位lζ3条｜オサエ。休部下半l の方はやや濃い黄
の沈線。 ｜ はナデ。 緑色。

0 ~.J't成，堅。
。SX300-D・E出
土。
。SDl44他出土。

5.2 I 0口縁部は外反し，端 。内外面ナデ。
部は下fC折れ曲が
る。

同一。i30. 61 ~：~rn却は肥~ ，B外面 ロ クロ
I I I I I 0体部内面の上からiデ。
! I I I I 1/3から下は使用に｜

よる磨滅。 ｜ 

nu 

。胎土，良。茶褐色d
内面は黄褐色。
。口縁部・頚昔日のぞ州
残存。
。南半分（築石）出土d
i SD 144 (20 Y区別
出土。
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徴｜…のー
o口縁端部外面は小さlo口縁部ヨコナデ。｜。胎土，良。燈褐色。
く外へ折れ曲がる。 ｜。頭部内面はユビオ｜。焼成，良。軽く叩
。体部上半のプロポー｜サエ。 ｜ けば高い音がす
ションからすると深｜。他の内面は，外側｜る。
身になるべきだが，｜からのタタキに対｜。完形。

l 意外と底は浅い。 ｜ 応する凹凸。 I 0 s X300 F出土。
io頭部から，体部下端io外面は横方向のタ｜。蔵骨器。

I I にかけて黒斑（径15iタキ。底面は格子
! I cm）。 ｜状のタタキ。 I 

7. 6 I i. 5 I 。歪つな形。 ｜。ユビオサエ。 ｜。胎土，良。淡褐色。
I I 1 ｜。焼成，軟。
｜ ｜ ｜ ｜。残存2/5。
I I ! I 0 s X300東部出土。
I I I （黄褐色土）

皿！s叫口｜μ ～ ｜。かなり歪つな形。 ！。ュビオサエ。 ｜。胎土，粗。赤褐色。
I I I 2. 61。口縁端部は器壁が薄｜ ｜。焼成，良。
I I I I くなり，尖り気味に 。完形。
I I I I 終わるo底部は厚いol ! 0 S X300 Eの内部
I I I I ' から出土。

瀬戸焼｜瓶 ］304 I底部副（5.0〕｜。休部外商lと3条の出 。ロクロナデ。 lo胎土，良。灰白色。
I I ; s. 7 I ! t，~あり。 lo底部は糸切り。 ！紬は黄緑色。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜。把手がつくと思われt lo焼成，堅。
I I : I I る。 ｜。古瀬戸灰細小瓶。
I I I I ｜。外面施粕。 ｜ ｜。sX300-E出土。

丹波焼｜窪 Iso5 I 54. 4 kn.か口縁端部は上下に突｜。ロクロナデ。 o B台土，良。陪赤褐
出する。 ｜。底部はへラで成 色。自然粕は濃縁
。体部はくの字状lこ屈｜形。 ' 色。
折する。 I '0 s X300 E。
。体部外面lζ自然粕。 ｜ 。一部接合できず，

｜器高は推定。

。長胴。 I oロクロナデ。 ｜。胎土，粗。外面は
。肩部に波状文（沈線）。｜ 。下半は粗雑に処｜暗褐色。

理。 ｜。焼成，堅。
｜。残存，口縁部完周。
｜イ也はほとんどな

lしo S X300 E内外。。中国製。

。胎土，良。黒灰色。
。焼成，堅。
。残存，口縁部l/lOo
0 S X300東部。

大内城跡の発掘調査

態 考特の

。口縁部は肥厚する。 loロクロナデ。
端部内面は窪み圏線l
となる。 I 

。口縁部内面は若干窪｜向 上 ｜ 
み圏線となる。 ! I 

。内底面にはへラ状工｜。内外面ロクロナ｜。胎士，やや粗。黄
具による断面Vの字｜デ。 ｜ 褐色C紬は黄緑色。
状の洗線が格子目状｜。底部は糸切り。 io焼成， 堅。
に施される。 ！ ｜。古瀬戸灰勅おろし

血。
。残存，底部は完存。
。SDl44, S X300-
E掘形他出土。

上同

同13γ［
I 1308 I I 

遺構名 ｜探

s X300 I土師器

？レ著レU鋳
ふ
H
N曲ぺau

o
折
損
は
欠
分
は
部
端
の

。
一

先
柄
る

一

一

a唯

一

一
一口出
向U

一

一

の／“

一
長
幻

－

一A
H
v

－

一
訂

－

l
日
｜
｜
一

雌

一



京都府遺跡調査報告書箔3冊
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積 ｜務号ト一一一一一｜ 形態の特徴 1成形技法の特徴 1備
｜ l口径器高 l I I 

。底部片のみ。意図的｜。外面，タタキo
l乙丸く割り取る。

考

s X300 I須問｜裂！刊311

1常れ焼；）：＇：（ I 312 

｜。胎土，良。外部黒
灰色。内面灰白色。
I 0焼成，堅o
o蔵骨器の蓋。
。瓦器IC近い焼き。
1° SX300-LIH土。
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τ

．
 

A
性
市
E
Aっ’臼

nu 
つ
釘

禍

。

。

赤
色

十

陥
緑

出

。濃

O

L

良
は
墜
o
nr

’
納
’
器

ω
。

土

o
成
骨
X
形

胎
色
焼
成
S
完

。
。
。
。
。

ぃ
山
内で－フへ

ふ
み部

。

定
形

てTレ立
。
マヰ
る
訂
す
部
州

司
j
冷口
後

は

白

。

市

は

。

土

外
市
色

。出

。内
褐
蓋
A

o

良

o
踏
の
か
堅
丸

’
色
い
器
犯
’

ν

土
禍
ぽ
骨
X
成
存

胎
陪
っ
蔵
S
焼
残

。

。
。
。
。

’体

成

後
全

で

の
を

ラ

－
ア
－
ア
、

ナ
ナ

。
γ

ロ
な
す
k

ク
寧
施
部

。

ロ
丁
に
底
形

1
れ
上

本
入
ら

ー
を
か

は
痕
下

に
条
は

面
で
向

内
ラ
方

山首へ

。
。

体
本
る
へ

須恵問責 .314 11. 0 
。

端

。

色

縁

。

土

灰

口
損

出

。
。
。
欠

A

良
墜
形
部

o
か

，’
完
一
器
鈎

土
成
ぼ
が
骨
X

胎
焼
ほ
部
政
S

。
。
。

。
。

ミ

成

の

で

司
41

ラ

M
W

い

ま
O
川市

面
キ
部
。

外
ガ
底
形

。

。

外て
o

y
し
ヲAV

立
が
直
山
は
れ
音
折

。

縁
へ
耳

目
側
三

n口。。つ白

排土中

五輪塔！空風I315 I高さ ｜厚さ ！。全体的に磨滅。 ｜ ｜。SDl44下層出土。
｜輪 I '.13.7110.0 0柄が下端に付いてい｜ ｜。ほほ手形。 上端部l
I I I る。 ； ｜ の一部欠損。

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜  

訂探 ！右庖I316 I : ｜。刃昔llには右斜め上の ｜。石質，粘板析。黒
IT ! : I l方向lζ条痕がある。 i l 灰色。

I i I _I ~. I - ｜ー に竺竺？。 一
石鎌 317I長さ ｜幅 01fft茎式。 I 0粗雑な製作。裏面 。石質， グレーチャ
1 2. o I 1. 2 。かえりの一端は古い！は，第1次剥胴 ー Io 陪灰色。

｜ ｜ 時代に欠損。 のまま。 。ほほ完形。

S Kl35 

。や
白

一
青
赤
の

丸

一
品。

？
や
灰

一
．
。
間

／
一

官

f

’－

一
色
む
す

O
H
一
灰

I
l

日

’
t

一
灰
含
戸

）

立
円
一
青

uH

灰
l
っ

一

b
A色
。
縁

一
3

0

区

凝
面
ゆ

L
説
引
黄
墜
口

－
札
墜
し
M

’な
か

o

j
k
川口
は
’
’

u
’
U

・

質
鮮
味

。形

土
イ
色
部
成
存

土
成
存
L

石
新
青
色
完

一
胎
色
禍
頚
焼
残

胎
焼
残
げ

一
ロ

ロ

ナ

一
は

は

後

一
面

半

の

一
内

。下
リ

一
と
デ
面
ズ

一
部
ナ
外
ケ

一
一縁
口
部
ロ

。

一
口
ク

J
Yノ
デ

工
部

つ

一
の

線

一
立

加

刃

沿

条

則

一
の
。

は

’に

5

の

部
い

斧
部
た
軸

。

～

。

条

一
一縁
短

。
。
形

石
刃
ま
長
り

4
す
5

一
口
は

－
減
損
な

製
び

。
ぼ
あ
に
施
も

。

’

り

一
磨
欠
つ

磨
及
り
ほ
痕

部
を
に
す

的
が

に
部
歪

型
部
あ
は
条

縁

線

部
施

一
較
上

体
端
や

一

太
基
珂
に
て

口

凹

頚

を

比

ち

全

上
や

わ

ト
ド

下

ー

一

一H川
内
J

一

V

l
－

－

訂

川
｜
一

三
O

一3

ご
当
4

1
4
P
唱

i

一
1
よ

－

l
H
つ白

n
o

一
n
U

一
句i

一
q
G

一
つ“

一

3

－3

一3

一

斧

一
石

一
石
愉

」
凶

i
1
i

l
l
l
！

ト
匝
同
一

球

製

一

一
知

石

一

｜
｜
｜
一1
土

1

1

1

1

一

一
色
一
褐
一
黄

s Iく417

S Xll2 j弥生市 ；319 22・sl

l。石質，花岡岩？。

つ山



大内城跡の発掘調査

考一器種H:lli"1 ~~ I 形態の特徴 ｜…叫備
SB 221鉄製l釘l判221 I ［。両端と吋。 I l。SK叫。
音褐色土

i I I . I 0二耳もしくは三耳。 J はロクロケズ リの｜。焼成，堅。
I I I I : I i後ナデ。 l 。残存口縁音~1/3

暖土～ ｜石製 ｜鍋 13判 24.6 I ｜。口縁部直下lζ鍔をつ｜。外面lζは上下方「臼｜。滑石。灰白色。
黄褐色土l ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ける。 ｜ のケズリあり。そ｜。残存，口縁部の

I I I ! I I I ~~にはやや右上！ みI I I I I I ' のケズリあ

跡

sx ｜土師器｜皿 Is2s I 7. s I i. s I。体部から口縁部にかlo口縁部と体部内面｜。胎土，組。燈褐色。
01-G: I I I j ! けでは明確には屈曲｜はナデ。他は不調。焼成，やや竪。
I I I I i I しない。 ｜ 整。 [o残存2/3o

s x 01 I ｜鍋 j326 I I I 0 口縁喧口問は，断jo口縁部と体部内面｜。胎土，良。淡褐色。
I . I I I 商三角形状に肥厚す！はヨコナデ。他は｜。焼成，やや堅。
I i I 1 I I るo I やや右上がりのタド小破片。｜ ｜ ｜ ｜ タキ。 I 

s x 06 I青磁 ｜折縁f330 I払 sI I 0口縁部は水平方向にI0内外面施勅。 jo胎土，精良。灰白
｜ ｜皿 I I I I 折り曲げた後，上方｜ I 色。粕色は灰緑色。
I I I I I I lζ曲がる。 ｜ ｜。焼成，堅。
I I I I I I 0内面に蓮弁文。 I I 0残存，l/4o
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I I I I I I I 出足｜ ｜ ｜ ｜ 褐色。

｜ー I l訪問どによる 面醐 l色陥白色~~ I I l蹴 竪

7 区i吋引341114.61 3. 91：鶴自~t~~~u~：：＂： ロナl：島－~！00~、禍色。
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大内城跡の発掘調査

考
I I I法 量 （cm)I i I 

迫構名 ｜器 種潜4号 lー ｜形態の特徴 ｜成形技法の特徴 ｜備
I i口径 ｜器高 l I ! 

中世墓31土師器Il!ll I抑 ｜s. 4 I i. s I 0体部から口縁部lζか｜。口縁部ヨコナデ。 ｜。胎土，息。灰褐色。
: I I I I I けて明確に屈曲しな｜内面ナデ。他はユ｜。焼成，軟。
I I I I I I い。 ｜ ビオサエ。 ｜。ほぼ完形。

。胎土，良。 Imm 
大の白色砂含む。
談褐色。
。焼成，軟。
。ほぼ完形。

。胎土，良。淡褐色。
。焼成，軟。

351 I 13. 6 

2. 9 I。口縁部二段ナデ
。器壁の厚さの状況は

I I ! I ~ 351 c foJ様。

s x 01 t瓦器 ｜皿 I347 I 7・sI 1・ol。休部から口縁部にかjo内外面磨滅。 io胎土，良。灰色。
I I I ! ｜けではくの字に屈1 1所々黒灰色。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 曲。 I I 0焼成，軟。
I I I I I I I 0残存1/4。

一 ｜椀i34s I 16. o「寸石 間は玉縁状帽。休部外面上半と内τ函五五。点
I 厚。 I 面は施紬。 ｜ 色。粕色は灰白色
｜。口縁部内面は，特lζ｜ ｜ で，やや青味がか
｜粕が厚い。 ｜ ｜ る。
I I ｜。焼成，竪。
｜ ｜ ｜。残存，口縁部1/80

！。口縁部二段ナデ。 lo口縁部ヨコナデ。｜。胎土，良。黒灰色。
I ｜休部下半ユビオ例 外商は銀色。

エ。 jo焼成，堅。
｜。貯内面は粗い暗｜。残存ν

3. o I。口縁部lま内湾した！。口縁部ヨコナデ。 jo胎土，良。赤褐色。
｜ 後，外反する。 ｜ 内底面はユビオサlo焼成，軟。
I I エo他もユビオサ｜。残存1/2。
I I エ。

2. 7 I。口縁部一段ナデ。 ｜。口縁部ヨコナデ。｜。胎土，良。淡褐色。
I I 内底面ナデ。他は｜。焼成，軟。
！ ｜ 不調整。 ｜。残存2/3o

！。口縁部外面は，断面lo内外面ロクロ ナi0 ~台土， 1～2mm 
！ 三角形lζ肥厚。 ｜ デ。 ｜ 大の白色・灰色砂

含む。灰色。
。焼成，堅。
。残存，口縁部ν8。
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京都府遺跡調査報告書第3冊

考+ Ii 'fl~1 ；出 l r 器 種番号ー － 形態の 特 徴 成形技法の特徴 ｜備

肱張部西｜須恵器｜鉢 I355 I 32. 6 I ｜向 上 ｜。全面ロクロナデ。｜。胎土，2mm大の
剛 I I I I i I 0口縁部は青灰色に変｜。休部内面下半は使｜灰色砂あり。青灰
i I I I I ｜色。 ｜用による磨滅。 ｜ 色。
I ! I I I I , ｜。焼成，堅。
I I I i I I [ l。残存ν4。

叩 ｜瀬戸品・1椀卜3
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｜ ！ ｜ コナデ。他は不調｜。焼成，堅。
｜ ｜ ｜ 盤。 ｜。残存，口縁部l/4o

363 I s. 6 I i. 1 I。口縁部は一段ナデを｜。 口縁部（上半分〕と！。胎土，良。灰褐色。
施すが，屈曲面の上｜ 内面はヨコナデ。l。焼成，堅。
半分のみである。 ｜他はユビオサエ。！。完形。
。口縁端部面取り。 I I 

360114.4 

椀 1365112.4 I 

。仁l縁部と内底面ロ｜。胎土，良。黄褐色。
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I o胎土，良。白雲母
｜ 少し含む。福色。
｜。焼成，堅。

I I j 0残存，m。
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土師器Iim I 3n] 6・6I i. 6 i 0 口縁部一段ナデ。 I 0 口縁部ヨコナデ。 ｜。胎土，丸。淡禍色。
I I ! I j 内面ユビオサエ。 l。焼成，軟。

｜他は不調整。 ｜。残存1/3。
I I 0所々朱色あり。

; 372 i s. o I 1・5I o口縁部一段ナデ。 io口縁部ヨコナデ。｜。胎土，息。淡褐色。
I I I 0器壁は厚くなった｜内面ナデ。他は不｜外面は暗褐色。
｜ り，薄くなったりし｜ 調整。 ｜。焼成，軟。
I . ている。 : l。残存1/3。

s. 4 I I. 8 ！。器壁は比較的薄い。｜。全面磨滅しているlo胎土，良。淡褐色。
I I I が外底面Iではユビ1乳白色に近い。
I . I オサエが認められI0 ~Yb成， 軟。
I I ! る。 ｜。残存，1/2。

374 I 9・0i 1・9！。口綾部一段ナデ。 ！。口縁部ヨコナデ。l。胎土，良。淡縄色。

［ ［ ｜ 二一lζ油, I ｜。残存，1,3。

375 I io. 2 I 2. 2 I 0 口縁部は急に薄くなI0 口縁部ユビオサIa胎土，良。淡禍色。
I I i る。 ｜ エ。内面ヨコナテー。｜。焼成，軟。

I I I I ｜他は不調整。 lo残存，l/4o

376 I n. o I 2. 4 I 0歪つな形。 ｜。ユビオサエ。 ｜。胎土，良。淡褐色。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜。焼成，軟。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜。残存，1/4。

司

i
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I I l法量 （cm)I I I 
逃構名 ｜：器 積 i番号1 ' －｜ 形態の特徴 l成形技法の特徴 ｜備 考
｜ ｜ ｜口径 ｜器高 ｜ I I 

土師矧皿 I378 i 11. 0 I I 0休部から口縁部にか｜。口縁部ヨコナデ。 ｜。飴土，良。淡褐色。
I I I けではくの字lζ屈曲！内市iナデ。他は不｜。焼成，軟。
［ lする。 ｜調整。 !o残存，1/40

379 J 11・412・9I。口縁部一段ナデ。 ｜。口縁部と休部内面｜。胎土，良。白色砂，
｜ ｜ ｜ はヨコナデ。内底｜チャート砂を少し
｜ ｜ ！面は一方向ナデ。 ｜含む。
｜ ｜ ｜体部外面下半はユ｜。淡褐色。
｜ ｜ ｜ ビオサエ。外底面I0焼成，軟。
｜ ｜ ｜ はユビオサエ。 I 0残存，1/4。

3so I n. o I ｜。他に比べて口縁部はI0 口縁部ヨコナデ。｜。胎土，良。淡褐色q
｜ ｜ ｜ 長い。 ｜他は不明。 I 0焼成，軟。

杯 I377 I s. 6 I 3. 2 I。口縁部と体部の境は｜。内而ナデ。外国不｜。胎土，良。赤褐色。
｜ ｜ ｜ 明確でない。 I 調整。 ｜。焼成，軟。
I I I I I 0残存，1/4。

3s1 I 13. 2 I ｜。口縁部は外反。 ｜。口縁部と体部内面｜。胎土，良。淡掲色。
i I I I はヨコナデ。体部｜。焼成，軟。
｜ ｜ ｜ ｜ ｜外面はユビオサ｜。残存，ν
I I I I エ。

釧 I382 I 20. 6 I いロ縁端部外面は隅丸lo口縁部ロクロナ｜。胎土，良。黄褐色。
i I I ｜三角形状lζ肥厚す｜デ。 ｜外面は暗褐色。
｜ ｜ ｜ ｜ る。 こ¢部分に煤付｜。体部外面横方向のI0 ~J'＆成， 比較的堅。
｜ ｜ ｜ ｜ 着。 ｜ タタキ。 I 残存，口縁部l/lOi
I i I j I I～1/120 

瓦器 ｜皿 I383 I 5. 6 I i. 6 I。口縁部は歪つ。 ｜。手づくね。 ｜。胎土，良。黒色。
i I I I I I ！。焼成，軟。
I I I i i I I 0完形。

｜椀 I384 I i2. 4 I I 0 口縁部の器壁は厚lo体部外面磨滅。 ｜。胎土，良。 黒色。
｜ ！ ｜ ｜ ！ い。 ｜。体部内面には極く｜。焼成，軟。
｜ ｜ ｜ ！ ｜ ｜わずかにミガキ制 。残存，1/8～1/10。
I I I ! I l残る。 ｜ 

。。



大内城跡周辺の地質

第3章大内城跡周辺の地質

本報告の作成にあたって，野外調査は1981年9月より1983年12月まで断続的lζ約17日間行

い，室内作業を1981年12月頃より並行して進めた。調査範囲は，市島町の一部 ・長田野 ・福

知山市街西方も含んだが，地質の記載は大内地区について行い，他については地質概説の項

でふれた。

本報告の作成にあたり， 野外や室内で次に列記する方がたのご援助 ・ど教示を得た。 井

本伸広（京都教育大学），武蔵野 実（同）， 田辺利幸（同志社中学）， 西村祥子，野村亮太郎

（神戸大学），西村直樹， 芦田経夫（福知山高校），藤原紀幸（同）， 井上陽一（綾部高校），村

山 保（加悦谷高校）の各氏である。 以上の方がたに，厚くお礼申し上げます。

第1節地質概説

福知山市から兵庫県市島町にかけての一帯は，地質構造上，砂岩 ・頁岩などの古生代 ・中

生代の地層および，はんれい岩などの火成岩や変成岩類（この2者はまとめて夜久野岩類とよ

ばれる）などが分布する舞鶴地帯と，チャート・砂岩 ・頁岩 ・石灰岩 ・緑色岩などのいわゆる

「古生層」が分布する丹波地帯とに区分される。そして，主に丹波地帯の中を流れてくる由

良川 ・土師川 ・竹田川の河岸には第四紀の堆積物が分布している。との節では大内地区の位

置する丹波地帯と福知山盆地の第四紀堆積層の地質について概観する。

1 丹波地帯

丹波地帯は主に頁岩 ・砂岩 ・チャート・緑色岩よりなり，石炭岩の小レンズ状岩体が点在

している。従来は，丹波地帯からの化石の産出は非常に乏しいとされ，点在する石灰岩から

産する紡錘虫 ・海ゆり ・サンゴなどの化石から，二畳紀の海底lζ堆積したものであるとされ

てきた。そして，中生代の地層の証拠がないところから，との地域は中生代には陸化した地

域である， とされてきた。 しかし，1960年代後半から， コノ ドント化石がいわゆる「古生

層」 から発見されはじめ，その中には中生代のものも多いことが明らかになってきた。
〔注I)

丹波地帯研究グループの最近の研究によると，丹波地帯の中央部では三畳紀後期の地層が

広く分布し，二畳紀の地層は狭い帯状の地域に分布する。さらに， 1980年代に入ってなされ

た放散虫化石の検討の結果，チャート層の中には二畳紀 ・石炭紀のほかに，三畳紀やジュラ

紀のものがあること，また砂岩 ・頁岩層には， 三畳紀よりも新しいジュラ紀のものが多いと

とがわかっている。さらに頁岩中にみられるチャート岩体は，砂岩 ・頁岩と同時期iζ形成さ

n
y
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沖積層

洪積層

図
中・古生届

（丹波地帯）

中・古生層
（舞鶴地帯）

10 km 

第 36図 福知 山～石 '.:I::付近の地質分布図
（兵庫県地質鉱illi図と京都Ji)土地利用図を簡略化）

れたものではなく，他から移動してきて再土佐積したものであるととが明らかにされている。

たとえばジュラ紀前期の泥岩中に二畳紀中期のチャー ト岩体が含まれている例などがある。

二畳紀と三畳紀の地層の関係は，瑞穂町質志の石灰岩体周辺で不整合が報告されているが，

大部分が整合で，古生代から中生代にかけて大きな環境変化がなかったことを示している。

とのととは北の舞鶴地帯と非常に対照的である。 舞線地帯では， 二畳紀後期から三畳紀後期

までの地層が不整合をはさんで分布し，また， 浅海性の磯岩などの堆積岩も多いのに対し，

丹波地帯では細粒の堆積岩が主で，一貫して海の状態であったことを示している。

2 福知山盆地と竹田川の第四紀堆積層

福知山盆地に分布する洪積層は，河岸段丘または丘陵をつくる。岡田 ・高橋によると，そ

れは次のように区分さ必；

①長田野面（高位段丘）・・…・長田野から福知山市街南方～西方に分布

②南陵面（中位段E:）・・…・福知山市街南方lζ主lζ分布

③堀面 ・猪崎面（低位段丘群）・・…・堀 ・前回 ・長田 ・猪崎lζ分布

長田野面を構成する地層（長田野層）は，東部の長田野ではぶ厚い磯層が主体であるが西部

では，粘土・シルト・細礁などが主になる。長間野層の時代については， 岡田・高橋は，層中から

-120-
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温暖型の植物化石を産し，段丘面上に赤色土がみられることから，高位段Eであり，下末吉

海進期にあたるとしている。また，藤田和夫は福知山市羽合の高位段正面下 15m の粘土層

から採集されたSabiajaponi'ca （アオカズラ）など暖地性の植物化石群より， ζの粘土層を大

阪層群のMa8（ミンデノレ ・リス間氷期，約38万年前）Iζ対比し，段丘面を加古川下流の明美面
（注4)

（高位面）に対比する考え方を述べている。一方，長田野層は段E層より一時代古い大阪層群

上部相当層で，長田野は高位段丘でなく正陵であるとする考えもある。いずれにしても，高

位段丘の時代論について未解決な点が多い現況を反映して，長田野層の時代も決着がついて

いない。

なお， 中位段丘の時代は一般にリス ・ウノレム間氷期(13～ 7万年前），低位段丘の時代はウ

I Eヨ
2 t.2J 

凹

圃

。
第 37図 福知山盆地の表層地質図（藤原(1981）より引用）

1：シノレト ・粘土，2：砂磯， 3：段丘・台地，4：山地
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ルム氷期後期（約3～2万年前）とされている。

長田野層には， 福知山市羽合と厚で，層厚10～数lOcmの軽石質の火山灰層が2枚報告され

てし；宮；最近，福知山西部の電車基地工事現場を地質調査した際に粘土層中に2枚の火山

灰層を観察した。下位の火山灰層は白色を呈し，1～2.5cmの層厚である。斜長石 ・角閃石 ・

シソ輝石 ・普通輝石などを含んでいる。 上位のものは，ピンク色を呈し，2cmの層厚である。

斜長石・角閃石 ・シソ輝石などを含んでいる。また，ともに多孔質で突起の多いTaタイ プ
（／＿上6)

の火山ガラスを含んでいる。他にも福知山市羽合や土師で火山灰層が新たに発見されている

が，以上の火山灰層の対比はまだできていない。

竹田川流域の河岸段丘について，野村亮太郎は上位 ・中位 ・下位の三つに区分し，それぞ

れを長田野面 ・南阻・掘面に対比している；また，野村は， 市島町表の下位段丘層中に

2. 2万年とされる姶良火山灰（AT）を見出しており，下位段丘はウノレム氷期の低位段丘にする

ことができょう。

岡田 ・高橋は，長田野屑の堆積期までは，由良川は福知山金地で南lζ向きを変え，竹田川
（注2)

の谷を流れて加古川につながり瀬戸内海へ流入していたと主張した。この考えは，段丘面の

高度関係が長田野面lと相当する段丘面と現河床の傾斜方向とは逆になっていること， 福知山

盆地北方の長田野層相当層の機種構成が現河床のそれとは異なり，北からの供給を示す乙と，

また，長田野 ・厚などでの堆積構造が南西向きの古水流を示すこと，さ らに，石生の中央分

水界の標高が低く，そこでは沖積面 下に深い谷が埋没していることなどが糠拠になっている。

福知山盆地の沖積層については十分な調査がすすんでいないが，最近，藤原紀幸によって，

福知山市街地一帯の建築工事にともなうボー リングデータを整理して表層地質図が作成され

た（第37図）。それによると，福知山駅付近からその北西方にかけて，シル ト・粘土など細粒の堆

積物が卓越している。これは古文書にも残る由良川の古い河道を示すものと考えられてt~~。

第2節大内地区の地質

1山地

丹波山地の一部をなす，標高160～300mの山地で， 丹波地帯に属する固結した岩石からな

る。チャートが広く分布し，他lζ砂岩 ・頁岩がみられる。

チャー トは，大内東方の山地をはじめ，対岸の笹場付近の山地にも分布する。大内東方で

は黒色～灰色を呈する塊状のチャー トが主で，北部へいく と層状チャー トが多くなる。 宮の

一宮神社の裏には，灰色の層状チャー トがあり，珪質部とどく薄い泥質部からなり，珪質部

の厚さはl～5cmである。との中には，黒色で数10～150cm大の塊状チャー 卜のブロックを

含んでいる。笹場付近にも緑灰色の層状チャートがみられ，一部に赤色の部分もある。
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一宮神社裏（第38図，地点、1。以下地点番号は第38図参照）の層状チャ ートの試料を フッ

化水素酸で腐食して，表面の放散虫化石を観察した。その結果，Triassocanψeなどが同定さ
（往9)

れた。乙の放散虫は， 三畳紀中～後期を示すものである。この層状チャート中にブロックと

して含まれる塊状チャートからは放散虫化石を観察していない。

調査地域の山地の北縁には砂岩 ・頁岩が分布する。砂岩は塊状で，暗緑灰色を呈し，石英

の他lζ黒雲母などを含む。頁岩は黒色～緑黒色を呈する。南側のチャート岩休との直接の関

チャート岩体は砂岩 ・頁岩の下位である。係は不明であるが，見かけ上，

また， Td、岩1-11lこは，数m～10数m大で，黒色塊状のチャート のブロックが合まれている。

丘段2 

河岸段Eは，古くから人類によって利用され，多くの遺跡が各地で発見されている所であ

る。大内城跡およびその周辺の遺跡もほとんどが段丘上に位置している。

その面高度によって，上位 ・中

3 

7 

2 

4 

5 

コ
回
日

富
田

園

本地域の河岸段丘を，野外調査と空中写真の判読により，

500m 

第 38図大内地区の地質図

1；沖積層，2：崖錐層，3：下位段丘堆積物， 4：中位段丘堆積物，
5：上位段丘堆積物，6 砂岩 ・頁岩，7：チャート
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位・下位の3つの段丘に区分する。

①上位段丘およびその堆積物

段丘面の標高は70～80m，現河床からの比高は40～50mで，大内城跡の位置する台地や南

西方の達川産業採石場のある台地などがこれに相当する。

大内城跡北側の露頭（地点2）では， 高さ約12mの崖の中ほどに，厚さ5mの地層が露出し

ており，第39図lζ柱状図で示すように，灰～黒灰色の粘土層によって上・下部の2層に区分

できる。下部はシノレ トがマトリックスの角1深層で平均磯径4cm，機種はチャー 卜である。この

中に灰色の粘土層をはさむ。全体にとう汰が悪い。上部は，黄褐色のシルト層の上位に円～

亜円磯層がのる。礁の平均径は3cmで，チャートが主である。他lζ酸性火砕岩もみられる。

上位の粘土層は，地下水の不透水層となっており，この粘土層の上位からは地下水が湧出し

ている。この地下水が大内城の井戸に利用されていたと思われる。段丘堆積物の表土は， 械

の工事など人工ではぎ取られたようでみることができない。

連川産業採石場付近（地点3）では，第39図の柱状図で示すように，円～亜円礁を主体とす

る，平均機径3cmの砂i深層が厚さ30m以上にわたって見られる。磯種はチャー卜がほとんど

で，立l、岩をま じえている。最上部には厚さ約50cmの，赤楼色のいわゆる“ロース状土”があ

る。

地点2（大内城跡）の下部層は，角1深層でシルト ・砂を混じえるなど，とう汰も悪く，背後

2 

。｜レキ
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第39図 上位段丘堆積物の地質柱状図

(2：地点2〔大内城跡〕，3：地点3〔達川産業採石場〕）

A
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の山地のチャートの礁であるところか

ら背後の山地の谷口部に堆積したもの

であると考えられる。いっぽう，上部

層は円～亜円疎層でとう汰もよく，地

点3（採石場）のl深層に対比でき，竹田

川本流部の堆積物であろう。

上位段丘は，段丘面の高度や，上位

に赤色土壌が発達すると ζろから，長

田野市（高位段丘）Iζ対比するのが妥当

であろう。しかし正確な対比は今後の

課題である。

②中位段正およびその堆積物

段正面の標高は約 50m，現河床から

の比高は約 20mで，大内の集落の佼

置する台地のうち上位の方や，宮遺跡、
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の位置する台地がこれに相当する。

ζの段丘を構成する堆積物を観察できる露頭は少ないが，大内の発掘調査事務所横（地点

4）では，樟褐色のシルトをマトリックスにしたチャートの円～亜円磯層で，平均傑径は2～3

cmである。また，宮地区（地点5）で観察すると，標高48～49mまで基盤の固結した岩石が露

出している。従って，この付近では中位段正堆積物の層厚は数mの薄層と考えられる。

この段丘は，段丘面の高度から考えて，南陵面lこ対比するのが妥当であろう。

③下位段正およびその堆積物

段丘面の標高は30～45m，現河床からの比高は数m～10数mで，浸食崖がよく残っている

所もある。中六人部小学校や大内の郵便局などの位置する低い台地面が，これに相当する。

この段正を構成する堆積物の露頭はほとんどないが，わずかに，小学校南東の大内川｜右岸

（地点6）にみられる。約lmのカッテイングに，チャートの平均磯径3cmの円～亜円疎層が

みられる。 7 トリックスも少なく，とう汰もよく，竹田川本流のものと考えられる。

段正面の高度などから，猪崎面lと対比できると思われる。

3低地

現在の土師川と竹田川のはんらん

原で，おもに水田iζ利用されており，

自然堤防の微高地で宅地や畑に利用

されている所もある。堆積物はチャ

ート礁を主とする砂礁である。

1970年撮影の空中写真によって，

土師川と竹田川の合流点付近の旧河

道の復元を行った。その結果を第40

図iと示す。この重なりの状況より，

旧河道の形成の順を推定してみると，

a, b, cの順に新しくなるとと，

またdより f, gの方が新しい乙と

がわかる。 eとfはつながるものか

もしれないが不明である。 C， eに

ついては，図の27の位置に弥生時代

後期～平安時代の集落跡（仲堤遺跡）

があるととから考えて，弥生時代ま

lKM 

j'j'~ 40図 旧河道の推定

・印は沖積地の追跡 25：和田賀，26：前ケ島，27：仲堤
×印は1983年9月23日の堤防決壊位置，打点部はとの時
の砂礁の流入範囲

R
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5 
より引用〕（『京都地学ガイド』法律文化社

大内城跡の地表下25cmで，平安時代の地表面とされる黒色土を採集して，花粉分析を行っ

当時の植生を知る手がかりとはなた。その結果，表土なので，花粉含有量は非常lζ少なく，

らないが，次のような花粉が同定された。
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（『第四紀第二 版』共立出版より引用）
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。木本

Cηptomeria （スギ属）， Cupressaceae-Taxaceae （ヒノキ科・イチイ科）， Fagus （ブナ属），

Quercus （コナラ亜属），のclobalanopsis（アカガシ亜属）， Ulmus Zelkova （ニレ属・ケヤキ

属）， Sy押ψlocos（ハイノキ属）

。草本

Fagoprum （ソパ属）， Caryophyllaceae （ナデシコ科）, Card uoideae （キク亜科）, Artemz'sz'a 

（ヨモギ属）， Gramineae （イネ科）

他lζ，シダ類胞子，菌類胞子（数は多い）

以上の各花粉はおのおの 1～数個だが，ソパ属だけは10個以上同定され，乙れだけは意味

があるかもしれない。

②種子

大内城跡井戸跡の埋積土4層のうち，平安～鎌倉時代とされる下部3層のシル卜まじりの

1深層の試料を水洗して，ふるいにかけたところ，数種類の種子が検出された。 1個は炭化し

たムギと思われるものであり，他lζ径 lmm程度で球形の，ナタネかもしれないと思われる

種子が多数あった。 （小滝篤夫）

注1 乙の項の記述は次の文献による。

丹波地帯研究グループ（1979）：丹波地帯の中 ・古生界（その 5）ー京都市西北山地の中・古生界

のコノドント化石。地球科学，33巻， P.247～254。

丹波地帯研究クソレープ(1980）：丹波地帯の中・古生界（その6）ー京都府北桑田郡京北町東南部

の地質。地球科学，34巻， P.200～204。

武蔵野実 ・岡嶋真理子・安養寺寿樹 ・石賀裕明（1980）：京都府瑞穂町，質志石灰宥体の堆積岩

岩石学的研究およびペルム ・三畳系不整合。京都教育大学紀要， Ser.B, No. 57, p. 89～105。

石賀裕明(1983）・ “丹波層群”を構成する 2組の地層群についてー丹波帯西部の例。地質学雑誌，

89巻， p.443～4540 

注2 下末吉海進期はリス・ウJレム閲氷期（13～7万年前）とする説とミンデル・リス悶氷期とする説

とがある。今では，一般に中位段丘層の形成期とされている。

注3 岡田篤正 ・高橋健一（1969）：由良川の大規模な流路変更。地学雑誌， 78巻， p.19～37。

注4 藤田和夫(1983）：日本の山地形成論，蒼樹書房。

注5 福知山市史編さん委員会(1976）：福知山市史。第一巻，第三章第一節地質。との項の記述の

全般について参考にした。

注6 吉川！周作（1976）の分類による。

注7 野村亮太郎（1977）：竹田川流域の地形。ひかみ，第9号，p.5～13。

注8 藤原紀幸(1981）・福知山盆地および周辺の地質。福知山市内地質調査集計表（京都府建築士会

福知山支部），p. 2～lOo 

注9 放散虫化石の同定は，京都教育大学助教授井本伸広氏，元同研究生田辺利幸氏による。

注10 歴史関係の事項については，京都府埋蔵文化財調査研究センターの伊野近富氏のど教示による。

注11 花粉分析については，全面的に，西村祥子氏（筑波在住〕によるものである。

注12 元綾部高校教諭西村直樹氏のど教示をえた。

。。つ臼
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第4章 大内城跡周辺の植生

第1節気候と植生

中丹地方は植物分布から暖地性植物の生育を本体とするが，地質時代の気候の変化は植物

移動の原因となり，現存植物は著しく複雑なものとなっている。

調暖な時代lとは南方系統の植物が勢力を得，寒冷な時代には北方系統の植物が勢力を得た

ため，現在では南方系統と北方系統の植物が著しく混在していると考えられる。

第三紀の頃は気候温暖で本州の北（東北ー北海道）へ南方系の植物が広がった。洪積世とな

り気候が著しく寒冷になると，南方系植物は南lと退き，北方系の植物が南下し相当南方まで

移動した。その後気候は漸次回復レ温暖になって来て，北方系植物は北lζ退き，南方系植物

の一部は北上して植物の交雑も増えたものと考えられる。

寒冷を好む寒地植物は北退を始め，わずかに本州中部以南の高山の上部や低山の特殊環境

地域にのみ残存した。中丹地方の低山（三岳山，青葉山など）に残存するものもこの時代のも

のと考えられる。

中丹地方も古生代の末期に陸地が出現し，中生代lζは一部海浸lとより浅海を生じた。中生

代の末期には著しく高低の差がなくなり第三紀末より第四紀の変動lとより著しく土地の隆起

をみて，乙れと前後して火山も東西の方向に点々と噴出し，あちらこちらにlOOm前後の山を

生じたものと思われる。

乙の中にあって長田野台地が新生代第四紀更新世に河岸段正として堆積し，大内城周辺に

は浸蝕による小さな谷がいくつも形成されている。

第2節調査の目的とその方法

1 調査の目的

大内城跡の埋蔵文化財発掘調査や地質調査が進むなかで，中国との交流や兵庫の商人等の

出入りの関係を物語る向磁器，須恵器の類が出現するにおよんで，乙の土地に中国大陸や兵

庫地方を代表する植物が現在も存在するのではなかろうか。また，近畿自動車道舞鶴線の開

通予定の道路とその周辺の植生を大内城跡を中心とした一帯について，道路の開通前と開通

後の植物の生育の変化を調べるための基礎調査も含めて植物の生態調査を実施した。

2 調 査 方法

(1） 日時
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昭和56年10月より昭和58年8月まで春秋にわたり数回実施

(2）場所

ケ） 大内城跡周囲約100m2に生育する植物を対象。悉皆調査

（イ） 大内城跡周辺で，信仰の山として比較的荒らされていない山（坂室一不動山）。

第3節観察の概要

昭和56年秋より昭和58年夏まで数回大内城跡周辺の植物生態調査を実施したが，その結果，

この地域に生育する植物と中丹地域に現存する植物の生態との聞には大差がなく，赤松が大

内城跡周辺に林立し，特に目新しいものは見当らなかったn

第 41図 大内城跡周辺の植生調査範囲図
(1：大内城跡，2：坂室付近，3：不動山一待）



大内城跡周辺の植生

1. 大内城跡周辺の植物生態は次に示すように62科138種の植物におよんでいる。

付 表 5 大 内 城跡周辺の植物

ム印は帰化植物

九 ＇￥±＿＿＿＿＿＿＿＿ 名=r~ T l司科
1 lひかげのかずら［ とう げし ば

っ“

n

O

A
ヨ

ひかげのかずら

ぜんま い ｜ぜんま い

うら じろ

り び

いわがねそう

い ので

しし がしら

5 I いちょう ｜いち ょ う

6 I ま つ lあか ま っ

7 Iひのき ｜ひ のき

ねず

す

と

ぶ

8

9

m

 

ぎ ｜す

くだみ ｜どく だみ

な ｜くり

乙なら

く ぬぎ

｜あべまき

かしわ

あらか し

し らか し

11 Iい ら く さ l乙あかそ

12 I f，こ

あおみず

で｜す いば

い ぬたで

13 Iひ

みぞそば

い たどり

ゅ｜ い のとずち

司種
きん ぼ うげ ！うまのあしがた

名

16 せん にんそう

17 

18 

あけ

みず

び

き

り

び ！あ

き l あ

け

お

どまのはぐさ ｜き

19 Iつつ らふじ ｜かみえび

つづらふじ

くす のき ｜しろだも

やまこ うばし

くろも じ

け し ｜むらさきけまん

22 Iあぶらな ｜いぬがらし

20 

21 

主己 23 Iゆきの した ｜ う っ さ

24 

25 

り うらじろのき

あかめ も ち

ながばもみじいちご

ふゆ い ちご

ば

へび い ちど

｜きんみずひき

の いばら

やまざくら

26 Iま

そめいよしの

やぶへびいちど

あずきなし（はかり
のめ〉

め ｜のだふじ（ふじ）

ぬすびとはぎ

やまはぎ

14 Iやま ご ぼう lムあめりかやまごぼう I21 Iふ う ろそ う ｜げんのしようと

15 Iもくれん ｜し きみ

ほおのき

2s Iとうだいぐさ ｜あかめが しわ

29 Iはせ、のき ｜やま はぜ
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番号 科 名 種 名 番号 科 名 種 名

lもちつつじ30 もちのき ななみのき

i そ よ と のき

あおはだ くしば

い ぬつげ 47 し そ あきのたむらそう

たらよう かきどおし

え で たかおもみじ 48 あ か ね へくそかずら

うりかえで
49 おおはと おおば ζ

32 くろうめもどき い そのき
50 す い かずら 乙つくばねうっき、

33 J~ ど つ のぶどう がまずみ

34 てコ lま き iつ ば き ζばのがまずみ

ひさかき 51 きき よ つ さわぎきょ う
ち や

52 りんどう はるりんどう
さ か き

つるりんどう

35 く つ ぞ
53 きつねのまど きつねのまど

36 lこ れえ の き
54 やまの い も うちわどとろ

け や き
55 き く ムベにばなほろぎく

37 えどのき えどのき
ムあめりかせんだんぐさ

38 つ る し やまうるし お け Lつ

39 す み ~1, たちっぽすみれ さわおぐるま

しは いすみれ 56 ね lま ち く

み なつぐみ や fミ け

41 う 乙 ぎ き ず fこ す す き

た かのつめ ちじみざさ

ζ しあ，；，ら いぬびえ

たらのき みち しば

42 り よ うぶ り よ うぶ
すずめのひえ

43 l乙 が き lと が き
57 ゆ り さるとりいばら

しんじ ゅ う ばゆり

44 Iも く せい いぼたのき
やぶらん

ねずみもち
しょうじようばかま

ひいらさ
し お で

45 くまつづら く さ ぎ
じゃのひげ

こばのみつばつつじ
58 さくらそう ぬまとらのお

46 てコ てコ じ

やまつつじ 59 つゆ く さ つゆ く さ

あ せ び 60 やぶ乙うじ やぶ乙うじ

ね じ き 61 カ＇ fと く さ カ＇ I乙 く さ

う すのき 62 かやつりぐさ ひ かげすげ

なつはぜ あぜがやつり
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2. 坂室一不動山の植物調査の概要は次のようである。

ケ） 坂室付近....・H ・・…32科， 62種

Lイ）不動山・・………・44科， 80種

付 表 6 坂室 付近の植物

番号｜ 科 名 種 名 番号｜ 科 名 種 名

な ［あらかし i2 Iつ1 J.; lま き ひさかき

ち や

くぬぎ つ i-J' き

し らか し 13 もちのき ななみのき

2 かきのき か き いぬつげ

3 ま め ねむのき そ よ と7

やまふじ あお はだ

く り り 14 くまつづら く さ ぎ

4 も くせ い ひいらぎ むらさきしきぶ

ねずみ も ち 15 も く れん ほ おのき

5 つ る し ぬ る で： 16 つ 乙 ぎ たかのつ め

やまうるし 乙しあぶら

6 ば ら ふゆいちど 17 り よ う ぶ り よ う ぶ

やまざくら 18 えどのき え ζ のき

ながばもみぢいちと 19 く わ く わ

うわみずざくら 20 ゆきの し た こがくうつぎ

うらじろのき 21 ひ の き ね ず

7 あ け び みつばあけび 22 つ り じろ こ し だ

8 ゆ り さるとりし、ばら 23 か え で う り かえで

9 く わ 乙 つ ぞ うりはだかえで

10 つ つ じ もちつつじ 25 み ず き は な い カ〉だ

やまつつ じ み ず き

ζばのみつばつつじ あ お き

｜ね じ き 26 じんちょ うげ カi ん ぴ

な つはぜ 27 J.; ど つ のぶ どう

あ せ び 28 み か ん いぬざんしょ う

しゃしゃんぼ 29 く

す の き やまこうば し

11 す い か ずら 乙ばのがまずみ 30 ま んさ く い すのき

こつくばねうつぎ 31 さくらそう おかとらのお

がまずみ 32 fC れ え の き
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付表 7 不動山の植物

番号｜ 科 種 名 番号｜ 科 名 種ー 名

1 」J な いちいがし 12 にしきぎ lζ しきさ

しらかし 13 もちのき そ よ ζ 

乙 な り いぬつげ

く り あおはだ

2 カ3 え で うりかえで 14 やぶこうじ やぶ乙うじ

うりはだかえで 15 み か ん さんしょう

3 かきのき か き いぬざんしょう

4 つ てコ じ ~;;i じ き 16 ゆ り なるこゆり

こばのみつばつつじ さるとりいばら

あ せ び じゃのひげ

す の き しょうじようばかま

やまつつじ のぎらん

しゃしゃんぼ 17 あ け び あ け び

もちつつじ 18 くまつづら むらさきしきぶ

なつはぜ 19 ま ーコ あかまっ

みつばつつじ 20 ぐ み み

5 く すのき く ろも じ 21 あわぶき あわぶき

だん乙うばい 22 み ず き み ず き

しろだも あ お き

やまとうばし 23 かばのき いぬ しで

6 てコ ~ －j'.' き ひさカ〉き 24 す き、 す き、

さ か き 25 も く せい ねずみもち

つ ば き ひいらぎ

7 き く こうやぼうき 26 つつらふじ かみえび

8 つ 乙 ぎ 乙しあぶら 27 り よ うぶ り よ う ぷ

はり き、 り 28 すいかずら こつくばねうつぎ

たかのつめ こばのがまずみ

9 ま め やまはさ うぐいすかぐら

よ、 じ 29 ひ の き ひ の き

ねむのき ね ず

10 つ る し やまうるし 30 りんどう つるりんどう

11 ば ら うらじろのき 31 ひかげのかずら ひかげのかずら

のいばら 32 まんさ く いすのき

d
品

τ



名

3s 1 じんちょうげ

39 

40 

41 

大内城跡周辺の植生

種名

ぴんがだし乙ろじり

きのおlまん;/1, もろじりつ

あかめがしわとうだいぐさびりわしぼり

きのζ えきのどえししがしら

大」くささti 42 おおばのとんぼそうん

や

いちゃくそう44 

察考

か

いちゃくそう

つ

第4節

34 

F

H

υ

n

h

u

n

，，
 

qu

向。
ηδ

ち43 さわふたぎ

こがくうっさ

き

ゆきのした

0) し、lま

前節の観察でも述べたように大内城跡周辺に存在する植物の生態調査を実施した様子から

は，他の中丹地域iζ現存する植物の生態と大差なく，特lこ日新しいものは見当らなかった。

大内城跡よりやや北方の下六人部池田にこがのき（かごのき） 南方系，暖地lζ生える大高木

当地方には比較的少ない樹木であるが，中心部は腐朽して樹洞となっている。そーがあり，

の周囲に巨大なむくのきが笠えていて数100年は経ていると思われる大木があるが，これらの

樹木が大内城周辺の植物との聞に関連性をもつかどうか。また，福知山市宮の一宮神社のい

ちいがし（大木）や不動山頂のいちいがし（大木）が往時の大内城とのかかわりの中で特徴づけ

られるものであるかどうか興味深い。

帰化植物について第5節

しらげがやが敷きつめられたねざさ，大内城跡北方の長田野工業団地が造成される前は，

昭和50年代になると，表土が剥ぎとられて赤土の膚が露出して来た。ように生えていたが，

ζの新開地lζ最初に根をおろしたものに次のようなものがある。

物植化チ市付表 8

考「科 名！原産竺_I＿！＿：来日」 備
［ぃね｜北

植物名

1970年頃より福知山でも
見られるようになった。

第2次大戦後米めりけん かるかや

明治維新前後
(1865年前後）

米北くきおんよじめひ

明治初年
(1870年頃）

米北くきひめむかしよもぎ

ぎ
に
の
国
ち
全
れ
ら
あ
が
た
な

T

レ？レ
来
遂
波
駆
に
を
布

先
く
分

大正年間
(1920年前後）

南部アジアく与
己おおあれちのぎく
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植物名 科名原民地波来時期 備 考

ぶ たく さ lき く北 米切j治初年
(1870年頃）

ぶ た な 1きく欧州、I 1933・34年頃
札幌，六甲山

べ ICばなぼろぎく ［き く iアフリカ 第2次大戦後 ｜九州イから全国へ広がる

だんどぼろさく ｜き く 1北 米 愛知（19県3段3年戸）山

せいたかあわだちそう き く ｜｜ 北 米 明（19世治紀年後半間） ｜観賞用として渡米

あめりかやまごぼう やまどぼう 北 米 明治初年 ｜烏によって種子が運ばれ
（ょうしゅやまごぼう） ｜ ｜る

へらおおばこ ｜おおばこ｜ヨーロ ッパ 幕（19世紀末中頃頃） 

以上はすべて帰化植物であり，キク科植物のように風によって種子が運ばれるものや烏に

よって種子が運ばれるなど， 福知山周辺では特に繁殖の度を増して来ている。

近畿自動車道の建設lとともない露出 した表土はこれら帰化植物が根をおろ し繁茂すること

が：号えられる。 （芦田重治，芦田 豊，佐々木公三，石坪一郎）

ロ
uqa 



民俗からみた大内城跡の周辺

第5章 民俗からみた大内城跡の周辺

大内城の遺構がし、わゆる中世ということで必然的に庄園と しての六人部庄に言及しなけれ

ばならない。しかし，若干の文献だけでは庄圏内の村落構造まで掌握することはできない。

そこで直接的な到違法ではないが，民俗的調査による信仰状況を付随させ遡ることで可能な

限り中世村落を復元してみたい。

まず，本文に入るまでに歴史的区分としての六人部地区の経過を簡単に触れておきたい。

古代 ・中世の地理的位置環境は，由良川の支流である土師川が，そのまた支流の竹田川と出

合うところに古代六人部郷が比定されており，西南lζ三俣戸郷，東lζ宗我部郷，北lζ雀部郷，

南lと氷上郡の前山郷が位置している（第42図）。

その郷域とほぼ同地域が立庄されていったようである。「六人部庄」の文献者長は大治3

-_/fl, 
'" 

{!j_ 尚 昆lノ ノ

ア ー＼

－，ノ ム

<a：ぅ／後) ¥ / ＼~ 国／／

制r Ill ＿＿.＞－－一一ーーー「 I ｜γι＇＂百司 ）此

良～＼
111; 

／ 
' ＇・l,, ・l I ＇~1'1 ， Ill 

＞~戸手~＂一一ぐ
地。

〆チ｛二
F 『－－’画『

1ll) 

多紀 宮1;

第 42図 天田郡の 庄 園位 置 図
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(1128）年と天田郡内でも比較的lζ早い方であるが， 詳しい立庄事情や年月日はわからなし、。

またJ訟 3(1203）年同「六人部新荘」の初見があり， 高田を境として北の由良川までの段
丘が開発されていったようである。

その後，六人部庄は幕藩体制による村制の確立により，綾部藩，福知山藩，天領lζ分かれて

いる。そのまま明治を迎え，明治22(1889）年には萩原 ・生野・掘越 ・坂室・上野 ・正後寺 ・

三俣 ・池田 ・岩崎を上六人部村， 宮 ・大内 ・田野を中六人部村， 長国 ・多保市・岩聞を下六

人部村にと改制され，昭和30年にはその3か村が天回郡の中央部を割愛するように成立して

いた福知山市と合併して， 現在i乙至っている。 ζのような経過から中世庄園の六人部庄と，

現在の六人部地区とはかなりの隔りがある。とくに，近世村落の確認には福知山藩・綾部藩・

天領に分割されたため，資料の年代が不揃いになったのが残念である。

第1節祭記圏について

福知山市内には圧園の惣社として神社が存在する場合，三岳神社のように二重氏子制をと

るものと圧内の一番の社として一宮の名前を残すものとがある。たとえば，：じくにある一宮神

社は川口庄の惣社として，掘にある一宮神社は宗我音f）庄の惣社として現在も残っている。六

人部圧の場合は宮村に一宮神社が現存しているが後者の例と考えられる。本来は庄内の結束

を計るための精神的よりどころであったと考えられる。けれども現在では宮村一村のみの氏

神となっている。 そのため， 二重氏子制では容易に確認できる圧域がわかりにくくなってい

る。しかし，幸い六人部庄の場合「六人部七天神Jと呼ばれる神社群が現存しており，これが

六人部圧の庄域比定の資料になるのではないかと考えた。そこで六人部地区内に現存する各

村の氏子園図を聞き取り調査をもとにして作成した（第43図）。

七つの天神社が所在する村 は々，ーノ天神社が多保市，二ノ天神社が草山（三和町）， 三ノ
大永五乙国年

天神社が大内 （乙こには奉勧請天神宮の石碑が立っている），四ノ天神社が回野，五ノ天神社
七社之内三番

が生野？六ノ天神社が岩間，七ノ天神社が小野（現在は六ノ天神社lζ合間されているが，神社

跡は残っている）となっている。このうち二ノ天神社の草山は，三柱神社を氏神としている寺
（白3)

尾（三和町）を枝村と している。三柱神社は『丹波志』に 「草山村天神ノ社地ヨ リ移、ン祭ノレ」 と

あることから， いつの時代かに草山より枝村となったとき，三柱神社を氏神と したと考えら

れ， 寺尾も六人部圧の一部であったと考えられる。 ところで，三俣にある生野神社（延喜式
〔11'4〕

内）は現在は六人部地区lζ入っているが，元来は奈良興福寺領であった三俣戸庄の惣社であっ

たとも考えられる。そうであれば，六人部庄の圧域は現在の六人部地区から生野神社の祭杷

圏を除いたものに草山村（枝村の寺尾を含む）を加えたものであるということになる。

。。円。
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一ノ
天
神
社

γ／
衿

付n

第 43図 六人部周辺氏子園図（地名モヨリ名i，矢印は氏子閤）

次lζ，近世の祭司巳岡と現状の祭杷岡を比較してみた（近－jjtは「丹波志』の「天田郡神社之部」

参照 付表9）。乙れによると祭祝圏は六ノ天神社と七ノ天神が合杷された以外は全く同じに

なる。

では，さらにこれらの村々と中世の村名の確認に入りたい。六人部庄内の村名が出てくる
（注5)

文書はわずか4点である（付表10）。村名のもっとも多い応永27(14'.fo）年の「六人部正名主沙
〈私カ〉

汰人等議文」のうち，六人部新庄の高津 ・和市を除いて，天神社が存在する村々は四つ，ま

た，塩津を岩間村と考えれば五つになる。これらのことから六人部庄域のうち七天神の所在

する村々と宮村は確定できると考えられよう。しかし，応永27年の請文には本来三俣戸庄と

考えられている河合や三俣の村名まで明記している。乙のことはどう考えるべきなのであろ

う。細見末雄氏は 『丹波志』の一宮神社（宮村）の項に「又古大内宮村田野長田多保市岩間，

此社一社ノ時，三俣ノ御弊明神（生野神社） ト立合ノ祭礼有旅所ハ多保市村也」と書かれて

Q
U
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付表 9 祭杷圏一覧表

丹 志 ｜ 現 在（昭和57年）
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小笹 ｜ ！ 
西 ／ 上：（三和町） ｜ 二 ／
段 草山 ｜
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荷
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付表 10 中世村名確認表

｜近位

永 7 年 ！神社名

卜 （ 也el'i'M~色土
I l草山 田中左進 ｜二ノ社

一丹 i l ~~ ： ;1草 山

大内 ｜大内 郷 三4社
I i大内小林入道 i ハ

I I l四白社
｜ ｜生野 小馬田兵衛 ｜

｜生 野i生野方三ケ村 ｜生野 三 俣西 ｜五F
l同所 池 田 ｜

I i塩津右衛門 ｜六五社

｜ ｜小野｜ 吋
｜ ｜宮村 寺 田 ｜

｜宮附三ベ同所中山大 進 ｜一宮神
｜宮村 番匠入道 ｜｜ 河合三船大夫
l同所尾衛門 ｜大剛河合
河合僧正後

｜ l和市道 全i加安神社市
｜和市 井 山 大史 ｜

｜ i融吉 良 ｜ 高高津方三ケ村 ｜同所山 副

l同所 竹 内

1-p 

嘉暦3年｜至徳 4年

｜並

民俗からみた大内城跡の周辺

内

いるととに注目され，三俣戸

圧と六人部庄が合ーされたと

推定しておられる。また， 1:1:¥

作も考えられる。というのは

六人部庄の北隣の雀部圧には

文安5年～永正4年の聞に6

冊もの算用状が残っており，

乙れらの資料分析の結果 「ほ

り」（堀氏）の名前に加え，高津

の吉良 ・山市ljといった名前が

あがっている。との事例を考

里子

野 E え合わせれば，三俣戸庄と六

間
人部庄の聞にも出作が行われ

ていたとの推測も成り立つ。

しかし，三俣戸庄と六人部庄

の関係には今少し資料を求

めてから考察するべきであろ

つ。

津

初くに， 中世文書の中i乙現わ

れなかった村々について若干

の考察を加えておきたし、。祭

杷圏（第43図）の中の地名は小

字名になっているものが多い

が， 天団地方ではモヨリと呼

ばれ舗の1単位となっているものであるパのうち生野神社（三俣）の期 日圏をみると，近

世に村高を受け1村と して独立機能している坂室 ・正後寺 ・堀越 ・池田を1モヨリと して氏

子に しているのが特徴的である。その扱い方は祭杷圏一覧表（付表 9）でも全く 同じである。

乙の原因は近世祭杷のみに見られた特徴なのであろうか。そこで，祭杷圏の村々の存続を確
（注7)

認するため，検地帳等による村名を遡ってみた（付表11）。 各村々とも慶安年中まで遡ること

ができる。そのうち上野村と池田村にはそれぞれ慶長18年の「丹波国生野之庄上野村検地

帳J，「丹波国六人部之庄池田村検地帳Jがあり，上野村は100石，池田村は222石の石高が
（生野三俣）

確認できる。その池田の名前が応永29年の 「六人部庄名主沙汰人等詩文」 に同所池田判と

Aq
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本l表 11 六人部周辺の近世村名・石高一覧

断2年A昨年B l 慶安 5年 l 元禄13~ 寛政6年 ｜ 文化12年 ｜ 天保 5 年 i 明治 4年 I~
｜ 一一「 丁 丙苔有「7可否村 i ア丙否 村 ~T 
I I li,534Aoo羽1,534刈 0石l ll,601,434石 ｜綾 部落
｜｜｜ → 450軒I I ー ｜

一一一「1~寸王五日ず｜ 書｛i}了有印 111 村 J'i'i:111荷i1，~－ 1口τJ－ー
｜（未見） I 408,410石I408,410石Ii7s,s20石I471,943::{:1 224,023:7-11 綾部 稼
I -:I 47軒I 58車h - -' 
j {L＼村丁 草IL村的 ｜日 肩 「 可 －｝§刊
（未見） ！己 ー 230,090石｜ 250,595;fr綾部 泌
I 52中F 60軒l I 

！池田村 池 田村 Ii也田村 池 田村 ｜池田村 1池 田本I
! 222, ooo;r;1 234,7Bo:.6i 234,780必J234,780石I 242,267石I242,257石｜綾部i*
一I -I 57軒I 55朝｜ ー. -I 

｜三 俣村l三 俣 村 ｜三 俣 村i三 俣 村 ｜三 俣 中
587川町石 587670石 一 石 5939吋 終部 球
- 140H 149H1 

一｜堀 越村 i堀越村 1 一 掘越 村 ！姻 越 村 1l委部｝器
｜ 一I110,790石il即 90石 附 00石 附 川克政ロ
一｜ 一. 42H 一1 一 一l天領

七野村 ｜上野 村 IJ・野村 1←k野 村 ｜」－野 4τI t野 村 ！
I 100,000石I105,s70石Iio5,s7o石I 105,870石Ii22,740石 123,274石絞部 議
一I -I 3Dfl 28利 一一i

一 意 原村 ｜萩 原村j萩 原村 I~荻原 村 j 萩原村 1 荻 原 村 l
166,000石I174,360{:! 174,360石I174,360イコ 201,969~1 206,382石｜綾 部 誠
｜ ーI -1 47粁I 50判I - , -I l生野 村 ｜生 野 村l生 野 村 i生 野 村 生 野村 ｜生 野 村
34,2 35，附 35,650石 35,650石I 63叫 64吋綾部落
一一 40軒I 35軒｜一一

［正後寺村 ｜正後寺村 ｜正問｜正後判開村｜正後寺村 （
92,000石 94,200石I 94,200石 94,200fr 96,863石 96,863石 綾部 球
一 二一｜一一一一1日T1 17!1引 ー－［一一 一｜
-i i友室 村 ｜；坂 室 村 l －，坂室 村 坂 室 村 l綾 部 涼
一｜ 30,760石｜ 30.760石i 「 1 34,028石 34,028石l寛政12年

｜ 一一 一｜ -I 7Jiι 三~. ~－三一 一｜天一一塑

I~ ，村 ｜ 宮 村 ｜ 宮 村 ｜ 宮 村 ； 宮 村 宮 村 ｜
10石 田4,560石I534,560石I34 850石 558,882石 340,850石l綾 部 孫

I I - 1 -I 74車ri ’65粁 一－，
｜ i宮村文岩的 j ｜治的 村 先的 村 ！
I 200,950石｜ I I 193,710?.} 218,032石l綾部 涼

一一一｜ ！ 一l I I 27中｜｜ i I 
田野村 ｜回！町村 ！ 田野 村 1田 野 村 l田 野 村 ｜田 野 村 ！
351,000石i351,000石 481 981万＇ 351 000石i I 481,981石l481,981石｜ 柏 原 旅
- _j3粁i 34!l![L ＇－ ’ 斗 ’12断 1 上←ー1 I 

！大 内 村｜大 内村 ｜大 内村 ｜大内 村 ；大 内村 大 内 村 ！
I 516.000判 527,270石I527,270石i527,270石I595,032石I697,9臼石 福知山一蒋
i ー｛ーI 130軒I 135~＇＋1 一l 一｜

11: 田村 一山崎｜l長回目 村 ｜l 10石11, :,500石 11 1 :111 33 :JI iu臼，500,fil1,448, 997石｜福知山存在
！~9粁： 109旬I I -: 200•1'11 I 「 一｜
多保市村 1多｛泉市村j 多｛泉市村 ｜多保市村1 1多保市村 ！多京市対 l
札5g~存i 札5ggri:1 l 札000至｜ 札5~劉 I 451,o叩 489,179至！福知山球
岩 間村 ｜岩 間村 ｜ l岩 間村 ｜岩 間村 ｜ ！干i下司下t下ff1面村T
287,000石I287,ooo石l I 287,ooo石i287.000石｜ I 287,ooo利 294,413石i福知山滞
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書かれている乙とを考え合わせれば，幕藩体制による村切りが神社を中心とした村政とは

別に，近世以前から納税単位として確立されていた地縁もしくは同族等の集団を行政とし

て扱った結果と考える方が自然、であろう。乙の点，福知山市金山地区における事例として「上

山下山説会年貢銭納帳永禄七年咋二月九日J（桐村正春所蔵）があり，モヨリ名が納税単

位になっているのが確認されている。

第2節天神社の性質について

第 45図 多保市の笹ばやし

第 46図 多保市の笹ばやし

六人部七天神が 「天神」と称

しているところから，後世菅原

道真を祭る天満宮と思われてい

るが 『丹波志』には「麻自子親

王丹波国ノ悪鬼退治ノ時，神

ニ誓ヒ此二ツノ石ヲ立玉へリ親

王七天神ヲ此石ニ祭 リ込玉フ」

とあり ， 創~Bを麻呂子親王とし

ている。また，一方では，字堀

にある延喜式内荒木神社から，

日本成立時の「天神七代」を祭

って六人部の産土神としたという伝京も残っ

ている。 これらの伝承を一笑に付すべくもな

いが，新しい一考察を投じておきたい。

字多保市の天神社iζは今も盛んな夏祭が残

っている。 『丹波志』にも祭式として留記さ

れ，いまも「笹ばやし」として親しまれてい

る。祭礼の次第一は次のようになっている。

多保市にある立石の前lと村民が集まり，和

国道春氏宅で祈薦が行われた後，子供達のも

つ竹笹lζ御弊がつけられる。 子供達はさらに

その竹笹を回lこ流れる水路で濡らすと一気に

かけだし大人達が作った井l:J!l（棒を横や斜め

に組んだ状態）に向かつて走りだすのである。

寄せ返す放のように三回ほど子供達が走り込

むとやがて堰は切れるのであるが，神社まで
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の道すがらそれが繰り返される。その後にモヨリごとに作られた山車が続き，神社lζ着けば，

山車lζ飾られた花飾を村民が取り合い祭が終わる。

この祭の中で行われる子供達の井堰切りが，天神社の祈願ではないだろうか。前頁に掲げ

た第44図は六人部地区の井堰地図である。そのうち七天神の所在するほとんどの場所のすぐ

そばに池もしくは井堰があることがわかる。これは天神社が麻巴子親王の創肥でもなければ

菅原道真を祭ったものでもなく，天の神を祭る天神であるととを物語っている。堰を切った

水が回lζ満々と満ち，今年も豊穣でありますようにと神社が創杷されたのであろう。 ζれ
（注11)

ら天の神を祭る天神社の存在は最近各地で立証されつつある。その場合，山岳宗教の流布と
あまんづく

深く結びついているようである。六人部地区にも天突行者と呼ばれる行者信仰が，大内山田

の山頂を中心にちょうど六人部庄の範囲内に流布している。いちがいに天突信仰 と天神社を

結びつける乙とは危険であるが，なお後考を期したい。 （桜井雅子）

注1 「平資基屋地去渡状」九条家文書（平安遺文所収）
注2 「観音寺別当職補任状」観音寺文書（『福知山市史』史料編1)

注3 名著出版複刻版
注4 三俣戸庄の庄域を決定する文献はまだない。しかし河合，芦訴ii，千束まで考えておかなくては
ならないだろう。

注5 天竜寺文書
注6 モヨリ乙、と防る宮議は年一回の琶兼がほとんど‘で，宮当番も以前は生野のように持議（くじ引

のような選出の仕方）するものもあったが現在は輪番制になっているものがほとんどである。

宮当番はーモヨリ 2～3人前後である。
注7 慶安2年Aの出典「丹波国高辻・家数 ・人付 ・牛馬数 ・寺数改帳」（島原市本光寺蔵）

店主安2年Bのtt＼典「福知山領御朱印高四万五千七百六石三斗七チ｜・後之高四万五千九百九石七

斗八升八石家数人之員数」 （島原市本光寺蔵）

慶安5年の市典「丹波国天国郡生野之fl：草山村検地帳」（京都府立総合資料館蔵）
「丹波国天田郡生野之庄寺尾村検地帳」（ // ) 

「丹波同天田郡六人部之庄池田村検地l阪」（ 汐 ） 

「丹波国天田郡生野之庄上野村検地帳」（ グ 〕

「丹波国天田郡生野之庄荻原村検地帳」（ グ ） 

「丹波国天田郡生野之庄生野村検地帳」（ グ 〉

「丹波国天田郡生野之庄正厳寺村田島検地帳」（ 。 ） 
「丹波国天田郡六人部之庄宮村検地帳」（ // 〕

「丹波国天田郡六人部之庄岩崎村検地帳」（ 庁 ） 

「丹波国天田郡六人部之庄大内村検地帳」（ グ ） 

元禄13年のIt＼典「元禄郷帳」（『京都府の地名』参照）

究政6年の出典「丹波志」名著，＇I＼版
文化12年の山典「田畑反別石高小哀組」沼田文書

天保5年の11＼』l!「天保郷帳」（『京都府の地名』参照）
明治4年の，＇lj典「l円高旧領取調帳」近藤出版
なお，村名の順序は「丹波志」の順蒋である。

注8 京都府立総合資料館蔵

注9 福知山市史第二巻「佐々木荘のまつりと村々」参照
注10 『丹波志』神社部lとは大槻氏が析結していたと記されているが，現在は和田氏宅ICて行われて

いる。

注目 （『歴史手帖』 llB和58年7月号）小松和彦「天の神祭杷と村落構造」

向。
AAτ 



丹波地方の中世城郭について

第6章丹波地方の中世城郭について

第1節中世城郭の定義

昭和56年11月21日の新聞は，いっせいに京都府北部の峰山金地の扇谷遺跡での巨大な環濠

遺構を大々的iζ報道し，全国的iζ多くの人びとの注目をあびた。環濠は幅4～5m・深さ2～3m・
〈注1) （注2)

全長500mを越える巨大な遺構で49年調査の同遺跡北側周濠との関連で，弥生時代前期末か

ら中期初頭にかけての高地性集落をめぐる環濠と判明した。他lζ同様の高地性弥生集落を囲

む環濠iζ，神奈川県の大塚遺跡，福岡県の比葱遺跡などが最近報告されてれ3~。環濠を集落
内の生命 ・財産を外敵より守る人工的構築物と判断すると，それは械であり，城は人類の歴

史とともに発生したという乙とができる。『古事記』『日本書紀』などに城 ・柵 ・関などが散
、なき みずき

見し，また稲城，＊城，関塞，城柵などの文字が用いられている。近年礎石の発見で注目を

あびた高安山城（奈良県生駒郡）をはじめ，瀬戸内海から北九州にかけて遺構のみられる「朝鮮

式山城」「神箆石」などがそれに含まれる。また多賀城，秋田城，払回柵で代表される中央政

府によって管理された東北地方の城柵も，出先機関としての古代の城館である。

やかた

下って源平争乱期に至ると，居館中心の時代とはいえ，軍記物語lζ臨時の築城と推定され
さかもぎ おうて からめて （陀4) （注5)

る逆茂木・柵・堀切りとか，追手 ・揚手 ・ーノ堀 ・二ノ掘 ・木戸 ・矢倉とか，「J構城 深溝」

などの文字がみられる。 いずれも外敵の侵入を防ぎ生命，財産を守る人工的構築物である。

外敵の侵入を防ぐ手段を防禦と仮定すると，城と館との相違点をこの防禦と攻撃に分離し

て，防禦に重点を置いたのを館，敵を攻撃する構築物lζ重点を置いたのを城または城郭と規

（注6)

定する説があるが，防禦と攻撃を判定する基準が陵昧である以上， 江戸時代の平和な時期の

軍学者の考え方を踏襲するこの説は，

説得力に欠けるうらみがある。

鎌倉期から室町末期までの中世の城

郭は，「山城」 が主流という通説があ
お右ち

る。福知山市大内の「大内城跡」の発

掘が開始され，その遺構，出土造物が

新聞で報道された記事にはき まって

「中世山械のノレーッ」という表現が使

用されたし，「戦国期までの城は戦闘を第 47図 鬼ノ城跡（岡山県）水門石垣

弓
i
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第3冊京都府遺跡調査報告書

〔注7)

主とした山城で，平時における居館とは別になっているのが一般であった」（傍点筆者）と説

「平

城」の三つがあり，近世の城郭（乙れを「近世式城郭Jと仮称する）の流れとして山城→平山城，

山城→平城の変化がいわれている。城郭史をマクロ的に見た時，

「平山城」かれている。江戸時代の軍学者の区分に，城郭の立地条件によって「山城」

乙の大雑把な考え方もある

程度説得性がある。しかし城跡を歩いてみると ， 特に中i:!i のお~郭（乙れを「中 lit式城郭」と仮称

乙の分類はほとんど無意味である。ガイド・ブック的啓蒙書に，山
（注9)

城とは約100111以上の械と書かれているが，100111ほどとは何なのか，著者も説明に苦しむだ

する）を踏査してみると，

ろう。

数多い中世式城郭の実状は果してどうなのか。水藤真氏の『日本城郭大系』第11巻（京都 ・
（注10)

滋賀 ・福井篇）を整理 ・分類された付表12がある程度解答を与えてくれるのではなかろうか。

越前固という一地方のものであるが，総数349械のうち，山城は計125城で約40%であり，

平地の城館は154械で約45箔であって，中世は山城という通説とかけはなれている。政治的動

乱の激しかった中世末期に戦国大名化した国人たちの拠点が要害を重視したいわゆる「山城」

または小正陵の館式の城郭が全l乙移った実状があったにせよ，居住性をより重視した平地，

休として優位を占めている。水藤氏の整理された「山城」「平地の城館」の基準は不明である

『福知山市史」第二巻に集録された市内で確認された61城を，山鐙または周辺の集落よが，

りの比高に分類してみると付表13のようになる。

ここでもまた居住性をより重視した，比高40m以下の城郭が約56$ぢで多数を占めている。

越前における城飴の｜時代および地域的分布
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丹波地方の中世城郭について

付表 13 福知山地方の中世城館比高別分類

（番号は本主主末付録 「丹波の城飴一見」による〉

比 8 牧！苦 館 29 高畑 城 48 観音寺城 58 凹野 城

高 i11 横問城 32 水内館 50 高橋屋敷 59 大内城

15 12 岩 井砦 33 福知山城 51 多保市城 60 仁田 城
ffi I 

以下 15 奥野部館 37 中村城 52 正後寺城

20 口授原城 45 回 調j 館 54 荻原 城 18 

47 洞玄寺城 ［比 I 2 竹 石城 25 矢見所城 39 上利減

高I 13 和久城 26石井城 40 山ケ市城 57 岩間城
40 16 新庄 城 28 羽 合 城 41 報恩寺城rn 

以下 1' 17 半 田城 35 猪崎城 43 私市城

19 狸谷 城 38 池 部 城 46 土 Ri!i 城 17 

10 荒河 城 27 笹尾砦

比 3 金 山城 14 宕 ケ端城 30 荒木山城 53 堀越城

高 4 ；十日村城 18 今 'ii. 城 31 切岸山城 55 上安場；城

40 5 天半寺城 21 ヒエガ谷城 34 鬼ケ城 56 浅木山城 i

以上rn i 6 堂屋敷砦 22 烏帽子山城 36 将監山城

7 牧城 23 綬 原 城 42 高蓮寺城

9 狭間城 24 t功水城 44 愛宕山城 26 

言「 61 

時 期 耕地面積 典 拠

平安 中期 ｜昨 ろ｜ 叩 ；川 ねl 名抄
室 町中期 1450年ζろ 946町歩 .100 0 拾 芥 抄

江戸時代初期 明日 1回附γ一帳
江戸時代中期 1720年どろ 2,970町歩 .313. 9 町 歩下組帳

明治初期 1874年ごろ 3,050町歩 322.4 第 1回統計表

比高約40m以下の城郭ではそれ以上高い城郭と異なって，その山麓部lζ館跡らしい遺構は認

められない。居住性を重視したということは，在地小領主という言葉が表現しているように郷

村支配，在地支配が乱立する国人領主のよって立つ足場である以上， 当然のと とであろう。

ここで比高とか居住性という場合，考慮しなければならない視点がある。鎌倉期より室町

末期，すなわち中世の時代とそれ以後の近世の時代との相違である。中世末から近世初頭に

かけての領主権力の集中化と，それを背景としての用水土木技術の発達によってもたらされ
（注11)

た沖積平野の利用である。大石慎三郎氏の耕地面積推移の付表14をみてみよう。

平安中期より室町中期頃までは比較的変化の少なかった耕地が，近世lζ入って飛躍的に増

加しているが，乙の推移はそのまま居住地のより低下であり，中世式城郭の占地の比高を考

える場合大いに参考になろう。「山城」「平山城」「平城」という大雑把な分類では中世式城

付表 14 明治以前耕地面積の推移 郭は律しきれず，居住性を

重視した館に防禦，攻撃の

施設をほどζ した館城の型

か，居住性よりも要害を重

視した立地の山城かの分類

の方がより実態lζ適してい

ハ叶U44 
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る。そして室町末期のいわゆる戦国期を除けば後者は普通臨時の，一時的なものであったの

であろう。南北朝期から室町中期にかけての館と要害性を重視した山城，または砦との距離

は，さほど密着していない。鎌倉期に関東より地頭として西丹波（兵庫県下の丹波）に西下し

た久下氏の館跡と玉巻城跡との距離は約 lkm，同じく芦間氏の館跡と伝える瑞雲寺周辺より，

東芦田の城跡の山麓まで同じく約lkm，福知山の大目地区の台地にある屋敷跡と伝える遺跡

より，金山城跡との距離は約500mである。しかし中世末期の八上城跡，八木城跡，黒井城

跡の遺構lζは，背後の山城と結びついた山麓の館（根小屋）という典型的なセットがみられ

る。この居住性の館と要害性の分離が重複し，一致して近世式の城郭lと発展するのであろう。

第2節 中世城郭の発生

『吾妻鏡』『玉葉』などの中世初頭の記録に，中世城郭が数多く登場するが「佐竹冠者於
（注12)

金砂 築城壁 固要害，彼城郭者構高嶺也」としるされているように，防禦を重視したいわ
（注13〕

ゆる山城か（比高150m），「引能 上野国寺尾館」とある館に大別することができる。 この
（註14)

「寺尾館Jを同書は，別の記事で「引籍上野国寺尾城，来軍兵Jとあるから，館と城郭の区

別は陵昧だったようである。

昭和57年ほぼ発掘を終了した福知山市の大内城跡は，丹波地方の中世城郭を考える場合，

そのルーツ として価値が高いものである。発掘地域が方lOOm程度の中心部分だけで，西側

の一段下った股曲輪風の一郭は表面よりの推定であるが，出土造物から平安末～鎌倉初期と

判明した。出土遺物のうち約 1割の200点程が，当時として貴重品であった中国製陶磁椀，

皿 ・合子などであった。平安末～鎌倉初期は中世城郭の発生の時代であり，発掘部分の東方

尾根筋lζ残る三条の空堀，建物遺構の発見された中心部をめぐる約2m低い腰曲輪風の削平

地，周辺部の低い土塁など，館より城郭への過度期の遺構である。資料に乏しいが，鎌倉初

期の館跡と伝えられる遺跡に，福知山市牧の“牧居館跡”があり，比高も大内城跡とほぼ同

様で10～15m，大内城跡発掘の成果より当時の有力者の居住跡と推定することも可能であ

る。

平地の館跡と伝えられる遺跡は，地頭または新補地頭として鎌倉期に関東より丹波に西下

してきた久下氏，芦田氏，足立氏などの館跡があるが，その立地上開発の波に姿を消してし
やまがい

まっている。昭和57年西丹波の山垣地区（青垣町山噴）で箇場整備中に，水田の中から方80m,

その周回を堀跡らしいl幅3mの細長い水田が確認され，北方200mの山垣城跡とのセッ トで
（注15)

「山垣館」と推定されたが，その詳細は不明である。

平地または小丘上の館lζ対して，要害を重視した山城が丹波で史料lと登場するのは，鎌倉

円
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丹波地方の中世城郭について

末ないし南北朝期からである。『太平記』なとに登場する山城として「高山寺城」（氷上郡氷上
せきがん

町）「石寵寺城」（氷上郡岩屋）などは，その名の通り山上の寺院を利用した臨時の要害で，現

在でも遺構らしい削平地が確認できる。南北朝期に登場する（「片山文書：」 「久下文書J『太平

記』）城郭として，丹波守護仁木頼章のよった佐野城（高見城），一時守護代を勤めた荻野朝忠の

ょった竜ケ城，和久械，荒河城，雀部放などがある。 そのうち代表的な山城である竜ケ城と

佐野城をみてみよう。

竜ケ城は福知山の中心部より北西約20km，字常願寺にあり標高645mの城山の頂上部分lζ

遺構がある。数百メ ートル級の山々が但馬の出石に抜ける国境にあって，ラクダのコブ状lζ連

なる最高峰の一つで，現在では代表的な過疎地帯であるが，中世の交通路が山麓を通り，往時

は丹波と但馬の接点としての要地であったようである。第48図でみるように，東西約42m・南

jヒ8mの主郭部と， その主郭部をとり巻く幅約4～5mの腰曲輪という単純な縄張りで，他Iζ

北西尾根筋先端iと虎口と推定できる細長い曲輪のみで，中世末lζ出現する山城のように山腹

部，山麓部lと遺構らしい削平地は認められない。内部を石積みにした井戸跡は存在するもの

の， 居住性を無視した要害重視の山城である。

ぬぬ ぎ

『太平記』に「12月25日（正平9年）山名時氏（直冬党）等7千余を率いて沼貫荘，佐野城下

を過ぎ上洛，仁木頼章憧れて傍観」とある佐野城（高見城）の遺構は，氷上郡氷上町佐野にあ

る。氷上町から柏原町にかけて300～400m級の山塊があり，その最高峯が標高485m・比高

約330mの城山で，要害は西丹波随ーであろう。しかし，頂上部分の中心部は比較的狭く，南

f、d勿勿務砂防>i"

むの

'-----'--------' "' 

第 48図 竜 ケ城跡略図

北約17m• 東西約lOm の最高

所にある曲輪から北方へ階段状

lζ三つの曲輸が並び，全長約

70mである。その他lζ尾根尾根

lζ，削平地の曲輪跡が5か所確

認できる。北端の4郭目の曲輪

跡にわずかな土塁の遺構が認め

られるが，堀切り，竪堀その他

の遺構はみられず，中世末まで

使用されたとは思われぬほど古

風である。 もっとも最高所の曲

輸の一部の石積みとか，山鎗部

の嶋野口， 佐野口などの居住性

の高い遺構は中世末の赤井氏の
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第一 49図高見城跡 l略図

子になる修改築であろうが，山頂の中

心部分は，地形を利用するだけの初期

山械の素朴さをとどめている。

第3節城郭史よりみた大呂

地区と豊富地区

福知山の市街地から北方lζ約 8km,
おおろ

名刺天寧寺のある大呂地区は，現在で

乙そ“うなぎの寝床”のような細長く
第 50図 高見城跡遠望 （明日野口より）

まがりくねった山峡の寒村であるが，古代から中世にかけては丹波と丹後，丹波と但馬を結
（注16)

ぶ交通の要衝であった。乙の大呂を含む三岳，金山，上川口， 下川口一帯が中世の佐々木荘で，
〈丹故〉 〈佐々 木〉 〈下山保〉 （地頭職〉（注17)

鎌倉期iζζの「たんはのくにささきしもやまほのちとうしき」として関東より入部したのが

金山氏である。

金山氏の庶流は桐村氏を称し， 主流を補佐し，乙の一族は戦国期まで，この地区を根拠地

として活躍した由緒ある国人である。乙の大目地区lζ，金山館［跡と伝える遺跡と三つの中世



汁波地方の中｜主城郭について

第 51図 大呂地区域館配置 図 （1/50,000「大江山」）

1：金山城跡，2：金山館跡， 3：桐村城跡，4：天寧奇城跡

式城郭造構が残っている。金山館跡と伝える遺跡は比高3～5mの丘陵端で，現在畑地と化し

て遺構を確認できないが，ほほ旧状をとどめている三つの城跡は，中世城郭の変遷を考える

場合興味ある遺構をとどめている。
きりむら

小字奥谷にある桐村城跡は， 標高29lm ・比高約180mの頂上部に遺構があり，南北で約
きた

lOOm，東西の長い方で約70mが城域である。 北方の喜多側が大手， 南方の奥谷側が揚手と

思われるが，登山道が雑木に埋まって，現状では確定できない。南から北にのびる尾根筋に

7～8の曲輸が連郭式に並び，頂上部の主郭部分から東に下る尾根筋に，小さな曲輸が三つ

程確認できる。 主郭部は約lOm四方で，北から東の部分に約lm低い腰曲輪が二段付属して

いる。そ してその北方に，曲輪跡と推定できる削平地が三つ認められる。主郭部の西方は幅

2m程の堀切り， さらにその南方に細長い曲輪が三つ確認でき，建物跡らしい盛土遺構もある。



京都府遺跡調査報告書第3冊

土塁i品格は確認で上述のように堀切りの迫構が一つあるものの，

イ、l表 15

金111・:m村氏略系図
もっぱら曲輸の高低差で防禦！用としたようである。その高きず，

頂上部分以外に迫構は認められず中低差も0.5～lm程のもので，
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域で，大小合わせて20余りの曲輪跡が確認できる。頂上部の東西

南方約lm低く腰曲輸が付属約40m・南北約20mが主宇1）部分で，

そして西北尾根続きに二条の堀切りと 2つの曲輸があしている。
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丹波地方の中世城郭について

西端の曲輸は幅数m，長さ約40mの細長いもので，普通 “馬場跡”といわれる遺構である。主

郭の南方大手側は，山麓から中腹にかけて三つの曲輸が階段式に並び， 最上段の世l輸は東西

約15m・南北約17mの広さがあり，そこには井戸跡が三つありうち一つは現在でも水をたた

えている。主郭の東北方約7m低く，約13mlC9mの曲輸があって，その西縁lζ土塁の盛土が

認められる。主郭から東方に下る尾根は5～6mの段差をもっ約lOm四方の曲輸が階段式iζ並

んで，その東側に，掘切りと竪掘を結びつけた空堀遺構がある。上辺部で約5m，底辺部で約

1. 5m・深さ2m以上の乙の竪掘は，との地方では最大級のもので，乙の東方にさ らに堀切り

と二つの曲輸跡がある。そして南方へ下る大竪掘に並んで南に向う尾根筋の中腹までに三つ

の曲輪と掘切りと土塁，その南下lζ四つ程の曲輪遺構が確認できる。頂上部から南に下る尾根

筋の曲輪群（上述の水をたたえた井戸跡のある曲輸を含む）と，前述竪堀西側の曲輪群との谷

聞を，土地の人は風日谷と呼んでいるが，との風目谷lζ大手道があったのであろう。なお，風呂

谷南方の比高40m程の丘陵lζ，砦跡とも推定できる削平地と土塁遺構があり，その西方に“金

山館跡”と伝えるところがある。

金山城跡は前述の桐村城跡の遺構と比較すると土塁 ・堀切り ・竪堀 ・曲輪群の高低差，さ

らに山麓部分の居住性を重視した曲輪跡など，すべての点で新しくすぐれている。規模はそ

れ程大きくないが足利将軍の奉公衆として 「丹波金山衆」といわれた金山氏の本拠地らしい

遺構を残している。しかし鎌倉期から南北朝期にかけての初期には，桐村城跡同様山頂部分

のみの，単純な築城ではなかっただろうか。奉公衆として将軍に近侍する一方で6代持実，
u午18)

7代元実は「早歌伝承の名家」と しての活躍が 『実隆公記』などに記されている。 在地の経
（注目〕

営は家宰的立場で庶流桐村氏が宰領したようであるから，室町中期以後の金山氏の最盛期に，

桐村氏の手によって修改築が加えられたのではないだろうか。

家宰的役割を果していた桐村氏が，いつごろ主流金山氏をしのいだのか。 地元に残る記録
（よ〉

では永正7(1510）年の「桐村保実下山保内 桐村於字自の地頭職，上下保本所分の代官職を
（注20〕

正継に譲る」以外，正確にはわからない。しかし 『妙竜寺文書』 『桐村文書』などによって

室町末期には，金山氏が占めていた菩提寺天寧寺の大檀那の役割だけでなく，主流から離れ

て自立した相村一族の動きがある程度裏付けられる。 ζの自立した桐村氏の手によって修改

築された城郭が天寧寺裏山の比高約80mを占める天寧寺城ではなかろうか。

支量寺城跡は南北で約200m，頂上部から東にのびた尾根筋に約80mが城域で，曲輸の数

は大小合わせて10～13郭，その規模は金山城跡よりひとまわり小さい。しかし，山頂部分の

ほぼ中央に長い方で約6m，短い方で約5mの三角形の盛土があり，この盛土は周囲の曲輪

より約1.5m高い。周囲の帯曲輸は幅の広い北の部分で約Sm，狭い東北部で約4m，南の部分

で約5mあるが，この一郭が中心部の主郭で，中央の盛土が矢倉台であろう。とのような
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丹波地方の中世城郭について

主郭部の盛土遺構を，そ

のまま近世式城郭の天守

台に短絡的lζ結びつける
（注21)

意見lとは不審が残るが，

主郭部の一隅または中央

部に矢倉台風の盛土をつ

くる方法は，中世では新

しい手法である。主郭の

北側に 2m低く，長さ 20

m ・幅約15mのやや広い

曲輪， さらに北側に4m

低く，幅約9mの曲輸が

l¥ 0 ------- i 帯曲輪風lこ，北から西に

八 c一1〕川
」_L一＇－ム一 J_」 f

第 54図 天寧寺城跡略図

' ' 

めぐっている。この「三

ノ曲輪」ともいえる削平

地の北西縁に土塁の盛土

が一部残っているところ

から推定して，往時はこ

の曲輸の三方は，土塁が

めぐっていたのであろう。

乙の曲輸の北側は，堀切

りをはさんで見張台にも

利用できる上辺約2m程

の土塁，さらに北方閣手口の防禦のための曲輸が二つ確認できる。そしてこの「三ノ曲輪」西

南の一隅に，虎口らしい遺構があるところから推定して，この「三ノ曲輪」西側下を通りさ

らに右折して堀切りを経てから左折する，手のこんだ通路が揚手道だったらしい。主郭部か

ら東に向う曲輪群はほぼ中央に掘切りがあり，この堀切りの東lζ三つの曲輪が階段式に並ん

で，この方面が大手口だったようである。堀切りの西側（主郭側に）に二つの曲輸が続き，主

郭の腰曲輪風になっている曲輸の東南隅に虎口風の遺構が認められる。

上述した主郭部の中央の矢倉台風の盛土，掛手コースの堀切り，または空掘を通る複雑な

虎口遺構等から大目地区の三つの城跡の中では，乙の天寧寺城跡が最も新しいものと考える。

-157-
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福知山余地の西北部は，南の兵庫県境の山地より発して東北に流れ本流の由良川に注ぐ和
とよとみだに

久川の河谷（豊富谷川ζ接しているが，この豊富谷の奥行は約lOkm，最大幅で約1.3km程で，

乙の地方では古くから聞けた一帯である。この谷lζは発掘調査が終った国鉄電車基地一帯の
あまてるたま

古墳群，和久寺廃寺とその周辺の古墳群，半田の条里制遺構，今安の式内社天照玉命神社な

ど多くの遺跡がある。そして古代の山陰道からわかれた「丹後支道」もまた，西丹波の氷上か
はや し

ら11取を越えて乙の谷の拝師周辺のコースを通っていた可能性が強い。

城郭遺構の分布もまた，この一帯は異常’lζ多い。特に今安集落から豊富谷の開口部荒河，

新庄にかけては，わずか3km程の区聞に，現在までのところ和久川北側で大小（砦跡と思われ

るものを含めて）あわせて8かBT，そして南側に4か所の遺構が確認される。 それだけ城や砦

を必要とする事態が時間的lζも回数的にも多かったのであろう。

「片山文書」「久下文書J「三宝院文書」などによると建武3(1336）年より暦応2(1339）年まで

に，ζの地区の和久城，安良賀城（荒河）で合戦があり，『園太暦』，『太平記』には文和4(1355) 

年から数年におよぶ丹波守護仁木頼章，頼夏と足利直冬党の山名時氏との執助な攻防を伝え
（佳23)

ている。また室町末期の永禄年聞には「夜久文書」，「桐村文書」などによると，この豊富地区
（注24)

で西丹波の荻野 ・赤井勢と守護代内藤氏傘下の「天田郡馬廻衆」との合戦の記録があり，
(/l25) 

「また丹波でも荻野悪右衛門尉は敵方の内藤備前守ら七百余人を討捕って一国を平定j「昨

二日於丹波内藤備前守討死 翌三日に聞了， 松永甚介 卜云仁， 其後蓬雲ト申由仁，則霜台
（目26)

（久秀）の弟也」とある内藤備前守宗勝（蓬雲）の討死の地は，この豊富地区の可能性が濃厚で

ある。

豊富地区にある16の城郭遺構のうち「久下文書」 「片山文書」に登場し， 『園太暦』によ

ると南朝方の足利直冬が上洛の機会を溺ってしばらく滞在していた 「和久城」は，何らの表

而調査もなされずに破壊されて久しし、。ただ，比高約50mの茶臼山として，ある程度の府

住性も備えた遺構と推定できるのみである。また「久下文書」「片山文書」に登場する委員

賀城は中世末期の修改築で，後述するように，南北朝期の遺構はみられない。南北朝期の山

城遺構と推定できるものに今安城跡がある。式内社天照玉命神社の裏から和久川を渡って約

500m, i標高102m・比高約70mの独立圧の頂上部分に遺構がある。三角点のある主郭部分は

東西約17m・南北約28mの削平地で，北方に2～3m低く階段式に二つの曲輸がある。大手筋

と思われる南側lζSmlζ9mの曲輪，さらに3m低くlOmiζ7mの山輸が連なり，との曲輸の東

西は帯曲輪風lζ北lζのびて，上の曲輸を固めている。 以上が頂上部で，この部分から東西に

のびる尾狼筋にも曲輪跡が二っと，土橋で結んだ漏切り跡と思われるくぼ地が二つ，さらに

先端部に見張り台らしい約6mの削平地がある。頂上部分から福知山の市街地の眺望もきき，

桐村城跡同様の古い遺構から推定して和久川北岸の荒河城とを結んだ南朝側の山城遺構であ

口
δ



丹波地方の中世城郭について

第 55図 監事地区城館配置図 (1/50,000「福知111」）

l：狭間城跡，2：荒河城跡，3：横問城跡，4：岩井砦跡，5：岩ケ端城跡，
6: 奥野部館跡，7 和久城跡，8 岩井砦跡，9 笹尾特跡，10：狸谷城跡，
ll: 新庄城跡，12：半田城跡，13:今安城跡，14:口榎原城跡，15：ヒエ
ガ谷城跡，16：榎原城跡
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ろう。

まだ防禦施設の不十分な館跡
おくのベ

をとどめているのが，奥野部集

落の民家の北側，村中池の東に

ある遺構である。比高約10～15

m，東西約25m・南北約80mの

丘陵上lζ3～4郭の曲輪跡が確

認できる。土塁，堀切り遺構も

認められるので中世初期の館跡

でなかろうか。

居住性を重視したままで防禦，

攻撃の施設をほどこした小丘上

の“館城”ともいえる城郭K，半

田誠，新圧城などがある。中世の史料が乏しいので遺構から推定する以外に方法がないが，

i:l'J 56図 今安城跡略図

室町期を通じての在地土豪の拠点であろう。半田集落から和久寺集落lζ通じる宮前橋を渡
はんだ

った左手で，比高約30m，東西約90m，南北で約20mの城域が半田城跡である。耐のある

東端の曲輪から西南の尾根伝いに，四つの曲輸が連郭式に速なっている。 その最西端の曲輸

が最高所の主郭部分で南北約lOm • 

東西約7m，西側の堀切り側に低い土塁

の硲土がみられる。 2m低い二郭目の

rtu輸は，東西約25m・南北約16111と最

図II I も広い削平地で，O.5m程の低い土塁で

図｜｜ ｜ 三番目の曲輪と速なっている。この二
図

問II~

第 57図 奥野部館跡 略 図

日
U
ハh
u

郭自の曲輸の東南関が大手虎口と推定

できるが， 反対側の西北隅lとも虎口ら

しい造j怖があり，約3m低い外側に“武

者隠し”とも思われる小曲輸が付属し

ている。三郭目と四郭目との聞に幅約

2. 5～3m の婦切りがあり， 乙の掘切り

を通って北側から前述の“武者隠し”風

の小曲輸に至るコースもあったようで

ある。そして堀切り東方に，小山輸が
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第 58図半 田 城跡略図

三つ確認できる。
えばら

半田誠とほぼ似かよった城跡K，豊富谷の最南端といってよい奥榎原の集落に榎原城跡が

ある。麓の道を南lζ向うと穴裏峠lζ至り，兵庫県の東芦田に達する。標高160m，比高約70m

の尾根上K遺構がある。長い東西で約120m，南北の幅で約30mが披域で，上辺約4m・深さ

約2.5m程の二つの堀切りで，三つの肋輪群に区分されている。東方の集落側の曲輪群が中核

部分と推定でき，主郭は東西約10m，南北で約20m,O.5m低く西側に小曲輪がつき，との

小曲輸の西の堀切り側が土塁風の盛土となっていて，南隅lζ虎口遺構がある。盛土lζ虎口の

防禦の矢倉風の建物があったのかもしれなし、。主郭部の北から東にかけて約3m低い，幅5m

程の帯曲輪がめぐり，その東縁の一部に低い土塁の跡が残っている。主郭の南側にも幅6m・

長さ15mの腰曲輸が付属し，東隅lζ労戸跡ともとれる窪地と，その外側に土塁跡の造構が認

められる。堀切りの西側は方約lOmの曲輪と， lOmと12mの二つの曲輸が東から西に連なっ

て，二番目の掘切りに落ちている。そしてとの堀切りから西方は，細長い削平地となって，

その先端は地山とも，曲輪跡とも判別できない。

東から西lζ連なる三つの部分のうち，大手道が南を通る東の曲輪群が最も固い防禦施設を

ほどこしていることからみて，当初は乙の一帯のみが「詰の城」的役割を果していたのを，

ある時期に西方に拡張したのであろう。
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第 59図榎原城跡略図

同じ地域にありながら榎原城に比較して，主郭の中心部分をゆったりとした縄張りをとっ

た城郭遺構に，北方約lkmの口榎原集落のヒエガ谷城跡（記録，伝承lζ洩れている城跡で地名

より仮称した）がある。標高160m，比高約lOOmの頂上部東西約55m，南北約65mが主郭部で，

乙の主郭の西北隅にlm低く揚子虎口を固めた腰曲輸が付属している。そしてこの二つの曲

輪を輪郭式に約3m低く，最大幅6m程の帯曲輸がめぐっている。さらにこの帯f油輸の北側，

西側，南側の一部を（東側と南側の一部は土砂崩れで埋ったのか，現在十分に確認できない）

約3m低く空堀がまわり，その外側を土塁が囲焼している。土砂と落葉で埋まっている空堀

の上辺は2m余り，深さは現在O.5m程，外周の土塁の上辺は広い部分で2.5m程ある。空掘

を土橋で通した北方が大手口らしく，土塁北方にも曲輪跡が2'3確認できる。中核部分の

比較的余裕のある曲輪と輪郭式の帯曲輪，その周囲をめぐる空掘と土塁という単純な縄張り

から推定して，豊富谷侵攻の西丹波の荻野 ・赤井勢の足場としての役割をもった械であった

のだろう。

和久川北側の荒河城と南側の和久城（前述したようにホテルの建築で遺構の大部分がl波法

されてしまった。長さ約250m，幅70～80mの城郭で， 5～6段の高低差の削平地があり，当

地方では最大級の中世式城郭であった）が，その規模 ・遺構からみて，豊富地区の中心的城

郭だったようである。
あら泊三

その荒河城は，武神社の裏山lζ遺構がある。豊富谷からみると一見独立した男山にみえる
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第 60図 ヒエガ 谷城跡略図

が，東部から入りこんだ谷で二つにわかれ，高い北の峯で標高102m，比高約90mである。現

在荒河地区の共同墓地となっている南の峰（標高約50mで「置山古墳群」と呼ばれる遺跡が

ある）にも曲輪跡らしい削平地があるが，中核部のある北の峯の曲輪群は，比較的往時の遺構

をよくとどめている。最高所の主郭は約7m四方の曲輪で，lm低く輪郭式にその周囲を幅

6m程の曲輸がめぐっている。乙の曲輪から東北方に約1.5mの段差をもって三つの曲輸が並

び， さらに約5m低く幅（東西），7m長さ （南北）約13mの曲輸が付属している。仮りにζ

の曲輸を 「六ノ曲輪」と呼ぶ。この曲輸の先端Iζ小曲輸が二つあるが，乙の 「六ノ 曲輸」 の

東南縁に3条，反対の西北縁lζ2条の竪堀が確認できる。普通 「畝状竪堀」 と呼ばれる形式

のもので，荒河城跡の特徴の一つである。この複数の竪掘は，中世城郭の年代判定の可能性

を秘めた貴重な遺構である。地域差はあろうが乙の手法の竪堀は，越後では永正～天文年間
〈桂'29)

(1504～1555），畿内では天文～永禄年間（1532～1558）と推定されている。また，との頂上中

円

ο
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核部分の曲輪群を鉢巻状にまわる通路

もあり，その北西隅に両傾面の竪掘を

結びつけた堀切りをへだてた「乾ノ出

曲i」とでも呼んでいい曲輪群の一画

がある。小規模ながら三つの曲輪から

なり，別郭の遺構をとどめている。中

核部分の西南方の大手口に小さい曲輸

が三つ続き，中腹の曲輪群lζ至る。下

の段が約6～20m，中の段が約6m四方，

上の段が約6mIζlOmほどの三つの曲

輪跡は現在竹林となっているが，居住

性の強いー函である。居住性といえば，

この中腹の曲輪群と谷一つへだてた時

広稲荷の桐のある一帯も三段からなり，

水をたたえた井戸もあって居住性が強

い。部落の共同墓地のある南の峯の古

風な（古墳をそのまま 利用したとも思

われる）曲輪群にくらべて， この居住性

。、
」 L ー’「

第 61図 )'.ii河城跡略図

の強い二つの曲輪群と，その背後の頂上部分の遺構は，中世末期の山城遺構をよくとどめて

いる。寛政年聞に書かれた『丹波志』によると「古城主 山吹将監高信ト云・ー（中略）荒河伊

達右衛門居住シ逆意ヲ以テ山吹将監ヲ討其／勢デ茶臼山（和久披）ヲ責落シ村上勘解由介ヲ追

落ス ト云」とあるが，岩井砦，横岡砦を左右にもつ乙の荒河械は，単なる一土豪のよった械で

はあるまい。永禄年間の丹波の運命をわけた内藤 ・荻野合戦lと和久城とともに本拠地となっ

た中世末期の山城であろう。そう推定すると，荒河城跡より西南約400mの岩ケ端城跡の遺構

がよく納得できる。
いわがば江

岩手ケ端城跡は和久川にのぞむラクダの背のような小正陵上にある。現在国道9号線で岩井

砦，荒河城跡と切り離されているが，往時は一連のE陵であり，居住性を欠く実戦的な縄張

り遺構からみて，この岩ケ端城は荒河城の出械的役害ljを果していたのであろう。 北から南に

のびる先端の曲輪（現在，旭山鬼子母神の伺のあるところ）は，標高約40m，比高30m,30m 

lと40mの広きで東隅に高さ0.Smの矢倉台らしい盛土があり，東側（国道側）に幅1.Smほどの

空堀がある。尾根続きの北側は上辺約6m，底部で2m，深さ約Sm程の堀切りがあり（この堀

切りは東にまわって上記の空堀と連絡している），北方の曲輪群と切断している。堀切りの北

-164-



第 62図 岩 ケ端城跡 略図

丹波地方の中世城郭について

方にせり上る尾根筋には小さな

曲輸が連郭式lζ六つ並び， 北端

の標高約50mの幽輪群lζ至って

いる。この北端の頂上の曲輸は，

15m l乙30mの広さで北から西，

西から南という三面の外縁lζ

土塁があり，現在でも上辺 lm,

高さlmの盛土遺構の一部が残

っている。そして約4m低 く

帯曲輪がめぐり，さらに南方二

段に腰曲輸が付属して堀切りと

なって，前述中央部の六つの小

曲輪群Iζ連なっている。小さな

谷をへだてて西側の，同じ南方

にのびる尾根筋の最高所（標高

約70m）と，その先端部にも城郭

遺構と思われる削平地があるが，

この方は古風な砦跡であろう。

和久械， 荒賀城を中心とした南

北朝期の戦乱lζ，この正陵一帯

も砦群として使用されていたの

を，中世末期の争乱時lζ荒河城，

和久城とともにこの岩ケ端械に

も修改築の手が加わったと推定することができる。

豊富地区の城跡の中で，中世末期の新しい手が加わったと思われるもう一つの遺構に，新

圧城跡がある。岩ケ端城跡から西南方に約900m，同じ和久川の北岸に粟島神社があり，その

西裏山に標高47m，比高約30mの城郭遺構がある。東西で約140m，南北で約70mが城域で，

中央部の堀切りで東の曲輪群と西の曲輪群にわかれる。東の曲輪群は， 曲輪跡と恩われる粟

島神社境内を含めて7郭，段差約2mの不整形な曲輸が東西lζ四つ連なり，南側（和久川方

面）を帯曲輪，北側にも約3m低く二つの腰曲輸が付属している。 最高所の堀切り東側の曲輸

は， 東西約llm，南北約16mで， 堀切り側の西南部lζ高さ2m，幅4m，長さ約lOmの巨大な

土塁風の遺構がある。見張台とも矢倉台とも想定できる。堀切り西側の曲輪群は，その数4

《
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第 63図 新庄城跡略図

郭，西端の曲輸が最も広く東西約20m，南北で約30mの方形で，この曲輸の西南部にも大き

な土塁遺構がある。 曲輪内からの高さ約3m・幅4m，長さllmの主義土で，乙の曲輸が新圧城

の主郭部と思われる。東北部lζ約2m低く 15m,17mの腰曲輸が付属し，二つの虎口部分の

遺構がよく残っている。主郭の東南部にも2m低く幅約7m，長さ約40mの細長い曲輸があり，

北側に建物跡とも思われる盛土がある。 ζの西曲輪群で注目されるのは，主郭部の南から西

をめぐりさらに北へと回る空堀遺構である。上辺部約6m，底部で2m，主郭側の深さで約

5mの規模をもっ空堀で，その長さ約60m, 主郭を半周して北側で竪堀となって麓iζ落ちて
いざき

いる。この主郭部をめぐる巨大な空堀遺構は，近辺では猪崎城跡（福知山市猪崎）にも，そし
たち （注30〕

て館城跡（綾部市館）にも認められ，中世城郭末期lとみられる新しい手法である。全体の縄張

りが居住性を重視したままで城郭化した“館城”風なものから推して，中世末期に堀切りから

西の一帯を修改築して中核部分を東から西へ移したものではなかろうか。『丹波志』の 「古

城ノ部」に新庄城の記載はなく ，ヒエガ谷城跡の空掘をより完成した手法から推定して，西

丹波勢の豊富谷征服後lζ手が加わったのではなかろうか。

n
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第4節複数の竪堀遺構について

白i凶~:iで荒河城の北端山輸で述べたように， ｛tj'.j斜面lと複数の竪堀を並べた防禦，または攻撃

施設を普通 “畝状竪掘”と呼んでいる。傾斜面を巨大な熊子でひっかいたような竪掘群で，
（注目）

畑の畝状かもしくは波形 トタンのような形状で，“日の目堀”とか“畝状阻塞”ともいう。畝

形の列は，荒河械のように5条のものから10条以上のものまで，また畝底の深さもlm前後

のものから2～3m，実戦的な強固なものから形式的なものまでさまざまであるが， 村田修

三氏の集計によると（1984年 1月現在），現在確認できる概数は，次表のように約131か所と

いわれている。

この分布状況のうち45城という， 3割ほどを占めている新潟県下の調査は，田中寅吉氏，

伊藤正一氏などの地元研究者の成果であるが，この「畝形阻塞」の出現，盛行の時期は，永正

付表 16 全国の畝形竪掘をもっ城館助一覧

府県 ｜ 城 館 名 ｜件数

一一一一「根城根井館根井下ノ館根井中後山館鋭ケ崎城高花館高寺城山平館 ｜

秋田 ｜館山館田代城館平館 小野城法領館臼館草井崎城影平館しなの館 l 22 

八口内城 湯沢城松岡城中屋敷館八幡林館 ｜ 

新潟 ｜『城郭大系』伊藤正一研究ノートでは峨 I 45 I 
長 野 ｜林小城山田城桐原城山家城埴原城 一寸－τ
｜福井 ｜一乗谷城 柏山城成山城文殊山城後瀬山城熊川城 I 6 ; 

岐 阜 ｜篠脇城 I 1 

滋賀 ｜鎌刃城勝楽寺城鳩岡山城 荒神山城 I 4 

京都i大戸城鹿背山城上林城 日置谷城荒河城位田城 I 6 
｜竜王山城貝那木城槍原城布施城万歳山城間ノ西山城祝戸城冬野城 ｜

奈良 ｜
｜鉢伏城秋山城椿尾城 ｜ 

兵庫 I ~：~城池谷城恒屋城仁位山城下土居城 光明山城 長福寺城 太田城 1 9 

広島 ｜笠城山城八幡山城比熊山城国広山城頭崎城 I s 

岡山 ｜岩屋城 篠葺城 I 2 

島平｜勝山城茶型竺J市城 三隅城三尾城山吹城戸城 一 I 7 -
山口 ｜若山城 I 1 

高 知 ｜岡蹴？ I 1 

福 岡 ｜妙見域住阪城秋月荒平城古処山城際取山城 I s 

佐賀 ｜波多城 I 1 
計 I131 
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～天文年間（1504～55）の越後の戦乱時で，それ以後の永禄年間ごろ築城された山城や，永禄
（注32)

年間上杉勢の出兵した関東や北陸地方の越後軍の城跡には認められないといわれる。また，

村田修三氏は，奈良県下の「畝形竪堀」は松永久秀入部前後の永禄～天正の初期と推定され

ている。越後を中心lζ数十年の聞に各地lζ拡がったようである。
かんばやし

昭和54年lと発掘調査された綾部市の上林城跡の尾根を削平して作られた「西曲輪」の東側

傾斜面（大子口側）から掘切りと，三条の竪掘が日の目をみた。竪掘は地山をU字状lζ掘りこ

んだもので幅2～2.5m・深さ lm・長さ13～15mの規模であった。そして曲輪跡傾斜面下の

大量の堆積層の観察から，この曲輸の台地には二度におよぶ大規模な土木工事が行われた

という。最初の工事は竪掘をつくり，尾根筋lζ幅lm・深さ lm・長さllmの堀切りをつ

くった時であり，二度目は曲輪の面積を拡大する目的で堀切り，竪掘を埋めた時であった
（注33)

という。との発掘調査推論からすると，二度目の時期には畝状竪掘の機能は，すでに不用に

なっていたのであろう。翌日年に発掘された頂上の主郭部分の遺構からみて，二度目のその

八

ハ
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第 64図 上林城跡西曲輪遺構実測図（「綾部市文化財調査報告」第7集より）
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;;rs 65図 上林日置谷城跡略 図

時期は天正の初期ではなかろうか。第6節で触れるが，半地下式の建物の礎石や主郭部南端

の矢倉台，または物見台（現地説明会資料では「天主台」と解釈している）などの遺構は，ま

だ近世式lζ達していない天正期の中世城郭であろう。

上林城跡の北方約1km，日置谷の裏山，標高240m・比高約90mlζ，複数竪掘の遺構をよ
へきだに

く残す城郭跡がある。日置谷城跡と しておこう。主郭部分は南北で約40m，東西で30mの広

さで，周囲を高さ1～Q,5mの土塁でかとっている。この中心部の東と南に2m低い腰曲輪，

南側の大手方面に，南北20m，東西16m程の2郭目の曲輸があり，前述の東と西の腰曲輪か

ら両方の傾斜面にそれぞれ竪掘がのびている。東側傾斜面に 4条，西側傾斜面に 2条，南方

大手側に3条，上辺約2～1,5m・深さ（畝底から畝頂まで）約2mの規模である。谷一つへだ

てた東方の尾根筋に残る曲輪数6郭ほどの遺構にくらべて，乙の日置谷城跡の中核部分は，

畝状竪掘だけでなく曲輸の配置，虎口遺構などすべての点で中世末期の新しい子法が比較的

よく残る貴重な遺跡である。

同じように畝状竪堀遺構をとどめる城跡に，大量城跡（塩員城跡）がある。国鉄胡麻駅南方

の大戸部落の裏山，標高310m・比高約llOmの地点にあり，南北にのびる頂上部の南北約38m

・東西約13mが主郭部で，北方5mイ尽く12m,13mの曲輸が付属している。乙の二郭の西側lζ

幅4～5mの腰曲輸が二段まわり，それぞれの曲輪への虎口遺構が認められる。規模は小さい

城跡であるがこの大戸城は乙の虎口遺構の複雑な縄張りとか後述する畝状竪堀， 北方の「鍛

治屋敷」と伝える曲輪跡などからみて，中世末に手の加わった城であろう。
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第 66図 大戸城（塩貝；減）跡略図

畝状竪掘は中心部の曲輸の東側lζ五条，西側腰曲輪北方lζ二条，上辺約2～1.5m・深さ約

2～1. 5mと日置谷とほぼ同じ規模である。そして北方にのびる尾根筋先端部に東西約18m,

南北約19mの幽輪跡があり，三方を高さ lmのニl二塁がめぐっている。「鍛治屋敷」と伝えられ

る削平地であるが，山鐙大戸集落にあったと思われる館機能の一部をことに移したのであろ

う。『船井郡誌』 lζ，塩貝将監がここに拠ったが，天正7年に明智光秀によって落城したと記

されているのみである。

いでん

綾部の市街地から由良川を越えて，北方の山頂lζ迫構の成る位田城跡は， 延徳元（1489）年

より明応2(1493）年にわたった「丹波の国一投」 の土家・国人たちの本拠地であった。 『蔭涼

軒目録JIζ「此日於丹波有大合戦。物部豊前守（守護代上原元秀の父賢家）為大将攻位田城。

々七ケ所有之。此城者外城也。攻衆百余人被討。 手負五百余人有之。城衆亦五六人打死。 此
(/.t34〕

内須智i!Jti三弟又打死失。J。また「敵陣不可久保。 技州 ・丹後勢等加国中之勢四敵城。止水手。

米中必々可敗績云々。位回構 ・須智構等見之。城中小勢也0 ffift然力攻事者不可成主官。」。 翌

々年の4年3月には守護細川政元，守護代上原元秀，備中の秋庭元重など細川の内衆が出

動せざるを得ない程の大規模な国一投であるが，地元で“位田の乱”といっているこの反苛護

闘争に立ち上った土豪 ・国人は荻野 .;jl智 ・大槻氏などと推定されている。 このよjト泉寺災｜｜｜

にある位田城は，1型：高212mの高城の曲輪群と， 尾狼続きに西南方lζのびる機高150mの低
ふるしろ

城の曲輸群にわかれ，「低城」は“古城”と呼ばれている。 しかし，その遺構からみて両曲輪群
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第 67図 位田 城跡略図

に新旧の差は認められず，その畝状竪堀群は丹波では随ーである。低城の曲輪群の背後をめ

ぐる竪掘は13条，長さ約12～14m，上辺の幅約2m・深さ約1.5mである。そして高城の西

南端の曲輪群の東傾面に6条，西傾面lこ8条ある竪掘はやや短く，長さ 6～Smである。こ

れまで，丹波で確認されている畝状竪掘をもっ城は， 5城である。しかし，すでに述べたよ

うに荒河城は形式的に流れ，大戸城，日置谷城，上林城は往時を推定するに足る造構をとど

めているが，質 ・量において乙の位田城は他を圧しており，；俊数竪堀研究の恰好の素材をと

どめている。
（首＇36)

細川京兆家の内衆の権力争いに敗れて，守護代上原氏がi没絡するのが明応4(1495）年であ

るから，現遺構を“位田の乱”およびその平定時に想定するのはやや危険であるが， 畝状竪

掘の宝庫である新潟県下の遺構との比較検討 ・地元の文献史料の発掘が痛感される。

第5節 中世末期の城郭

丹波地方の中世末期の城郭として，一応天正7(1573）年の明智光秀の丹波平定時に廃城と

月
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第 68凶 八 木城跡略 図（物部 機氏原図）

なった土豪，国人の城と規定してみよう。すでに触れた畝状竪堀遺構の残る荒河城，日置谷

城，大戸城や主郭部を巨大な空堀でかこった新庄城などはもちろんであるが，ほとんどの中

世の城郭がこの時期の動乱の波lこのまれて消滅したのであろう。しかし中世末期の新しい子

法，遺構をとどめている城郭を若干列記してみる。

まず規模において最大なものが八木城跡（船井郡八木町本郷）である。細川京兆家の丹波守
ゃがみ

設代として勢威を張り，自立化して国人化した内藤氏は八上城（多紀郡篠山町）の波多野氏，

黒井城（氷上郡春日町）の荻野（赤井）氏とともに戦国期の丹波を三分した強豪である。遺構の

ある械山は，標高330m，比高にして約220m，四方にのびる尾根筋に多数の曲輪群を連ね，南

北約1.3km，東の山鐙部分の「天神口」と西の山麓部分の「とこなげ口」聞は約lkm離れている。
〔I上34〕

城跡を精密に調査された物音I）氏によれば，曲輸の数は80郭以上といわれる。この曲輪数は本

郷部落東方，標高212mの出城， 堂山城やその尾根先端の砦まで含めた総数であろう。中世末

期の有力国人の拠った山城で，普通みられる中腹部での曲輪遺構がみられないのは， 傾斜角

60度以上という地形と地質が岩盤という理由ではなかろうか。

最高所標高330mlζ主郭部分があり（中心部の曲輸を「本丸Jと便宜上，近世式城郭の呼称、を
(/±3.¥) 

使用するのは正確ではなし、）中央部を東西にのびる土塁で，北のー画と南の曲輪群lと分断して

いる。この土塁は下部を石積みにした “腰巻き土塁”で，南の主郭曲輪からの高さ約2.5m, 
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第 69図 八木城跡主郭部実測図（物部礎氏原図，数字の単位はm)

西の肘｜輪からの高さ6～7m・長さ約20m，上辺は崩れているので不明であるが推定4～5mで

ある。丹波地方では最大級で， 多聞矢倉風の建物を想像することも可能である。この主郭部

から南方大手口側に六つの曲輸が4～Smの段差で連なっている。主郭部は約30ml乙18mの広

さで，西北隅lζ「金ノ間」と伝えられる約6m四方の石積遺構があって，天守台または天守台
(lt36) 

の祖型と推定する意見もある。確かに中世末の城郭の中心部分の肋輸に，矢倉台または物見

合と思われる盛土追構がみつかるが，この遺構を短絡的に，近世式城郭の天守台lζ結びつけ

る推論にはやや不審が残る。江戸時代の平和時には， 天守の機能が喪失して隅櫓でもって，

天守の代用に用いられている例は少なくなし、。 しかし天正期の初期天守は，居住性100%の

館の「主殿JC主殿→しゅてん→殿守→天守の推移は，内藤昌氏が考証している）と中世末期の

矢倉，または物見の建物との重複ではなかろうか。この主郭部分西側の大手口付近は（物部

氏原図による大手口のコースは近世以後の道で11時のものではない）， 一部崩壊しているが，

高さlm前後の石積遺構が露出し，石積法は，いわゆる野面積風の初期的な石積法である。崩

れている石は50～30cmの大きさの石が多く，丹波地方の中世式城郭には数少ない遺構であ

る。石積遺構はこの主郭北側の曲輪跡より西方の谷聞を約50m下った四つの曲輸を，階段式

に並べた一面（「木戸曲輪」と称している）の保存度が良好で，高さ2～2.5mを測る（しかし近

世式城郭と比較すると栗石の使用が不十分である）。なおこの西方の麓に，現在は杉林となっ

つd
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ている居住性の強い削平地があって「とこなげ口」と呼ばれている。この方面が,最重要で

あった時期(対波多野氏との緊張時)があったのであろう。

主郭部分東端の堀切りをへだてて東方にのびる尾根筋に,約 10m四方の曲輪が11,全長で

約200mが東曲輪群である。部分的に腰巻石垣が確認できる。主郭部分西方堀切りから西方

にのびる尾根筋,全長約400mが西曲輪群である。この西曲輪群は,二つの曲輪とその腰曲

輪からなる60m,幅 20mの一画と,高低差約lmの三つの曲輪からなる中央部分の一画と,

尾根筋先端の約40m・ 幅13mの三つの曲輪が連なる一画にわかれている。そして最先端の曲

輪には,見張台と思われる腰巻石垣の盛土の遺構がある。この西曲輪群の先端から北にのび

る約120mの尾根筋に小さな曲輪が13郭連なっているのが,北曲輪群である。最大幅で約 13

m,こ こでも先端曲輪の傾斜面に腰巻の石積遺構が残っている。

この八木城跡の大手回は,本郷部落にある春日神社北東部の「天神口」と呼ばれるコースで

あろう。現在竹林,疎林となっている一帯に,水濠跡と思われる水溜りや土塁跡の盛土,段

差のある削平地が確認できるが,こ の山麓に常住の館があったと推定できる。上述した「と

こなげ口」方面も,そ の遺構からみて主要なコースであるが,細川勝元が建立し,妙心寺五

世義天を開山とする竜興寺のある本郷集落が内藤氏の基盤であろう。

亀岡の市街地から西方約16km,西丹波の篠山に抜ける中世の山陰道に沿った宮川部落にあ
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るのが，『総見記』などから推定して明智光秀の丹波攻めの基地となった箱詰出城跡（主自

城跡）である。西国33番所霊場の金輪寺の裏山尾根筋に遺構があり標高434m，比高約234m,

南北lと長さ約400m，東西で約90mが城域で，丹波では大型に属する山城である。南から北に

のびる頂上部iζ連なった四つの曲輸が中核部分で，南端の南部やや西方に折れ曲った東西約

27m，南北の長い部分約60mが主郭曲輪で， 一段低く北に続く曲輪も約60mに40m，約45mlと

40m，約27mIC25mと， それぞれ他の曲輸にくらべてゆったりとした縄張りとなっている。

主郭曲輸は北側で，基底部約5～6m，上辺で約3m，高さ約2～3m，長さ約7mの土塁で北側

の腰曲輪と区切られ，この土塁の東日[ljかそれとも西側を迂回して，北に通じていたのであろ

う。この主郭曲輸はさらに，ほぼ中央部の土塁で南北に区切られている（乙の高低差のない同

じ削平地を土塁または石積み土塁で区切っている遺構に，後述する笑路城跡や猪倉城跡があ

る）。この土塁は高さ約O.5m・上辺幅2～3m・長さllmのもので， 基底部lζ石積みが認めら

れる。 他にこの主郭部分には規則正しい礎石らしい石もあり，掘立柱でない堅固な建物の存

在を推定するととも可能である。との主郭部分から金輪寺にいたる尾根筋に六つの曲輸が階

段式lと並び，そのなかほどに上辺で約4m，底部で2m，深さ約3mの掘切り遺構が残っている。

そして乙の大手道の要所，要所で高さ約1.5m程の隅角を算木積風に積んだ石垣が露出してい

る。また主郭曲輪から東南lζ押し出した尾根にも 3～4の曲輸があり，乙の尾根筋と上述の

大手道との尾根筋に挟まれた凹地に「水の手曲輪」とでも呼ぶのがふさわしい遺構が残って

いる。傾斜面を利用した4段の曲輪であり，その最上段の一画に，内側を石積みにした約1.5 

mの楠円形の井戸跡があり，下3段の曲輸には，湧き水式の水路がほどとされ，よほと、水脈

が確からしく数年前まで水の流れが絶えなかった（後年，寺側の補修のことも考えられるが）。

そして，乙の一両にも高さ1～2mの石垣，建物跡らしい感土も認められ，丹波地方の「水の

手曲輪」としてはもっともすぐれている。

この神尾山械が記録lと登場する最初は，大永 ・享禄の争乱となった細川高国の香西元盛誘

殺の大永6(1526）年である。元盛の兄波多野植通が八上城で，弟柳本賢治が神尾山城で反高
（注39〕

国党と して蜂起したのである。そして，高国勢を追い落し京都に向かった。賢治が暗殺され，

高国もまた敗死するのが享禄4(1531）年であるから，この神尾山城は大永 ・享禄の数年間，

畿内で活躍した波多野，柳本など丹波勢の本拠地だったようである。中核部分一帯がやや広

い縄張りをもつのもある程度納得できる。その後乙の城は波多野氏の勢力下に属し， 野々口

西蔵坊が城主となり，明智の丹波攻めを迎えたら しい。「小島文書」によると，この西蔵坊は，

小畠，川勝氏などとともに早くより光秀に通じた丹波の土豪である。また，波多野氏の被官，

籾井越中守が拠った城跡ともいう。 しかし，籾井の本拠地の西丹波の福住にある籾井城跡の

遺構とくらべると，との神尾山城跡の方が規模も大き く，より近世的である。そしてまた，

門
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南方約2kmにある摂津方面を押さえた
かずけやま

と思われる波多野氏の出城，数掛山城

と比較しでも，この神尾山城跡の方が

規模においても遺構においても，より

大きくより新しい手法がみられる。 こ

の城は単なる一土豪，一被官の手にな

ったものでなく，函丹波攻めの本拠地

として明智光秀の子によって修改築さ

れたものと推定しでもよい。

光秀の丹波攻めの本拠地が神尾山城

であるならば，八上と黒井のほぼ中間
きんざん

にある金山城跡は，前線基地の役目を

果していたと推定できる。多紀郡と氷

上郡の境にある金山は，標高537m・比

高約270mで，現在隆道となって城跡の

北方鞍部を通る国道175号線は，往時は

南方鞍部の峠を越えて柏原にいたって

いたと思われる。西方に荻野（赤井）氏

の黒井を，南方lと披多野氏の八上をみ

る金山は， 両方を押さえる最良の地を

占めている。

~ 
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第 71図 金 ~L1 城跡時図

おいれ

江戸時代には「多紀の三駅」のーっといわれた宿場町，丹南町の迫入集落から柏原lζ抜ける

峠道の最高所から北にせり上る尾根筋が城跡で，峠道から約40～50mで土塁，空婦などの遺

構のある廃寺跡lζ至る。 寺跡は3段の平坦地で，金山械のte曲輪跡に建てられた園林寺の廃
櫨である。 寺跡の北方lとほぼ5m四方の小曲輪をつけた東西約lOm・南北20mの一郭があり，

背後の馬場跡ら しい尾根道を過ぎると，頂上の曲輪新iと達する。大手道と頂上部の曲輪群と

はT字形の格好で，中核の曲輪群は東西lと立企んだ四つの曲輪からなり， 西が最高所の主郭で

ある。東西約37m・南北約9mで，北側中央部に帯rJJ1輪への虎口が認められる。乙の主郭曲

輪の特徴は，周囲に本格的な石垣が築かれていることである。後述する八上城跡頂上部の石

垣は高さ約1.5～2mであるが，乙の金山械の中心曲輪の大手lと向う南而は，それよりも大き

く高さ4mを越える。虎口のある北面から西面にかけては，土砂lζ埋もれているらしく，露

出面の高さはl～2mである。隅石部分は崩捜して十分に確認できないが， 天正6～7年当時
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第 72図 宇津城跡略図

丹波地方の中世城郭について

の丹波では，最新の技術を使った石垣

であろう。主郭東側lと窪地があり，雑

木と崩壊とでζζ も十分に確認できな

いが，ζζlζ池でもあったのではなか

ろうか。 この窪地の南が大手寄りの木

戸口で，乙こから入って主郭の得曲輸

を南から西，さらに北に回って約4m

程高い主郭曲輪虎口へのノレートが想定

できる。また窪地から東は三つの曲輸

が速なっており，長さ約70～90mで、あ

るが，歩測すら困難なぐらい濯木が茂

っている。 しかしその東端の東西約12

m ・南北約lOmの一郭の南側に東の木

戸口と思われる左右lζ高さ約lmの土

塁があり，桝形式の虎口遺構が残って

いる。

光秀の丹波攻めは天正4(1576）年1

月であるから，金山の築城はそれ以後であろう。波多野，荻野（赤井）氏を相手とする西丹波

攻略が長期化すると判断した光秀は，口丹波の神尾山城を本拠地lζ，八上と黒井の中聞に前

線基地としてこの金山城を築いたものと推定できる。

『丹技志』によると矢島式部，加上弥右衛，朽木久兵衛を置いたという。そして八上械の

落械が天正7年6月，黒井城の落城が同年8月であるのに，この金山城の普請はまだ終って

いなかったらしく『兼見卿記』の周年10月12日の条に，普請見舞の記録が出てくる。すると，乙

の金山は，次節で触れる「繋ぎの城」として，天正10年まで使用されていたのであろう。
（註40〕

明智光秀の攻略によって，天正7年7月落去した桑田郡の土豪iζ，宇津頼重がいる。この

宇津氏は大堰川の上流 “丹波のチベッ ト” といわれる周山地方を本拠として中世半ばより口
〈註41)

丹波K，あるいは洛中に出没し，末期には皇室領丹波山国荘を完全に押領していたらしい。

乙の宇津右近大夫頼重の本拠地が京北町下宇津にある宇津城跡であった。現在下流部分が天

若ダムとなっている大堰川の北岸，八幡社の裏山で標高340m，比高約llOm,500m余りの北

方の山塊より南にのびた尾根筋の先端lζ，南北lζ約160m，東西の長い方で約lOOmが城域で

ある。南北に並んだ三つの曲輸が中核部分で，その南側大手口方面lζ腰曲輸が四つ付属して

いる。三つに並んだ曲輸のうち南端の東西約36m・南北約33mの正方形の削平地が主郭曲輪

司
i
ヴ
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で北東隅lζ土塁がある。 高さ1～1.5m・上辺幅1.5～2m，矢倉台の推定も十分に可能である。

南隅と東側に虎口の遺構が残り，特lζ南隅虎口は秒it形風の左折となって，周辺一帯の石積み，

磁石らしい遺構などから近世的な木戸口が想定できる。東側の虎口にも石積みの露出がみら

れ，この通路から主郭肋輸の東を経て北lζ続く i鈎輸にいたったらしし、。東西lζ並ぶ四つの腰

山輸は，幅約18mで長さはそれそ、れ約37m,20m, 22m, 40mであり傾斜面には部分的に石積

みが認められる。乙の曲輪群の東南方l乙，小曲輪二っと堀切り， 土塁が確認できるので八幡

社の裏ではなく，この東南麓l乙大手口があったのではなかろうか。

第6節 天正期の中世式城郭について

丹波の近世を一応天正7(1573）年の明智光秀の丹波平定と仮定すると，天正7年～10年の

城郭がこの節に該当する。

丹波の中心拠点は口丹波の亀岡にある亀山城であり，枝城として中丹波の福知山lζ福知山

城，若狭から京都に通じる周山に周山城，兵庫県側の西丹波に八上城，黒井城などを修改築

して，それぞれ近親者や丹波攻めの段階で与力化した地元の国人，土豪を城番として入れて

いる。このうち亀山城，福知山城，周山城などは，それまでの古城跡を近世式城郭lζ大修築

したと思われるが，八上城や黒井城など近世的な手法を色濃くとり入れてはいるものの，ま

だ中世風のものもあって新旧混交の遺構が認められる。さらに亀山城と福知山城の中閣の須
ち たきがみねいのく ら

知城，亀山城と周山城の中間の神吉城，亀山城と八上城の中間の滝ケ嶺城と猪倉械などが，

その遺構からみて，この時期lζ使用された城と推定される。それらはその位置からみて，本

城と枝城間の「繋ぎの城Jとしての役割を果していたのではなかろうか。本城と繋ぎの城，

繋ぎの械と枝城との距離は，ほぼ20～40kmというのが興味深い。以下明智時代の中世式城

郭の遺構をみてみよう。

氷上郡春日町黒井にある黒井城跡は，中世末期に強盛を誇った荻野（赤井）氏の本拠地であ

り，天正7年落城後，明智光秀は斉藤内蔵介利三を配置した。

標高356m・比高220mの猪ノ口山の頂上部を中心に，四方lとのびる尾根筋に数多くの曲輪

跡の造構が認められるのは前述八木城跡と同様である。しかし，最高所の東西約170m・南北

約40mの中核部の遺構は尚輸の配置，石垣の積みプf，一部本格的建物（瓦の破片が認められ

る）などから推定して一段と近世的である。「本丸」「二ノ丸」「三ノ丸」と表示した立札があ

るが，頂上の中心部分は近世式城郭に近い縄張り泣構を残している。

「本丸」と表示のある主郭は東西55m・南北26m，東南隅lと虎口があり，東lと幅1.5～2m 

の空堀をへだてて一段低く，東西約45m・南北25mの一郭（「二ノ丸」と表示），さらに東方に

。。
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第 73図 黒井城跡惣像 lぎ｜（『丹波戦国史』より）
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第 74図 黒井城跡中 心由輪 略関 （『丹波戦国史』より〉

4～5m低い曲輪，東西約30m・南北約20mの曲輸が連なり，この三つの中心部の［油輸の周囲

を幅4～lOmの帯曲輸がめぐっている。主郭曲輸の削平部分の傾斜面を，より堅固に保護す

るためと思われる腰曲輸の幅が次第に大きくなり，主郭部をめぐりさらに一つの曲輪として

独立する過程は中世式城郭の流れであろう。八上城跡の中核部分もほぼ同じ遺構を残してい

るが，乙の黒井城跡の帯出輸の東端と西端は，中核部分の大手口としての「東曲輪」（25mlC

15m），揚手口の「西曲輪」（10mlC30m)

と呼ぶにふさわしし、。また石垣は，中

心部分の三つの曲輸の南西面（大手側）

を中心に築かれた本格的な石積みであ

る。特に「本丸」と 「二ノ丸」 南西面

の石垣は長さ約30m・高さ約5mで，隅

角部分の算木積みもはっきりと確認で

きる。 この時期のものとしては，丹波
（注42)

で最も新しい石垣であろう。 しかし主第 75図 黒井城跡主郭部分石垣

月
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上述したように黒井城跡の近世的な頂

上部分にくらべて，その尾根筋に残る多

くの曲輸の遺構は，堀切り，竪掘，土塁， ｜

曲輸の配置などすべての点で中世的な古 ｜

風さをとどめている。ただ斉藤氏の館跡

と伝えられる山麓の現興禅寺の一帯に，

新しい修築の手が加えられたことは当然

想像できるが，館より寺の段階での改変

もあり確認できなし、。

頂上部分と山麓の館部分lと，近世的修

築の手が加わった城跡は，多紀君11篠山町の八上城跡も同様である。乙の放は戦国同期の波多

~ 

郭部lζ天守櫓を推定する地元郷土史家の｜
W'43〕 l
考えには疑問が残る。丹波で最も早く廃 ｜

城となったと思われる近世式の周山城跡 ｜

の天守合遺構と比較すると，その差はは

っきりとしている。東西約15m・南北約

lOm・高さ約2mの周山城跡本丸の天守台

は，初期天守台形式の石蔵をもち排水溝

の追構が確認でき，完全に居住性を具現

している。

0 3, 

L一一ーム一一一」一一一」川

第 76図 舟山城跡略図

野氏の本拠地であって，光秀の丹波平定後，丹波攻めに活躍したと思われる地元の土豪並河

飛騨守に与えられた。しかし光秀の敗死後もこの械は，慶長14(1609）年の篠山築城まで余命

を保っているので，現在の遺構から明智期のものを指摘することは困難である。しかし黒井

城の遺構との比較によって，およその推定は可能である。すなわち，標高462m・比高約210m

の浅路山の頂上部分は明智期，尾根筋に連なる曲輪群は波多野期，そして北西部山麓一帯は

明智期以後のものではなかろうか。

東西約34m ・南北約28mの主郭曲輸の周囲を2～2.5m低く，幅6～20mの帯曲輸がめぐって

いる。さらに西方約5m低く，30mK35mの曲輪，その西にもう一つlOmlζSmの広さの曲輸と，

東西に並ぶ四つの階段式の削平地が中核部分で，高さ2mほどの石垣，城門の礎石などの遺構

が認められる。石垣の手法は，黒井城跡のものより古風であるが，多紀郡内の中世城郭では，

郭の配置とともにより近世的遺構である。山麓の春日神社一帯は，「主膳屋敷跡」「御殿屋敷」

などと呼ばれるやや広い三つの部分からなり，水濠跡の遺構，栗石（篠山築城の際，との一帯

nu 
oo 

守
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第 77図八上城跡略図

の石垣の石を転用したという）の残石，また最奥部の「御殿屋敷跡」の6～Smの傾斜面には

加工したo.5～lm程の石からなるより新しい石垣が露出 している点からみて，前田氏時代

の追ー構であろう。明智氏以後は，比高5～7mほどのこの一帯が中心部分であったと思われ

る。

亀山城と八上械のほぼ中聞にある滝ケ嶺城跡は，その位置，遺構から推定して亀山城と八

上城との聞のいわゆる「繋ぎの城」 的役割を果していたようである。乙の滝ケ嶺城跡は， 尾

根続きで西方約lkmlζ遺構のある数掛山城跡（本目城跡とともに，波多野氏の枝城の一つで

あった）にくらべて，ひとまわり規模が小さいから，この城は波多野時代には数掛山械の出械

的砦であったのかも知れない。しかし， 規模は小さいがより近世的遺構が残っている。標高

44lm・比高約240m，鍋底状の頂上部東端の，東西約90m・南北約30mが城域で，中央部の

東西約30m・南北約19mが主郭曲輪である。この主郭部の西端は高さ1.5～2m，長さ15m• 

l幅5mの細長い盛土となり矢倉台を推定させる。この主郭部の周囲をとり阻む帯曲輸は2m程

低く，北と南で、は幅約5～6m，東では約lOm，先端が馬蹄形の巨大土塁となっている西側は

実に20mを越えて，独立した曲輪状になっている。乙の帯曲輪内に二つの井戸跡が残り，南

口
δ
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第 78図 iilt ケ嶺城跡略図

縁の一部に残存土塁が認められるので，帯曲輸の外縁lζ土塁を推定することも可能であろう。

地形を最大限に利用した数掛山城跡の造構とくらべて， ζの城はより単純な縄張りである

が，東南隅の虎口周辺はより複雑で近世式城郭の桝形迫構の原形を思わせる。すなわち直進

した通路は最初の土塁で右折，土塁をまわってさらに左折，もう一度右折して帯曲輸に達す

る。めまぐるしい右折，左折の地点では，きまってより高い曲輸に側面をさらすようになる

しくみである。この虎口一帯には高さ lm前後の石積み遺構も確認できる。さらに，この滝

ケ嶺城跡の主郭部分からは亀岡の町の中心部がよく術倣でき，：J終ぎの城と推定するのに十分

な立地条件をそなえている。

『丹波志J11：：：「天正年中宮川村ノ城主森美作守，八木村ノ城主内藤備前守ヲ攻ル時，谷川

氏ノ何某八木城ノ裏手ノ間道ヲ案内シテ終ニ内藤氏落城ニ及ブ 其時軍功ヲ賞シテ美作守ヨ
〈注44)

リ森氏ヲ免許ス」とあり，軍功のあった森氏の拠った城跡といわれている口

乙の滝ケ嶺城跡と同じように，主郭部分が単純な縄張りの城郭に亀山城と周山城との中間
かみよし

に神吉城跡がある。標高455m・比高約lOOmの頂上部分にある南北約75m・東西約21mが城

域である。南北lOm・東西7m・高さ O.5mの盛土と，その南にやや低くほぼ同じ広さの曲輪

ワ白口O
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第 79図 神吉城跡略図

丹波地方の中世城郭について

が連結し，その周聞を幅6～7m

の小判形の帯曲輸がめぐってい

る。帯曲輸の外縁には高さo.5～ 

lmの土塁がめぐり，南Iζ2m低

く， 9mlζ7mの曲輪が付属して

いる。石積みも一部露出し，こ

の山麓の館跡らしい削平地の西

方，渋坂峠lこ抜けるコースが，

亀山城，周山城の最短の道であ

ることなどを考慮し繋ぎの城と

推定したい。

亀山城と福知山城のほぼ中聞

にある須知城跡（船井郡丹波町）

も一部近世的な修築の遺構が残

る城跡で，本城と枝城との繋ぎ

の役目を果していたと思われる。

標高384m・比高180mの頂上

部lム西から東に七つの曲輸が

階段式にせり上り，七番目の最

高曲輸が主郭となり， その主郭

から東南方尾根筋に向かつてさらに七つの曲輸が連郭式に下っている。全長約250m ・幅約

30mが城域である。主郭は24m1乙12mの広さで， 東南縁から南縁は高さ2mの底部を石積み

した腰巻土塁となり，外側傾斜面（東南部〕は， 高さ4m～3.5m，長さ約20mの石垣となって

いる。上述した黒井城跡の石垣よりやや古式であるが，この近辺では見当らない本格的な石

垣である。主郭の西側（大手方面）はこれもまた腰巻土塁があり 2m低く 17mK. llmの曲輸

に続くが，乙の曲輸の南関虎口iζは，虎口を守る木戸矢倉ら しい石組の盛土があって，こ

の中核部の二つの曲輸の縄張りは近世的な遺構を残している。乙れにくらべて東南にのび

る尾根筋にある曲輪群は， この丹波町周辺にみられる中世城郭の遺構と大差は認められな

し、。

『丹波志』に「須知城主，須知出羽守」とあり，との須匁：I（志字知）氏は 『太平記』などに

登場する鎌倉末期以来の土豪だったらしい。丹波町内にも須知氏の伝承をもっ 2,3の城跡

が残るが，その規模からみてこの字森にある須知城が本拠だったと恩われる。そして現在に
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第80図須知城跡略図

残る遺構からみて亀山城と福知山城との中閣の繋ぎの

械として， 明智時代に一部が修築されたと推定しでも

大過ないと考える。

同じように明智時代の近世的手法がほどこされたと

思われる城跡に，摂津lζ通じる池田街道（府道池田亀岡
才ヲろうじ

線）を押える笑路城跡がある。乙の笑路城跡は昭和52年

に頂上部の中核部分が発掘調査され貴重な多くの成果
（注45〕

が報告された。

標高414m・比高約lOOmの頂上部の，東西約130m,

南北幅約20～40mが中核部分で東から西に連なる四つ

の曲輸のうち，西曲輪とその東の主郭部分にある南北

にのびた石垣遺構を合む約800m2が発掘調査の範囲で

あった。発掘の結果，埋もれていた高さ30cm～lm余

りの石積み，中央櫓石段，天主台，大手桝形門跡，揚

。。

第81図 須知城跡主手1l曲輸の
石垣間角部分



汁波地方の中｜立城郭について
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京都府遺跡調査報告書第3冊

手口と推定される橋跡，建物機石なと多くの遺構が縫認され，ほぼ3次にわたる普請，作事

の跡が日の目をみたという。そのうち， 主郭曲輪と西曲輸を区切る形で中央部を南北に走る

長さ9.4m ・幅3m・高・さ 1.Smの中央櫓（これは2次的改築との乙と）と，その南Iζ続く一辺

4.8mの方形石積み遺構（ζの迫構を「天守台」または「天守台祖形」と判断している）および，
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丹波地方の中｜立城宇1lについて

その西側桝形風虎口一帯が， 最も新しい遺構で天文，弘治，永禄の松永入国頃と想定してい

る。

中央櫓Iζ続く 4.8m四方の石垣造構を「天守台Jまたは「天守台祖形」と推定された根拠は，

発掘の結果判断されるより古い 「中央櫓」が 「中央高所によって，城主がその権威と機能を
（注47〕

最高度に発揮誇示できる場所」としたのに続いて 「その遺構の位置 ・形態 ・高度等より判断

して天守台の祖形ともいえるものであることが判明した。つまり中央櫓より一段と権威と機
（注48)

能を高めたもの」という。そ して 「二間半（4.Sm）の方形の中には， 畳が12枚半も敷けるJ天

守櫓を想定しているO 畳12枚半という居住性に注目する時，もう一つ別の視点、を提供してみ

fこし、。

それは，第4節で少し触れた綾部市の中心部から約19km奥まった上林城跡の頂上の中核

部分で発見された半地下式の建物跡である。

3次にわけられた発掘の子が頂上部におよんだのは昭和55年であり，南端の盛土（「現地説

明会資料」には「天守台」とある）から石組，石垣，礎石の遺構，中央部やや西よりに1～2m

。 。
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京都府遺跡調査報告書第3冊

の石組みの地下式の貯蔵庫Jill＼のj立構， さらに中央部での東西Sm ・南北12m・深さ約lm
（詑49)

の岩盤を掘り抜いた礎石の並んだ掘り込みが発見された。乙の長方形の掘り込みに建ってい

た建物こそ，下層を貯蔵庫としたと思われる幾の館を移した， 居住性 100%の建物で，この

建物の上K，南端盛土上の物見櫓を重ねると，それがすなわち初期天守櫓ではなかろうか。

周山城跡lと残るような初期天守台の石蔵の原形とも推定できる。との半地下式の掘りこみは，

昭和52年から 3か年にわたって発掘調査された鳥越城跡（石川県石川郡鳥越）でも確認された。

深さ1.5m, 3m四方lこ岩盤を掘りこんだ穴蔵からは武具，日常雑器などの遺物とともに柱穴，
(1150) 

礎石なと建物を想定する遺構もあった。この鳥越城は信長勢l乙対抗した一向一撲の拠った城

で， 一部石垣，桝形虎口など近世的遺構の残る城跡である。

現在確認されている初期天守台は，その多くが貯蔵庫と思われる石j鼓遺構をもち，その上

に居住用の建物，さらにその上に見張用の望楼をのせていたようである。その石蔵形式の天

守台が消滅し，豆腐を置いたような石積盛土に移るのは，それ以後の本丸曲輸の充実の時代

ではなかろうか。さらに江戸期の平和な時代にいたると，天守櫓は本来の機能を喪失して隅

櫓で代用されていく。これが近世式城郭の変遷であろう。

笑路城跡中央部の石積み遺構上の建物の想定はともかくとして，発掘によって明らかにな

ったその近世的な遺構からみて，明智時代lζ摂津方面への通路を確保するために使用した城

跡と推定したい。

天正7(1579）年は，日本城郭史上画期的な安土械が完成した年である。しかし先進地帯の

日進月歩の城郭の流れとは別に，辺昌~な丹波の片隅でほぼ慶長の初期Iまで使用されていたと
たち

恩われる中世式城郭を紹介しよう。それは，綾部の中心地から北方約5km館町にある館城跡

である。館町には赤国神社の東方（城ノ段）と西方（下館）の二つに城館跡があり，その距離は

約400mである。下館の方は住

宅化して，濠跡のごく一部と

櫓台が残るのみであるが，東

の械の段lζは中世末の遺構を

よく留めた城跡がある。比高

約15mで90mlこ60mの範囲が

城域という小規模なものであ

る。しかしすでに述べた中世

末頃の手法である主郭部分を

囲鱗する空掘が， ζ乙ではほ

ぼ完成の域iζ達しているよう

口

A♂劫初d努初珍助法
5C 
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丹波地方の中世城郭について

に思える。主郭曲輸は長い方で約26m，短い方で約17m，約3～4m低い二郭目は約36mlζ20 

mで，乙の二つの曲輸の周囲を大手虎口を除いて巨大な空掘がめぐっている。空掘の規模は

上辺で約Sm，堀jまで1～1.5m，曲輪側の深さは6～Sm，丹波地方では最大級である。空堀

の外縁には上辺lm程の土塁がまわり，南西大手側は落差2m・幅約Smの帯曲輪となってい

る。主郭曲輸の三方と二郭目の，南西縁，北西縁の二方には，上辺1～2m，郭内よりの高さ

1. 5mほどの土塁が築かれ，主郭曲輸の南東隅lと桝形風の虎口が認められる。そして主郭の北

西隅に， 9mlζ7m，郭内よりの深さ約lmの掘り込みの遺構が残っている。二郭目側（西南方）

は空堀lζ臨むこの掘り下げ遺構は，半地下式の建物跡なのか木橋で二郭目と結んでいたのか，

表面からの即断は困難である。

しかし，石積み遺構はみられないものの，空堀，土塁，虎口，単純化した曲輪の配置など

すべての点で，近世式iと移行する直前の中世の最後の子法，遺構をとどめていると思われる。

城主は石川備後守と伝え，天正19年に丹波天田郡に二千二百石，慶長初年lζ山城，丹波で一

万二千石というから，代官的役割をしていたのであろうか。関ケ原の戦に，西軍に属して丹
（住52)

後田辺城を攻めて戦後，没落といわれている。 （藤井善布）

注l 『京都府埋蔵文化財情報J第3号
注2 『扇谷遺跡』京都の文化遺産を守る懇談会

注3 「日本の考古学』3 「比恵遺跡」

注4 『平家物語』『源平盛衰記』

注5 『吾妻鏡』

注6 小和田哲男『城と城下町』 教育社歴史新書

注7 大石慎三郎「江戸時代』 中公新書

注8 大槻仲，鳥羽正雄共著『日本城郭史』 雄山閣

注9 『歴史散歩事典』山川出版社

注目 『日本城郭大系』第11巻余録「一乗谷と村々 の館」

注11 大石慎三郎『江戸時代』 中公新書

注12 『吾妻鏡』

注目 『吾妻鏡」

注14 『吾妻鋭』

注目 『丹波史J第3号丹波史懇話会

注目 奥谷高史『丹波の古道』綜芸舎

注17 『福知山市史』（史料編）「天寧寺文書」

注18 「絹本大中臣元実像図」心翁和尚賛（天寧寺蔵）

注19 『福知山市史』（史料編〉「桐村文書」

注20 「行枝文書」

注21 竹岡 林「天守台の祖形を求めて」（『日本城郭大系』第11巻）

注22 奥谷高史『丹波の古道』綜芸社

注23 『福知山市史』（史料編）
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注24 『夜久文書』

注25 「上杉古文書」（奥野高広『足利義昭』）

注26 『多間院日記」

注27 八木玄夫 『丹波八木城と内藤如庵』キリシタン文化研究会会報第21之さ第1号

注28 伊藤正一「戦国期山城跡、の畝形施設について」 （『日本城郭大系』第7巻）

技29 jヒ垣聴一郎『中世城郭遺構と “築城期”成立の周辺』

注30 『日本城郭大系』10巻奈良篤

注31 伊藤正一「戦国期山城の畝形施設について」（『日本城郭大系』第7巻研究ノート）

注32 伊藤正一 「i臥国期山城の畝形施設について」（『臼本城郭大系.Itr~ 7巻研究ノート）

注33 『綾部市文化財調査報告』第1集綾部市教育委員会

1]:34 『蔭涼軒目録』延徳2年7月3日

it35 『蔭涼中｜日録』 延徳2年8月25日

it36 『実｜後公記』明応4年8月16日

注37 物部礎「八木城跡総論」八木町教育委員会蔵

注38 阿蘇品保夫「文献に見られる九州の中世城郭」（『日本城郭大系jJjlj巻l〕

注39 『日本城郭大系』 11巻京都篇

注40 内藤 昌 『城の日本史』日本放送出版協会

注41 『正法山六祖伝』

注42 『実隆公記』『足利不t!f:記』

注43 奥野高広 『織田信長文書の研究』 下巻

注44 『御湯殿上日記」

注45 北垣申告一郎「近世城郭における石垣様式編年の一考察」関西大学『日本史学論集』

注46 芦田確次ほか 『丹波戦国史』歴史図書社

注47 『丹波志』

注48 竹岡 林ほか『丹波笑路城発掘調査報告』亀岡市教育委員会

注49 向上報告書

注50 向上報告書

注51 同仁報告書

注52 「上林滅跡発掘調査現地説明会資料」 1980.7.19 

注目 石川県鳥越村教育委員会 『鳥越城跡』

注目 藤井善布「近世式城郭考」 （『歴史研究J189号）

注目 『戦国人名辞典』吉川弘文館
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丹波地方の中位城郭について

付録 丹波の城館 覧

1 中丹波地方（福知山市・夜久野町 ・三和町 ・綾部市）の城館

竺 ｜鶴｜城 名 ［ 所在地 J 形状 ・遺構 l 関係事項

_!L直吉正品卸叩時空 I ~m部， 土塁，虎口跡，矢倉台 ｜ 「丹波志」
2f I竹石城 。 ー／宮 l1i民瓦戸両 川 波志」

工J-<t山－－；－I －－；；－；；口 谷ι菅沼長時前り，7「九三J
41 （桐 村 J;r~ ' // 大呂奥玄一一 一両面，土正面ら 十 寸 明言走資料」
51 ｜天寧寺城 ｜ グ 大呂 ｜関車，土塁，矢倉台，空堀， ；

6: ｜堂屋敷砦 。 ·~· ［ι瓦云~－一一 一一

向51牧 城 1 // 牧 ｜山頂部，土星，空堀，井戸跡 ｜

si l牧 館l// 牧 ［台地，空堀跡の一部 ｜「丹波志」

91 ｜狭 間 城 1 // 牧 ｜山頂部，空堀跡，砦跡か？

I 5！荒 河 城 ｜ ！止市郎レり中腹，掲切り，向仙 ｜「旦咳：tq
~I竺 i ~荒河置山城） ｜ 。 竺 」豆一」 戸地主塁 ___:_lm:山主主」
lll ｜横 向 城 ［ 。 荒河 l丘陵，空堀，館跡か

121 ｜岩 井 砦i// 岩井 ｜小丘頂，荒河城の砦跡か

31 ｜和久城 1 0 厚 丘陵頂，遺構消滅 ｜「丹波志」「片山文
」一斗聖 尾一一塾U_ __J警I久主文書」
山 871岩 ケ 端城lI/ 奥野部 ｜謹 ，土塁，堀切り，空堀，矢 i

151 ｜奥野部館 ！ 庁 奥野部 ！小丘，土塁，堀切り，館跡か i 

叶 ［新庄城 ［ 。 新庄 ｜諸苦土塁，空堀，堀切り，l
川 ｜半 田 城 ！ // 半田 ｜艶頂，土塁，堀切り，空掘， ｜

同 ｜今安城 ｜ 庁 今安 ｜山頂部，堀切り

19[ 1狸 谷 城 l // 半田狸谷 ｜丘陵端，土塁，堀切り I 

20[ ｜口榎原城iI/ 口複原 ｜小丘，土塁，空堀，館跡か

21[ ｜ヒエガ谷城 lI/ 口榎原 ｜山頂部，土塁，空揚，虎口跡 ｜「丹抗 」

中判烏帽子山城 1 I/ 小牧 l山頂部，堀切り ｜接照会」

山科榎 原 城 1 I/ 奥榎原 ［山頂部，土塁，虎口跡，堀切り ｜「丹波志」

24! 1樽 水 城 1 // 樽水 ｜山頂部 ｜「丹波志」

251 ｜矢見所城l// 笹尾矢見所 ｜居館跡か ｜「丹波志」

片 ｜石 井 城iI/ 臨 ｜丘陵上，土塁，堀切り，虎口跡 ｜「丹波志J

271 1笹 尾 砦1 I/ 笹尾 ｜丘陵頂，空堀

2sj ｜羽 合 城 1 I/ 笹尾羽合 ｜星第九議，矢倉台，堀切り｜

判 ｜高 畑 城lI/ 掘高畑 l空堀，館跡か l「丹波志」
判 l荒木 山 城lI/ 堀荒木 ｜山頂，南北朝期時用か ！？美鶴土資料」
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否号｜善意城 引所 在ゴil ~一形竺 ・ 遺構 ｜関係事司

Si[ ,111 岸山瓦福知山~ 小竺年一｜ 出頂，f塁， 掘切り，南北朝期 ｜ 「そ吟」

白 川内館 ！ ／／ 堀水内 台地，逃待な［二 日 号平引 －

!189 I （横山城） I 11 内？口一一一一l嚇 1一一 一L
両戸山－：－－l]"－瓦 ；；~部 1賠， 土塁，石積み，堀切り， I ~芸品J
3;:18921 ~11内最 I －~一面 一日務長~平矢ぞ土「丹波－竺

一一－ E陵，王豆7恥Jり，猪崎城の ｜
竺LJ将旦り抗上f一戸店 出掛L I -

'.171 l中村城1 I/ 中 l 諸；去弘一~り， 列二 ｜ 「竺郡；志向」
381 ’ 竺~城 1 // 7也部 ｜丘陵端竺竺L堀切り

391 l上 村 城 l 庁 Jll~ヒ ｜尾根筋先端，堀切り

40[ --~ヶ而l p一川北町 ｜丘陵端，恥 二三一＿1二 一

山ω｜報恩寺城i// 報恩寺 ｜丘陵頂，土塁，堀切？竺記

山 941高蓮寺城 1 // Jll北光石 ｜山頂，矢倉台，空堀， 掲切り I 

431 荘、 市 城l// 私市 ｜丘陵頂，土塁，堀竺 二主主主L － 
44118951愛宕 山城i// 土師 ｜山頂，土塁と空堀の一部 －~型志的」｜ ｜（手白山城）

判 ｜回 拠11 ti:l I /; 前回坪ノ内 ｜館跡，遺構消滅 一一｜ 「丹平引

判 ｜土 師 城 1 I; 土師 ｜丘陵部，遺構消滅 ｜「丹波志J__

47[ ｜洞玄寺城lI; 石原 i丘陵端，土塁と空堀の一部 ｜「丹波志」

- : I ー｜ ｜尾根筋中腹部の「詰ノ曲輪」跡 ｜「旦拙士 l
48118961観音寺城 1 I; 観音寺 ｜（土塁，虎口跡）と山麓部の館 ｜段回出戸、資料」
I I I ｜跡（土塁，井戸跡） ［山 一一

例 ｜高 岳 城i// 長田 ｜山頂，堀切り，南北朝期か ｜－  

判 ｜高橋屋敷 1 // 長田 ｜館跡，土塁の一部 l「丹波志」

｜ ｜ 1麓I乙館跡（土星i，空堀，虎口跡） ｜円 ｜多保市城 1 I/ 多保市 中腹部l乙加曲輪」（土塁， ｜「丹波志」
｜ ｜ ｜堀切り，井戸跡） ｜ 一

片 ｜正 後 寺竺L// 正後寺一 」 竺 二土塁，館跡か ！ 「丹波志J~
5世 相越 城lp 堀越 1 山頂部，土塁， 空堀， Fサ巴町苧十~
541 ｜荻 原 城 ｜ 庁 荻原 ｜土塁，空堀，館跡か ｜「丹波志」

55 1上安場城 1 I/ 上安場 ！尾根筋先端，堀切り ｜「丹波志J

551 i浅木 山城 l I/ 三俣 ｜山頂部，土塁，堀切り ｜「丹波志」

吋 ｜岩 間 城l// 岩間 ！台地， 土塁の一部，館跡 I 「丹波志J

叫州島自説l// 田野 ｜土塁，矢倉台，空堀，虎口 ｜「丹波志」

い ｜大内城 ｜59は89到 I i1 大内 ；土塁，井戸跡，虎口跡，空姻 ｜「丹波志J
一一巳こl〔幸一一一越よ｜ 一一 一一一 I 

~」ι 里吐I ／／ 宮 一」竺 J ’Eか 1「型空

61[20501直 見 城 i天田概久野町直見 ｜ 豊富， lO~ll郭， 土塁， 矢倉台， l 「丹波志J

つUnu 



丹波地方の中世城郭について

空三｜草壁l城 判所 在 地 ｜ 形 状 ・遺ー瓦寸関係事項

631 ；戸主城｜天EEl__!_Fi'.~哩塑主 ＿l_JJ:陵f竺：， 空伊三戸－「一一－
63; l相宇一竺L/; グ門早 川 3～4郭， d 1 
山叫大油子城I// グ 大出子段fa瓦塁五五 - l「B；志J
同 l広瀬城I／／－ ユ ー広瀬 ｜尾根筋先端， 2～3郭 一一一一

55! ~ _7f1J一城I_!____ __ ＿＿＿！＿＿＿竺哩IJ I__~竺的〉 一 一 ［「丹波志」

同 ｜高 内 城1// // 高内 l帥 ，土塁の一部，館跡か ｜「丹波志」
叫d末 城I// 0 末 ｜山頂，4～5郭，土塁

31 ｛お自説｜グ // 額田 ｜山頂，2～3郭，土塁の一部 l「郷土夜久野」
当面） 城T.::_-=_ ＿：： 井田一 峰三～4郭， 崩耳画生ぜこ
2阻色直一議L原。 グ 千原内丘陵，6～7郭，土塁，堀切り ｜「丹波志」
咋0561竜 ケ 割J // 畑小畑｜山頂，2～3郭，井戸跡 ［「丹波志_.J____,

巾951友 淵 城｜ 庁三和町友測 ｜山頂， 6～7郭，空堀，土塁 ｜「丹波志J

74[2州Jll合経ケ端城lI; グ 判 II合 Ii皇，館城，5～6郭， 堀切り，l「丹抗」
~~ I 
7612098［川合日向城lグ 庁 臼向 ｜尾根筋先端 （「丹波志」

巾991日 代 城i// 。 JII合日代 ｜山頂，7～8郭，土塁，堀切り ｜「丹跡J
叫ooj中 出 城I /; o塑士三」盛 ，館城か，4～5郭，土暴’｜「丹波志」
均12叫細 見 辻城 1 // // グ辻 ｜山頂，5～6郭，堀切り ｜「丹波志」

-80' ｜ ふ見町 。 －－－－－；－－~ ｜伊か， 4～両耳前五｜「丹波志」 － 
s1[ I I ｜尾根筋先端 ｜ 

s2!2叫物 部 城｜綾部市物部町 l丘陵頂，土塁，竪堀，井戸 ｜官接室~~佐
判 ｜ 弘事 ~＼悲 1 // 岸田 ｜丘陵端・土塁，井戸 ｜「丹跡J

84[ ｜高浪 山 城1 // 白道路町 ｜山頂，削平地 l「丹跡」

－~~I~聖 域い七百石町 ｜山頂，土塁 一一」 千里駐士

五 ｜中 ？！三 七百石町 ｜丘陵，土塁，醐 ，井戸－ _J咽孟附
4」竺一平一回ユヱ~－－ ｜山頂 一 一一」大槻氏か

山 nj高 槻 城｜。 高槻町 ｜丘陵頂，土塁 ｜大槻氏「丹波志J

89[2612［八 回 城l// 上杉町小嶋 ｜山頂，平地IC館跡 ｜上杉弾正「丹波志」

山ヰ八 重 坂城 1 0 上八田町八重坂 ｜山頂 ｜ 

山 141姫 城J／／中筋町大安 ｜丘陵 ｜哲寝室？夫

921 ｜瓶一 ー 竺｜ユ土空喧＿l~哩二三竺一一一 ｜大槻氏「丹波志」

回126361中山城 I ／／ 中山町 ｜丘陵端 同 氏「丹波志」

ハHd
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番号｜鰐i城 名 j_!JT 在 地 ！ ？そ－~ ・_ill 平 ｜旦 イザ項
判 ｜ 北 之 谷 ~I 緩部市測垣町 ｜丘陵頂，土塁 ー ｜「丹波志」

町 ｜市之瀬城 ｜ グ 於与l妓町 ｜山頂

962 51高 倉 城 I I,， 高倉町 i ｜「丹波志」

幻l l上／ ι｜城｜ グ 多田町 i丘陵 ｜「丹波志」

98' l御 領城 ｜ 庁 有岡町街l領 ｜山頂 i予告関誌」
ゆ161丸山城 ｜ 。 大畠町丸山 丘陵，盟 ，竪掘 件費量豊7
10oi i大島城 I i1 大畠町 I 1胤 ｜明諜7
1巾 同 館 城 I ／／ 館町 ｜丘陵端，土塁，チj:f-i，周波 ｜石川術後守

竺J下 戸I ／／ 館町 ｜空姻，櫓台 ｜干越監f
叫吋 小 貝城I／； 小貝町 ！丘陵頂 l川J員五：1
叫 ｜高 ケ 獄城 1 0 高津田I i山頂 ｜「丹肱 」

叫叫八幡山城｜ 庁 高津町 ｜山頂，土塁，堀切り，;Jj：戸 i大槻辰高「丹波志」

虫剤亙品劃？間百 ｜ 出盟通里， 規模よりみ ｜ 二~~ // 
I巾 211竺尼必 10 栗町 ｜山頂，掘切り，土芸，麓lζ館跡 ｜常設を7
叫叫甲 ケ 岳城I／／ 大島町 i山頂，土塁 暗躍7
叫 ｜岩ケ鼻城lp 大島町 ！山頂，砦跡か

nol2叫諏訪 城 I ／／ 安場町 ｜丘陵 ｜上原氏「丹抗」

一｜福 垣 城 ｜ グ 豊里町福垣 i丘陵，土塁 ｜静 馬之助「丹時

｜ ｜ ！ 1位回伊室f守，：夫楓
I I I ｜山頂，掘切り，空堀，尾根続き｜氏，衣野氏 悶 波

112i 
｜ ｜回の古L)の本拠地
｜ ｜カ〉

_113126_261戸 部 城 ［ 庁 本宮町 ｜丘陵頂 ｜錯？純「陰徳大

l附 271tt~根回山 vf> I 庁 野田町 ｜山頂 － l「沼田文書」
生担ヶ 判 。 円仁 ~－ I ザ；王ι骨 ~1憎』二
1坐空I~＿＿：~.＿ ＿ 城 l fザ竺－ _I~~竺 －－ i時d皇〕一
千71 ｜赤坂城 I／／ 町赤坂一 _J竺 ，塁手一一 ｜暗殺害」

1昨日oldi 家城 I ／／ 広瀬町 ｜山頂，掘型，醐 ，F ｜感門拡「丹｜

irnl I 1J1家陣屋 1 // 広瀬町 ｜山麓，山家一万石の陣屋跡土屋 ｜
I I i ｜敷跡の遺構多し ｜ 

_!2料11ホム必J／／ 八津合町 [ jj： 監龍一~り，？？’ ｜十盗塁了
_121[ l日置谷城 ！ 。 八津合町日置谷 （山頂，土塁，畝状竪堀，9条 ｜「丹波志」
叫 ｜乳母ケ城 1 // 五戸吋 ｜ザヂ二竺，空掘，館跡干 J「元波志」
判 ｜久保木城l// 陸寄町 ｜山頂，堀切り ｜「丹波志」

A斗
A
Q
U
 



丹波地方の中世城郭について

瞳号｜重警l扱 え ［ 所 在 地 ｜ 形 状 ・遺構 ｜関係事項

~2~じ］ t；＿~きl綾部市睦寄町山内 ｜百点的了一一一下 一 一

同 i神子谷城 ｜ グ 故屋岡町 l山頂 ｜ 一一一
判 i大 谷 城 ｜ グ腔合町大谷 ｜山頂，土塁 ｜「丹波志」

同 ｜肘野 城 I ／／陸合町四 ｜丘陵 ｜世孟t_
吋 折山城［ 汐 睦合町忠町 ｜山頂，土塁，竪堀 ｜ 

叫 ｜梨子岡城lI; 武吉町 ｜山頂 ｜坂田氏「丹波志」

1叫 ｜赤 道 城 1 0 十倉向町 ｜山頂 ｜渡辺馬取「丹波志j

吋 十 倉 城 I ／／十倉中町 ｜山頂，土塁 ｜渡辺俊久「丹波志J

-1321=-1赤主 ；乙？？正二面 ，F日 間監門一
問 わ じ野ー盟店主 ｜丘陵頂』竺一一 江主塑竺L
叫ぉ331天王 山城lo志賀郷町 ｜丘陵頂，土塁，竪掘，空堀 ｜明言訂

時叫松 原城 I ／；向田町 ！丘陵端，土塁 ｜ 

出吐J~！＿＿空」一／二型 －~旦守 一 血盟主主L
~371 ｜小 西城I／／小西町 一一国王手助士 一一一」監盤竺－
吋 ｜市ケ後城lo 鍛治屋町 l山頂 ｜ 

綾部地方の城館は，（「上林城跡・塚廻り古墳群」『綾部市文化財調査報告』第7集）より一部修正．遺

跡番号は『京都府遺跡、地図』による。
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2 口丹波地方（和知町，瑞穂町，日吉町，丹波町，園部町，八木町，亀岡市，美山町，京北町）の城館

番号｜喜号l 城 引所 在 地 ｜ 形状 ・造構 ｜国一係j 平
押658IIH 野 城i船井郡和知町山野 ｜山頂， 6～7郭，H ，石積み ［型 L1文昔」

叫 ｜安栖里館l// // 安栖里 l丘陵端，館跡か ［~丹波志」
山 ｜市場砦 l グ グ市場 ｜丘陵 I 

叫 ｜水 呑 城io瑞穂町水呑 i山頂，4～5郭，土塁，堀切り l「丹波志」
叫 l三／宮城 // // 三／宮 i丘陵，3～4郭，；JI:戸助、 i「丹波志」

凶 ｜｜ 和田城 ！。。 ねi凹

叫叫 橋 爪 城 ＇・ // グ橋爪 ｜県警跡4～5郭，矢倉台，土塁，｜「丹波志」

凶 ｜中台ノ館l// I/ 中台 ｜館跡か，遺構消滅

日71 ｜井 尻 城 1 I; 0 井尻 Ii!・ 1～8郭，堀切り，空掘’1「丹波志」
山 ｜ 坂 ~.j: 城 ！ グ グ坂升 ｜丘陵？

叫おおl鎌谷城 ｜ グ 庁鎌谷中 ［山頂， 6～7郭，土塁，チ｜戸跡

吋 －（ 八一 田町。 三ノ竺！日＿ ［ _01J~ ， 9～竺主空－ーと丹吟土
叫叫益百点iグ 日吉町上胡麻 ｜間 ，堀切り，土塁，F吟堀，｜「丹波志」
叫 i東胡麻城i// o束胡麻 ｜山頂，9～岬， 土塁，虎口 ｜「丹航」
竺社＿l竺竺 ＿lril_I I; 伊 東胡麻 ： ~j＼号制：か！ 土塁？二千 」ー
叫 ｜田 原 城J O 田原 ｜告書h-3～4郭，空堀，土塁， ｜「丹跡」

吋 ｜梅 若 館i// o 殿田 ｜器楽，梅若の館という。遺構消l「丹波志」
J咋！？竺』坑｜船井郡坐哩 旦5～旦土塁 間協」

吋 ｜蒲生谷館iI; // 蒲生 ｜館跡か，遺構消滅 i「丹波志」
判 ｜曽 根 館 ｜ 庁 グ 曽根 ｜館跡か，土塁の一部 ｜「丹波志」

叫 ｜上野城 ｜ユ グ叫野 ~！＿~壁土千 三十一（＇.£~－~吟空L
~F1~I竺九九二／ f仇手 』一＼？空f垣：干干堀切k丹波志」
叫 中畑城｜ グ 庁中畑 ｜山頂， 1刊

叫叫 黒 田 城 ｜ 阜 園部町黒田 l_ fo~ri~）石積み， 空堀， 土塁， ｜ 「丹東城塁記」
的 吋船坂城 ｜ 庁 。船坂 ｜山頂，8～9郭

刈 ｜茶臼山城l// p 制 ｜丘陵，空堀，土塁

吋 2州大 村 城 （ 。 0 城南町 ！良百，櫓台，掘切り，井戸跡， ！「船井籾l託、

日1]｜口 人 館 ｜ I/ 0口人 i止 ，土塁，館蹴、か i「丹枕志」
叫吋小 山 城 I// 。小山東町 山頂，土塁，空堀，砦跡か ｜「丹波志」

判2お71熔川城 I // F 高屋 i 皇室13~1

「丹波志」

「丹波志」

「丹東城塁記」
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丹波地方の中世城郭について

阿鰐｜城 名 ｜ 所 在 地 ｜ 形状 ・遺構 ｜関係事項

叫 8681葉 無 城l船井郡園部町船岡 i虫干与主主£掘切り；－芙倉 ｜「丹技志」
可~－~：一一告 「；－ ~問 I lii 7「品開記」
-；晴乍九ヰトン庁埴生 一 ｜ 
吋 l高 山 倉｜グ 庁船岡 ！山頂，南北朝期の砦跡か

時叫宍 人 城！グ グ宍人 ｜小丘，空堀，土塁，館城

175129401新 庄 城！。八木町山室 ｜贈跡12～岬，土塁，虎口，｜「丹波志」

吋 ｜船 枝 館｜グ 庁船枝 ｜館跡，土塁と堀跡の一部

内倒ii八木島城lグ 。八木島 ｜山頂，八木城の出城，3～4郭｜
吋 i堂 上 城｜庁 。刺II 1山頂，八木城の出城，7～8郭｜

両294zlい「木 城LこZ 本郷 l~'.1fili襲九百垣，ー王日切一直阻J~
吋 ｜屋賀 城｜ グ グ屋賀 ｜館跡か，遺構消滅 ｜「丹航」

叫 ｜西 日 城1 // 0 西国 I ~~’3当事，土塁， 一部石積 ｜ 「丹東城塁副
詞 一一 1 -w1~i一 副 fフ一両「「両日己主一一｜ 「丹東城塁副
I I_.,, I 士 rw頂，2～3郭，土塁，石積み l
1831 川吉 城I11 0 神口 I ®~主E ｜「丹波誌」

18+ 

i判 一雨 路城！示一瓦路町点点 「詰品忌 一一 下
叫 4411r＊~~白山議 l o 宮前町宮Jll 一｜盟ピ最初雪千島誠石垣’｜「桑下浸録」
些竺げ倉小－／／宮前町猪倉 丘陵頂ゴ～6郭’勾，土塁，h手了哩土LJ土J l井戸跡
坤4431千ケ畑城 1 0 畑野町広野 ｜丘陵頂，3～4郭 ｜ 

叫 4441滝ケ獄城lo本梅町 ｜賠跡デ実認切り， 一部石垣，｜「丹波志」

元「 ｜よ岐ート グ六五四 国瓦尚一 「一
両副ズ田 城I／／薄田野町 ｜長官±豆，4～5郭，空堀，｜「函る函1
；~134461 晶 君 1/i~I-~－ -fii田野町鹿谷 T丘陵7ム4郭，館城か ー ｜青瓦「
叫 吋 泊二品点 。稼田野附花 ｜山頂，土塁，6～7郭，空堀，｜「丹肱」

iw3吋瓦－ .~瓦［づf 品函函「 ｜ 山頂， 7～ 8瓦 土塁， 掘切り ｜ 「桑下問」

…！叫 余部一主U乙竺！竺堅一 並 生竺堅，聖畦ヨL一 』 空2空」一一
吋子 作 山 平~I 0 荒塚町一 ｜ 明智光苧城の手世エ型竺一~空下竺宇」 ← 

1971 

7白13叫矢 回 城I／／矢田町i矢白 「E即コ2~14郭， 土一主堀－I ~I草言会； 
郎両五 吾均~I －－；－面開一 l w~，， 長J 一一｜晶弘喜蹄掘
2叫 土井館I／／ 筏町土井 ｜館跡，遺構消滅 ｜ 

叫 ｜広 田 城｜グ 広田 ｜館跡，遺構消滅 I 

ゥ
，
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υ
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む酌＼ 名 7二主＝_Jm_ I j 日 －竺」関係事項
叫 4541山本城i由市内些 色町i，堀， 土塁跡の一部 内 村竺l
-;;31 ft&. i i I~ 仲町波多 ｜山頂，砦跡か， 2～3郭 ｜ 

副μ司天主一一転 。 曽我部町穴太 官長ξ7 ~~嗣仁土 1-F桑下漫録」 一
叫 4561犬 飼 城10 曽我部町犬飼 ｜山頂， 4～5郭，空堀，土塁 ｜肝抗J
ゆ必71法貴山城1// 曽我部町法貴 ｜山頂， 6～7郭，空堀，堀切り川義下志会」
元雨sSI頁瓦 買 っ ／西別院町笑路 ｜函頂，一石垣了櫓台，城戸口，井｜「丹宮路扇面
I I Cr~ 庖山以） I l戸跡，礎石 ｜調査報告書」

2同 ［犬甘野城lo 西別院町犬目野 ［牌跡3～4郭，空堀，土塁， ｜ 
｜ ｜ ｜ ｜山頂， 8～9郭，堀切り，土塁 ｜209134591東 掛 城10 東別院町東掛 ｜矢番台，井戸跡 ’l「丹波志」
弘量五感io 薄日野町湯／花山頂， 8～9郭， 空堀 ｜「桑下蹴」

叫叫保 津城 ｜ 。保津町 ｜諸九ι8郭，館城，土塁，｜「南桑田郡誌」
2121 -I保津針。 時 時ンん 1均一J品開 -1 ~~ 
叫 3叫数掛山城 1 0 本梅町西加舎 ｜賠 ，9～10郭，堀切り，土塁，l「桑下漫録」
叫 1点下孟瓦）庁半面両~；－~ I 山麓部， ~Wiffi；，土塁ら一部 ！ 一

一叫忍在E議 ｜ 。篠町老ノ坂 ｜山頂， 3～4郭，土塁の一部 ｜ 

示同可瓦石瓦円 。一；出品 一一戸医；λ示品か
山吋並 河 城 1 0 大井町並河 ｜館城，掘跡の一部 ｜「丹波志」

21~j3.IB~「古 子氏！ 〉 三宅町古~I 館跡か，遺構消滅 一一下見主面－
2中soi殿 城 ｜北桑田郡美山町鶴ケ岡 ［山頂， 9～10郭，土塁，空堀 ｜「北桑田郡誌」

判34811乾 城 ［ // 0 棚 ｜一部土塁，館跡か ｜「北桑田郡誌」

叫必21今 宮 城l// 庁高野今宮｜真夏ii-5～6郭，土塁，堀切り，l「丹波志」
均吋松山城 1 // グ大野 ｜丘陵，館跡か ｜「脇田郡誌」

吋 ｜野々中村減lI/ 。 静原 ｜山頂，土塁，堀切り，4～5郭 ｜「北桑田郡誌」
叫叫 島 竺 ！一人J二竺一 （
叫叫紫摩城 ｜ // グ内久保 l館跡か ｜「北桑田郡志」

吟吋周 山 城 ［ 。 京北町周山 l ~~kx~g式城郭，天守台， 石 ｜ 「北桑田郡誌」

竺 ｜竺 ｜宇津町 。 グ下宇津 ［ 撞仁詩三塁， 堀竺’ ~吟門戸土
叫 ｜宇津獄山城 ｜ 。 。 獄山 ｜山頂， 4～5郭，空堀，土塁 ｜「北桑田郡誌」

判 ｜田貫くもんの館（ 府 。 回貫 ｜館跡か ｜「北桑田郡誌」

缶百軒 Fづ 上中 ｜台地，館跡か 「雨戸工
型~l土主－引 。~－~~百戸空日子千TIJ!t&~－＝
叫 ｜細野城lI/ o 細野 ［ l「丹波志」
（『日本城郭大系』第11巻京都府編より一部修正，遺跡番号は『京都府遺跡地図』による。〉
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丹波地方の中世城郭について

3 西丹波地方（兵庫県氷上郡，多紀郡）の城飴

ぉ！調主一一一名I_:7i ；在 地 i1i-状・遺 構 ！関係 事項
吋 ｜下 村 城（氷上郡市島肝日 ｜丘陵端，3～ふ，羽 I _mi~「一
叫 ｜友政 城！// 0 竹田去瓦市］よ1刊 4郭，土塁，町五川房副
タtiーと 回一城｜乙 竺？？平 ｜計上， s:::::-911＞，堀切り，土｜「丹民」
竺61_ I竺一集－~J /; _ ＿＿！ーι－！？日刊明 ：一一［「喧」 二
部71_I北 村竺 I ! グ喜多 ｜山頂，3～4郭，土塁 （ 
~381 l_'fi ＿倉一平I!戸間 l 山JJJ~－ ~瓦土塁， 堀町 l-11Ka，誌j
叫 ｜留掘 城I// ；泊五 両ι一一台， 土塁， ~#ffi~五民主」 一
五町－~ヲ7可プ7春雨扇一一｜ 粛とま普請鯨必貰より l f議室~2J­
~－ 恒1ー吟工~ ／／ －~ゴ歌積雪；~日円房長~~ －－
2421 ｜野 村 城I// t 野村 ｜館い豆町一部 I示王時」
!431 ~I~下司三三一品 目，扇三日長二音ri I幅五~－
2441 __ l＿~J_＿早一平J 三 。国領 丘陵，下九 百 － I「丹民」
判 上三井庄城（瓦 グ上三井出－ lli陵，.－~；;6， ， 土長二言 － ｜一一一一

揃｜云長瓦I－－；；－－－；；画 一 ｜ 山頂，－ 4二示~~OJ＝－－部下丹ふ」

云7「「三王 亘工三三 土正一 ｜ム 2～3瓦 －骨語y]-
24「~ 原陣屋 1 0 柏原町 ｜伊藤陣屋，長尾町商の一｜「柏原山－

24（＿ヌF同 －I// l~房長 画7豆島一部 一 ｜百函itJ
i「下母1坪 城｜一一一一一一ー一一｜古厩頂－14～15郭，矢倉台，土｜
11 I （稲継城） ｜庁氷上町母坪 ｜塁，空堀 「丹波志」

可 I ~量点日づ／云ifIi一一，土E，二部石古叩時 了
「
I ~重I

254 1成 松 城［ // 0 成松 ｜館跡か，現在は地名のみ ［「丹波志J

吋 ｜高山寺城lI/ o 賀茂 ｜山頂 ｜「太平記」
吋 ｜南 郷 城1 I/ 0 上新圧 ｜山頂，堀切り，4～5郭 l「氷上郡誌」
吋 同lj 所館 I// 。北油良 ！空襲，3～4郭，土塁，空掘の｜「枇郡誌」
五干1!~x I －－－；；－－λ え－ I ~rJ! . 4--::: 5郭，捌り，同 市函7
ムド｜五 城I ~ O 沼 ！霊繭，ι6郭，堀切り，r「時」
叫 ｜号、芦字国訪lo青垣町東芦田 ｜ 型車埠宮~i2環日切り ， ｜「丹波志」
判 l栗住野城｜庁 。栗住野 片宮城，遺構消滅 ｜「丹波志」
叫 ｜佐治城下－－；；－I/ 佐治 下 五七品j，土塁，堀切り石両

ハ可
U



京都府遺跡調査報告書第3冊

同調城 名｜所主－竺仁玄玉三橋 1戸竺？望－
叫 ｜小ず瓦；ん厄開町村 恒戸端，堀切り ｜「吟型

副－ ｜可－亘7「~u:;ii 1 -w~12~~台， 土塁， 掘切ど i一旦竺L
吋 ｜山 垣館｜ グ 9 山垣 ｜館跡，捌の一吐－ J工政均型
2671 ｜遠 坂城 I// 0 今出 i山頂，4～5郭，堀切り ｜ 

｜ ｜ ｜一一 一一一一一－ E百武嗣；7天守台，石垣，4げ瓦麗司「丹波
26s1 I岩尾城 I ／／ 山南町和田 ［～6郭 同信続完~ 2号

可1函莞嘉I－－－；－つ／岩屋 両市－－ L「縮」一
刈 ［久 下館 ｜ グ グ 金屋 ｜館跡，土塁の一部 ｜「丹波志」

判 ｜玉 巻 城 1 // 0 玉巻 ｜山頂，4～5郭，土塁 ｜「丹波志」

幻21 ｜太 田 城 ｜ 。 。 太田一一IltJUn先端，堀切り，M 二十一一一

例 ｜金下i陶丹南町追入 帽子一千ιE長きJ__ 
叫 ｜大 山 城 ｜ グ グ大山 I ~地上， 土塁， 空堀の一部， 館川町L

2751 （少将 山 城l// // 西古佐 ｜丘陵，土塁の一部 （ 

五可－ I~瓦－1ii1-;; －－－－；；古i「 l --:fr~~4,:_,5瓦同~±亘 ｜日比志J
2771 1網 掛 城 ｜ グ グ 網掛 ｜丘陵，5～6郭，土塁，堀切り l八上城の枝城
示可1示 城！γア 玖 ｜山頂，9～16郭，土塁，堀切り｜」勝目上城

判 ［岩 崎 城 1 // 0 岩崎 ｜尾根筋先端，館城，土塁の一部 ｜

ぉoi ｜大 沢 城 1 // 0 大沢 ｜丘陵端，土塁の一部，4～5郭 ｜「服志J

2s1i ［西 山 町 。 ？味間 ｜尾根筋先端，町り J 
2821 l南矢 代 城 ｜ 汐 。 南矢代 （丘陵，5～6郭，土塁 ｜「篠山封彊志」

2831 ｜高 仙 寺城iグ 0 矢代 ｜山頂，4～5郭，土塁

2841 ｜真南条城1// 0 賄条中 ｜尾根筋先端，堀切り，3～4郭 ［「丹批」

吋 ｜栗栖野城 ｜ グ グ栗栖野 ｜山麓 ［ 

2861 ｜波賀野城 ｜ グ グ 波賀野 ｜尾根筋先端 ｜ 

287.「同一－＃一一 1－；；－是正一一戸古不均~#rn， 土塁而抗」

示 「｜ 宮 田 城 ｜ 庁 西紀町富田 ｜丘陵，3～4郭，土塁 ［ 

判 ｜板 列 城 I // p 板井 ！小丘，3～4郭，空堀，土塁 ［

刈 ｜垣 尾 城I// 0 垣尾 l山頂，4～5郭，土塁，空堀 ｜ 
叫 ！架 柄 城 ！ グ グ 栗柄 ｜尾根筋先端，堀切り，土塁 （ 

ム可－1本 郷 城「 0 0 本郷 ｜小丘，館城か，土塁の一部 -18丹波一一
判 ｜篠 山 城 ｜ 。 篠山町 ！慶長畔築城の近世式城郭 局E五五「
刈－］云7山城l// o一五日雇－｜盃7遺言消滅－ I J識~；扇
2951 ｜沢 田 城1// 0 沢田 ｜丘磨，館城，11～12郭，土塁， ［「丹波志」八上城
I I I ｜空堀 lの校城の一つ
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丹波地方の中l立城郭について

哩躍し竺名｜竺在 地 ｜ 形 状 ・遺構 ｜関係事 項

坐 ｜今福町言語~ー丘陵， 土塁 一一 ｜

2971 l浜 谷 館 円 一五~：小丘陵， 土塁のー苦両；－－－－－汁丹波志」
298 ｜ 八代~ 1－－－－；－－－／／－）示 i一三弓i土孟恥り雨戸」
2991 ｜盃山城 I// 0 東浜谷 l山頂，3～4郭 除去城の校城の－

soo[ ｜勝 山 城lI/ o 和田 ｜丘陵，土塁，空堀の一部 ｜ま~~~古寺包囲
301! ｜大 測 館l// o 大がl ｜水掘の一部と土塁（町指定文化 ｜

I I財） ｜

吐 ！－八 一上城 ！ ：二三主 J*l~l聖子~1＇.：内野哨重吉J「鼎J
3付 ｜奥 谷城 I // 0 奥谷 ｜伊上，4～5郭，土塁，痢切 ［会長警報鍔多

八上城包囲の砦と叫 ｜般若寺 城 ｜ 。 グ般若寺 i丘陵，館城か，空堀
五「戸百五lつ J五五 一｜面目前蒼日明蘇よ戸
吋 ｜奥 畑 城 1 // 0 奥畑 ｜山頂，3～4郭，堀切り，土塁 l「丹波志」

3同 i畑 市 城！ I; 0 畑市 i尾根筋先端 ｜「丹波志」

当 L竺互－竺I＿：’ と曽地 但 ，館跡か，土塁空二部 ~空中戸」
叫 ｜私 自部品l// o小中 ！重量制郭，館城，土塁，i「丹波志」
判 ｜東 山 城 ［ 。 グ小野 1山頂，2～3郭，掘切り 淀山城の詰曲輪か

叫 l栃梨城｜ グ 庁栃梨 ｜山頂，堀切り
細工所城の出城と

312 ｜東本圧 城l// 。東本圧 1山頂， 4～5郭，土塁，空堀 l「丹波志」
313 生21>_1// 庁 細工戸一 回書記ご9郭，空堀，土塁’｜「丹波志」

叫 i籾 井 城 ｜ 庁 。福住 l山頂，9～10郭，期切り，土塁l「丹波志」
吋 l安 一口ー 瓦l// 。－cio 一一｜ 島根肱端， 館城か， 土星の~ i 「丹波志」

｜福井城の「詰曲輪4吋 ｜豊林寺 城｜ グ 0 福井 ｜山頂， 2～3郭，堀切り 十

幻1[ ｜福 井 城 1 // 0 福井 ｜皇室，3～4郭，館城か，一部｜

判 ｜中 村 城 1 // // 中 ！丘陵，館跡か，土塁の一郭

州 ｜藤 坂 城｜ 取 。藤坂 ｜皇震は記4郭，館城か，土塁，l
（『日本城郭大系』兵庫県篇より一部修正）
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第7章 ま と め

大内城跡の現地調査は昭和55年12月の樹木伐採から昭和57年7月までの 1年8か月に及ぶ

長期の調査であった。近畿自動車道舞鶴線の路線が決定した後，昭和53年12月から翌年1月

にかけて，路線に沿って逃跡の確認調査を実施した。その時，こ乙は東の山塊から酋の平野

に向かつてなだらかに延びる丘陵であり，南北両端が急竣な斜面となり，北斜面と頂部の平

坦面の境lζ，東西に速なる土塁があることを確認した。樹木の生い茂る平坦面には，直径2

mほどの古井戸と思われる水溜りのほかは，治構らしいものは確認できなかった。大字大内

小字平城という地名から，中世の城跡であろうと推定し，大内城跡と名付け，昭和55年12月

に伐採を開始した。本格的な発掘調査は昭和56年5月から実施したが，その結果については

第2章で詳しく報告したとおり，極めて重要な遺構が検出された。発掘地区の中央部から検

出された 3棟の掘立柱建物跡をはじめとして，これを建て替えたものやその他の小規模なも

のを含め13棟の建物跡を確認した。さらに，これらの建物に伴う柵， 土塁，溝，井戸，墳墓

など各種の遺構が検出され， それぞれの遺構に伴うおびただしい量の造物が出土した。これ

らの遺構は，平安時代末から鎌倉時代初頭に造営されたものであり，まさに，古代末から中

世初頭における地方豪族の居館のようすを顕現したものといえる。さ らに，建物群を囲む東

西北の3面には土塁と溝が巡らされており，確固たる防御施設もあることから，館城とも呼

ぶべき遺構であり，中世城郭の祖形と考える乙とができる。

乙のような遺構の検出を契機として，当調査研究センターでは中世城郭に関する研修会を

昭和57年3月14,15両日福知山市で開催した。京都府内の各地で発掘された中世の城跡の調

査報告にあわせて，福知山商業高校教諭藤井善布氏の「福知山地方の中世城郭について」，京

都府立丹後郷土資料館資料課長百回昌夫氏の「丹波・丹後の荘園と守護・守護代J，奈良女子

大学教授村田修三氏の「中世城跡の発達についてJと題する講演を聞き，数少ない発掘調査

例の中で，大内城跡発掘調査に関する数多くの示唆を得ることができた。なお，藤井善布氏

にはこの研修会での講演の内容をさらに敷桁して，本冊第6章lζ 「丹波地方の中世城郭につ

いて」と題する論考を寄せていただいた。中世城郭の発生と変遷について，綿密な現地踏査

を基にした論考は，丹波地方城郭を知る上で欠かせない珠玉の労作である。

また，大内城跡の発掘調査では，単lζ考古学的調査に終始するのではなし地質，植物，

文献，民俗などの各分野の調査もあわせて実施した。地質に関しては， 京都府立綾部高等学

校教諭小滝篤夫氏に調査を依頼し，その結果を第3章で「大内城跡周辺の地質」としてまと

めていただいた。植物に関しては，福知山市立文化資料館館長芦田重治氏，同館協力委員芦
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まと め

回豊，佐々木公三，石坪一郎の各氏lζ調査を依頼し，その結果を第4章 「大内城跡周辺の植

生」と題して報告いただいた。乙の二編の報告は，歴史の中における人と自然の結びつきを

考える上で特に重要なものである。近畿自動車道の建設に伴い，地形の変化，水脈の切断等

lとより，植生がどのように変化するか。今回の調査は将来の環境変化lζ対して大きな指標を

示すものといえる。民俗に関しては福知山市史編さん室嘱託桜井雅子氏に調査を依頼し，第

5章で 「民俗からみた大内城跡の周辺」と題して報文を寄せていただいた。近世における祭

肥圏を基Iとして，中世の信仰形態に迫る労作である。以上のほか，文献や石造品などに関す

る調査も実施したが，その結果をこの報告書の中では，まとめるに至らなかった。

大内城跡の調査は，昭和55年度は京都府教育委員会が主体となり実施し，昭和56年度以降

は当調査研究センターが主体となって実施した。したがって，調査組織も年度により変更が

あったが，京都府教育委員会の調査をそのまま引き継いで実施したので，当調査研究センタ

ーの調査報告書として刊行することにした。

大内城跡は現在調査終了後，各遺構をそのまま保存し，今後の取扱いについて日本道路公

団大阪建設局と京都府教育委員会の間で協議がすすめられている。現在のところ，本線道路

敷にあたる主要建物跡の部分は，種々の検討が加えられたが現状のまま保存するととは困難

な状況であると聞く。然らば，東北隅で検出された墳墓だけでも保存できないものか。中世

城郭の組形をなす館城が確認されたという丹波地方ではもちろんのことわが国でも画期的な

遺跡の発見であるから，道路建設と遺跡保存という困難な調整の中で，せめてその一部でも

現状保存し，永く後世に伝えることができたらと願うものである。

最後lζ，大内城跡の調査のため最初から御協力をいただいた日本道路公団大阪建設局をは

じめ，指導，援助，協力をいただいた関係機関， 諸氏に対してこ乙に改めて厚く謝意を表す

る次第である。

（堤圭三郎〉
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(1)大内集落と大内城跡 (西から)

(2)大内城跡近景 (南から)
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(1)人内城跡遠景 (西から)
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(1)掘削前 北半部 (南から)

(2)掘削前 帯 ぐるわ (西から)
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(1)_11塁 O S D06土層断面 (南西から)

2)S D06土層断面 (束から)
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(1)S D420土塁断面 (南西か弓)

(2)帯 ぐるわ・S D42・ 土」ヽ|:断面 (南から)
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(1)S B40全 景 (西から)

(2)S E09(西 から)
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(1)集石遺構 S X268(南 から)

(2)集石遺構 S X445(西 から)
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(1)S D01検 出,1犬況 (北西から)
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S E35完掘 ,1犬況 (南 から)
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2)S E35完掘状況 (南から)
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(1)S K 240(西 から)

12)S K 240(1石 から)
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(1)S X 248遺 物出土状況 (西から)

(2)S X 248完掘1,1犬 ,兄 (西から)
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(1)S K271(東 から)

12}S K271(北から)
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(1)S X300集 石状況 (西から)

(2)S X 300集 石断面 (南から)
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(1)S X300断 面 (南から)

(2)S X300-H半掘1)1犬況 (「軒から)
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(1)S X300(南西から)

(2)S X300(西から)
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(1)S X300-A検出状況 (南から)

(2)S X 300-A蓋 除去状態 (南から)
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(1)S X300-F検出状況 (北東から)

(2)S X300-F蓋除去状態 (北東から)
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(1)S X300最 終段階 (西から)

(2)S X 300-L(西 から)
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(1)S X300-L´  `南 から)

(2)S X300-L(南 から)

職

ノ
｀

/

/′
/′ ノF プ
イメロ

曇
・４

く
■ヽ
１

．轟
」群
」Ｆ
」隠

イ
メ 1 く
. lt'
′ rF
' t'lF

3)〔 が

「¬:踊I「
:‐

::彗梵

ヽ

腱亀二

「

口
三



図
版
第
２９

1■l■l

:il白 i「拷|lll・  11]暑詳」1

¶電賢ぜ驚
`' 
・ ..1 ′  `_

EI「

、二庶翻IΥ
r I欄
⑮ 目

『

呻 贅

「

夢
・”館〓
■
・
―
　
・　
　
　
　
●
■
■
■
一
一　
」■

こ嘲駐
=摯
慮F・
‐摯″
J

七,・・、懸a由韻畿」
「

    ヽぃ、、・  ´
::::::|]|:掛日|:i二|二 iLi:|:|:|:LI=:lililil:lillllililllll]III!|!|:|||||'「

      ・ l二:二: 警壺ギ警電P
Lご饉

“

■■

題|ILL

」ノ

「

―‐ ′

鏡Ю轟自由■|

■
■ ≡妥議出



図
版
第
３０

ll師 器」1101尚 ・瓦イ|1椀・褐釉 :il

■■

||lyvi尚言

恣

■魃辟請|:.1 1轟藤‐警:

弩l「

フ:

■

鶏目臼

璽重
″
 | _

由臼■■■

墨壁:一L

7″ ″



図
版
第
31

‐

ミ・■ト

S K19 S K04 S E43瓦 器椀

ヽ 理事季壼

「軍FT~~:

_麺d■■■

題F"暉 躍憂肇F=下

「

~ 下電洒1臓

`―
  .I事冒軍電

「

¬ 暉

■自L哺

、

「
Ｊ

鋼L」
1'「
:■



図
版
第
３２

S E43,S X248瓦 器椀

『
．

″
轟
´

|

.         ..,1:i

むギ
~・  ・ '

・
―

′
ノ

イ

′

■r・ 1■7:鵬



図
版
第
３３

ル
「

ヽヽ

ヽ

ノ
′

(1)S D06青 磁・白磁

(2)各遺構 青磁・白磁

■■■■賞
“
L

■■L

ずし亀薗

_日」饉■菫■■■L

“111111111111111111111111111111!||||||||:|:::|:::lllll:::
ヽ量fli′ ・
・

F

亜 L

譴自菫饉轟♯

ビT¬

「

F
一ザ



図
版
第
Ｍ

(1)S D42青 磁・Fl磁
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(1)各遺構包含層 青磁・自磁
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(1)包含層 青磁

(2)包 含∫嗜ギ 11「磁
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1)S X 300-L 常滑焼系十

(2)S X300-L 蔵 lil'211と 蓋
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(1)S X 300-A 丹波焼系すり鉢

(2)S X 300-A 蔵 |十器と蓋
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(1)S X300-A 須恵器三耳壷

12)S X300-E 蔵骨器 丹波焼系甕
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(1)S X 300-F 須恵器鉢・土師器fllも

(2) S X 300-F 几表′lllバ 暑器と:蓋 :
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(1)S X300-A 和鏡 (裏面 )

(2)同上 (表面)
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(1) ハイiメ ilittlハ

(2)宮出土石塔台座
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